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今回報告する『首里城跡一下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・ 廣福門跡・木曳門跡

発掘調査報告書ー』は、平成元年度～平成 2年度に発掘調査を実施した建設省の都市公園整備事

業（国営沖縄記念公園首里城地区）に係わるものであります。

平成12年度は、首里城跡京の内から出土した貿易陶磁器類が国の重要文化財に指定され、また、

首里城跡をはじめとした琉球王国の遺産群が世界遺産に登録された年でもありました。戦災を受

け廃墟と化していた首里城跡を沖縄県教育委員会による十数年来の調査成果をもとに、国及び県

が復元整備したことが評価されたと考えております。

さて今回の報告書では、去る大戦で消失した門や建物の跡などの成果が報告され、首里城の歴

史的な解明と復元整備に貰甫な資料を提供出来たものと考えております。

これらの遺構とともに、中国や東南アジアからもたらされた貿易陶磁器が多量に得られており

ます。本地区からの出土遺物の中にはこのたび国の重要文化財に指定された京の内の資料に優る

とも劣らない希少価値の高い貿易陶磁器類が多くみられます。

沖縄県はかって琉球王国を形成し、独自の文化を発展させました。これらの出土品は、首里城

が琉球王国の政治、経済、外交及び文化の中心として繁栄していたことを示す貴重な資料であり

ます。本報告書の刊行が首里城及び本県の歴史研究に寄与できれば幸いです。

最後になりましたが、今回の報告書を作成するにあたりまして、資料整理のご指導をいただき

ましたは亀井明徳先生をはじめ、発掘調査に際しご協力を賜りました関係各位に対し深く敬意を

表するとともに、厚く御礼申し上げます。

平成13年 3月30日

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長知念 勇
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1 本報告書は、国の都市公園整備事業（国営沖縄記念公園首里城地区）に伴い平成元年度～平成 2年度にか

けて実施した埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

2 発掘調査は沖縄総合事務局より依頼を受け沖縄県教育庁文化課が実施した。資料整理は沖縄県立埋蔵文化

財センターにおいて行った。

3 出土遺物の同定及び資料整理にあたってのご指導は下記の諸先生方によるものであります。記して深謝い

たします（職名等は当時）。

陶磁器…………………亀井明徳（専修大学教授）

l1 …………………手塚直樹（鎌倉考古学研究所所長）

l1 …………………大橋康二（佐賀県教育庁文化財課副課長）

// …………………金武 正紀（那覇市教育委員会文化財課課長）

I/ …………………鈴田由紀夫（佐賀県立九州陶磁文化館学芸課普及係長）

,, …………………金 立言（慶應義塾大学大学院）

高麗青磁……………•男 龍二（闘光大学博物館館長）

タイ産褐釉陶器………古良 文夫（小学館）

,, ………向井 屈（金沢大学大学院）

ベトナム産磁器………西村 昌也（ハノイ国家大学ヴェトナム文化交流センター客員研究員）

・・・・・・・..西野 範子 （ 

武具……………………久保智康（京都国立博物館主任研究員）

銭貨……………………嶋谷和彦（堺市立埋蔵文化財センター学芸員）

脊椎動物遺体…………金子浩畠（早稲田大学講師）

石質鑑定………………神谷厚昭（沖縄県立博物館指導主事）

石碑……………………霜島 荘英（前那覇市史料編集室）

I/ • • • …... …... ・・・・・・・・•島尻 勝美（那覇市史料編集室）

4 本報告書は西銘を中心に、金城敬子、友利映子ほかの協力を得て編梨を行った。各節の執筆は以下のとおりで

ある

西銘 章第 I章～第III章、第1V章第 3・6・15・21・22・28・38節、第V章

城間 肇第1V章第 1・4・5・8~ 14・16 ~ 20節

比嘉優子第1V章第 2・37・39・40節（ヤコウガイをのぞく） ・41節

島袋 洋第1V章第 7節

新垣 力第1V章第 23節

田里一寿第1V章第 24~27節

藤崎 京第1V章第 29節

山本正昭第1V章第 30~32節

古屋聡洋第1V章第 33~ 36節

島袋春美第1V章第 40節貝類（ヤコウガイ）、付篇

譜久嶺忠彦第1V章第 42節

5 遺物の写真撮影は長田 剛（埋文センター嘱託職員）• 宮崎典子（同賃金職員）が行った。

6 貝類・脊椎動物遺体の同定は県立埋蔵文化財センター保管のサンプルと照合して瑞慶覧尚美（埋文セン

ター賃金職員）が行った。

7 今回報告した出土品、図面・写真等は全て県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。

8 編集の都合上、瓦を付篇とした。また、一部出土遺物は編集の都合上、省略した。次回刊行予定の 「首里

城跡一右腋門地区発掘調査報告書ーJにおいて報告する。
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第 I章 調査に至る経緯

第 1節 調査に至る経緯

首里城跡下之御庭跡ほかの発掘調査は、平成元年度～平成 2年度の間に行われた。この調査は正殿跡に始ま

る首里城跡における国の都市公園整備事業（国営沖縄記念公園首里城地区）に伴う事前の発掘調査で、約

5,240m'が調査対象となった。

首里城跡は大正14(1925)年に正殿ほかが国宝に指定されたが、去る沖縄戦で全てが灰儘に帰した。戦後、

首里城跡内には昭和25(1950)年から琉球大学が建設され地形も大きく改変を受け、往事の面影を残すものは

昭和32(1957)年に復元された園比屋武御嶽などの周辺の一部に限られるものとなった。その中で、昭和42
(1967)年に琉球大学が当地から移転することが決定しその跡地利用計画が検討され、沖縄県は首里城跡など

戦災文化財の復元整備計画を立案した。昭和47(1972)年の日本復帰に伴い沖縄開発庁の補助を受け、その手

始めとして観会門が昭和49(1984)年に復元の運びとなった。昭和61(1981)年には正殿跡の調査も開始され

ている。その後、発掘調査がすすめられ久慶門などが順次復元される 。

昭和57(1982)年度に第二次沖縄振興開発計画が打ちだされ、昭和59(1984)年度に沖縄県による「首里城

公園基本計画」を復元整備とする整備がすすめられ、首里城跡の本格的な復元整備への機運が高まっていった。

さらに正殿などの主要な建造物の復元が検討された結果、昭和61(1986)年度には首里城公園計画区域とされ

た約18haのうち、正殿を一帯とする内郭部分約 4haが日本復帰を記念する国の都市公園整備事業（国営沖縄記

念公園首里城地区）として整備復元することが閣議決定された。これにより正殿をはじめとする建造物が復元

された。

併せて外郭などの残りの約14haを沖縄県による県営公園事業（首里城公園整備事業）として事業が行われ、

首里城跡やその周辺の整備がすすめられている 。また、城郭を同じく県の事業 （首里城城郭等整備復元事業）

として整備が行なわれている。

今回の事業は国営沖縄記念公園首里城地区に伴うもので、沖縄総合事務局より委託された沖縄県教育委員会

が主体となって調査を実施することとなった。

第 2節 調査体制

調査は平成元年度～平成 2年度に現地での発掘調査を実施し、平成12年度に本格的な資料整理と報告書の刊

行を行った。体制は下記のとおりで実施 した（職名等は当時）。

平成元年度～平成 2年度 （発掘調査）

事業主体者 沖縄県教育委員会

事業所管 沖縄県教育庁文化課

事業総括 同上

同上

同上

同上事業事務

事業実施

上

上

上

上

上

上

上

上

L

L

L

L

L

同

同

同

同

同

同

同

同

教育 長

課長

課長補佐

課長補佐

：： 幹兼係 長

化 振興係長

同 主事

埋蔵文化財係

同上

同

同

同

同

同

同

高良 盛敏

宜保榮次郎

上江洲均

平田 典進

安里嗣淳

仲里哲雄

波平 淳

主任専門員

専門 員

嘱託職員

同上

同 上

同上

同 上

同 上

大城 慧

長嶺 均

矢沢秀雄

島袋 洋

城間千栄子

上地千賀子

照屋 孝

比嘉 優子
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発掘調査作業員

島尻三郎、新里造ー、上原美枝、金城春江、兼城光子、諸見里豊子、呉屋正一、呉屋光子、古波津芳子、

古波津夏子、予城富子、幸地ヨシ子、城間ハル子、小橋川幸子、呉屋救、山畑キミ、新垣シゲ子、

知花まさ子、屋比久孟松、屋比久春、儀間トヨ、比屋根トミ、仲村ツル、比嘉キク、津波古よし子、

平良ツル、島袋文子、上原美枝子、与那原寛喜、諸見里幸子

平成12年度（資料整理）

事業主体者 沖縄県教育委員会 教育長 翁長良盛

事業 所 管 沖縄県立埋蔵文化財センター 所 長 知念 勇

事業総括 同上 副所長兼庶務課長知念廣義

事業事務 同上 副所長兼庶務課長知念廣義

同上 庶務課主事上原 、伯、生

事 業 実 施 同上 調査課長 島袋 洋

同上 指導主事 西銘 立早

同上 専門員 山本正昭

同上 嘱託職員 城間 肇

同上 同上 典那国充子

資料整理作業員

吉村綾子、宮崎典子、大城陽子、真栄田章子、比嘉美和子、譜久村泰子、典古田愛、梅田倫代、幸地真弓、

玉寄智恵子、瑞慶覧尚美、池原直美、玉城恵美利、新垣利津代、田中俊朗、金城恵子、上良早美、

栄野元左季

第 3節調 査経過

調査は奉神門地区から引き続き調査を行い、平成元年度～平成 2年度の間で下之御庭跡ほかを実施した。調

査対象になったのは、下之御庭跡、用物座跡、瑞泉門跡、漏刻門跡、廣幅門跡、木曳門跡に係る一帯で、発掘

総面積は約5,240m'である。以下、調査経過を略記する。また、今回の調在は平成 9年度に報告書を刊行した

御庭跡・奉神門跡地区とも一部並行して行っている。

調査は平成元年10月10B-平成 3年 3月26日の間に実施した。調査区域一帯には、戦前には第一小学校、戦

後は埼球大学の道路敷設や図書館棟が建っており、主に盛り土造成が行われていた。そのため、まず重機を使

用して盛り土を除去し、続いて人力による掘り下げを行った。

調査区の設定は、正殿跡の調査以来踏襲されているグリッド配誼に準じて行った。グリッド設定は一辺が 4

mの正方形として、南から北ヘアルファベット、東から西へ算用数字を割り当てた。

詳細は後述するが、調査で確認された遺構の多くは第一小学校に伴うものであり、特に図書館棟の建ってい

た漏刻門跡一帯は、遺構を確認することがほとんどできなかった。ただ、廣福門跡一帯では門に伴う遺構を一

部確認することができた。

平成12年度は沖縄県立埋蔵文化財センターにおいて本格的な資料整理を開始した。調査で得られた遺物は遺

物収納用コンテナ（大きさ約40cmX 60cm X 20cm) に換算して約1,600箱以上にも及ぶ膨大なものであった。そ

のうち瓦・碑がほとんどを占め、約600箱余に上る。

資料整理は調査から10年を経ていることもあり、出土グリッドの再確認や遺物の再整理、さらに、隣接する

京の内（平成 9年度報告分）出土の遺物と接合確認ができるなど、事前の作業に時間を要した。これらの確認

後、実測、 トレース、図版作成及び原稿執筆を行い、報告書刊行に漕ぎ着けることができた。
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第II章首里城跡の環境

第 1節地理的環境

首里城跡は、沖縄県那覇市首里当蔵町に所在する。形状は東西方向に伸びた長楕円形をなし、面積は46,000

m'を越える県下最大級のグスクである。海抜120-130mの丘陵上に立地、最大標高は136mで、広く沖縄本島

中南部一帯を遠望することができる（第 2図）。

周辺の遺跡は崎山御嶽遺跡などグスク時代以降の遺跡がほとんどで、首里城跡内で先史遺物がみつかってい

る他は先史遺跡は確認されていない（第 1図）。

首里城跡一帯の地質は上位に琉球石灰岩（更新世）、下位に島尻層群（鮮新世）からなる。琉球石灰岩は水

を浸透しやすいが、 島尻層群は不透水層であるため湧水が豊富であり、瑞泉門下の龍樋から流れ出す水がそれ

である。島尻層群はクチャやニービと呼ばれ、首里城跡一帯にみられるものはニービである。琉球石灰岩は島

尻層群を不整合に覆い、城跡南側の一部には石灰岩の崖が形成され、露頭が城内各所にみられる。首里城跡周

辺は、東に弁ヶ嶽、北に末吉一帯の丘陵、さらに前述の水の豊富さ から各河川の源流がみられる。これら起伏

に貨んだ様々な地形に囲まれた首里城跡は風水的に恵まれ、 『球陽』 にあるように「国都の高処に発祖し、最

も好」＜ 王城として最適な場所に占地しているといわれる。

第 2節歴史的環境

首里城跡はこれまでの発掘調査の成果から、 14世紀中頃に築かれたと考えられている。また、史書等からの

推察では、 14世紀後半に王位にあった察度により築かれたとされ、 1392年に建てた高楼がそれにあたるとする

意見がある。首里城跡は「内郭Jと「外郭Jの大きく 2つに分けられ、今回調査対象となったのは内郭である。

内郭は創建当初の部分とされ、城内の主要施設が集中する。外郭は第二尚氏の尚真王以降に拡張されたもので、

防備の強化を目的としたものなどとされる。石積みの高さは内郭が 2-4m程度、外郭が 4-Sm程度あり、

もっとも高いところでは15m程の高さを持っていたという。城内には観会門をはじめとした門があり、今回は

瑞泉門他が調査対象となった。以下、これらについて略記する。

瑞泉門は内郭第一の門で、門下にある泉の「瑞泉」から命名したとされる。そのため、「樋川御門」とも呼

ぶ。正確な創建年代は不明で、第一尚氏の時代 (15世紀）と考えられている。門の構造は石積みに桁を渡した

櫓門で、木造本瓦葺きの入母屋造りであった。外郭第一の門である観会門が棋門上に櫓を載せる点とは異なる。

門前左右に獅子を配する。戦前は正殿とともに国宝に指定されていた。

漏刻門は瑞泉門を上った次の門で、瑞泉門と同様に櫓門、木造本瓦葺き、入母屋造りの構造である。この門

で時を計り報せていたことから命名された。また、この門で駕籠から降りることになっていたため「かごゐせ

御門」の名がある。第一尚氏の時代に創建されたと考えられる。櫓は昭和初期に撤去されている。

廣福門は、瑞泉、漏刻門に続く門で、前二者と異なり楼門で木造平屋の造り 。両脇には、東に民事や犯罪を

扱う大与座、西に寺や神社を扱う寺社座があり、役所としての機能を併設していた。創建年代は不明。明治45

(1912)年の第一小学校の建設に際して奉神門とともに取り壊された。「長御門」とも称する c

木曳門は内郭のもっとも西に位置する門で、形状は棋門。平時は石積みで閉じられ、城内へ木材の搬入等を

行う際のみ開かれたとされる。創建年代は不明。

下之御庭は、廣福門・京の内・奉神門にはさまれた空間で城内施設の中核部分とされ、正殿前の御庭に対す

る前庭的な位置付けを持つとされる。また、ここには城内に所在した十嶽のひとつである首里森御嶽があ った。

明治45(1912)年には京の内から下之御庭一帯に第一小学校が建設された。

用物座は下之御庭西側に所在し、 貢納や礼物などを取り扱った。また、系図を管轄する系図座が併設されて

いた。創建年代は不明であるが、 1689年に系図座、 1733年に用物座が機関として設置されている。建物は、

1896年以前には撤去されたようである。

これらは、戦前の学校建設や沖縄戦等で消失したが首里城跡整備の中で復元がすすみ、瑞泉門跡ほかが平成

4 (1992)年度、用物座跡は平成12(2000)年度に再現された。
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第 1図 首里城の位置

第 2図 首里城平面図（昭和 6年頃）
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第III章遺構と層序

第 1節遺構

今回調査対象となった区域は下之御庭跡をはじめとした 6ヶ所であった。遺構は沖縄戦や琉大造成で破壊さ
れており、ことに瑞泉門跡、漏刻門跡一帯には図書館棟が建設された。そのため、確認した石積みの多くが根
石付近のみで、瑞泉門跡、漏刻門跡は門自体の遺構は確認できなかった。また、第一小学校に伴うものと思わ
れる遺構も検出した。以下、検出遺構についての概略を記す。

1)下之御庭跡

下之御庭跡は調査の結果、往事の旧地盤面を保っていることが確認できた。遺構は、下之御庭跡と京の内を
区画する石積み遺構と、京の内側に首里森御嶽にあたるものと推察される石灰岩の露頭を確認した。また、下
之御庭と京の内を区画する石積みに沿い、さらに下之御庭を南北に横断する水路と思われる遺構を確認した。

前述のとおり下之御庭一帯には第一小学校が建設されており、今回の調査で確認できた遺構の多くは小学校
校舎に属する側溝や礎石などであった。

2)瑞泉門跡

調査の結果、門の遺構自体は検出できなかった。 i登道は階段中ほどのけあげ石 (L字状に加工 した石）がわ
ずかに確認できたのみでその大部分は検出できなかった。ただ、昭和59年度に行われた観会門跡・久慶門跡の
調査においては瑞泉門跡の燈道の一部を確認している。

3)漏刻門跡

漏刻門跡も同じく門や燈道の遺構を確認することはできなかった。一部で第一小学校期に増設されたと思わ
れる階段（門東側）を検出したのみである。

4)廣福門跡

廣福門跡では一部で門に伴うと思われる礎石と、門の両脇にとりついていた石積み遺構を確認した。大部分
は琉球大学時のパイプ敷設工事のため破壊されていたが、礎石は建物東側のもので 4基確認しこれに伴うと思
われる狭間石がわずかに確認できた。また、石積み遺構は東西両方の根石を確認した。

5)木曳門跡

木曳門跡では門自体の遺構を確認し、併せて周辺の石積み遺構を検出した。

6)用物座跡

用物座跡では、建物に伴うと思われる礎石を一部確認した。また、周辺からは石積み、石畳遺構を検出した。
礎石は 3桔確認され建物南端側のものである。また、礎石に伴う地覆石を確認した。石畳遺構は用物座の東側
で確認したもので、残存状況は良好である。石積みは用物座南北両サイドに設けられたもので、各絵図等にも
描かれているものである。今回の調脊では南側の石積み根石を確認した。

第一小学校時代の遺構は側溝を確認し、一部で用物座跡の遺構を切るものや重複した部分がみたれた。

第 2節層序

首里城跡は、戦前の第一小学校や戦後の琉球大学建設により建物・石積みの撤去や大きな地形の改変を受け、
特に後者では大規模な盛土、切り土を伴う造成がなされている。今回調査対象となった地区は小学校建設や導
水管敷設などにより破壊を受けていたものの、大半は盛土であり、旧地形には大きな影響がないと思われる。
ただし、今回の調査で確認できた層の多くが後世の造成層もしくは撹乱層であるため、 層序については割愛す
る。また、遺物に関しても層序による区別は行っていない。
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第 3図 遺構検出状況
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第w章出土遺物

首里城跡下之御庭地区・瑞泉門地区・淵刻門地区・廣福門地区・木曳門地区・用物座地区の調査において、

青磁・白磁• 青花・瑠璃釉・紅釉・中国産褐釉陶器・タイ産褐釉陶器・色絵・釉裏紅・彩釉陶・ 黒釉陶器・鉄

釉染付．鉄絵・中国産無釉陶器・ 褐釉磁器・高麗青磁・ベトナム産磁器・タイ産半練• 本土産染付• 本土産色

絵•本土産印判手・本土産陶器・沖縄産施釉陶器・沖縄産無釉陶器・土器・陶質土器・瓦質土器・硯・石製
品・円盤状製品・土甘禍・武具・ 石球・釘・ 釘状製品・銭貨・藷・煙管・ハブラシ・石碑・骨製品・貝製品・土

製品・貝類・脊椎動物遺体・人骨・瓦が出土した。以下に報告する。

第 1節青磁

確認された青磁の器種は、碗・皿・盤・壼・大瓶・大鉢・瓶・鉢状製品・摺鉢・香炉等がある。泉州窯系青
磁も本節で取り扱った。以下、その概要を述べ、個々の詳細については観察表で述べる。

碗（第 4図 1-14) 

第4図 l、2は劃花文碗の口縁部片と胴部片である。図3、4は鏑蓮弁文碗と蓮弁文碗である。図5は雷文
帯碗の完形品。図 6・7はラマ式連弁文碗として扱った。図 8-11は線刻細蓮弁文碗である。図12は無文の薄
手直口碗である。 13-14は底部資料である。

皿（第 5図～第11図15-94)

皿は口縁形態により分類した。図75-84の八角皿は京の内跡よりも出土例が多いようである。第 5図15-25
は口折lillである。図25以外は外面に蓮弁文を表す。図26-34は直口皿である。外面にヘラ削りによる蓮弁や細
蓮弁を表す。図35-39は口縁部を玉縁状に成形するグループである。図40-61は外反皿である。外面に龍を表

したものもある。図62-74は稜花及び輸花皿である。図75-84は腰折れの八角皿である。内面の口縁直下に雷
文帯を表すのがほとんどである。図85-94は底部資料である。

盤（第12図～第16図95-141)

盤は口縁形態により分類した。鍔縁盤・ロ折盤・外反盤・直口盤・稜花盤の 5つに分類してみた。第12図95
-105、第13図107-112は鍔縁盤である。図106、115-122は口折タイプの盤である。図123-125は外反タイプ

の盤である。図126-134は直ロタイプの盤。図113、114、136-141は稜花タイプの盤である。

壼（第17図142-147)

壼は特徴的なものを図化した。第16図141、第17図143は蓋である。図144-147は身である。

大瓶（第18図148-155)

花瓶と大花瓶に分類した。第18図148-151は花瓶である。図152-155は大花瓶である。

大鉢（第19図156-165)

第19図156-159は直口口縁で雷文帯を有するグループ。図160-162は無文直D口縁のグループ。図163は直
口タイプの底部資料。図164は外反タイプ。図165は碁笥底の底部資料である。

瓶（第20図166-175)

瓶は双耳環瓶（第20図166、167) と玉壼春瓶（図168-175)の 2つに分けられる。

その他（第21図～第23図）

第21図176-182は内部に「蓮池水禽」を表現したものと思われる鉢である。片切彫りによる青海波等や貼り
付けの蓮華文等が観察できる。図183-185は器種不明。図186は水滴か。図187は魚形をあしらった型物で、水
滴か。図188は何らかの蓋であろうか。図189は人形である。図190-193は摺鉢。図194-197は杯。図198-
200、202、203は香炉である。図201は器台である。図204-206は袋物。図207、208は蓋。図209は瓶か。図210
は仙蓋瓶の一部であろうか。図211は瓶の耳であると思われる。図212は馬上杯か。図213は瓶の頸部もしくは
馬上杯の足である。図214は把手である。図216-226は泉州窯系青磁の碗である。
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第 1表青磁観察表

図
器種

法量 (cm)
器形 ・文様・素地・釉閲等 出土地区

番号 口径器高底径

I 
口縁部は微弱に外反する。内面に片切彫りによる文様を表している。外面に輛輯痕。灰白色の微

下之御庭
粒子。淡黄緑灰色の釉を両面に施す。

2 
胴部片。両面に片切彫りによる文様を表している。淡灰白色の細粒子。淡緑灰色の釉を両面に施

用物座
す。両而に貫入。

3 17 
直ロタイプで口唇は尖る。外面に片切彫りによる縞蓮弁文を丁寧に表している。索地は淡灰白色

漏刻門
の微粒子＾

4 15.2 7 4.2 
直ロタイプ。高台は低くて小さい。外而に片切彫りによる茜弁文を表している。索地は淡灰白色 漏刻門

の微粒了・。 両面に淡緑灰色の釉を施す。両面に粗い貰入c M3-126 

5 15.2 7.5 6 
直ロタイプ。外面に片切彫りによる雷文帯と刻花文を表し、内面には刻花文と見込みに印文を表 下之御庭

している。索地は淡灰白色の微粒子。両而に淡緑色の釉を施す。 L6-123 
I 

外反クイプ。外面に片切彫の O・Vの組み合わせを縦位の二重線で区画する。内面にはラマ式蓮
6 16.2 8.4 6 燦幅門北西

I 
弁文を表す＾索地は淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉を施す。見込みには砂が付若する。

7 
外反タイプ。両面に片切彫りによるラマ式蓮弁文を表す。素地は淡尿白色の微粒子。両面に緑灰

虞幅門北西
4 

碗
色の釉を施す。両面には貫人が人る。

図
8 14.2 5.2 7.6 

問ロタイプ。外面に線刻による細蓮弁を表し、内而見込みには印文を表している。索地は淡灰白 木曳門

色の細粒子＾両面に淡緑灰色の釉を施す。両而には細かい貫人が入る。 L3-154 
I 

直ロタイプ。外面に線刻による細蓮弁を表し、内面見込みには刻花文と印文を表している。索地 用物座， 13.6 5.4 7.7 
I 

は白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。 K6-123 

10 13.8 
直ロタイプ。外而に線刻による細蓮弁を表す。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡灰白色の釉を 木曳門

施す。両而に雑な囮整痕が見られる。 L4--154 

直ロクイプ。外面に線刻による波状文と細蓮弁を表す。索地は淡桃褐色の粗粒子。両面に淡灰白 木曳門
11 12.9 5.9 5.9 

洵色の釉を施す。両面に細かい貰入が入る。 L4-154 

12 16.5 5.9 6.7 
薄手の直ロタイプ。逆「ハ」の字状に開く 。内外面ともに無文である。素地は淡灰白色の細粒子。

木曳門

I 
両而に灰白色の釉を施す。見込みは蛇の目釉剥ぎ。両面r細かい貫人が入る。

13 7 
両面にヘラ削りによる菊花文もしくは迪弁文を描いている。淡灰白色の細粒子。淡緑色の釉を両

木曳門

I 
面に施している。外底面は蛇の目状に釉を掻き取る。

14 8.8 
無文碗の底部と思われる。淡灰白色の徴粒子で両面に淡青灰色の釉を厚く施す。外底面は露胎で

用物座
ある．

15 12.7 4.4 5.3 
口縁部を「L」字状にして口折とする。外面にヘラ掻きによる蓮弁文。見込みにICLL花文。素地は 木曳門

淡灰白色の細粒子。外底面以外に淡緑灰色の釉を施す。 L4-154 
用物座

16 10.2 
口縁部を「L」字状にして口折とする。外面にヘラ掻きによる蓮弁文。素地は灰白色の細粒子。

両面に淡灰緑色の釉を施す。 L3-124 

17 5.9 
外面に片切彫りによる鍬蓮弁文。内面胴部にも片切彫りによる文様。見込みには印花文。索地は

廣福門北西
淡灰臼色の微粒子で畳付以外に濃緑色の釉を施す。

18 5.6 
外面に片切彫りによる鎮池弁文を雑に表す。見込みには印花文。素地は淡灰白色の微粒子。外底 漏刻門M3-126

面以外に濃緑色の釉を施す。 木曳門L10-132 

口縁部を「L」字状の口折とする。外面に片切彫りによる蓮弁文を表すが調整痕も顕著である、 下之御庭
19 11.9 3.3 5.9 

I 
見込みに双魚と青海波の印文。索地は淡灰白色の細粒子。外底面以外に淡緑灰色の釉を施す。 用物座L0-124

5 
20 12.1 

口緑部を「L」字状の口折とする。外而に片切彫りによる蓮弁文を表す。内面に片切彫りによる 用物座

図 ラマ式迎弁文か。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑色の釉を施す。 K9・10-124

21 6.2 
外面に片切彫りによる池弁文を表す。見込みには陽刻の双魚文。素地は淡灰白色の微粒子。昼付 木曳門

以外に淡緑色の釉を施すe L 5-143 
I 

口縁部を「L」字状にして口折とする。外面に片切彫りによる蓮弁文を表す。素地は灰白色の微 下之御庭
22 10.2 

粒子c 両面に淡緑色の釉を施すc 用物座K9-123

23 12.8 
口縁部を「L」字状にして口折とする。外而に片切彫りによる蓮弁文を表す。索地は灰白色の細

廣福門北西
~ 

粒子。釉開は淡灰白色を呈しており、焼成不良もしくは―次的被熱を受けたと見られる。

24 5 
外面に片切彫りによる鏑並弁文。見込みに圏線。索地は淡灰白色の徴粒子。畳付及び外底而以外

炭福門北西
に淡緑灰色の釉を施す。

25 12.6 
口縁部を「L」字状にして口折とする。外面には雑な閑整痕が見られる。索地は淡灰白色の細粒

下之御庭
子。淡緑色の釉を両面に施すが細かい貰入が入る。

26 fill 10.2 
直ロタイプ。外面に片切彫りによる述弁文、内而にはヘラ掻きによる蓮弁文もしくは菊花文。素

下之御庭

I 
地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施すn

27 10 3.4 5.2 
直ロタイプ。外面に片切彫りによる雑な蓮弁文、内面にはヘラ掻きによる菊花文。見込みには印

下之御庭

I 
花文c 索地は淡灰白色の徴粒子c 外底面以外の両面に淡緑灰色の釉を施す。

28 10.6 直ロタイプ。腰折気味である。両面とも無文。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。 用物座

29 10.3 
直ロタイプ。ヘラ削りにより、外面に細蓮弁文。内面に菊花文を表す。索地は淡灰白色の微粒子。 用物座

両面に淡緑灰色の釉を施すが―次的被熱により痘痕状を呈す K2-122 

30 10 
直ロクイプロ片切彫りにより外面に細蓮弁文と圏線、内面に細蓮弁文を表す。淡灰白色の微粒子。

下之御庭
両而に淡緑灰色の釉を施す。両面に粗い貰入が入る。

31 9.4 3 4.7 
直ロタイプ。ヘラ削りで外面に細蓮弁文。淡灰白色の微粒子。外底面以外に緑灰色の釉を施して

下之御庭
しヽる。

6 
32 11.6 

直ロタイプ。ヘラ削りで外面に縦位と圏線の組み合わせ。内面には線刻の細蓮弁を表す。淡灰臼
下之御庭

図 色の徴粒そ両面に緑灰色の釉を施すが て次的被熱で痘痕状を呈す＾

33 12 直ロタイプ。内面に片切彫りの蓮弁文。淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉を施す。 用物座

I 

直ロタイプの小皿である。両面にヘラ削りの蓮弁文もしくは菊花文を表している。淡灰白色の微
34 7.6 

粒子。両面に緑灰色の釉を施す。両面に粗い貫入が入る。
廣幅門北西

I 

玉縁状の口縁部。外面に片切彫りによる蓮弁文。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑色の釉を
35 10.1 

施している。
用物座

＇ 

36 12.3 玉緑状の口縁部。両面とも無文である。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。 用物座

I 

37 玉縁状の口縁部。両面とも無文である。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。 木曳門

38 12.8 3.7 6 玉縁状の口縁部。両面とも無文である。素地1よ淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。 廣福門北西
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第 2表青磁観察表

図
器種

法鼠 (cm)
器形・文様・素地・釉関等 出土地区番号 口径器高底径

39 13.1 
玉縁状の口緑部。外面に片切彫りによる蓮華文状の文様を表している。索地は淡灰白色の微粒子。 木曳門

I I 
両面に淡緑灰色の釉を施すが両面に細かい貫人が入る。 Lo-129 

40 12.8 外反タイプ。両面にラマ式蓮弁様の文様を表す。素地は淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉。 首里城不明
~ 

41 12 
外反タイプ。両面に片切彫りの文様を表す。素地は淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉。両面 漏刻門
に貰人が入る。 廣揺門

42 13.1 
微弱に外反するタイフ＇。外面に龍と雲文を表し、内面にはラマ式蓮弁様の文様を表す。素地は淡

廣福門北西
灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉を施す。

43 8 
外面に龍と雲文を表し、内面にはラマ式蓮弁様の文様を表す。素地は白色の微粒子。両面に緑灰 木曳門
色の釉を施す。外底面は一部霞胎である。 L3-147 

7 
44 12 

外反タイプ。外而にラマ式述弁様の文様、内面には菊化文を表す。素地は淡灰白色の微粒子。両 用物座
図 而に淡緑灰色の釉。 K6-124 I 

45 内面に櫛文。素地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の透明釉。全体に粗い貰入と気泡。 木曳門

＇ 
46 12.6 外反タイプ。内而にラマ式蓮弁文を表す。索地は淡灰白色の細粒子。両面に淡緑灰色の釉。 用物座

47 11.6 外反タイプ。内面にヘラ削りによる細蓮弁文。素地は淡灰白色の細粒子。両面に濃緑色の釉。 下之御庭

外反タイプで腰折状に成形。内面にラマ式蓮弁文。見込みに印花文。索地は淡灰白色の細粒子。48 11.6 3 5.2 
畳f.J以外の両面に淡緑灰色の釉。外底面は蛇の目釉剥ぎ。

首里城試掘

外反タイプの底部として分類したが、特定はできない。腰折状に成形。外面にラマ式蓮弁文。兄49 5.6 
込みには双魚の印文。素地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。外底面は蛇の目剥ぎ。

廣幅門北西

50 94 2.6 4.4 
外反タイプ。 1AJ面に印花文と圏線を表す。素地は淡灰白色の微粒子。外底面以外の両面に淡緑灰

木曳門色の釉を施している。

外反タイプ。内面に印花文と圏線を表す。索地は淡灰白色の微粒子。両而に淡緑灰色の釉を施し51 11.6 3.5 6 
ている。外底面は蛇の目釉剥ぎ。外底而中央に溶着痕。

用物座
I 

52 12.6 3.3 6 
外反タイプ。内面に印花文を表す。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施している。 用物座

I 
外底面は露胎。両面に粗い貫入。 L 1-124 

53 12.6 3.3 5.4 
外反タイプ。内而に印花文を表す。素地は淡灰白色の微粒子。両面に淡行灰白澤色の釉を施して 用物座
いる。畳付及び外底而は蕗胎。両面に粗い貫入。 L2-124 
外反タイプ。内面に印花文を表す。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡青灰白濁色の釉を施して 用物座54 12.2 3.3 5.6 
いる。登9寸及び外底面は露胎。両面に粗い貫入。 L0-124 

8 
55 12.4 3.4 5.2 

外反タイプ。内面口緑直下に 2本ないしは 3本の圏線。索地は淡灰白色の粗粒子。両面に淡百灰
廣福門北西図 白色の釉を施している。費付及ぴ外底面は露胎。見込みは釉を掻き取る。両面に粗い貫入。

56 12 4.1 5.4 外反タイプで厚手。両面無文。淡灰白色の細粒子。両面に厚い濃緑色の釉。外底は露胎。 木曳門

57 11 3.5 6 外反タイプ。両面無文。淡灰白色の細粒子。両面に淡ff緑濁色の釉。外底は露胎。粗い貰入。 木曳門
I 

58 皿 11.6 3.6 6.6 外反タイプで厚手。両面無文。淡灰白色の細粒子。両面に淡緑色の釉。外底は露胎。 木曳門
I 

59 14 4.2 8 外反タイプ。両而無文。淡灰白色の細粒子。両面に厚い淡緑色の釉。外底は露胎。 下之御庭

60 12.6 外反タイプ。両而無文。淡灰白色の細粒子。両面に淡緑灰色の釉。両面に細かい貫入。 木曳門

61 7.6 外反タイプの小皿。両面無文。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。 木曳門
， 

62 13.2 稜花タイプ。外面櫛描文、内面は櫛描の青海波文。淡灰白色の徴粒子。両面に淡緑色の釉。 用物座

63 
稜花タイプ。外面には片切彫りのラマ式蓮弁、内面櫛描等により青海波文を表す。淡灰白色の微

用物座粒子。両面に淡緑色の釉。
I 

稜花タイプ。外面櫛描文、内面は櫛描の青海波文。見込みには魚状の印文淡灰白色の微粒子。両64 5.8 
面に淡緑色の釉。外底而は蛇の目状釉剥ぎ。

廣福門北西
I 

65 12.8 3.8 6.2 
稜花タイプ。外面には片切彫りの蓮弁文やラマ式蓮弁、内面も片切彫りによりラマ式蓮弁文と兄 木曳門
込みに印花文を表す。淡灰白色の細粒子。両面に淡緑灰色の釉。両面に粗い貫入。 M6-147 

66 11.2 2.8 5.1 稜花タイプ。内面に片切彫りの文様。見込みに溶着痕。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑色の釉。 下之御庭

g 67 13.2 3.5 6.5 輪花タイプ。両面ヘラ削りにより菊花文を表す。淡灰臼色の微粒子。外底以外は淡緑灰色の釉。 用物座

図
68 12 輪花タイプ。両面ヘラ削りにより菊花文を表す。淡灰白色の微粒子。両面に濃緑灰色の釉c 下之御庭

， 

69 11.2 2.5 4 桧花タイプ。全体に雑な講整痕。両面無文。淡灰白色の粗粒子。畳付、外底以外灰白色の釉。 廣福門
I 

70 12.6 輪花タイプ。両面無文。淡灰白色の微粒子。両面に濃緑色の釉。両面に粗い貫入。 廣福門
I 

71 13.2 
口折の輪花タイプ。外面に線刻の蓮弁文か。淡灰白色の細粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。両

下之御庭面に粗い貫入。

72 11.4 直口の粕花タイプ。両面に線刻の蓮弁文か。灰白色の微粒子。淡緑灰色の釉。粗い貰人。 廣幅門北西

73 13.3 口折の輪花クイプ。内面に菊花文。淡灰白色の徴粒子。淡緑灰色の釉。粗い貫入。 木曳門地区
I 

直口の輪花タイ プ。外面に線刻蓮弁文、内面に菊花文を表す。見込みには「玉」の印文。灰白色74 1.5 2.8 5.6 
の細粒子。緑黄色の釉n 粗い貫入。

木曳門
I 

腰折の八角皿。内而を 8つに、さらに 1面を上下に区画する。上部に雷文帯、下部に雲文。見込75 15.4 4 6.8 下之御庭
I 

みに圏線と印花文。素地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑色の釉。外底を蛇の目釉剥ぎ。

76 15.4 3.6 7.4 
腰折の八角皿。内面を 8つに、さらに 1面を上下に区画する。上部に雷文帯、下部に雲文。見込 用物座
みに圏線と印花文。索地は淡灰白色の微粒子。両面に緑色の釉。外底を蛇の目釉剥ぎ。 L0-124 
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第 3表青磁観察表

図
器種

法量 (cm)
器形・文様・素地・釉調等 出土地区

番号 口径器高底径

77 14.8 3.8 7.1 
腰折の八角皿。内面を 8つに、さらに 1面を上下に区画する口上部に雷文帯、下部に雲文。見込

下之御庭
みに圏線。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑色の釉。外底を釉剥ぎ。

＇ 腰折の八角Jill。内面を 8つに、さらに 1面を上下に区画する。上部に雷文帯、 ド部に雲文。見込
78 14.8 3.7 6.8 

み,-,圏線と印花文。素地は淡灰白色の微粒子。両面（一淡緑色の釉 p 外底を蛇の目釉剥ぎ。
摩福門北西

＇ 
79 15 内面を 8つに、さらに 1面を上下に区画。上部雷文帯、下部雰文。淡灰白色微粒子。淡緑色釉。 川物座

10 
80 15 内面を 8つに、さらに 1面を上下に区画。上部雷文帯、下部雲文。淡灰白色微粒子。淡緑色釉。 廣福門北西

図
81 1面を上下に区画。上部雷文帯、下部雲文。淡灰白色微粒子。淡緑色釉。 廣福門北西

82 1 面を上卜に区画。上部雷文帯、下部雲文。淡灰白色微粒—r。淡緑色釉。 廣幅門北西

83 10 腰折の八角小皿。内面を 8つに区画し、中に雲文を表す。淡灰白色粗粒子。緑灰色の釉。 廣柘i「1

＇ 
84 8.7 腰折の八角小IJll。内面を 8つに区画し、中に雲文を表す。淡灰白色粗粒子。緑灰色の釉。 席福門北西

I 

外面に片切彫りの蓮弁文、内面に二角状り連続文、見込みに圏線と印花文。淡灰白色の微粒子。
85 皿 7.7 

外底面以外に淡緑灰色の釉。
用物座

＇ 内面に片切彫りの文様と見込みに印花文。淡灰白色の微粒子。両面に憑緑色の釉。外底は蛇の H
86 7.4 

釉剥邑内面に粗い貰人が人る 6

用物座
， 

外面に片切彫りの文様を表す。見込みには龍の印文。索地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色
87 9.8 木曳門

釉を加す。外底蛇の目釉剥ぎ。

88 10.4 外而にヘラ削りによる蓮弁文。淡灰白色の細粒子。畳付以外の両面に淡青灰色の釉。 漏刻門

JTI1で分類したが、碗の可能性もある。腰折状になる。両面とも無文である。素地は淡灰白色の徴
89 5.2 木曳門

11 粒子2 費付及び外底面以外に淡緑灰色の透明釉a 両面に粗い貰人が入る m

図
90 5 

腰折状になる。両面とも無文である。素地は淡灰白色の微粒子。昏付及び外底面以外に淡披灰色
木曳門表採

の釉。見込みを釉剥ぎ。両面に細かい貫人が人る。
I 

腰折状になる。両面とも無文である。素地は淡灰白色の微粒子。畳付及び外底面以外に淡黄灰色 木曳門
91 6.4 

下之御庭の釉。見込みを蛇の H釉剥ぎ。両面に細かい貰入が入る m

＇ 腰折状になる。両而とも無文である。素地は淡灰白色の微粒子。両而に淡緑灰色の釉。見込みと
92 6 用物座

I 
外底面を蛇の目釉剥ぎ，

93 5.2 七料笥麻に成形 外i伽 こ泌弁氾見込みに杖魚の印文。淡／火白色の微粒子。両面に淡緑灰色。 用物座

し

94 4 碁笥底に成形。両面とも無文か。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色。両面に細かい貫入。 下之御庭

95 22.6 5.8 7 
推定復几資料。晶台断面二角形。胴部を逆「ハ」の字状に開き口縁部を鍔縁状に成形。内面にヘ 用物座

ラ削りの蓮弁文。外面は雑な謁整痕。淡灰白色細粒子。両面に淡緑灰色釉。両面に細かい貰入。 L9-125 

胴部を逆「ハ」の字状に開き口緑部を鍔緑状に成形。内面にヘラ削りの蓮弁文。見込みに印花文 木曳「『
96 26.5 5.7 11 

か。淡灰白色細粒子。両面に淡緑黄色釉。外底蛇の目釉剥ぎ。両面に細かい貰入。 L 10-160 

推定復元資料。高台断面＝一角形。胴部を逆「ハ」の字状に開き口縁部を鍔緑状に成形。内面に櫛 下之御庭
97 26.2 6.3 9.4 

削りの細蓮弁文a 淡灰臼色細粒子。両面に緑灰色釉。外底面は蕗胎。両面に粗い貰人。 用物座
I 

98 21.4 口縁部を鍔縁状に成形。内面櫛削りの細蓮弁文。桃褐色の粗粒子。濃緑黄色釉。細かい貫人。 木曳門

＇ 
99 24.6 口縁部を鍔緑状に成形。内面櫛削りの細苅弁文。淡灰白色の微粒子。緑灰色釉。細かい貫人。 木曳門

＇ 12 
100 口縁部を鍔緑状に成形。内面の口縁部に雷文帯。淡灰白色の徴粒子。緑灰色釉。 下之御庭

図

101 7.6 全体が非常に雑。内面にヘラ削りの沌弁文。淡灰白色の微粒子。外底面以外に淡緑灰色釉。 用物座

102 12 やや序手の成形。素地は淡灰白色の微粒子。両面に淡緑黄色の釉。全体に粗い貰入c 漏刻門

晶台逆二角形。内面には櫛描細蓮弁文。見込みに印花文。淡灰白色の微粒子。濃緑黄色の釉を施
103 9.4 

す。細かい貰入。
用物座

口緑部を鍔緑状に成形。内面にラマ式蓮弁文か。淡灰印色の微粒子。淡緑灰色の釉を施す。粗い
104 盤 24.2 

貫人が入る 。
木曳門

＇ 高台逆三角形。内面には櫛描の細蓮弁文。見込みには印花文。淡灰白色の微粒子。淡緑黄色の釉
105 9.8 

を施す。細かい貰人が入る。
木曳門

I 

口緑部を口折状に成形。両面とも無文。淡灰白色の微粒子。両面に緑黄色の釉を施す。全体に細
106 24 

かい貫入が人る。
用物座

厚手で、口縁部を鍔縁状に成形する。内面にはヘラ削りの蓮弁文。淡灰白色の微粒子。浪緑灰色
107 38.6 

の釉を施している 。
廣幅門北西

豚手に成形。内面にはヘラ削りの蓮弁文。淡灰白色の微粒子。濃緑色の釉を施している。全体に
108 23 

粗い貫人が人る。
巖柘門北西

厚手に成形。内面にはヘラ削りの連弁文。見込みには印花文。淡灰白色の微粒子。淡緑灰色の釉。
109 21 

外底面は露胎である。全体に粗い貰入。
廣幅門

厚手に成形。両面とも無文。淡灰白色の微粒—f。淡緑灰色の釉。全体に気泡が見られる。二次的
110 42.2 廣福門北西

13 
I 

な被熱を受けている。

図 見込みに鳥もしくは能を表す。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。外底面を蛇の目
111 

釉剥ぎ。粗い貫入が入る。
席福門北西

＇ 紬台は低くて小さい。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。外底面は蛇の目釉剥ぎ。
112 26.6 

粗い貫人が人る 。
下之御庭

I 

口縁部を口折れさせて稜化状に成形。両面にヘラ削りによる述弁文。淡灰白色の粗粒子。両面に
113 32.2 

濃緑黄色釉。全体に細かい貫入。
廣福門北西

I 

口緑部を口折れさせて核花状に成形。外面にヘラ削りによる蓮弁文。内面には櫛掻による波状文
114 

とラマ式蓮弁様の文様を表す。淡灰白色の細粒子口両面に淡緑灰色釉。全体に細かい貰入。
廣福門北西

-10-



第 4表青磁観察表

図
器種

法星 (cm)
器形・文様・素地・釉調等 出土地区番号 口径器高底径

115 41.4 口縁を口折状に成形。内面口緑部に波状文と1肖悼文か。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉
用物座

を施している。

116 33 
口縁を口折状に成形。内面に片切彫りで波状文と唐草文か。淡灰白色の徴粒子。淡緑灰色の釉を

木曳門施している。

117 21 
推定復九資料。胴部を逆 rハ」の字状に開き口縁部を口折状に成形か。内面にヘラ削りのラマ式

下之御庭
苅弁文か。淡灰白色細粒f。両面に緑灰色釉。両面に細かい貰入が人る。

118 24.5 口折状に成形。内面に櫛描で波状文。外面には雑な渕整痕。淡灰白色の微粒子。淡緑灰色の釉を
炭協門北西

I 
施してしヽ るっ

119 29 口折状に成形。内面に刻花文。淡灰白色の微粒子。両而に淡緑灰色の釉。 下之御庭

＇ 
120 27.8 口折状に成形。外面は梱描蓮弁文。内而には刻花文。淡灰白色の微粒子。淡緑灰色の釉を施す。

木曳門祖しヽ貰人が入る。

14 121 24.2 6.9 11.6 
推定復元資料。口縁部を外反させる。内而にヘラ・櫛削りによる文椋。淡1火白色の細粒子っ緑灰 炭福門

図 色の釉を両面に施す。 漏刻門

122 12.4 
底台内剖りは低い。内而に片切彫りの窓を表し、中には片切彫りや櫛掻の文様を表す。見込みに

下之御庭

＇ 
圏線。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の透明釉。外底は蛇の H釉剥ぎ。細かい貫入。

123 18.6 
外而に片切彫りと櫛描による蓮弁文と圏線、内面に櫛描による青海波。淡灰白色の徴粒子。淡緑

木曳門
I 

灰色釉を両面に施す。全体に細かい貫入。

124 
口唇部を稜花状に成形する c 両面に刻花文。淡灰白色の微粒子。両面に淡青緑灰色の釉を施す。

用物窟
I 

全体に粗い貰入が入る。

125 
外反タイプ。両而にヘラ削りによる蓮弁文。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑）火濁色の釉を施す。 木曳門
両面に細かい貫人が入る。 MZ-145 

126 12 
高台断面逆二角形。内面にヘラ削りによる赴弁文。淡1火白色の微粒―f。外底面以外は緑灰色の釉

下之御庭
を施す。全体に粗い貫入が入る。

127 23 直ロタイプ。外而に 2本の圏線を廻らせる。内面に線刻による縦位の連続文と口唇部に弱い扶り 用物座

＇ 
を加えて菊花文を表す。淡灰白色の徴粒子。両而にi炎緑灰色の釉を施す。両面に細かい貫人が入る。 L3-126 

128 盤 23.2 直nタイプ。内面に線刻による縦位の線の述絞文と口唇部に弱い扶りを加えて菊花文を表す。淡 木曳門

I 
I火白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施す。 M!-151 

129 25 
直ロタイプ。内而に線刻による縦位の線の連続文で菊花文を表す。淡灰白色の微粒子。両面に淡

木曳門
緑灰色の釉を施す。両面に細かい貫入が人る。

15 
130 25 直ロタイプ。内面に櫛描の連続文と波状文。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を加す。両

廣幅門北西図 而に細かい貫入が入る。

品台内の合I]りは低い。外面に 2本の圏線。内面に刻花文。見込みに圏稼。淡灰白色の微粒子。両 木曳門131 14.6 
面に淡緑灰色の釉。外底を一部掻き取る c 両面に細かい貸人が入る。 L6-129 

132 26.8 直nタイプ。両面とも無文。淡灰白色の微粒子。 i農緑灰色の釉を施すが、 二次的被熱を受け る。 木曳門

133 8.4 
底部賓料。直ロクイプかは不明。高台外面に鉤目か。見込みに印化文。淡／火白色の微粒子。浪貿

首里城不明
I 

緑色の釉を施す。外底面は蛇の目釉剥ぎ，

134 9.6 
底部資料。高台浙面逆三角形。内而に櫛描きの連弁文か。見込みにFP1E文。淡灰白色の細粒—f 。

庶柘門北西
I 

外底面以外は緑灰濁色の釉を施す。全体に細かい貰入が入る。

135 7.2 
底部資料。児込みに印花文と雑な圏稼か。淡灰白色の微粒子。外底面以外に緑灰色の釉。全体に

木曳門粗い貫入が入る。
I 

口縁部を口折状に成形して口唇部を稜花もしくは恰花に1:1吐：げる。両面ともヘラ削りによる蓮弁 木曳門136 26.9 
文を表す。内面の口稼部には波状必。淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉n K 10-133 

137 23.9 口縁部を鍔縁状に成形して口唇部を稜花もしくは輪花に（士上げる c 外面にヘラ削りによる蓮弁文 用物座

＇ 
を表す。内而の口縁部には波状文。淡桃褐色の粗粒子。両面に黄緑色の釉。全体に細かい貫入。 L0-125 

138 17.6 口縁部を鍔縁状に成形して口唇部を稜花もしくは輪花に仕上げる。両而にヘラ削りによる蓮弁文 廣福門
16 を表す。淡灰白色の徴粒子へ両而に淡緑灰色の釉。 M0-123 
図

I 

口緑部を口折状に成形して口唇部を稜花状(::'.(士上げる。外面にヘラ削りの蓮弁文を表す。内面の139 26 ート之御庭

＇ 
口緑部には波状文。胴部には刻花文。淡灰白色の微粒-[・。緑黄色の釉。細かい貫入が人る。

140 28.4 口縁部を口折状に成形して口唇部を稜花状に1士上げる。両面にヘラ削りの蓮弁文を表す。淡灰白
用物座

色の微粒—.(。緑灰色の釉を施すe

141 
口緑部を口折状に成形して口唇部を稜花もしくは輪花に（士上げる。外面にヘラ削りによる蓮弁文

炭掘門北西
を表す。内而には刻花文。淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉。

142 
外径 内径 蒸端部に一部扶りを加えて波状とする。祖甲面には叉状の工具による文様を描く。撮みの外周に

廣福門北西
I 蓋

27.8 17.6 は溝状の圏線。裏側には印花文c 淡灰白色の徴粒子。淡緑灰色の釉。全体に細かい貰入が入る。

143 
外径 内径 益端部を下方に折る。蒸甲面には片切彫りの荊弁文を描く 。撮みの外固には 2本の圏線。淡灰白色の微

下之御庭24.2 15重2 粒子だが、一部に焼成不良もしく二次的被熱の痕跡が残る。淡緑灰色の釉C 全体に細かい貰入が人る。

144 21.2 
胴部は丸みを持って内仰し、角度を変えて立ち上がり口緑部に移行する。外面に片切彫りによる

下之御庭
I 

文様を表すが判然としない。淡灰白色の微粒子。 口唇部以外に淡緑灰色の釉を施す。
17 

145 16.8 
外面胴 1ヽ部に片切彫りの蓮弁文。胴部に刻花文。淡灰白色の微粒 f。僻付以外の両面に淡緑灰色

廣拙門北西図 の透明釉が施される。全体に細かしヽ貫入が入る"~ 

推定復Jじ資料。底部から胴部を大きく開き、丸みを持って内傾して角度を変えて立ち上がり口縁壺
146 23.2 20 16.8 部とする。外面にヘラ削りによる蓮弁文。淡灰白色の微粒子。口唇部・盟（寸以外に淡緑灰色の透 用物座

明釉を施す。全体に粗い貫入が入る。

推定復冗資料。胴部を大きく開き、丸みを持って内傾して梵度を変えて立ち上がり口縁部とする。
147 10.4 13 8.6 外面ヘラ削りによる蓮弁文。淡灰白色の微粒子。口唇部・昼H以外に淡緑灰色の透明釉を施す。 木曳門

全体に粗い貫入が入る。

148 13.9 
口緑部が熊口状を里す。外面に芭他文を片切彫りにより表す。頭部に刻化文様が入る。淡灰白色

木曳門
の微粒子。口唇部以外に緑灰色の釉を施す。全体に細かい貰入。

149 
外面に片切彫りによる芭蕉文を表している。内而には濁整痕が確認できる。淡灰白色の微粒子。 m物座

18 直 両面に淡緑灰色の釉を施すが、二次的被熱のため一部赤く変色する。 L 1-125 
図 推定復尤資料。類部には櫛拙きの芭蕉文。肩部には片切彫りによる牡丹唐草文か。淡灰白色の微150 木曳門

粒子。両面に厚く淡青緑灰色の釉を施すが、両面とも一次的被熱により痘痕状をなす。

151 9.9 
邸台上部は玉殺状に大きく肥阻する。胴下部には櫛状のエ具により芭蕉文を表す。内面には謂整

木曳門
痕が確認できる。淡灰白色の微粒子。登付以外1方炎吉緑灰色の釉を施す。

-11-



第 5表青磁観察表

図
器種

法量 (cm)
器形・文様・素地・釉調等 出土地区

番号 口径器高底径

152 24 
口縁部を大きくラッパ状に開くふ項部にはヘラ削りによる7つの圏線を廻らせ、段状に成形する内面には閑整痕が確認

廣福門北匹

＇ 
できるc淡灰白色の徴粒孔淡緑灰色の釉を施すが・次的な被熱により表面が痘痕状をなし、一部が赤く変色する。

153 20 
推定復冗資料』1部から胴中上部に片切彫りによる牡丹開草文。中央部には雲文。胴下部には鏑蓮弁文。胴最下部 下之御庭

＇ 
には＝角形状の肥厚帯。淡灰白色の微粒子。 f,lj面に淡緑灰色の釉を施すが、両面ともに細かい貰入が入る。 用拗座

大瓶 外面に龍を表現する。龍の背面には櫛描きの波状文。下部には片切彫りによる牡丹唐草文か。淡
用物座

154 灰白色の徴粒子。両面に淡緑灰色の釉を施すが、龍の部分は露胎に仕上げている c その他の表面

部には二次的な被熱により痘痕がみられ、一部赤く変色する。胴部に積み根が確認できる。
L3-125 

I 

推定復Jじ資料。胴部に片切彫りによる牛1月唐草文。胴下部には縞蓮弁文。胴最下部には三角形状
用物座

155 の肥摩帯。灰色の微粒子。両面ともに細かい貫人が人る。二次的な被熱により一部、素地が淡橙

褐色を旱し、釉調は淡青灰白色を早し、表面が痘痕状をなす。
K 10-125 

156 25.7 
匝ロタイプ。外面口緑直下に雷文帯。胴部には片切彫りによる刻花文。内面にも片切彫りによる 用物座

刻花文と圏線。淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉。全体に粗い貫入が人る。 下之御庭

157 28.2 
直ロタイプ。外面口緑直卜に雷文帯。胴部には片切彫りによる刻化文。内面にも片切彫りによる

下之御庭
刻化文。淡灰白色の微粒子。両而に緑灰色の釉。全体に粗い貫人が人る。

158 28.2 13.1 11.2 
直ロタイプ。外面口縁直下に雷文帯。胴部には片切彫りによる刻化文。内面にも片切彫りによる刻花文。見込みには崩れ

ート之御底
た四方欅文を~II文により表す。淡灰白色の徴粒子。両面に緑灰色の釉。外底面は蛇の目釉刹ぎ。全体に粗い貫入が人る。

I 

直nタイプ。外面口緑直下に雷文帯。胴部には片切彫りによる述弁文。 IAJ面は無文である。淡灰
159 24.6 下之御庭

I 
白色の細粒子。両面に緑灰色の釉。

160 28.4 
直ロタイズ両面ともに無文である。淡灰白色の徴粒子。両面に緑灰色の釉。全体に粗い貫入が

下之御庭
19 

大鉢
入る。

図
~ 

直ロタイプ。見込みに印文による四方湘文。淡灰白色の微粒子。両面に緑灰色の釉を施す。外底
161 11.6 

川物座

面は蛇の目釉剥ぎ。 L3-124 

162 27.4 12.6 11 
直□タィス外面口縁直下に 1本の同線。淡灰白色の微料子。両面に淡緑灰色の釉。外底面は蛇 HJ物座

の目釉剥ぎ。 ト・之御庭

163 10.2 
厚手で晶台は低く成形する。外面に片切彫りによる池弁文。見込みには圏線印花文。淡灰白色の

席：福門北西
徴粒子。外底面以外の両面に淡緑灰色の釉。全体に細かい貫入。

164 20.2 
外反タイプ。外面に片切彫りによる縦位の線と横位の線。内面にはヘラ掻きによる縦位の線の迎 用物座

I 
統文と口唇部に切い扶りを加えて菊花文をなす。淡灰白色の細粒子。両面に浪緑色の釉。 L0-124 

165 ， 底部は碁笥底を見する。外面に扶りを）J[]えて蓮弁状に成形か。内面には印文による波状文、雲文、鳥様の文様を表している C 用物座

淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施すが、―次的な被熱により表面は痘痕状を呈す。外底面は蛇の目釉剥ぎ。 下之御庭

166 
推定復冗資料。外面に片切彫りによる文様を表し、胴部の一部には杖耳環の痕が観察できる。淡 用物座

！ 
灰白色の微粒子。両面に淡青緑灰色の釉を施すが―次的被熱を受ける。 下之御庭

167 
推定復元資料。外面に片切彫りによる文様を表し、胴部には渦「福」の文字。淡灰白色の微粒子。

木曳門
両面に緑灰色の釉を施すが―次的被熱を受ける。

168 外面に陽刻の雲文。淡／火白色の微粒子。両面に緑色の釉。 ド之御厖

169 外面に雷文帯様の文様を表すが刊然としない。淡灰白色微粒子。両面に淡緑灰色釉。 用物／半

226 外面に片切彫りの縦位の文様と 2本の圏線。内面は閲整痕。淡灰白色釧粒子。淡青緑色釉。
用物座

阪協門
＇ 

20 
170 瓶 外面に雲文と蓮弁文。淡灰白色の細粒子。両面に淡緑灰色の釉。細かい貰入。 用物座

図 ＇ 
171 外面に櫛描きの青海波と陽刻の花文。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉。 廣福門北西

172 外面に櫛描きの片切彫りの化文c 淡灰白色の微粒子。両而に緑灰色の釉。 木曳門

173 7.4 
推定復冗資料。外面に片切彫りによる牡丹唐草文。下部にヘラ削りによる池弁文c 淡灰白色の微 用物陀

粒子。外面に淡緑灰色の釉。昼付は露胎c 下之御庭

174 7.3 
晶台は「ハ」の字状に開く口内面に輸櫨痕が顕杵である。淡灰白色の微粒子。昏付以外の外面に

木曳門
緑灰色の釉を施す。

175 7.7 
晶台は「ハ」の字状に開く。外面にヘラ削りによる述弁文。内面に饒韓痕。淡灰白色の微粒子。

下之御庭
晋付以外の両面に緑灰色の釉を施すc

176 
直ロタイプ。片切彫りにより外面に袢状の文様痘。内面には貼り付けの花舟等。背面には片切彫 用物咆

＇ 
りによる文様。灰白色の微粒子。濃緑色の釉を厚く施す。全休に粗い貫入。 Kl0-124 

177 
直ロタイプ。片切彫りにより外面に湘状の文様癒。内面には貼り付けの蓮華等。背面には片切彫りによる文 用物座

＇ 
様。灰白色の微粒子。濃緑色の釉を9早く施す。二次的被熱により一部変色する。全体に粗い貫人が人る。 L3-123 

178 21.4 
直ロタイプ。片切彫りにより外面に欅状の文様癒o I村面には片切彫りによる青海波文。灰白色の 用物座

微粒子。濃緑色の釉を厚く施す。二次的被熱により一部痘痕状。全体に粗い貰人が入る。 下之御庭

179 
直ロタイプ。口唇部には扶りを加えている。片切彫りにより外面に欅状の文様等ol*J面には片切彫りによる青海波文。 木曳門

淡灰白色の徴粒子註農緑色の釉を1阜く施す。二次的被熱により一部痘痕状を見する C 全体に粗い貰入が人る。 L3-124 

180 
胴部片。片切彫りにより外面に湘状の文様。内面には貼り付け文。背而には片切彫りによる文様。 木曳門

淡灰白色の微粒子。濃緑色の釉を厚く施す。 :次的被熱により表面痘痕状。 L3-124 

181 
胴部片。内面には貼り付け文。淡灰白色の微粒子。濃緑色の釉を厚く施すc 二次的被熱により表

下之御厖

＇ 
面が痘痕状を呈し、一部変色する。

21 
182 その他

胴部片。片切彫りにより外面に禅状の文様。内面には貼り付け文。背面には片切彫りによる文様。 用物座

図 灰白色の微粒子。濃緑色の釉を厚く施す。全体に粗い貫入が人る。 K 10-124 

183 
器種不明資料3 外面に貼り付けによる渦文等や背面に片切彫りによる文様。内面には突起文。淡

下之御庭
灰臼色の微粒子。両面に淡緑J火色の釉を施す。

~ 

184 
器種不明資料。外面に型押しによる文様。内面には布目が観察できる。淡灰白色の細粒子。両面 木曳門

に淡緑灰色の釉を施す。端部と内面の一部は露胎である。 L 5-131 

[85 
器種不明資料。外面に雷文帯。内面に雑な調整痕。淡灰白色の細粒子。両面に緑灰色の釉を施す。

首卑城不明
端部と内面の一部は露胎である。両面とも一次的な被熱により痘痕状を呈する。

水滴と思われる資料である。外面には型成形による縦位や点の連続文、「ハート」形の文様が表されている，内而には雑な
186 

調整痕が観察できる。淡灰白色の徴粒f。淡緑灰色の釉を両面に施すが、一次的に被熱により外面が痘痕状を呈する。
用物座

型成形の魚形水滴か。外面に目・鱗が観察でき、先端部には沈口らしき口造りがなされている。 用物庫
187 

白色の微粒子で、両面に淡緑灰色の釉を施すが、全体に細かい貫人が人る 。 K6-122 
I 

外径 内径 盈か。全体に雑な作りである。益甲而には型成形の菊花文。下面には管状のものが貼り付けられ 木曳門
188 

'l 7 1? る。露胎部は桃褐色を星し、蓋甲面には淡緑灰色の釉を施す。 L 7-133 

-12-



第 6表青磁観察表

図
器種

法量 (cm)
器形・文様・ 素地・釉謁等 出土地 区番号 口径器高底径

181) 人形の上乎身の一部である。訂・ 左上腕・背中の一部・衣服の楳回りが残存する 。比較的雑な成 用物座

＇ 

形であると思われる 。淡灰白色の微粒子。外而に緑灰色の釉。全休に粗い貰入が入る 。 木曳門

190 22.8 
口縁部を徴弱に外反さ せ、玉縁状に肥厚させる。 内面には不規則な縦位の筋目。淡灰白色の細粒 用物座

I 
子。淡脊灰色の釉を外面は胴中央まで、内面は口縁直下まで施す" L2-123 

19] 口緑部を徴涸に外反させ、玉縁状に肥厚させ る。 内面には不規刑な縦位や斜位の筋目。淡灰白色
下之御庭の細粒子。 緑黄色の釉を内面の口縁直下から外面にかけて施す。細かい貰入が入る。

192 内面には不規11りな斜位の筋目 。淡灰白色の細粒子c 淡青灰濁色の釉を外面に施すc 細かい貫人。 廣福門北西

外面胴部及び外底面は雑に成形されている。内面には不規則な斜拉の筋目。淡灰白色の細粒子。192- 9.2 下之御庭外面の一部に淡青灰色の釉が観察できる。

194 ヘラ削りにより、両面に縦位の沈線を表す。淡灰白色の微粒子。 両面に緑灰色の釉。 廣揺門北西

195 6.8 3.6 3.6 碁笥底で口緑部は直口である。淡灰白色の微粒子。緑灰色の釉。二次的被熱。細かい貫入。 下之御庭
I 

196 7.6 外反口緑。 外面に 1本の圏線。淡灰白色の微粒子c 両面に緑灰色の釉。細かい貰入。 用物座
I 

197 8.2 外反口縁。淡灰白色の細粒子。両面に緑灰色の釉。 全体に粗い貫人。 木曳門
I 

晶台内剖り は浅 く、胴部を腰折状に成形する。淡灰白色の微粒子。両面に淡緑灰色の釉を施すが、198 4.3 下之御庭
I 

内面の見込みと 畳付及び外底而は露胎てある 。

199 外底に獣面状の足を貼り付ける 。淡灰白色の微粒子c 両面に緑灰色の釉を1厚く施す。 用物座

凩K面を表した二足の香炉。外底面には凸r面があり、忠書が確認できるが判然としない。内面には200 
雑な閲整痕が観察できる。淡灰白色の微粒子。外面に緑灰色の透明釉。

下之御庭

器台である。垂下する五兼文の両側を空けている。上部には 3木の圏線。淡灰白色の微粒子。両201 
面に厄＜緑灰色の釉を施してい る。 用物座

I 

22 202 その他 2.6 
逆「ハ」の字状に大きく開き、角度を変えて立ち上がる。外而には三足の足が貼り付けられる。

廣福門北西図 内面には雑な讃整痕が観察で きる。灰白色の細粒子。外面に緑灰色の釉。全体に細かい貫人c

203 9.7 直ロ タイプ。外面に 4本、内面には 1本の圏線。淡灰白色の細粒子。淡緑灰色の透明釉。 用物座
I 

小壺か。両面に雑な閲整痕が残る。淡灰白色の徴粒子。両而に緑灰色の釉を施すが、口唇部は露204 56 木曳門
I 

胎で、赤茶色を呈する。

205 
外面には四方欅文が入る。内而には潤整痕が確認できる。淡灰白色の微粒子。 両面に緑灰色の釉

下之御底を施すが、全体に粗い貰人が入る 。

壼の口縁部か。口緑断面形は二角形を呈する。外面口緑部「在 Fにはヘラ削りによる 2本の圏線を206 10.2 ド之御庭廻らせる。淡灰白色の徴粒＋。両面に淡緑灰色の釉。

207 
外径 内径 壼の益か。蓋甲面には 1本の固線C 内面には丁寧な講整痕が観察できる 。淡灰白色の微粒子。淡

廣福門北西15.6 13.4 緑灰色の釉を外面にのみ施す。

外径 内径 壼の歪か。 盃甲面には片切彫り によ る刻花文。見受けの突起は小さい。灰白色の微粒子。 湘緑灰208 木曳門20 17.4 色の釉を両面に施すが見受け部分は露胎である 。

瓶の口楼部か。大きく外反させて口唇部を甜口状に成形する。淡灰白色の微粒子。両而に濃緑灰209 13 
色の釉を施すこ全体に細かい貰入が入る。 木曳門

I 

210 仙蒸瓶の一部であると思われる。注口に付帯する ものか。淡灰白色の微粒子。緑灰色の釉。 木曳門
I 

211 版の耳である。灰臼色の微粒子。緑灰色の釉を全体に施す。 用物座
I 

推定復冗資料。径ぱ小さくなる可能性もある。全体に丸みがあり、内傾し て口縁部へと移行する。
木曳門212 内面の胴下部には微如な凸帯が確認で きる。灰白色の細粒子。 両面に淡緑灰色の釉を施す。

細かい頁人が入る 。

瓶の類部もしくは馬上杯の足であ る。外面には 4つの凸面がある 。内面には貼り付けたような痕
213 跡も確認できることから 上下が逆の可能性もある。淡灰白色の微粒子。外面に淡緑灰濁色の釉を 廣福門北西

施すが内面にも 一部釉垂れが確認でき る。

214 
水注の把手であろ うか。 外面には 4つの縦位の沈線が人る 。淡灰白色の微粒子 C 全体に淡緑灰濁

木曳門色の釉を施す。

215 
薄手の外反タイフ゜。外面には閑整痕が確詔できる。淡灰白色の粗粒子で微細な黒色の鉱物を含む。

木曳門内面から外面の胴中央まで施釉するが失透気味で本来の釉淵は判然としない。I 

薄手の外反タイプ。両面に雑な囮整痕が確認できる。淡灰白色の細粒子。両面に淡灰白色の釉を216 
施す。 廣福門北西

＇ 薄手の直ロタ イプ。口皆部の成）［多もフ フで、両面に雑な調整痕が確認で きる。淡灰白色の粗粒子。217 
両面に淡灰白色の釉を施す。全体に細かい貰入。

下之御庭

＇ 薄手の直ロタ イプ。両面に雑な閲整痕が確詔できる。淡／仮白色の粗粒子。内面から外面の胴中央218 
まで施釉するが失透気味で本米の釉調は判然としない。

木曳門

『
薄手の直ロ タイプ。両面に雑な隣整痕が確認できる。灰白色の粗粒子。両面し緑黄色の釉を施す。219 廣福門北西23 全体に細かい貫入。

図
220 

窃手の直ロタイプ。両面に雑な洞整痕が確認できる。 11<白色の相粒子。内面から外面の胴中央ま
木曳門で淡灰白色の釉を施す。

閥台「の」の字状に削り取る c 全体に雑な成形。灰白色の粗粒子で、微細な茶紫色の鉱物を含む。221 5 
内面に緑黄色の釉を施すが、細かい貫入が観察でき る。

木曳門表採
I 

高台内剖り は丁寧であるが全体に雑な成形。灰臼色の粗粒子で、微細な茶紫色の鉱物を含む。 内222 5 
面に緑灰色の釉を施す。外面にも 一部確認できる。

木曳門
I 

薄手の直ロ タイプ。両而に雑な囮整痕が確認できる。 灰白色の粗粒子微細な黒色の鉱物を含む。223 15.2 4.4 4 
内面から外面の胴中央まで淡緑灰色の釉を施す。

木曳門

胴部資料。全休し雑な閲整痕。淡灰白色の粗粒子。微細な黒色の鉱物を含む。 内面に淡緑灰色の224 
透明釉を施す。外面に 部釉垂れ。細かい貫入が入る 。

用物座

晶台内列りはT寧であるが全体に雑な成形。灰白色の粗粒子で、微細な茶紫色の鉱物を含む。内225 4.2 
面に緑灰色の釉を施す。外面にも 一部確認できる。

木曳門
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第23図 泉州窯系青磁

第 2節白磁

白磁は碗、皿、杯、壷、 香炉、の 5種が得られ、碗が最も出土点数が多く、次いで皿、杯とつづく、生産年
代は15-16世紀を中心に、 13世紀から近世のものまで出土しており年代幅を持つ。

碗第24図•第26図49

第26図49に示したものは口縁部を欠くものの、ほぼ円筒形の碗になると思われる。外体面に片切り彫りによる
蓮花を描き内底面の釉を蛇の目状に掻き取っている。 高台は外向きに開き、畳付を除き外底は全面に釉を施す。
胎土は白色、釉色は黄白色を呈する。河北省曲陽縣定窯のものと思われ、12世紀-13世紀に位置づけられる。注 l

同図50,51は外体面に暗花文を施す胴部資料である。いずれも小破片のため詳細は不明である。50は外体に
唐草の暗花文を施し、胎土が白色、釉色は黄白色を呈する。定窯のもと思われる。 51は外体に龍の暗花文を施
す。文様部分の釉を楕円形状に所々露胎させている。胎土が白色、釉色は白灰色を呈する。 景徳鎖窯系。

第24図 lは体部にやや丸みを持ちながら立ち上がり、口縁が端反りの口禿げ碗である。内体面に青海波文を
型押ししている。胎土は白色を呈し、釉色は黄白色を呈する。 13世紀末-14世紀中に位猶づけられる。注2

2、3はいずれも端反り口縁の口禿げの碗である。 3は口縁を外側に折り曲げるように開き口唇先端を上方
に引き上げている。

4は腰部が丸く張り、体部上位で一旦内側にすぼんだのち口縁部を外反させ、口唇を丸くおさめる。口縁内
面に 3条の圏線を建らせている。

底部は幅広の高台を有し、内底に型押しによる花文を描く 。高台の断面は四角形を呈 し、高台内がとがるよう
斜位に削り出している。釉は腰部まで施され、外底は露胎している。胎土は白灰色を呈 し、釉色は灰色を帯び
る。同タイプに同図 5、7があり、いずれも森田分類の Cタイプに属するものと思われる。 15世紀前後に位罹づ
けられる。注3

10、11は4、5、 7に比較して、胎土や釉色はほぼ同じであるが、器壁及び釉の厚みが薄い。形態は体部が
外側に開くように立ち上がり、口縁で若干厚みを増し外反する。

14は胴部から口縁部に向かって直線的に開き口縁上部で外反させるもので口唇は丸くおさめている。体部に
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輸轄目を顕著に残し、胎土は白灰色を呈する。釉色は淡緑灰色を示す。福建広東系と思われる。

6は口縁が内彎気味の直口口縁である。胎土は白灰色で、釉色は淡い灰色を呈する。体面に輸轄目を顕著に残

す。ビロースクタイプIIと思われる。注＇

15は、胴部から口縁部に向かって直線的に開き口唇で浙面形がバチ状に肥厚する。胎土は灰白色を呈し釉色

は灰色である。体部に帷輯目を顕著に残す。福建広東系と思われる。

8、9は内底面の丸枠に福や得の字の印花文を施し、内底面を露胎させたものである。胎土、釉色とも黄白色

を呈する。

13は高台内中心が尖り、高台の浙面が四角になるものである。外底は露胎させ胎上、釉色とも白灰色を呈す

る。

18、19は高台先端を外側と内側から斜位に面取りし、兜状を成すものである。釉は畳付け脇まで施釉、外底

は露胎している。胎土は白色を呈し、釉色は薄青の青白磁である。

20は高台形が断面三角を示す碗底部である。胎土は白色を呈し、釉色は薄青灰。 12は内底中央が盛り上がり、

釉は畳み付けを除き全面に施釉している全体的にT寧な作りである。胎土は白色を呈し、釉色は薄青の青白磁

である。

21は胴部から口縁部に向かって直線的に開き口縁上部で外反する。口唇はやや尖る。胎土、釉色供に白色を

呈する。徳化窯系と思われる。

皿

第25図22は体部が「ハ」字に開きながら、直すぐ口縁に至る。内体面に青海波を型押しにより施文する口禿

げ口縁皿である。胎土は白色を呈し、釉色は黄白色を星する。

13世末-14世紀中に位置づけられる。注

24は腰部に丸みを持ち、イ本部が開きながら、口縁に至り、口縁で外反する。内体面に型押しの唐草を施文す

る枢府手の1IIlである。高台は、先端を三角に削り出し高台内は露胎、橙色を示す。胎土は灰白色を呈し、釉色

は灰白色を呈する。 14世紀に位償づけられる。注

23は平底の皿である。外底にも施釉、胎土は白色、釉色は白灰色を星する。

25, 26は見込み部分がやや盛り上がり、内底面に印花文を施文する。底部は断面四角の低い高台を持ち外に

向かって開く形を示している。畳み付け外側部を僅かに面取りする。釉は高台際まで施釉、高台及び高台内を

露胎させている。胎土、釉色共に黄白色を呈する。 27は内底面を露胎させ印花文を施している。高台は畳み付

け際を面取りし、外底は無釉。 28は26と同タイプ無文である。いずれも森田分類D群の範疇に含まれると思わ

れる。 15世紀前半～中に位置づけられる。氾

29-31は高台に 3ないし 4箇の弧状の扶り込みを人れるものである。 29は無文の直口1IIlで腰部から僅かに丸

みを持ちながら開くように口緑に至り、口唇部を舌状に整える。高台の 3箇所に弧状の扶り込みを入れ、施釉

は全面に及び内底に目痕を残す。胎土は淡黄白色を呈し、釉色は灰白色を呈する。 8は高台に 4箇所、比較的

浅い弧状の挟り込みを人れるものである。内面に重ね焼きの目跡を残す。釉は細い貰人を多く伴い、淡黄白色を

呈する。 15世紀前半～中に位誼づけられる。 31は胴部から開きながら立ち上がり、口縁でわずかに外反する八

角の皿である。高台の 4箇所に弧状の扶り込みを人れ、内底に目痕を残す。外底を露胎させ胎土は淡黄白色、

釉色は灰白色を呈する。これは15世紀中～後半に位置づけられる。いずれも森田分類のD群の範疇に含まれる

と思われる。注

34-36はやや内湾する直口口縁皿である。 34は口唇が肥原し先端は尖る。 35は口唇が尖り、 36口唇が丸くお

さめている。いずれも胎土は淡黄白色を呈し、釉色は灰白色を星する。森田1982E群に属すると思われるもの

である。 16世紀-17世紀に位岡づけられる。注3

37は胴部が丸く張り口縁で一旦寄った後口唇部を外反させるものである。胎土、釉色ともに黄白色を呈する。

福建広東系と思われる。 38は直口口縁1IIlである。内体面に型押しの蓮弁文を施し、胎土は白色を星し釉色は淡

灰色を里する。

39は胴部に丸みを持ちなから立ち上がり口縁で外反する稜花皿である。 16世紀中-17世紀前半に位置づけら

れる。胎土、釉色共に褐灰色を呈する。

40は体面に型押しの蓮弁文を有する底部資料である。胎土、釉色ともに白色を呈する。

41-43はいずれも福建広東系の1IIlと思われるもので、腰部が「く」の字状に折曲る。 41は端反り口縁を成す。

42は断面二角の高台を持ち釉は外底まで施釉する。胎土、釉色ともに黄白色を呈する。 43は断面四角の高台を
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持ち内底の釉を蛇の目状に掻き取り外底は無釉である。胎土、釉色ともに灰白色を呈する。 44,45は外側に開

く口縁端反りの口禿げ皿である。胎土、釉色共に灰白色を呈する。徳化窯系16世紀代に位置づけられる。
46は碁笥底の皿で内底面を露胎させ、底部外面も露胎している。畳付けに僅かに砂目がみられる。胎土、釉

色共に灰白色を呈する。 16世紀代に位置づけられる。

47は、無文の筒状の直口皿で腰部からまっすぐ立ち上がり口縁に至る。口唇部は尖る。高台は低い蛇の日高

台を成し外底は無釉である。胎土、釉色共に淡い灰白色を呈する。徳化窯系

48は内彎ぎみの直口の1II1である。胎土、釉色共に淡灰白色を呈する。

杯

第26図52は胴部下位が若干膨らみ、やや開きながら立ち上がり口縁に至る。口縁は外反し、胴部に顕著な輸

輯目を残す。胎土は黄白色を呈し釉色は青味がかった白色を呈している。 15世紀中～後半に位置づけられる。
森田分類D群に屈すると思われる。氾

53-56は型による、比較的薄作りの杯である。 54-56は腰部から胴下部が若干膨らみ口縁にかけて外反する。
54, 55は口唇が尖り56は丸くなる。いずれも口唇部の釉を掻き取り、口禿を成す。高台に砂目痕が認められる。

胎土及び釉色は灰白色を呈する。 53は胴部から開きながら立ち上がり口縁に至る、口禿げ直口の杯である。胎
土、釉色は灰白色を呈する。いずれも徳化窯系の16世紀後半-17世紀中に位置づけられる。

瓶第26図57-61

58は口縁が朝顔状に外に開き、口唇部が肥厚した口縁破片である。胎土は白色、釉色は淡青色を呈する。

57は筒状の胴部に唐草と 3条の圏線をはさみ草花が連続する帯文の暗花文を施す。胎土、釉色は淡黄白色を
呈する。 59,60は胴部に唐草の暗花文を施すものである。胎土は白色、釉色は淡青色を星する。 61は59、60と
同一固体と思われる底部資料である。高台脇に圏線と連続した渦の暗花文を施している。畳付の釉を拭取って
しヽる。

壺

63, 64はいわゆる「安平壺」である。 63は口縁がやや四角＜肥厚し、口唇は扁平で露胎している。頸部で

「く」の字状に屈曲させている。胎土は灰白色、釉色は淡灰色。 64は僅かに中空になる平底を成すもので、胎
土は灰白色、釉色は淡灰色を呈する。

62は短頸で胴部の丸い壷で胎土、釉色ともに淡灰白色を呈する。

香炉第26図65

獣形様の足を持つ香炉である。外底中央の高台を取り囲む様に三の足を有する。釉は高台の外側まで施し内
底は露胎している。胎土は灰白色、釉色は灰色を呈する。

その他第26図66

直径が 4-5cmで、外観が竹の節の様な円柱状を成すものである。上下端を破損している為、全形を伺う

ことは不可能であるが、大型の高杯の付き部分とも思われる。胎土、釉色供に灰白色を呈する。
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第 7表白磁法量一覧 第 8表白磁法量一覧

法星 法塁
番号 器種 部拉 産地 出土地区

口径 器高 底径
番号 器種 部位 産地 出土地区

口径 器高 底径

l 碗 口 14,2 廣福門北西 31 杯 口～底 7.6 2.5 5.6 下之御庭

2 碗 口 廣福門北西 32 皿 底 下之御庭

3 碗 口
下之御庭
L 7-119 

33 1IIl 底 福建広東 4.2 用物座

4 碗 口 18.7 7 6 廣福門北西 34 fill 口 13.4 
漏刻門
小学校階段7:

5 碗 口 15.8 廣福門北西 35 lIIl ロ 9.6 
漏刻門
M3-126 

6 碗 口 16.4 首m城不明 36 .Ilil 口 11.2 廣福門北西

7 碗 底 5.4 首里城不明 37 皿 ロ 9.5 廣福門東南

8 碗 底 6.1 
下之御庭
L3-119 

38 皿 ロ 8.4 
木曳門
1¥11-129 ， 碗 底 5,2 

下之御庭
L5、L6-ll8 39 皿 口 14.1 木曳門

10 碗 口 15.3 
木曳門
L6-132 

40 皿 底 徳化窯 8.3 
用物座
L 3-124 

11 碗 口 12.8 廣福門北西 41 FILL 口 福建広東 11.6 
下之御庭
L 1-121 

12 碗 底 6.5 木曳門 42 皿 底 福建広東 5 
漏刻門
~13-125 

13 碗 底 5.5 
木曳門
M6-160 

43 IIIl 底 福建広東 6.2 廣福門北西

14 碗 口 福建広東 15 下之御庭 44 !Ill 口～底 徳化窯 11.8 3 6.6 木曳門

15 碗 口 福建広束 18.8 下之御庭 45 皿 口～底 徳化窯 16.6 2.9 8.2 下之御座

16 碗 底 福建広束 5.9 木曳門 46 皿 底 4.2 木曳門

17 碗 底 福建広東 5 下之御庭 47 皿 口～底 6.6 2 5.65 
渭刻門
M2-127 

18 碗 底 6 
下之御庭
L3-120 

48 皿 口～底 7.8 11 5.6 
木曳門
Ml-143 

19 碗 底 6.3 下之御庭 52 杯 口～底 7.4 3.1 3.6 
漏刻門
M3-126 

20 碗 底 5.8 下之御庭 53 杯 口～底 徳化窯 6.6 4.1 2.8 
木曳門
L 10-164 

21 碗 ロ 徳化窯 木曳門
L4-153 

54 杯 口～底 徳化窯 8 4.2 3.2 廣福門北西

49 碗 底 定窯 5.6 廣福門北西 55 杯 口～底 徳化窯 8.2 4.5 3.4 
木曳門
M0-137 

50 碗 胴 定窯 用物座

L6-123 
56 杯 口～底 4.4 1.9 2 廣幅門東南

51 碗 胴 景徳鎖 用物座

L 1-125 
57 瓶 胴

用物座
K3-124 

22 llil 口 12 廣福門北西 58 瓶 口 7.2 廣福門北西

23 皿 底 6.8 
木曳門

L8-165 
59 瓶 胴

用物座
K 10-124 

24 皿 口～底 枢府窯 12.4 3.7 7.6 廣福門北西 60 瓶 胴
＂！物座
K 10-124 

25 皿 底 6 漏刻門
M3-126 

61 瓶 底 5.45 下之御座

26 皿 底 4.6 廣福門北西 62 主豆 D 8.2 
用物陀
K7-123 

27 皿 底 4.5 木曳門 63 互＿． 口 7 
木曳l"J
K 10-133 

28 皿 底 4.1 木曳門
L3-134 

64 罪~ 底 6.4 木曳門

29 皿 口～底 8.4 2.4 4.3 用物座 65 香炉 底 11 木曳門

30 lill 底 4.7 木曳門
L6-132 

66 
器種 用物座

不明 L8-122 

註金城亀信他 『首里城跡京の内跡発掘調査報告書』沖縄県文化財調査報告書第132集

註2 大城慧、豊見山禎 『湧田古窯跡(I) 県庁舎行政棟建設に関る発掘調査』沖縄県文化財調査報告書 第111集

註 3 森田勉 「14世紀-16世紀の白磁の型分類と編年」『貿易陶磁の研究第 2号』 1982

註4 金武正紀 他 『ビロースク遠跡 沖縄県石垣市新川•ビロースク遺跡発掘調査報告書』石垣市文化財調査報告書

第六号1983

註 5 後藤茂樹編集 佐藤雅彦 『世界陶磁全梨13』「遼・金・元」 1981
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第3節 青 花

第27図～第31図である。主体をなす器種は碗であり、 1IIl、瓶などが伴う。今回は紙輻の都合で割愛せざるを

得ないものが多く、その中から特徴的なものを抽出している。そのため細分類は行っておらず、編年的な構成

等を正確に反映し得ない点はご了承いただきたい。以下、特徴等を記すが、個々の詳細は観察表で述べる。

碗は第28図 1-27である。うち、同図23-27は小碗である。文様は 1・2の花鳥文、 38の芭蕉文などがあ

る。 5・6は福建・広東系の碗で、釉色や呉須はくすんだ色で発色が悪く、素地も黄褐色を呈する。

11I1は第27図6、29図、 30図13・14である。今回は便宜的に小fill: 10cm前後、中皿： 15-20cm、大皿： 20cm 

以上とした。 1-7は小皿である。 1・2は碁笥底をなし、 7は他よりも深い器形をなす。中11I1は8-15であ

る。 11は変形ひねり11I1の特異な器形である。大1IIlは27図 6、29図16・17、30図13・14である。 16は口径は不明

であるが、文様の展開から考えて大1IIlに含めてよいと思われる。第30図13は芙蓉手の大1IIlである。

鉢は第30図 1-12。 8・9は輪花鉢で、類例1)からみると15世紀中葉に位置づけられ、松竹文及び雲文など

を施す。ただし、 8は図示したものよりも若干開く器形になることも考えられる。 11・12は厚手で福建・広東

系である。盤は第27図 5である。

小杯は第28図28-30である。八角杯である。高足杯は第27図 7である。京の内（同図 8)からも出土してお

り、両者を比較したところ同一固体であることが分かったため、これに準じて復元した。

瓶は第31図3-6、12・13・18である。 6は梅瓶で類例をもとに数固体分から復元。 18は大花瓶で同じく数

固体からなる破片を京の内出土の資料（『京の内』第64図57) をもとに推定復元した。水注は同図14で注Dの

部分である。火焔文を施し、さほど大きくないことから小型の水注と思われる。壼は同図 1・2である。いず

れも肩部である。また、同図 7-11は瓶か壼か不明なものをまとめた。うち、 10・11は壺の底部の可能性があ

る。 合子は第27図 1-4で、］は蓋、 2・3は身、 4は底部付近である。京の内からも同様な資料（『京の

内』第56図）が出土しており両者を比較したところ、近似する文様構成、素地であったことから、同一固体、

もしくは類似した資料であると思われる。

蓋は第31図15-17である。 15・16は水注、 17は瓶の蓋と思われる。

1)中沢宮士雄・長谷川祥子編『中国の陶磁 8 元・明の青花』（平凡社）所収の青花松竹文輪花鉢（大阪市立博物館蔵）、

口径25.8cm。

第 9表青花観察表

図版
器種

計測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器高 地区 グリッド等
文 様 器 形

l 
下之御庭 波涛文と松樹文の一部及びフマ式蓮弁文。外面は被熱により若干あばた状。 1-4まで凩の内

＇ 

木曳門 資料（第56図）に類似する＾

2 木曳門
花文及び唐草文。外面は被熱により若干あばたj)く。

I 合子

3 漏刻門 1113-125埋土
花文及び唐草文。内外は被熱によりあばた状。

27 4 木曳門
フマ式蓮弁。内外とも被熱によりあばた状。

図

5 盤 用物座 K6-128 
外面は隠l線及び不明の文様（花文？）。内面に花文。

]III 
K 10 133 大J1l1、比較的厚手。内外とも圏線及び草花文。被熱によりあばた状。

6 25.4 木曳門 L3-134 
l. 7~131 

7 高足杯 14.2 11.8 木曳門
外面に龍文。内面は蔓唐草文、見込に花文。同図 8 (京の内出土）をもとに復元。見込の花弁

は8の残欠部分。被熱によりあばた状。

1 用物座
外面に花鳥文。内面に圏線 2条。呉須の発色はやや悪く滲んだ惑じ。直口口緑。 17世紀。

I 

2 5.6 木曳門 L6・7-130 
晶台に圏線。見込に花鳥文。呉須の発色は良い。直口口縁。

＇ 

3 12.6 木曳門 L9-133 
外面は上位に波涛文、下位に芭蕉文。内面は圏線 1条。直口口縁。呉須の発色は良い。 15世紀

後半-16世紀前半，

28 4 碗 下之御庭
外面は上位に波涛文、下位に芭蕉文。内面は圏線 l条。直口口縁。呉須の発色はやや淡い。 15

固 世紀後半-16世紀前半。

5 5,9 木曳門 Ll0-164 
外面に芭蕉文、晶台し圏線。内面に花文。呉須の発色はやや淡＜、黄褐色の素地が透ける。 15

世紀後半-16世紀前半。福建，広東系。

6 5.7 木曳門
L4-130 外面に芭蕉文、贔台に圏線。内面に花文。呉須の発色は悪く暗青色を呈し、黄褐色の素地が若

I 
LS-131 干透ける。 15世紀後半-16世紀前半。福建・広東系。

7 5.1 痰福門 北西
外面に芭蕉文、渦台に圏線。内面に巻貝文。見込みを蛇の目釉剥ぎ。呉須の発色は悪く、灰青

～賠青色を呈する。福建・広東系。 15世紀後半-16世紀前半。
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第10表青花観察表

図版
器種

計測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器高 地区 グリッド等
文 様 器 形

8 4.9 用物座 L6-128 
外面に芭蕉文、高台に圏線。内面に不明の文様。呉須の発色は悪く淡青～暗青色を呈する。素
地は淡褐色で透ける。 15世紀後半-16世紀前半。， 5.5 

木曳門 L?-130 外面アラベスク文。内面巻貝文、圏線。呉須の発色は悪く 'i炎青色。索地は淡褐色。福建・広
用物座 L4-128 東系。

10 13.4 木曳門 L6-130・131 
外面は上位に圏線及び花文、下位にアラベスク文。内面上下に圏線ミ呉須は発色が悪く薄黒色、
釉色もやや褐色がかっている。索地ば淡褐色。直口口縁。 15世紀末 16世紀中，福建・広東系，

11 12.6 6.2 5.4 下之御庭
外面は寿字文、圏線、蓮弁文、外底面に「和美」 。内面は上下に圏線、見込み丸文。呉須の発

I 色は弱く、淡青色。直口口縁。18 19世紀前半。

12 7.0 廣福門 北西
外面は草花文、蓮弁文、圏線。内面は圏線。呉須の発色は良く、涙青色。

I 

13 7.4 下之御厖
外而は寿字文？、圏線、蓮弁文、外底面に圏線と「和美」？。内面は圏線、見込に不明の文様。
呉須の発色は良く、洪青色。

14 廣福門 北西
外面は瑞雲、丸文を圏線で挟む。内面は圏線 2条。呉須の発色は良く、明るい青色。口縁は外
反。

15 13.0 漏刻門 1¥14-124埋土
外面は人物文。内面は四方欅文。呉須の発色は良いが、若干滲んだ惑じ c 口縁は外反。

I 

16 12.2 木曳門 L4-131 
外面は圏線間に宝帯文、宝珠唐草文。内面は圏線間に不明の文様。口緑は外反。呉須の発色は

I 良く、濃い青色。被熱により若干あばた状、口縁の破片は被熱の際に付tr?

17 碗 木曳門
外面は松薬文。内面は四方欅文。呉須の発色は良く、濃青色。口縁は緩く外反。 16-17世紀。

28 18 14.6 F之御庭
外面は圏線、花文、唐草文。内面は上下に圏線 2条。呉須の発色は良いが、滲んだ惑じの青色。

図 直口口縁。18世紀。

19 14.0 木曳門 Ml-141 
外面は圏線、唐草文、蓮弁文。内面は下に圏線 2条。呉須の発色は良いが、滲んだ明るい青色。
口縁は外反。

20 、13.0 廣福門 北西
外面は圏線、花文、唐華文。内面は上下に圏線 2条及び唐草文。呉須の発色は良く、線も明瞭、
明るい肯色。

21 5.6 木曳門 M0-143 
外面に花弁、圏線。外底面に圏線、印。見込に花文、唐草文及び圏線。呉須の発色は良く、線

I も明瞭、明るい青色n

22 4.6 木曳門
外面に圏線と不明の文様。見込に圏線、外底面に「太明成化年製」銘。呉須の発色は良く、淡

I 
い青色。被熱により若干あばた状。

23 用物座 Ll-122 
小碗。外面に圏線と不明の文様。内面に圏線。呉須の発色はやや弱く、淡育色。腰折碗。

24 4.6 木曳門
小碗。外面に竹文、草花文。見込に花鳥文。呉須の発色は良く、淡い青色。被熱であばた状。
17世紀。

25 5.4 木曳門 L4-130 
小碗。外面し圏線と不明の文様。内面に圏線、唐草文、、

26 9.4 木曳門
小碗。外面に圏線と梅花文C 内面に圏線。呉須の発色は弱く、灰色がかった青色。被熱により
僅かにあばた状？

27 4.2 下之御庭
小碗。外面に唐草文。外底面に印。呉須の発色は良く，明るい青色。

28 4.0 2.0 2.1 漏刻門
外面に格子文。呉須の発色は悪く、滲んだ淡青色。外底面に砂目。直口口縁。

＇ 

29 小杯 5.3 2.8 3.7 下之御庭
外面に圏線、童子文。内面に圏線、丸文。呉須の発色は良く、青色。直口口縁c

I 

30 6.0 木曳門 M9-150 
角杯。外面に花文、区画文。内面に圏線 l条。呉須の発色は良く、濃い背色。外反口緑。

I 3.5 木曳門
碁笥底の小Jill。外面は芭蕉文。内面は圏線及び草花文。呉須の発色は良く、淡青～漉青色。 16
世紀。

2 3.2 木曳門
碁笥底の小皿。外面は芭蕉文。内面は圏線及び草花文。呉須の発色は弱く、淡灰色。16世紀。

I 

3 11.8 6.8 2.3 木曳門
小皿c 外面は圏線 1条。内面は上位に四方欅文、見込に草花文。呉須の発色は良く、育色口外
底面に砂目。被熱によりあばた状。直口口縁。

4 9.8 6.0 2.4 木曳門
小1lll。外面は圏線 1条。外底面に不明の印。内面は上位に四方楽文、見込に草花文。呉須の発
色は良く青色。外底面に砂目。被熱により若干あばた状。直口口縁。

5 11.2 6-4 2.5 木曳門
小1lil。外面は圏線 l条。内面は上位に四方澤文、下位に圏線 2条、見込に草花文。呉須の発色
は弱＜、淡青色。外底面に砂目。直口口緑。

6 10.3 2.5 6.2 木曳門 M1 •9- 150 小illl。外面は圏線 2条、牡丹唐草文。内面は圏線 2条と景色。呉須の発色はやや悪く、暗い青
29 lJll 色。直口口縁。 16-17世紀前半。
図

7 11.0 5.4 3.7 木曳門
小皿。外面は圏線 1条。内面は上位に四方欅文、見込に圏線と「禄」の銘。呉須の発色はやや

＇ 
悪く、淡い灰青色。外底面は砂目。被熱により若干あばた条。やや深い器形をなす。

8 10.9 用物座
中11ll。内外面とも圏線及び唐草文。呉須の発色は良く、明るい青色。被熱？ 。口縁は外反。

I ， 17.7 10.0 4.0 
下之御庭 中皿。外面は圏線及び宝相華唐草文。内面は圏線及び四方欅文、見込は波涛文帯及び宝文。呉

＇ 

用物座 須の発色は良く、線も明瞭、明一淡青色。 15-16世紀。

10 15.4 9.4 2.8 木曳門
Ml-146 中皿。外面は圏線。内面は圏線及び園苧図。見込に「志在古中」銘。呉須の発色はやや悪く、
Ml-147 滲んだ惑じの青色。口縁は僅かに外反。 18世紀。

11 20.1 8.2 2.8 
下之御庭

廣福門北西
中皿。外面は唐草文。内面は唐草文及び宝文。呉須の発色は良く、青色。被熱によりあばた状。

廣福門 ひねり変形皿。

12 88 木曳門
中Jlll。外面は圏線、外底面は圏線及び不明の文字。 内面は圏線及び草花文。呉須の発色は良く、
濃い青色。

13 11.0 木曳門
中皿。外面は圏線，内面は圏線及び園亭図c 呉須の発色は良く、溌い青色。外底面に砂目。被
熱によりあばた状。 17世紀。
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第11表青花観察表

図版
器種

計測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器高 地区 グリッド等
文 様 器 形

14 18.8 9.9 3.1 木曳門 Ll0-164 
中l]][。内外とも陰刻蓮弁及び草花文。呉須の発色はやや悪く、滲んだ感じの青色。輪花1IIl。

15 20.4 木曳門
中JIIl。口唇に圏線，内面は芙容文。呉須の発色は§かく、淡い青色。被熱により若干あばた状。

29 
III[ 

直口口縁。 17世紀。

図 16 木曳門
L7-133 大illlo見込に龍文。呉須の発色は良く、若干灰色がかった青色。文様の展開から勘案して大J]][

LS-132 と思われる。

17 16.4 廣福門
~11-118 大llll,砧台に問線，見）ムに花文 呉須の発色は艮く、明るい青色c 被熱によりあばた状。

~11-117 

1 
下之御庭

L6-122 
外面は口縁に雷文帯、下位に八宝唐草文。内面に圏線及び蜀葵文。呉須の発色は良く、線も明

用物座 瞭、明るい青色。直口口緑。
＇ 
2 17.8 

用物座 KS-122、 外面は口緑に圏線、胴部に八宝唐草文。内副に園線及び蜀葵文。呉須の発色は良く、線も明瞭、

I 
廣幅門 廣幅門北西 明るい青色。直口口縁。

3 23.2 9.0 9.5 
用物座 K9-!24, L 7-122. 外面は口縁と高台に圏線、胴部に八宝唐草文、内面は口緑と見込に圏線。見込に花文？。呉須

席福門 痰福門東西ミゾ の発色はやや弱く、淡い青色。口縁は僅かに外反。
＇ 
4 5.8 

用物座 L6-122 外面は唐草文及び高台に圏線。内面は見込に捻花、宝珠変形帯文などを密に施す。呉須の発色

I 
廣福門 廣福門北西 はやや弱く 、淡い青空Q 被熱？

5 23.4 木曳門
外面は山水文及び圏線。内面は上下に圏線。呉須の発色はやや弱く、滲んだ感じの青色。直D

＇ 鉢
口縁。 17世紀。

6 16.8 7.0 6.5 木曳門
外面は上位に唐草文、下位に草花文及び鳥文からなる水禽図、尚台に圏線。内面は上下に圏線。

呉須の発色は良く、濃い青色。被熱によりあばた状。直口口緑をなす。 17世紀。

30 7 23.8 10.4 9.0 木曳門
外面は草花文及び鳥文からになる水禽図、口縁及び轟台に圏線。内面は上下に圏線。見込は不

図 明の文様。呉須の発色は良く、濃い青色。被熱によりあばた状。 17世紀。
I 

8 用物座 LO・l-124 
外而は蓮華文及び圏線。内面は上位に四方禅文、下位に松梅文。呉須の発色は良く、漉い青色。

輪花鉢。， 

， 下之御庭
L3-124 

外面は松樹文、雲文、雷文帯？、晶台に圏線。内面は竹文、草文？、圏線。呉須の発色は艮<.

用物座 明るい青色。
I 

10 木曳門 l\J0~144 
外面は不明の文様。内面は圏線。見込は蛇の目釉剥ぎ。呉須の発色は弱く、淡い青色。器原は

かなり厚手。
＇ 
11 13.9 木曳門 Ml-143 

外面に不明の文様の一部、紬台に圏線。見込に圏線及び印刻、 「萬］の銘。

見込は蛇の目釉剥ぎ、重ね焼きの溶着a 呉須の発色は弱く、淡く青緑色。福建・広東系。

12 12.6 
器厚は厚手。外面に丸文、内面に圏線、見込に丸文。見込は蛇の目釉剥ぎ、重ね焼きの痕あり。

呉須の発色は悪く、暗い青色。福建・広東系。

13 40.0 18.6 10.5 木曳門
大皿。外面は圏線？。内面は芙容手。呉須の発色は良く、濃い青色。被熱？

1IIl 
14 28.9 18.0 6.0 

用物座 L9-126 大Jl11。外面は口緑に渦文、下位に唐草文。内面は口縁に四方欅文、見込に渦文、山水文。呉須

廣福門 廣福門北西 の発色は良く、濡い青色。すかし皿。 18-19世紀。

I 用物座 L0-125 
外面に圏線及び花唐草文。呉須の発色は良く、濃い青色。被熱によりあばた状。

＇ 壼

2 下之御庭
上位にラマ式蓮弁文。下位に如意頭文の区画内に花唐草文及び鳳凰文。呉須の発色は良く、や

や濃い青色。

3 用物座 L3-124 
人物文。呉須の発色は弱く、淡い青色。被熱によりあばた状。錆？が多量に付着する。

＇ 
4 木曳門

馬文。呉須の発色はやや悪く、滲んだ惑じの青色。被熱により若干あばた1犬、緑青が付着っ厚

I 瓶
手であることから、大型瓶の可能性もある。

5 廣福門 北西
外面に松樹文。呉須の発色は良く、線も明瞭、明るい青色。

＇ 用物座 K6-123 フマ式蓮弁、如意雲、圏線、唐草文及び龍文。呉須の発色は良く、青色。被熱により若千あば
6 廣揺r~

廣福門北西 た状。数固体分から類例資料をもとに推定復元。梅瓶と考えられる。木曳門

7 下之御庭 L7~121 
圏線及び不明の文様（ラマ式蓮弁？） 呉須の発色は良好で濃い青色。

＇ 
8 用物座 K6-128 

フマ式蓮弁。呉須の発色は良く、濃い青色。

I 

31 ， 壼．瓶 廣福門 Ll0-121 
ラマ式蓮弁、圏線及び唐草文。呉須の発色は良く、濃い青色。被熱により若干あばた状。

図

10 用物座 L 7-121 
ラマ式蓮弁及び如意頭文。呉須の発色は菊く、淡い青色。壼の底部？

11 木曳門
ラマ式蓮弁?C 呉須の発色は良く、濃い青色。壺の底部？

12 木曳門
草花文及び人物文。呉須の発色は良好で、濃い青色。被熱により若千あばた状。

瓶

13 7.6 
用物座 K9-123・125、 晶台に櫛歯状文及び不明の文様（草花文？）。呉須の発色は良く、澄い青色。角瓶。

木曳門 Lo~129 

14 水注 木曳門 L3-129 
注口部分。火焔文。呉須の発色はやや弱く、淡い青色。被熱により若干あばた状っ

15 用物座 LS-122 
草花文。呉須の発色は良く、濃い青色。被熱により若千あばた状。水注の益？

I 

16 蓋 4.8 木曳門 L7-148 
草花文？。呉須の発色は良く、青色。被熱により若干あばた状。水注の盃？

＇ 
17 木曳門

圏線及び宝文？。呉須の発色は勅く、淡い青色。梅瓶の盃？

下之御庭 L31 -124 口縁に如意雲文、頸部に芭蕉文、御子頭、唐草文、胴部に松樹文、届台に圏線。呉須の発色はやや應く、
18 瓶 13.9 11.0 41.2 L -123 

用物座 K0-124 滲んだ感じの青色a 京の内例（第64図57)を参考に数固体分から復元c 一部破片は煤が多凰に付着する。
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第 4節 瑠璃釉

今回の調査で瑠璃釉の破片資料が検出された。確認された器種は碗・小杯• 水注・壺．瓶の 5器種であった。

以下、特徴的な資料を図化し、個々の特徴等について記述する。

碗（第32図1-2) 

第32図 lは、胴部を逆「ハ」の字状に大きく開き、口縁部を微弱に外反させる碗である。外面に姫濁色の釉

を施し、内面には淡青白色の釉を施している。索地は白色の微粒子。推算口径は13.6cmである。広福門地区西

出土。同図 2は直口口緑と思われ、器壁はかなり原めである。 1IIlとしても考えられるが今回は碗として扱った。

外面には藍濁色の釉を施し、内面には青白色の釉を施す。外面口縁直下には上絵による蓮弁文が確認できる。

索地は白色の微粒子。推算口径は12.4cmである。木曳門地区出土。

小杯 （ 第32図3)

同図 3は型成形の小杯で、中国徳化窯産と思われる資料である。外底面に型じわが確認できる。外面に藍濁

色の釉を、内底面には淡青白色の釉を施しており、両面とも二次的な被熱を受け変色してる。口径は4.0cm、

器高1.8cm、高台径1.8cm。木曳門地区出土。

水注（ 第32図4-11) 

蓋（第32図4)

同図 4は仙燕瓶の蓋である。蓋甲頂部には宝珠状の撮みを貼り付け、蓋縁を下方に折り曲げ下端部に削りを

加え平坦気味に成形する。蓋内面は首里城跡京の内出土の紅釉水注と同様に、中空で逆「ハ」の字状の突起を

貼り付ける。外面は鍔端部から撮みまで藍濁色釉を比較的厚く施しており、内面は露胎のままである。素地は

灰白色の微粒子。最大径は7.4cm、最小径は3.0cmである。木曳門地区出土。

注口（ 第32図5-6) 

同図 5、6は注口の根元部分である。いずれの資料も二次的な被熱を受け変色している状況で、筒状の注口

下方には浮文による獣面文が型合わせにより成形されているが、原い釉が施され判然としない。藍色の釉を外

面に厚く施している。内面には青白色の釉を施すが、一部には露胎となる部分が確認できる。索地は灰白色の

微粒子である。前者が木曳門地区、後者が下之御庭地区出土。

胴部 （ 第32図7)

同図 7は仙蓋瓶か瓶の胴部と思われる。資料の中央部には積み痕も確認できる。外面には藍濁色の釉を、内

面には青白濁色の釉を施す。索地は淡灰白色の微粒子で微細な気泡痕。木曳門地区出土。

高台（第32図8-11) 

同図 8は仙蓋瓶の高台破片資料である。高台内剖りは深く、「ハ」の字状に成形。藍色の釉を高台外面まで

厚く施す。内面及び外底面には青白色の釉を施すが、畳付は露胎。素地は灰白色の微粒子。高台径は8.2cm。

下之御庭地区出土。同図 9は水注の高台と思われ、高台内例りはやや浅く、「ハ」の字状に成形する。藍濁色

の釉を高台外面まで原く施し、内面及び外底面には青白色の釉を施す。畳付は露胎。素地は淡灰白色の微粒子。

高台径は6.4cm。下之御庭地区出士。同図10は仙蓋瓶の高台と思われ、外面胴部には上絵による「ハート」型

の文様が見られる。高台内剖りは浅く、「ハJの字状に成形する。藍色の釉を高台外面途中まで、外底面は畳

付以外に淡青白色の釉を、内面には青白色の釉を施す。素地は灰白色の微粒子。高台径は9.2cmである。木曳

門地区出土。同図11も仙燕瓶の高台と思われ、高台内例りは比較的深い。外面胴部には「ハート」型の陽蓮弁

の花弁状の文様が見られる。外面に藍色の釉を原く施し、内面及び外底面には青白色の釉を施し、畳付及び外

端部は露胎。胴部外面に文様等は確認できない。索地は灰白色の微粒子である。高台径は9.0cmである。下之

御庭地区出土。

-48-



酒会壺（第32図12)

洒会壺の蓋が確認されている。蓋甲頂部には宝珠状の撮みがあったものと思われるが破損しており判然とし

ない。鍔端部は比較的広めに成形されている。身受けの突起は微弱に内傾し、畳付両端を斜位に削り取る。外

面には厚めの釉を縁端部まで施し、内面には青白色の釉を身受けの突起内側まで施している。また蓋甲部の全

面には下向きのラマ式蓮弁を金箔により色絵で表現している。素地は灰白色の微粒子である。最大径20cm、最

小径13.6cmである。広福門地区出土。

瓶（第33図13-17)

同図13は口縁・胴部・底部の破片資料を積極的に復元した小型瓶の資料である。外面は藍色の釉を施し、内

面は青白色の釉を施している。素地は灰白色の微粒子である。推算された口径は4.2cm、器高は21cm、底径6.2

cmである。木曳門地区出土。

口縁（第33図14)

同図14は瓶の口縁である。外面は藍色の釉を施し、内面は青白色の釉を施す。素地は灰白色の微粒子である。

推算口径は6.8cmである。下之御庭地区出土。

頚部（第33図15)

同図15は瓶の頚部資料である。内面には積み痕が確認できる。外面は藍色の釉を施し、内面は青白色の釉を

施す。素地は灰白色の微粒子である。下之御庭地区出土。

肩部（第33図16)

同図16は瓶の肩部であると思われる。内面には輔轄痕もしくは調整痕が確認できる。外面は藍色の釉を施し、

内面は青白色の釉を施す。素地は灰白色の微粒子である。木曳門地区出上。

同図17は大型の瓶を積極的に復元した資料である。外面の胴下部にはラマ式蓮弁文様が上絵により表現され

ている。内面には輔轄痕もしくは調整痕が確認できる。藍濁色の釉を骨付外端まで施し、内面は青白色の釉を

施す。素地は灰白色の微粒子である。推定された器高は30.9cm、底径は10cmである下之御庭地区・用物座地

区・広福門地区西出土。

第 5節紅釉

今回の調査により紅釉の破片資料が得られている。首里城跡京の内地区の発掘調査にて確認された、中国元

代の紅釉水注と同一個体であるものと判断される資料である。

今回、推定復元した資料は、京の内地区において検出された資料とは、若干器形が異なるが、接合等を試み

て詳細な検討を加えることにより、紅釉水注の本来の姿が窺い知れるものと思われる。以下に、特徴等を記す

ることとする。

第33図18は口縁部と底部の破片資料を積極的に復元した資料である 。口縁部の断面形が盤口状となるもので

ある。胴部には、高台脇から陽蓮弁の花弁を表現している。外面に赤茶色の釉を高台外面途中まで施している

が、二次的な被熱を受けているため本来の釉調は判然としない。内面には青白色の釉を施している。内外面に

は二次的な被熱を受けた際に付着したとみられる煤が確認できる。素地は灰白色の微粒子である。推算された

口径は6.2cm、器高は24.2cm、底径は9.6cmであった。広幅門地区北西・木曳門地区・下之御庭地区出上。
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第33図 瑠璃釉 紅釉 JO畑

-51-



第 6節 中国産褐釉陶器

第34図～第39図である。今回確認できた器種は壼が主体で、わずかに甕、鉢、すり鉢、水注、忽須、蓋、 1IIl

がみられる。壼は口縁部や頸部などの形態によって数パターンがみられる。壼以外の器種は個体数が少ないた

め分類は省略する。

1 壺

第34図 (12を除く） -39図である。

今回はほとんどが撹乱層からの出土であったため、全形をうかがうことが可能な遺物が少なく器形は明確で

はないが肩部から判晰すると、あ：いかり肩 (34図など）、い：ナデ肩 (36図など）の 2タイプに分けられる。

口縁部の形態は比較的バリエーションが豊富で、 I: 方形 (34図 1-10など）、 Il: 丸み (35図18-22など）、

III : 舌状 (36図16-18)、w:平坦 (35図14-16など）の 4タイプに大きく分けることができる。さらに方形

のタイプは、 i: 厚手に形成する (34図 1-6など）、 ii: 薄手に形成する（同図 7-9)、iii:微煽(35図 7-9

など）、の 3つに細分できる。ただ、 IIIの舌状の資料は、 I -iiiがさらに退化したものと考えることもできる。

頸部は、 1 : 有頸 (34図など）、 2: 無頸 (36図18-28など）の 2タイプに分けられる。また、有頸のもの

でも、①明確に頸部を形成するもの (36図 1-6)、②屈曲状に形成するもの (35図 7-11など）、の 2つがみ

られる。

2 甕

小型の甕（第34図12)が 1点得られた。口縁部を逆 l字に形成し、口唇部は舌状をなす。黄褐色の釉を施し、

器厚は比較的薄手。内面はロクロ痕が明瞭。

3 鉢（第37図 1-6) は口縁部と底部が得られた。全形を伺うことができる資料はないが、サラダボウル状

の器形 (1・4-6) と、筒状の器形 (2・3) が考えられる。同図 4は底部の押し上げが大きく、深い器形

になると思われる。

4 すり鉢

すり鉢は口縁部（第37図 7・8) と底部（同図 9)が得られた。口縁部はいずれも同様な形態で、鎌状をな

す。内面の溝は浅い。底部はくびれ状をなし、外底面は平坦である。溝は浅く、単位は明瞭ではない。

5 水注

水注は口縁部から底部までの 1個体分と思われる破片（第37図10) と、把手（同図19)が得られた。 10は胴

部に沈線を施し、蓮弁様の文様と思われる。 19はしっかりとしたつくりで、大型の水注のものと考えられる。

6 急須

急須は、口縁部（第37図11・12) と注口の部分（同図13) が得られた。口縁部はいずれも「く」の字状に形

成している。 13は丸みを帯びた器形をなす。

7 蓋

蓋は丸みを帯びたもの（第37図20) と、平坦なもの（同図21・22)の 2タイプがみられる。

8 皿

皿（第37図23)の 1点である。破片から考えると角1IIlと思われる。底面にはボタン状で 1cm程度の脚を貼

付する。

9 器種不明

明らかな器種不明と、壼と思われる資料を一括した。

10 底部

底部は第38図-39図で、ほとんどは壼に含まれるものと思われる。形態によって底面、立ち上がりによって

分類可能である。底面はA:あげ底 (38図 2-10)、B:平坦 (38図11・12、39図13-29)、c:高台様 (39図

30-33)の 3タイプに大きく分けられ、立ち上がりは a : 直立 (38図 7-10など）、 b : ある程度の角度を持

つ (38図11・12など）、 C : 緩く立つ (39図18など）、の 3タイプに分かれる。

39図14は底部付近に「□高麗」 0の畢書がみられる。

1)沖縄国際大学仲地哲夫先生よりご教示を頂いた。また、那覇市史料編集室田名真之氏より、『京の内』第73図11(褐釉

陶器）の「明」の墨書は新しい時期に屈する書体では、とのコメントを頂いた。記して惑謝申し上げます。
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第12表 中国産褐釉陶器

同 番 器種 分類
計測f直 出土地区

号 口径底径 地区 グリッド等
特 徴（器形、文様など）

I あ、 II、1② 13.0 阪福門 北洒撹乱
Iヽ かり肩の大型年釉色は淡賠オリープ色S 素地は灰白色で、白色鉱物を含む。

2 あ、 II、1② 22、0 用物座
Iヽ かり肩の人型'<凡釉色は11音オリープ色c 素地は灰色て、世かに白色鉱物を含む。

＇ 

3 あ、 II、1② 24.0 試掘
しヽかり肩の中J枡恥釉色は褐色。索地は褐色で、 I生かに白色鉱物を含む：

4 あ、 IL、l② 16.7 廣幅門 北西
いかり「Mの小型壺c 釉をやや府く lii!iし、色はII音オリーブ色.素地は1火色て、白色鉱物

I と僅か1-馬色鉱物

5 あ、 lI、1② 8.0 下之御厖
＼ヽかり),-/の中型壼て、類部は位やかっ釉色は．専褐色。素地は灰色、 ilHll材は目立たな

I し＼^

6 、亜羊 あ、 II、l② 13.6 木曳門
しヽかり町の中型壼で、類部は低やか，器厚は 5mm前後で薄いc 釉色は淡暗オリープ
色ら素地は灰白色、混和材は 日立たない n

3-1 7 あ.I !'、 1① 14.8 木曳ri I、8・9-140
中型壺で1ヽかり 1けをなすと思われる c 釉色は淡褐色、素地は1火色て、黒色，白色鉱物）
を含む •.

図 8 あ、 III、1① 16.0 木曳門
lヽ かり胴の'I屯％低釉色はT褐色c 索地はII行灰色で、白色鉱物を含む 3 内面は被熱（こ

I よりあばた状，

9 あ、 TII、1① 16.0 木曳I'り
＼ヽかり肩の中型帝て、顎部は直丸釉色は忠色こ素地は1仮色で、白色鉱物を含むこ

＇ 
10 あ、 IIll、1① 15.3 木曳門

しヽかり肩の中l¥'ic席で、頚部は直立 C 釉色は淡煤色、索地は灰色で、褐色鉱物を含む。

I 

11 あ、 JII、1① 木曳門
しヽかり肩の r「• c肛屠て、苅部は廂立。釉色ぱ黒色，'素地はJI音灰色で、焦色鉱物を含む。
J,f部1-タタキ艇が明瞭r 索地なとから同 固（木と出われる。

12 甕 18.4 L0.5 木曳門 L 10-160 
小l¥'Jの疲、器高は20.2cm,釉色は褐色で、内/.5;1Aiは党1趾索地はベーシュ色で、白色
鉱物なとをわずか(―含む＾

13 あ 木曳門
やや肩の張る小籾壺。耳を！！古1寸、内而ぱロクロ痕が明瞭。釉色は淡緑灰色c 素地は黒
色て、白色鉱物在位かに含む。

14 壺 あ 木曳門
胴の最人径は60cm越て、かなりの大型壼ご器面はり1色。縄日ixの文様を 2条 lが11て施

I し、耳を貼付する素地は褐色で、白色鉱物を多く含むマ

15 あ
小学校階段―,, やや胴のり[る小型蕊且をfl/if寸する柑心は比匹索地印l/j褐色て白色紘物を多＜

3層 含む

J あ、 I¥八l① 12.4 ド之御庭 撹乱
いかり F~iの大梱帝。頂部は直立。釉色は11行褐色，索地は明初色及ぴ黒色で、白色・褐

I 色鉱物を含む。

2 tヽ、 l111、1② 22.8 用物陀
ナデ府の中型如。釉色は暗灰色、表而の• •部と内面は露fl合で Jlij褐色c 索地は 1灰色、(―|
色鉗物を飴かに含む。

3 あ、 Ill、l② 14.0 用物府
ややJ,'fの張る中型壼。釉色は黒紺色て、表面は釉が剥洛。素地は1火色、，甲色， ~I色鉱
物を含む。

•I しヽ、 Illl、l② 11.7 不明
ナテ府の中型壼r 『i部に格子状のクタキ痕5 外面に淡灰黒色の泥釉c 素地は明褐色で、

＇ 
白色鉱物を多く含むで

.) し‘、 Iin、1① 21.5 ffl物座
ナデJriの小型壼。無釉。索地は淡褐色で、白色鉱物を多く含むc

6 あ、 Ill、1① 17.2 用物座
Iヽ かり肩の大型怠釉色は、外1(1iが白色、内面は褐色をばすか索地は白色で、白色
鈍物を含む-

7 し¥.I Ill、1② 18.6 下之御庭
ナデ肩の中型迄釉色は相色。索地は明褐色白色鉱物を多く含むc

I 

8 lヽ、 IIll、l② 19.5 木曳門
ナデ屑の中型症；c 釉色は淡褐色て、 iiビ釉。索地はH月褐色及び灰褐色、白色の微細鉱物

＇ 
を合むe， tヽ.I iu. 1① 20.0 下之御庭
ナデ胴の中煎帝で、頭部は直立c 釉色は淡褐色c 索地は明褐色で、白色の微細鉱物を

I 多く含むr

10 あ、 W、1② 20.6 木曳門
いかり屑の大型壼で、短殺s:心タクキ痕が僅かに残る，釉色はオリープ色っ素地は白

I 色で、 rnしヽ白色鉱物を多く含む。

お 11 あ、 Ill、l② 1ヽ之御庭
しヽ かり Ii'/で、サイズはイ氾）］。釉色は黒祖色、 剖澤訓和素地は灰色で、僅かに白色鉱

言~・ 物を含む 2

14 12 あ、 N、1② 22.0 木曳門 ~10-131 
いかり肩り中型壼。柚色は淡褐色で、 i尼釉c 索地は暗灰色で、白色鉱物を多く含む。

13 しヽ、 llll、2 15.6 木曳門
無頸虚？ ，釉は剥浴する（本来はオリープ色？） 。索地は灰白色で、僅かに白色鉱物

I を含む。

14 あ、 W、1① 14.0 木曳門
lヽ かり肩で中型の知頸壼っ釉色は黒褐色で、表面は搬熱によりあぱた状。索地は灰色

I で、白色鉱物を多く含む。

15 あ、 N、l① 12.4 木曳門
いかり肩で中型の短段帝。耳を貼付（木図化） ぐ利l色は褐色＝素地は1火色で、白色の

I 微細鉱物を含む a

16 あ、 I¥「、 1① 16.4 木曳門
しヽかり肩で中型壺。釉色は暗オリープ色。索地は灰白色で、白色鉱物を多敬に合む。

I 

17 あ、 Iui、1① 18.0 用物座
いかり肩の中咄布で、口唇部を折るように形成。釉色は暗褐色。索地は咀褐色で、白
色・黒色鉱物を含むが H、・rたなしヽ 。

18 しヽ、 11、1① 14.0 木曳門
ナデ眉の小型内., 釉色l:J:黒色。索地はII廿灰色て、微細な白色鉱物を含む。器厚は薄子。

I 

19 し、、 11、1① 21.3 用物座
ナデ肩の小型壼。釉色は黒色で、内而は一部器胎。索地は暗灰色で、徴細な白色鉱物
を含む，沿原は河子。

20 あ、 II、2 14.0 木曳門 L3-129 
ナデ府で巾型の短頸象釉は剥洛、一部宛胎。索地1ま褐色で白色鉱物を含む。

21 あ、 II、2 10.8 漏i刻門
いかり肩の小型蕊白色釉を厚く施す。内面は露胎。索地は暗灰色で、混和材は日立

I たなし、 C

22 あ、 11、l② 11.0 席幅門 北西
いかりJio/の中型壼3 釉色は淡昭オリープ色c 索地は山色で、況和材はH立たなし、．

I し9、1]、1① 10.2 湘刻門 M4-125 
小型"'。釉色は淡褐色で、 一部器り知索地は明褐色で、粗い鉱物粒をやや多く含む。

36 1-― 
2 ¥¥、 N、1① 9.4 炭幅門

北西、小学校 茶症0 (, 怜序Ii薄 fで｀かなり硬質。内面はロクロ痕が明瞭。釉色は褐色で、泥釉c 素

図 一—
階段下 5陪 地は褐色。

3 あ、 I¥「、 l① 10.1 下之御庭
tヽ かり肩。器厚は薄手。釉色は黒色c 索地は暗灰色で、混和材は目すたな＼ヽ
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第13表 中国産褐釉陶器

図 番 器種 分類
計測値 出土地区

方に ロ径底径 地区 グリッド等
特 徴（器形、文様など）

I あ、 W、1① 8.6 木曳門 L9-134 
長頭で渭手の器厚。内外ともロクロ痕が明瞭。釉は褐色で、索地は明褐色。微細な鉱

＇ 
物粒を含む

5 あ、 W、1① 12.2 木曳門
いかり肩の中型壼、頸部は直立。釉色は暗褐色。素地は灰色で、混和材は目立たない。

I 

6 し'・Iiii. 1② 12.1 廣幅門 北西
ナデ府の小肥証で、薄手の器厚。釉色は暗祀色。素地は黒色で、微細な白色鉱物を含

I 
む。

7 しヽ、 IIll、l① 13.0 木曳門 L8-143 
ナデ肩の小型壼で、薄手の器原。淡褐色の釉で、泥釉。索地は明褐色て、白色鉱物を

＇ 
僅かに含む p

8 しヽ、 Illl、l② 9.2 木曳門 M 1-139 
ナデ屑の小型壺で、博手の器憚c 釉色ぱ褐色で泥釉。索地は明褐色で、（花かに白色鉱

物を含む。， しヽ、 Illl、l① 13-4 木曳門 M0-142 
ナデ肩の小型壺で、頸部が直立、薄手の器屏。釉色は褐色で、泥釉。素地は褐色で、

＇ 
徴糾lな白色鉱物

10 あ、 11、1① 11.0 
用物座 ナデmの小型壼。釉色は暗褐色て、内面は露胎。素地は灰色、白色鉱物を含む。

＇ 
下．之御底

ll ＼ヽ、 [l、1① 12.0 用物座
ナデ肩の小型壺。釉色は淡灰白色。素地は淡褐色、粗い白色鉱物を僅かに含む。

I 

12 しヽ、 11、l① 14.4 用物座
ナデ肩の小型壷。釉色は白色で、外面は被熱であばた状。素地は賠灰色で、粗い白色

I 
鉱物を僅か（言含む。

13 しヽ、 11、1① 12.6 下之御庭
やや肩の1~る小刑裔。外面に淡褐色の泥釉を薄く加す。素地は暗灰色で、微細な白色

’ 
鉱物を含む。

14 あ、 III、2
＼ヽかり肩の中型匹。釉色は暗褐色、ほとんとが剥洛。素地は白色で、混lll材は 1」立た

36. — なし、n

15 壼 しヽ、 11、2 8.7 木曳門
ナデ肩の小型壼。釉色は黒褐色。索地は賠褐色で、微細な白色鉱物を含むc

固 -
](i しヽ、川、 l① 12.4 木曳門

ナデ府の中型症で、頚部は直V.c 外面はタタキ痕が明l怠かなり硬質。釉色は黒褐色。

＇ 
素地は黒色で微細な臼色鉱；物を多めに含む，

17 ＼ヽ、 I11、1① 8.0 木曳門
ナデ肩の小塑壼、比較的硬質。釉色は暗褐色で、泥釉。索地は暗灰色で、微細な白色

I 
鉱物を含む。

18 しヽ、 m、2 5.2 不明
ナデ肩の小型壼で、 LJ繰部が特徴的。釉はほとんと剥落（褐色？）。索地は暗灰色で、

I 
微細な白色鉱物を僅かに含む。

19 し‘、 II、2 12.0 木曳門
ナデ府でやや大型の壺 C 内面はロクロ痕か明瞭。釉色は暗オリープ色で、口唇部は釉がはがれ

＇ 
る，また、肩部にも耳を貼f,J? した痕がある。索地は白色で、白色鉱物を僅かに含む。

20 しヽ、 11、2 13.4 小学校階段下
ナデ盾の中型帝。耳を貼付する。釉色ぱ灰褐色で、薄い泥釉。素地は明褐色で、焦色

鉱物なとを僅かに含む。

21 ＼ヽ、 11、2
ナデ肩の中型壺、薄手で比較的硬質。耳を貼付する。釉色はオリーブがかった褐色、

＇ 
内面は露胎で指頭痕が残る＾索地は黒色で、混和材は目立たない＾

22 しヽ、 11、2 14.5 木曳門
ナデ屑でやや大型の症。釉色は暗褐色で、口縁内外は露胎。索地は淡灰色で、白色鉱

I 
物を含む

23 し]、 11、2 10.0 下之御庭
ナデ胴で小型の無頸壺。釉色は黒色。索地は黒色で、混和材は目立たない

24 しヽ、 W、2
いかり肩の中型壼。外面し淡褐色の薄い泥釉。素地は白色で、白色・黒色鉱物を含む。

I 

25 し、、 11、2 22.0 廣福門 北西
無頸の中型症、盤にも似る。釉色はにぶい黄褐色。素地は淡明褐色及び灰色。粗い黒

＇ 
色鉱物等を僅か1ー含む。

26 ＼ヽ、 11、2
ナテ肩の小型皿。釉色は黒色、口唇部は露胎、外面は被熱によりあばた状。素地は淡

灰色、混和材は且立たない＾

27 しヽ、 IV、2 7.7 下之御庭
ナデ肩で小型の無頸壼（怠須?) C 釉色は淡褐色で剥洛ぎみ。素地は明褐色で、混和

＇ 
材は且立たなし、S

28 しヽ、 W、2 12.8 下之御庭
ナデ肩で小型の無頸壺（急須？）。釉色は褐色で、一部露胎。素地は灰褐色で、白色

鉱物を多く含む。

I 木曳門
ボウル状の器形。外面し刺突状の凹文。釉色は淡灰色（内面は剥落？）。素地は暗褐

I― 色で、白色鉱物を僅か｛言含む。

2 17.4 木曳門
筒形の器形、口緑部を逆L字に形成する。釉色は褐色。索地は暗灰色で、混利材は目

＇ 
立たなしヽ 。

3 漏刻門 M3-125 
筒形の器形、口緑部を逆L字に形成する。釉色は賠褐色、外面は館胎？。索地は灰白

＇ 鉢
色で、褐色鉱物なとを性かに含むn

4 12.3 木曳門 L4-153 
ボウル状の器形で、深めの鉢しなると思われる。底面を押し上げる。露胎。素地は灰

＇ 
褐色で~ 臼色・黒色鉱物を含む。

5 20.7 木曳門 L6-147~149 ボウル!)くの硲形で、深めの鉢になると思われる。霰胎。素地は褐色で粗い白色鉱物な

I 
どを含む。

6 7.5 木曳門
ボウル状の器形？。蹂胎。素地は淡赤褐色て。白色鉱物を僅かに含む。

7 21.4 下之御庭
8条 1組の溝が 3ヶ所残る。口緑部を T字状し形成。釉色は褐色であるが、殆どが臨

＇ 
胎。素地は暗灰色、混和材は目立たない。

37 8 すり鉢 18.8 不明
溝は 6条 1組？。口縁部を T字状に形成c 釉色は褐色であるが、殆ど露胎。素地は淡

＇ 
暗灰褐色口微細な臼色・黒色鉱物を含む。

因， 8,6 廣福門 北西
やや浅い溝。外面に暗褐色の泥釉。紫地は暗異褐色、混和材は目 T[_たない。

10 水注 11.6 用物座
小型の水注。口縁部～底部の資料で同一固体と思われる。肩部に突帯、胴部に油弁様？

の沈綿を施すc 釉は暗褐色で殆ど剥落している 。素地は灰色で、目立たない。

11 急須？ 14.3 
用物座 口緑部が直立（くの字）する。内面はロクロ痕が明瞭。釉色は暗褐色で、内面は若干

下之御庭 鮫肌状。索地は褐色で、白色鉱物を多く含む。

12 8.5 下之御庭
やや小型の器形。 LI唇は如く外反。釉色は暗褐色。 素地は褐色で、僅かに白色鉱物を

I 急須
含む。

13 木曳門 M0-137 
忽須の注口部分で、丸みを帯びた器形をなす。内面はロクロ痕が明瞭。釉色は暗褐色

で、胴下半部は露胎。素地は灰色で、僅かに白色鉱物を含む。

14 14.0 木曳門
小型帝？。釉色は色の褪せた褐色。素地は淡ベージュ色、混和材は目立たない，

壼？

15 14.0 木曳門
証？、本土産陶器の可能性あり。比較的映質で、釉色は黒色。素地は黒色で、混利材

は目寸たないュ

16 I ? 下之御庭
器種不明、壼もしくは鉢。口緑部を T字状に形成し、口唇上面を若干くぼませる。釉

色は暗オリ ブ色a 素地は暗灰色で、白色鉱物を多呈I―含む。
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第14表 中国産褐釉陶器

図 番 器種 分類 計測値 出土地区
号 口径底径地区 グリッド等 特徴（器形、文様など）

37 

17 ，益- 18,4 木曳門 双の内資料（第73図 6) に類するナデ肩の壼と思われる。釉色/;l:オリープ灰色で、ロ
唇上面は露胎。索地は明褐色及ぴ灰色、白色鉱物を僅か1-含む^

18 壼? 18.0 下之御庭 口緑部に 2条沈線っ薄手て比較的映質。釉は殆ど剥藩しているが、木来は褐色と思わ
れる。素地は賠灰色、混和材は目立たない。

19 水注 水注の把手。釉色はII音褐色素地はII釦火色、混和材はR立たない

20 13.4 5.0 廣福門 北西 丸く盛り上がる器形の益c 釉色は暗褐色、内面は露胎。素地ぱ淡暗褐色、世かに白色
図ー— 鈍物を含む．．

21 蓋 24,4 26,6 木曳門 平坦な硲形の祖。釉色は淡オリープ灰色で、内面はぷII台。素地は暗I火色、 i坐かに白色
鉱物を含む。

22 22_6 木曳門 平坦な沿形の血a 釉色は暗オリープ灰色a 索地は暗灰色、僅かに白色鉱物を含むc

23 IIll 木曳門 底面にボクン1)くの脚。角皿と息われる c 釉色は昭オリーブ色。索地は賠灰色、 i菫か1:
白色鉱物を含むc

1 壼 20.0 16.5 木曳門 器高は64.0cm、l!Jiilの昂入径は48.0cm、比較的長胴な器"多をなす。底面の押し」．．げは比
校的弱い c 釉色はII名褐色，素地は灰色、白色鉱物を含むc

2 Ab 14.5 不明 外底而の押し上げが強く、内外ともロクロ痕が明瞭。釉色は暗褐色さ素地は灰白色て、
I 白色鉱物を含むc

:l Ab 22.3 7, 之御庖 内面はククキ狽が明瞭。内外とも露｝烏素地はII肖灰色、粗t,(I色鉱物を含む。
I 

•I Aa 14.3 用物砲 内面はロクロ痕が明瞭＾外而ぱ濁 った乳白色の釉、内面は泥釉。素地は黒色で、白色
下乙御1廷 鉱物を含むc

5 Ab 16.2 木曳門 L8-132 外底面の押し上げはりりし、く外面ぱ潤整がtJき届 tヽ て＼ヽ るが、 1)、1雨は凸凹して＼ヽる c 釉
38- 色はII釦オリ プ色索地はllf;灰色、黒色鈍物をf位かに含む。

6 Ab 11.6 木曳門 外底面の押し上げは9り＼ヽ ，内外とも露I烏索地は灰臼色、混和材ぱR立たな tヽ

閃し＿
i Aa 11.6 用物座 内面はロクロ痕か明II点、内外とも鉗IIか索地はJJJJ褐色、白色鉱物が徽拭見られる

1 

8 Aa 12.4 木曳門 外胚面の押し 1げは湖＼ヽC 内外とも弱胎c 索地は黒色、白色鉱物を含む。
I 

9 Aa 9.6 木曳門 L 7-130 内外ともロクロ痕がりIll双。内外とも蹂n台，索地ぱ褐色、白色鉱物を含むc

I 

10 Aa 11.2 下之御庭 立ち上がりがきつし、。内外ともロクロ艇がnrrn紀釉色はII音オリープ色。索地は灰色、
白色鉱物を位かに含む。

11 Bb 15.1 木曳門 内I川はロクロ痕が陀かに見られる。内外とも姦胎。素地は淡氾色、臼色鉱物を含む

12 Bb 14.6 I毅福門 北西 比較的租やかに l°Z:ち上がる e、内外宛II合、オリープ色の釉たれが見られる n 索地は灰白
＇ 色で、僅か1ー白色鉱物が児られる ，

13 Bb 19.4 木曳門 r恐やかに立ち Lがり、比較的呼手 3 内面しククキ痕が残る。釉は桑1J沿、外底面に（位か
にオリ プ色の釉。

1ヽI Bb 12.7 木曳門 ~11-147 内而はロクロ艇が明瞭、底部はかなり博手、内外とも硲fl台。索地はnJI褐色、白色鉱物
， をfやか1-含むc 底部付近に「□高脱」の基書あり 。
15 Ba 7.8 炭幅門 北西 小迎の器種の底部。内面はロクロ痕がかなり明I見内外とも露胎。索地は黒色で、白

I 色鈍物を僅か1-^  ,-, むc

16 底部 Ba 17.2 席幅門 北西 比校的き つく立ち I.がる C 内面はロクロ痕、指頭痕が~))瞭。内外とも露胎。素地ぱ暗
＇ 灰色で、混和材は目 1ケたなしヽ 。
17 Ba 10.2 木曳門 やや歪んだ俗形，，外面に沈線状の凹線、内面はロクロ痕がIIJJI原。外面に泥釉。素地は

I 暗灰色、白色鉱物を僅かに含むヘ
18 Be 13.8 用物座 穏やかに立ち lがる淑形。釉色は淡灰オリープ色，索地は1火白色、；足利l材ぱ目立たな
, __ し、＾ 
19 Bb 14.0 I廣福門 北曲 内面はロクロ痕がIV]瞭。露II台。紫地は11心灰色で、白色鉱物を 1世かに含む。

20 Be 14.2 木曳門 L3-129 稔やかに立ち上がる器形。内血はロクロ痕が残る 。西胎。素地は灰色で、白色・黒色
I 鉱物をf位かに含む。

21 Bb 13.4 木曳門 Ll0-146 内外ともロクロ眼が明瞭c 外 IUI に僅かに泥釉が見られる。索地は暗灰色、臼色鉱物を•
I 倣か1―含む n

22 Bb 17.2 用物陀 底面は岩干上げ底、内底面にハケによる同心円状の訊整が兄られる。釉色は淡オリー
39'一 下之御庭 フtふ素地は灰t'-1色で‘ 白色鉱物を9位か1―含むc

23 Bb 14.0 下之御庭 同図22と同様に底面を押し上げ、内底而にハケによる同心11.1状の訊整。比較的／厚手c

図'-- 釉色1よオリ プ灰色。素地は灰白色で、微釧な白色・黒色鉱物を含む。
24 Ba? 木曳門 胴下半部の資料、擦痕状の閑幣が見られるつ外面は白然釉。 索地は暗褐色で、粗い褐

＇ 色鉱物などを含む。
25 Ba 7.3 木曳門 小型の器種の底部。内面はロクロ痕がかなり明瞭。釉色は暗褐色c 素地は暗J火色で、

白色鉱物を含むc

26 Ba 8.5 用物座 きつく立ち上がる。小型の器種の底部。釉は黒褐色c 素地は淡灰褐色で、微細な黒色
I 鉱物などを四かに含む。
27 Ba 11.6 木曳門 L9-132 小加の沿植の底部。ほぼ而に、，iち上がる、筒状の器汗久釉は外面上位に泥釉が見られ

る。索地は灰色で(-1色・黒色鉱物を含むc

28 Ba 8.6 表採 僅かにくびれる。釉は殆ど剥洛している、釉色は褐色。素地は淡共白色、粗い白色鉱
r 物を僅か1―含む。
29 Be 13.6 木曳門 底部をくびれ1Pし形成。分類はCの可能性もあり 。内外とも露胎。索地は淡褐色で、

＇ 褐色鉱物を含む。
30 Cc 16.0 木曳門 幽台様に形成3 かなり開く器）f多。内外とも蕗胎。素地は1火色で、患色鉱物を含む。

31 Ca 12.4 用物座 若千⑭台様に形成し、かなり 1早手CI人」外とも宛胎で、（袷かに褐色の釉だれが見られる c

I 索地は淡灰色で、白色・黒色鉱物を含む。
32 Ca 17,6 寂幅門 北西 きつくゞ［ち上がる。高台様(_形成、厚手c 外面に泥釉。索地は灰色で、黒色鉱物を多

I く含む。
33 Ca 14 6 木曳門 底面を高台様に形成、同様資料てはもっとも上げ底。非常に限手。 釉色は淡褐色（剥

下之御庭 落が著しい） c 素地は淡灰色て、粗い白色鉱掬を多く含むュ
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第 7節 タイ産褐釉陶器

コンテナ (60cmX 40cm X 15cm)の40箱分得られている。ほとんどが小破片の資料で、 全形の窺えるようなも

のは見受けられない。器種的には壷形のものがほとんどで、明確に他の器種を示すものは少ない。

今回得られた資料のほとんどはタイ産のものとみられるが、第42図に示した 2点はミャンマー産の褐釉陶器

のようであり、注意される（註）。特徴的なものを第40図～第41図に示した。

図示 したものから全体的にみると、暗～赤灰色の細かな胎土で白色砂粒や赤色粒を含む（第40図9を除く）

という同じ特徴がみられる。また、壷の場合は肩部が丸味を持って張り出す四耳壷で、 黒味の強い釉が施され、

外面が口縁部及び頸部以下から胴下半部まで、内面が口縁部だけを碁本的な施釉範囲としているものが多い。

以下、概要について簡単に述べる。

第40図1-16・20-25は口縁部資料である。大雑把に言えば前者は大きめ（推算口径が22cm前後のものが主

流）の、後者は小さめ（推算口径が12cm前後のものが主流）の壷になるかとみられる。これらの資料は口縁部

の形態や頸部の状況などから細分することも可能のようである。

前者の大きめのものからみてみよう。口～頸部の状況から下記のように細分できる。

①口縁部上端が三角形状を呈 し、ラッパ状に外反。頸部の最小径の位罹が下端部にあるもの (1-3・5・7)。

②口縁部内面に凸帯様のものを廻らし上端を三角形状にみせ、外反。頸部の最小径の位置が中央付近にある

もの (4)。

③口縁部上端が玉縁状をなし、外反。頸部の最小径の位置が下端部にくるもの (6) と中央付近にくるもの

(10・11) がある。

④口縁部上端が丸味を持って肥厚しj斤れ曲がるように外反。頸部の最小径の位置が中央部にあるもの(8・9)。

⑤口縁部上端が方形状を呈し、ラッパ状に外反。頸部の最小径の位置が下端部にあるもの (16)。

⑥外反口縁で、頸部中央付近からラッパ状に開くもの(12)、上端部が水平方向に折れ曲がるもの(13)がある。

⑦口縁部上端が丸く大きな肥厚を示す。頸部の最小径の位置が上端にあるもの (14・15・21)。

①の 1-3・5・7は、口縁部内側に浅い溝状の部分が礁る。 1・7は同一個体とみられ、口縁部外面が丸

味を帯びる。2・3は口縁部の外面がほぼ平坦。 5は口縁部の外面が若干凹面を形成する。胴部上端までが残る

2・7をみると、その部分に凸帯様のものが1本廻る。頸部と胴部の境目をつく っているようである。 7は肩部

に外耳の痕跡もみられる。 1・5・7は用物座地区、 2は下之御庭地区、 3は廣福門地区から得られている。

②の4は内面の口縁部に廻らした凸帯様のものの中央付近から先端の方へ両面を斜めに削り、先端部を尖ら

す。内面の凹部はより明瞭。口縁内面の凹部にみられる釉は気泡が著しい。用物座地区からの出土。

③の 6・10・11をみると、 6は頸部下端から直線的に開き、 10・11は口縁部上端が折れ曲がるように外反。

いずれも口唇部は尖り 気味につくり、口縁部内面がやや凹面をなす。 6は現資料に施釉の部分は見受けられな

い。11は口縁部内面に長さ約 3cm、幅約 4mmの胎土目様の熔着痕が認められる。11は混入物の粒子が他の 2点

よりも粗い。 6・10は用物座地区、 11は木曳門地区から得られている。

④の 8・9をみると、両者とも口縁端部の下端を斜めに面取りしており、端部外面のやや下方に稜線が認め

られる。口縁端部が上方へとびでるため、縁部をつくる。9は薄く施釉している 。8は下之御庭地区、 9は木

曳門地区から得られている。

⑤の16は口縁肥厚部の下端を平坦に整形。上端部は上方へとびでる感じで、口縁部内面に凹部をつくる。頸

部下端には凸帯様のものが建る。下之御庭地区からの出土。

⑥の12・13は両者とも先端部は丸味を持って仕上げている。推算口径は前者が約16cm、後者が約15cmと前述

までの資料に比べると小さめである。13は内面の頸部に無釉の部分が散在するが、現資料はほぼ全面に施釉さ

れている。12は木曳門地区、 13は用物座地区から得られている。

⑦の14・15・21はこれまでの資料に比べて頸部が若干短くなり、外反の度合いも小さくなる。頸部と胴部の

境目に凸帯様のものが廻る。15はその下方に4本の凹線を施し、その凹線上に外耳を配する。21は内外のほぼ

全面に薄く施釉している。 3点とも木曳門地区から得られている。

17-19は頸部から胴部にかけての資料である。 17・18はブリッジ状の外耳を有する。頸部と肩部の境目に凸

帯様のものを廻らし、その下方に 3本の凹線を施し、その凹線上に外耳を配している。19は肩部がゆるやかに

丸味帯びるもので、前 2者よりも薄手のつくりである。

17は外面の頸部の上方に無釉の部分がみられ、 19は胴下半部が露胎。19は肩部までは全面施釉され、下部の
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方には釉溜まり部も数ヶ所みられる。そこから胴下半部までは薄く下地塗りを行い、その範囲に施釉の部分が

散発的にみられる。 18は外面の全面に施釉されている。 3点とも木曳門地区から得られている。

次に小さめのものをみてみよう。 20・22-25に示したもので、口縁の形状をみると若干のバリエーションが

みられる。①肥厚口縁のもの (20)、②口縁部上端を上方へ摘み上げるようにするもの (22・23)、③口縁上端

部を水平方向に折り曲げるように外反させるもの (24)、④口縁部上端を斜め方向に折り曲げるように外反さ

せるもの (25)の4種である。 20はある程度の器形が窺えるもので、肩部はナデ肩を呈し、比較的スマートな

器形を示すもののようである。頸部下端に廻らされている凸帯様のものに沿うようにブリッジ状の外耳が配さ

れている。外耳はかなり上方に弧を描く。 22・23は口縁部の断面が三角形状を星し、内面の口縁部に凹部を設

ける。摘み上げ部先端だけを釉剥ぎして他は全釉。比較的薄手に仕上げている。また、④の25だけが無頸壷で、

内外面のほぼ全面に釉が施されている。同一個体かと見られる26の底部資料も内底面に釉が認められる。外底

面は露胎。 20は外面から口唇部にかけてはほぼ全面に施釉され、内面は無釉。 24は外面の頸部下半が施釉の対

象のようで、そこから口唇部および内面は無釉。 25・26は胎土に含まれる混入物の粒が粗い。 23だけが下之御

庭地区から、他の5点は木曳門地区から得られている。

27-33は底部資料である。推算底径をみると27が約13cmと最も小さく、 28が約17cm、29が約33cmで最も大き

い。 30-32は約28cmで、 33は約24cmを測る。いずれも底面部から胴部への立ち上がり部の稜は比較的明瞭で、

それほど開かずに立ち上がっていくものが目につく。また、 27以外は胴下半部よりも底面部の方を薄く仕上げ

るものである。施釉の状況をみると胴部下半までを残す31・33は外面は両者とも胴部下半から底面部にかけて

は露胎としており、施釉の対象とはしていない。他の資料をみても釉垂れはみられる (28・29) ものの、基本

的には無釉 (30・32) のようである。ただ、 27だけは底面部の近くまで施釉している。内面を施釉の対象とし

ているのは27・33の 2点で、 28-30は釉垂れが認められる。 31・32は内面は露胎であるが、 32は内底面に匝径

約6.5cmの円形状の黒味を帯びた箇所が 2箇所認められる。 27は黒灰色、 28は賠灰色、 29-33は赤灰色の細か

な胎土である 。27・28・32・33は木曳門地区、 29は用物座地区、 30・31は下之御庭地区から得られている。

第41図 1-7は外耳の資料である。いずれもブリッジ状のもので、大きさには若干のバリエーションがみら

れる。浙面をみるとほとんどが円形状を呈し、 7だけがやや扁平になっている。 6は凹線上に貼り付けられて

おり、貼り付け位置はほぼ決まっていたものと考えられる。 1は全面的に気泡がみられ、 5は白っぽくなって

いる。また、 1・6・7をみると外面だけが施釉されており、内面は無釉となっている。

8は肩部の資料で、資料の上部に凸帯状のものが廻る。肩部は丸味を持って張り出す。 9は外面にだけ黒味

の強い釉を施す肩部資料である。外面に凹線様のものが廻り、その上方に何かを象った飾り付が配されている。

胎土は淡橙褐色の細かなもので、黒色微砂粒の混入がみられる。中国産の可能性が高い。

10は瓶の底部資料とみられるもので、底径は約 5cmを測る。外底面の削りは非常に浅く、高台は外側へ開き

気味に低くつくられる。畳付けは平坦。現資料に施釉の部分はみられない。 11は蓋の資料である。甲部が頂部

の方から僅かに傾斜しながら縁部へ至る。薄く仕上げている甲部に見受け部を貼り付けている。見受け部の外

面は下端の方へゆるやかなカーブを示して厚さを減じ、内面はほぼ直線的で、下端部が鉤状に内側へとびでる。

全体的に丁寧なつくりである。甲部の文様は、縁部の内側約 8mmの箇所に凹線を廻らしている。その内側は凸

帯様になり、そこから約2.5cm内側にも凸帯様のものが廻る。両方の凸帯間を縦方向の短線で充填している。

甲部の推算径は約16cmを測る 。黒味の強い釉を甲部にだけ施す。素地は淡黄白色の非常に細かなもので白色

砂粒や赤色粒の微粒子を含む。漏刻門地区から得られている。

第42図 1・2に示したものはミャンマー産の褐釉陶器とみられるものである。 1は口縁部、 2は胴部の資料で

ある。 2に関しては、この種の褐釉陶器は例がほとんどなく、註文献に掲載されているものを参考に胴部以下

の推定復元図を示した。かなり横に広がる器形で、押しつぶされた感じである。両者の特徴についてみる。 1
は口縁部上端を丸く肥厚させるもので、肥厘部が上方へとびでる 。そのため内面の口縁部に凹部が廻る。肥厚

部下端からはすぼまるように頸部に向かう。推算口径は約17cmを測る。黒味の強い釉が資料の全面にみられる。

だま状に釉がはじける部分が散見される。

2は示したとおりの器形であれば、底面部からの立ち上がりが若干くびれ、胴部がかなり膨らむ。胴部中央

付近と下端部には横位の凸帯が1本づつ廻る。中央付近の凸帯から上方に配される縦位凸帯が1本みられる。こ

のような凸帯を配することも特徴のようである。黒味の強い釉が外面にだけ施され、内面は露胎としている。

1・2とも胎土は暗灰色の細かなもので、粒の粗い白色砂粒や赤色粒を多鼠に含む。

（註） The ceramic load of the'WITTE LEEUW'応jksmuseumAmsterdam 1982 
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第 8節色絵

中国産色絵が検出されている。確認された器種は碗・小碗.1IIl . 盤・小杯・鉢・袋物の 7器種であった。ま

た、器種不明な資料についても特徴的なものについては図化した。また、釉裏紅についてもここで扱った。以

下、産地別に個々の特徴について述べることとする。

碗（第43図1-6) 

第43図 lは、口縁部が微弱に外反する。灰白濁色の釉を両面に施す。内面には貫入が入る。外面は二次的な

被熱を受け、上絵が一部変色する。外面に赤褐色と明緑色の二色で、主文の「寿」と花文を、上下に圏線を、

腰部には縦位の線を入れる。素地は灰白色の粗粒子で微細な鉱物を含む。口径12.8cm。下之御庭地区出土。

同図 2も外反タイプで、色絵は二次的な被熱を受け変色するが、外面に赤褐色釉で圏線・花文等を表す。両

面に淡灰白色の釉を施す。素地は淡灰白色の微粒子で微細な鉱物を含む。廣福門地区出土。

同図 3は碗の胴部片。淡黄灰白色の釉。両面に貫入が入る。両面とも上絵による圏線・ 雲文等が確認できる

が判然としない。見込みに一部緑色の上絵が残る。素地は淡灰白色の微粒子。木曳門地区出土。

同図 4も胴部片。淡灰白色の釉を両面に施す。釉下に竹等の輪郭を呉須により表 した後に、上絵付けする。

いわゆる豆彩である。素地は白色の細粒子である。用物座地区出土。

同図 5は底部片。高台内剖りは深く 、薄造りである。両面共に呉須により圏線や草花文？の輪郭線を施した

後、上絵付けする。淡灰白色の釉を両面に施す。 素地は白色の微粒子。底径は4.4cm。下之御庭地区出士。

同図 6も底部片。高台内剖りは深く、比較的器壁は厚い。両面に淡黄灰白色の釉を施す。外面には黄色と赤

で雲文と巴文を上絵付けする。素地は淡灰白色の細粒子。 底径5.5cm。用物座地区出土。

小碗（第43図7-8) 

同図 7は口縁部片。外反タイプで、両面に淡黄灰白色の釉を施す。両面に黒色の釉で圏線・唐草文・草花文

を上絵付けする。素地は淡灰白色。口径9.4cm。用物座地区出土。

同図 8は底部片。薄造りである。透明釉を両面に施す。外面に竹等の豆彩的な上絵が見られる。素地は白色

の微粒子。底径は3.8cm。用物座地区出土。

皿（第43図9-15) 

同図 9は口縁部が微弱に外反し、高台両端とも斜位に削る。淡灰白色の釉を両面に施す。両面に赤と緑の釉

で圏線・花文等を上絵付けする。素地は淡灰白色。口径18.5cm、器高3.3cm、底径10.1cm。

同図10は口縁部が微弱に外反する。両面に淡灰白色の釉を施し、見込みには青と黄色の釉で草花文？を上絵

付けする。素地は淡灰白色。口径13.8cm。廣福門地区北西出土。

同図11は小1IIlで、型成形である。両面に淡灰白色の釉を施し、内面に上絵付けするが一部に赤・緑色の釉が

残存する。索地は白色の微粒子。 口径8.5cm、器高2.25cm、底径6.6cm。用物座地区出土。

同図12は底部片。薄造りで、高台は両端を斜位に削り取る。砂が付着する。両面に淡灰白色の釉を施し、両

面に上絵により圏線・唐草文等を表すが、二次的な被熱により本来の釉調は判然としない。素地は淡灰白色の

細粒子。底径11.3cm。木曳門地区出土。

同図13は底部片。薄手で、高台径は三角形を呈する。淡灰白色の釉を両面に施し、見込みには花文等を上絵

付けするが一部に青色の釉が残る。素地は白色の微粒子。 底径は10.3cm。用物座地区出土。

同図14も底部片。高台内剖りは深い。両面に透明釉を施し、見込みには豆彩的に葉等を、外面には唐草文等

を表す。底面には上絵による成化年製の銘。索地は白色の微粒子。 底径は5.1cm。下之御庭地区出上。

同図15は変形1IIlである。口縁部を角度を変えて立ち上がらせる。外面には雑な調整痕が見られる。灰白色の

釉を両面に施し、内面に四方禅文・窓内に草花文等を表す。素地は灰白色の粗粒子。 木曳門地区出土。

小杯（第43図16)

同図16は小杯である。 畳付以外に透明釉を施し、外面に蝙蝠と思われるものを上絵付けする。素地は白色の

微粒子。 口径4.6cm、器高3.1cm、底径2.1cm。出土地不明。
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鉢（第43図17)

同図17は鉢である。口縁部は微弱に外反し、両面に白濁色の釉を施す。両面に圏線と草花文？を上絵により

表す。索地は白色の微粒子。口径は20.8cm。廣福門地区北西出土。

袋物（第43図18)

同図18は袋物の肩部である。淡青灰白色の釉下に呉須により圏線を描いた後、上絵で雲文等を表すが、二次
的被熱のため釉調は判然としない。素地は白色の微粒子。

器種不明（第43図19-20)

同図19、20は器種不明資料である。図19は蓋か身が想定されるが袋物としても嬰検討である。両面に淡黄灰
白色の釉を施すが、平坦部分は露胎である。両面とも上絵により四方欅文や圏線が表されるが、釉調は判然と
しない。素地は淡灰白色の細粒子である。木曳門地区出土。

同図20は鳥型の型物である。外面には目・羽毛が確認でき、淡灰白色の釉を施しているが、 二次的な被熱の

ため判然としない。素地は淡灰白色の細粒子である。木曳門地区出土。

盤（第44図21-23)

同図21は同一個体と思われる破片資料を積極的に推定復元したものである。底部から口縁部にかけて丸みを
持って成形されており、口縁部は口折状に成形する。高台は貼り付けて成形している。両面に濁った淡灰白色
の釉を比較的厚く施しているが、外底面は露胎である。畳付には粗い砂状のものが付着する。内面には色絵に

より、火焔宝珠形の窓内に風景を表したものと印を交互にそれぞれ 4つずつ配置するものと思われ、見込みに
は楼閣山水文を表しており、いわゆる仙境図的な構成になっているが、二次的な被熱を受けており本来の釉調
は判然としない。素地は淡灰白色の微粒子である。推算された口径は39.8cm、器高は9.55cm、底径は18.6cmで
ある。木曳門地区出土。

同図22も積極的に推定復元した資料である。器形もほぼ同様に成形されており、底部から口縁部にかけて丸
みを帯び、口縁部を口折状にする。高台貼り付け部には胴部の積み痕も観察できる。両面に濁った淡灰白色の
釉を比較的厚く施しているが、外底面は露胎で、畳付には粗い砂状のものが付着する。内面には色絵により、
火焔宝珠形文と印を交互に 4つずつ配置するものと思われ、見込みに楼閣山水文を表しており、仙境図的な構
成であるが、 二次的な被熱を受け、本来の釉調は判然としない。素地は淡灰白色の微粒子。推算口径38,8cm、
器高8,8cm、底径18,2cm。木曳門地区出土。

同図23は21、22と同タイプだが、口縁部を鍔縁状に成形する。両面に濁った淡灰白色の釉を比較的厚く施す。
内面に上絵による文様が描かれるが、二次的被熱により構成等は判然としない。素地は灰白色細粒子。廣福門
地区北西出土。

第 9節釉裏紅

同図24は碗の口縁部である。同下部から丸みを持って立ち上がり、口縁部は微弱に外反する。外面は呉須に
より口縁部直下に圏線、胴部には雲文と蝙蝠の輪郭線を描き、紅釉により絵付けする。内面は無文。両面に透

明な釉を施す。素地は白色の微粒子。口径は15.0cm。木曳門地区出土。

同図25は碗もしくは皿の胴部片である。外面には呉須により渦文？、内面には竹・薬を表し、紅釉で菊文を

表す。両面に透明釉を施す。素地は白色の微粒子。木曳門地区出土。

同図26は碗の底部片。高台外面と高台脇に圏線を、外底面には圏線と大明成化年製の銘を描く 。内面の見込
みには呉須と紅釉による文様が見られる 。淡灰白色の釉を畳付以外に総釉。素地は白色の微粒子。底径2.4cm。
木曳門地区出土。

同図27も碗の底部片。高台外面と高台脇に圏線を、外底面には圏線と大明成化年製の銘を描く。内面の見込

みには呉須と紅釉による文様が見られる。淡灰白色の釉を畳付以外に総釉。素地は白色の微粒子。底径4.2cm。
木曳門地区出土。
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第10節彩釉 陶

中国明代に南部地域で生産された三彩・緑釉．翡翠釉・ 法花・銅緑釉を彩釉陶として扱った。以下に個々の

特徴等について記することとする。

三彩

三彩で確認されたのは水滴• 水注・香炉・瓶・小杯・盤・人形の 7器種である。器種不明であるが、特徴的

な資料についても図化した。

水滴（第45図 1-11) 

第45図 1は琴高仙人形の仙人部分。前・後部を型成形後に貼り合わせる。目・鼻等が確認できる。外面に緑

釉と黄釉を施す。木曳門地区出土。同図 2は琴高仙人形の尾鰭。鱗等を型成形した後に貼り合わせ、尾鰭に黄

釉、鱗に緑釉を施す。下之御庭地区出土。同図 3は琴高仙人形もしくは魚形の尾鰭。型成形後貼り合わせる。

外面に黄釉。廣福門地区北西出土。同図 4は魚形水滴の尾鰭と思われ、鱗が確認できる。外面に緑釉を施す。

木曳門地区出土。同図 5も魚形の底部であると思われる。型成形により鱗等が確認できる。外面に緑釉を施す。

用物座地区出土。同図 6は琴高仙人形もしくは魚形の魚口？と息われる。型成形後貼り付けて孔を穿つ。緑釉

と黄釉を施す。表採。同図 7は琴高仙人形の頭部片。目.[]・鱗等を型成形し、下部に孔を穿つ。外面に緑釉

と黄釉を施す。用物座地区出土。同図 8は魚形の鰭の一部。型成形により鱗と鰭を表し、外面に緑釉を施す。

木曳門地区出士。同図 9も魚形の鰭の一部。鰭を型成形後貼り合わせる。両面に緑釉を施す。下之御庭地区出

土。同図10は魚形の鰊（えら）と思われる。型成形により鯉（えら）．鱗等を表し貼り付ける。外面に緑釉と黄釉。

用物座地区出土。同図11は琴高仙人形か魚形の底部。鱗等を型成形後緑釉を施す。下之御庭地区出土。

水注（第45図12-23)

同図12は長胴丸型水注の蓋。薔甲頂部には型押しによる薬等が表され、中央には撮様の突起が確認できる。

外面には緑釉が施されている。木曳門地区出土。同図13は長胴丸型水注の口縁部。外面の口縁部周辺には線刻

による薬文が描かれる。肩部には把手の一部が確認できる。外面に緑釉。口径 2cm。木曳門地区畠土。同図14

も長胴丸型水注の口縁部。外面には型成形により口縁部固辺に葉文、胴部を瓜状に仕上げる。白化粧の後、緑

釉と黄釉を交互に施す。口径7.6cm。用物座地区出土。同図15も長胴丸型水注で把手の上部を爬虫類様に象る。

外面に緑釉と黄釉を施す。木曳門地区出土。同図16は長胴丸型水注もしくは瓶の胴部。線刻により牡丹文を描

く。外面に緑釉と黄釉を施す。廣福門地区北西出土。同図17も長胴丸型水注の胴部で、注口の一部が確認でき

る。図14と同様に口縁部固辺に槃文、胴部を瓜状に成形し、緑釉と黄釉を交互に施す。下之御庭地区出土。同

図18は長胴丸型水注もしくは仙蓋瓶の注口部。外面に緑釉を施す。廣福門地区北西出土。同図19は長胴丸型水

注の底部で、線刻による蓮弁文？や沈線による圏線が見られる。外面に緑釉と黄釉を施す。底径は6.8cm。廣

福門地区北西出土。同図20も長胴丸型水注の底部。型押しによる蓮弁文と瓜状の胴部を成形する。胴部には爬

虫類の尻尾が貼り付けられる。外面に緑釉と黄釉を交互に施す。底径7.0cm。木曳門地区出土。同図21は仙蓋

瓶の把手の一部。外面に緑釉を施す。用物座地区出土。同図22は仙蓋瓶の胴部で把手の下部が貼り付けられて

いるのが確認できる。外面に緑釉を施す。下之御庭地区出土。同図23は仙蓋瓶の破片資料を積極的に推定復元

した。底部には 2本、肩部に 1本の圏線を廻らす。口縁部は内傾する。外面に緑釉を施す。底径は6.2cm。下

之御庭地区・漏刻門地区出土。第46図24は鶴形水注の蓋と思われる。撮を宝珠状に成形し、身受けを薄い板状

に仕上げる。蓋甲部に緑釉を施す。最大径は4.0cm。木曳門地区出土。同図25は鶴形水注の頭部である。型成

形後貼り合わせる。嘴の先端に注口がある。外面に緑釉を施す。木曳門地区出土。同図26は鶴形水注の口縁部

片で、外面口縁部直下に蓮弁文と波状文。外面に緑釉・黄釉・ 茶褐色釉を施している。口径は4.2cm。廣福門

地区北西出土。同図27は鶴形水注の胴部片。口縁下部に波状文、胴部には羽状文を型成形により表す。外面に

緑釉・黄釉・茶褐色釉を施す。廣福門地区北西出土。同図28は鶴形水注の把手。型成形により羽状文を表した

後、把手を貼り付ける。外面に緑釉と黄釉を施す。下之御庭地区・用物座地区出土。同図29は鶴形水注の胴部

片。外面には型成形による羽状の文様が見られ、緑釉と黄釉を施す。下之御庭地区出土。同図30も鶴形水注の

胴部片。型成形による羽状文を表した後、把手を貼り付ける。外面に緑釉と黄釉を施す。下之御庭地区出土。

同図31は鶴形水注の胴部下部の破片資料。鶴の脚部と植物が型成形により表されている。外面に緑釉・黄釉・

茶褐色釉・白濁色釉が施される。木曳門地区出土。同図32も31と同様で、植物が型成形により表されている。

外面に緑釉・黄釉・茶褐色釉が施されている。用物座地区出土。同図33は鶴形水注の底部。型成形による青海

-70-



波が見られる。外面に緑釉を施す。廣福門地区北西出土。同図34も鶴形水注の底部片。外面には型成形による

植物や青海波が表されている。外面に緑釉と黄釉を施す。用物座地区出土。同図35は鴨型水注の子鴨の頭部。

型成形により H等が表されている。外面に緑釉と黄釉を施す。木曳門地区出土。 同図36は水注かは判然としな

いが鳥の頭部である。型成形により目・嘴等を表す。外面に緑釉と黄釉を施す。用物座地区出土。同図37も鴨

型水注の子鴨の頭部片。図35に比して小さい。型成形により縦位の線と目・嘴等を表す。外面に緑釉を施す。

下之御庭地区出土。同図38は鴨型水注の親鴨の嘴による注口と思われる。外面に黄釉と白濁色を施す。木曳門

地区出土。同図39は鴨型水注の胴部片。型成形による子鴨の嘴と羽状文を表す。外面には緑釉を施している。

下之御庭地区出土。同図40は鴨型水注の尾の部分。型成形による羽状文が表されている。外面には緑釉と黄釉

を施している。木曳門地区出土。同図41は鴨型水注の羽部分。型成形による羽状文が表されている。外面に緑

釉と黄釉を施している。用物座地区出土。 同図42は鴨型水注の底部である。型成形後貼り合わせている。外面

には羽状文を表しており、緑釉と黄釉を施している。木曳門地区出土。

香炉（第47図43~45)

同図43は口緑部片。口唇部の両端を突出させ、胴部には 1条の凸帯文を廻らせる。外面に緑釉を施す。内面

は露胎。口径18.4cm。廣福門地区出土。同図44も口縁部。口唇部の内端を突出させる 。外面に緑釉を施すが、

内面の一部に釉垂れが見られる。用物座地区出土。同図45は底部片。外底面には 3つの足が貼り付けられてい

ると考えられ、雑に成形する。外面に白化粧の後に胴下部まで緑釉を施し、内面に白化粧の釉が垂れているの

が確認できる。木曳門地区出土。

瓶（第47図46)

同図46は瓶の口縁部。外面に緑釉を施すが、内面にも同様の釉垂れが確認できる。口径4.8cm。木曳門地区

出土。

小杯（第47図47)

同図47は小杯の底部片。 型成形で外面には鱗状の文様が見られる。内面か ら外面の胴下部まで緑釉を施す。

底径は2.0cm。木曳門地区出土。

盤（第47図48~50)

同図48は盤の口縁部である。稜花もしくは輪花状に成形しているものと思われ、断面形は口折に成形する。

両面に緑釉を施す。木曳門地区出土。同図49は口縁部を鍔縁状に成形する盤である。底部は上げ底で、逆「ハ」

の字状に開き、口縁部は口折させた後、鍔縁状に仕上げている。内面には線刻により牡丹文が描かれている。

外底面以外の全面に緑釉と黄釉を施している。口径20.0cm、器高6.4cm、底径16.2cm。木曳門地区出土。同図50
は底部片。上げ底状に成形され、見込みには牡丹文が線刻により描かれている。内面には緑釉と黄釉を施して

いる。底径11.4cm。用物座地区出土。

人形（第47図51)

同図51は人形の頭部片である。 髪型や目・鼻・ ロ等も確認できる。型成形後貼り合わせている。外面に緑釉

と黄釉を施している。下之御庭地区出土。

器種不明（第47図52~54)

同図52は型成形により外面に格子状の文様を表す。外面にのみ緑釉と黄釉を施す。用物座地区出土。同図53
は非常に薄造りで文様等は判然としない。両面に緑釉を施す。木曳門地区出土。同図54も器種不明であり文様

等は判然としない。外面に緑釉を施す。

緑釉

確認された器種は壺のみである。口縁部と胴部の破片資料から積極的に推定復元を試みたのが第47図55であ

る。胴部からゆるやかに内傾し角度を変えて立ち上がり口縁部へと移行する。口縁部は玉縁状に成形する。外

面の胴部には線刻による菊花文？ 等が描かれている。二次的な被熱を受けており本来の釉調は判然としない。

口径は13.2cm。木曳門地区出土。

翡翠

翡翠で確認されたのは、瓶・皿もしくは盤・ 袋物の 3器種である。また器形・文様等は同様であるが、 暗茶

紫色の釉を施す瓶もここで扱った。以下、個々の特徴等について述べてみたい。

瓶（第48図 1~ 7、10)

第48図 l、2は瓶の口縁部。外反口縁で、口唇部を肥厘させて成形した後、口縁部上端には 2本の沈線を廻
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らす。両面に白化粧をした後に翡翠釉を施すが二次的な被熱により本来の釉調は判然としない。素地は灰色の

粗粒子で胎土。口径は図 1が6.8cm。図 2が7.0cm。前者が下之御庭地区、後者が用物座地区出土。同図 3は瓶

の胴部。比較的薄く胴中央部に積み痕が確認できる。外面に線刻による圏線と牡丹唐草文を表す。外面に白化

粧をした後に翡翠釉を施すが二次的な被熱により本来の釉調は判然としない。索地は白色の細粒子。用物座地

区出上。同図 4は瓶の底部。高台は「ハ」の字状に開き、高台脇から丸みを持って立ち上がる。線刻により高

台外面と胴下部に 2本の圏線、胴中央に唐草文を表す。白化粧をした後に翡翠釉を施すが二次的な被熱により

本来の釉調は判然としない。外底面に緑釉を施す。素地は灰色の細粒子。底径7.8cm。下之御庭地区出土。同

図5も瓶の底部。厚く成形され、外面には線刻文が確認できるが判然としない。外面に翡翠釉と外底面に緑釉

を施す。素地は淡灰黒色の細粒子。底径7.9cm。木曳門地区出士。同図 6も瓶の底部。かなり薄造りで、高台

形は逆三角形を呈する。両面に翡翠釉を施す。素地は白色の細粒子。底径は7.0cm。木曳門地区出土。同図 7

も瓶の底部。厚く成形される。文様は確認できない。外面と高台内面に翡翠釉を施す。素地は淡灰黒色の細粒

子。底径は7.7cm。下之御庭地区出土。同図10は、胴上部に積み痕が確認でき、内面の調整は非常に雑に仕上

げている。外面には線刻による圏線 2本と唐草文を表し、暗茶紫色の釉を施している。橙褐色の粗粒子。出上

地不明。

皿もしくは盤（第48図8)

同図 8は稜花皿の口縁部。口縁部を微弱に外反させ、口唇部に扶りを加え稜花状に成形し、口縁部上端を平

坦に成形。外面に稜花に伴う縦位の稜線が入る。両面とも釉がほとんど剥げ落ちる。素地は黄灰白色粗粒子。

木曳門地区出上。

壺（第48図9)

同図 9は厚手の壺と思われる。両面に白化粧をした後に翡翠釉を施すが、二次的な被熱を受け一部の釉が剥

がれる。内面には輔櫨痕や調整痕が観察できる。素地は淡灰白色の細粒子で半磁胎である。木曳門地区出土。

法花

法花で確認された器種は、 1IIl. 盤・壺（袋物）の 3つである。以下に、個々の特徴等を述べることとする。

皿（第48図11-13)

第48図11は稜花皿の口縁部。口緑部外端を稜花状に、上部を水平に成形し、胴部外面は鏑状に成形する。両

面に濃藍色の釉を施すが釉剥げが著しい。素地は白色の粗粒子。口径18.8cm。用物座地区表採。同図12は1IIlの

胴部片と思われるが判然としない。外面胴部は鏑状に成形。外面と内面の一部に濃藍色の釉を施すが、内面の

見込み部分は露胎。素地は白色の粗粒子。木曳門地区出土。同図13は皿の口縁部と思われるが判然としない。

口縁部を口折れさせて、端部を鍔縁状に成形する。両面に濃藍色の釉を施す。素地は白色の粗粒子。下之御庭

地区出土。

盤（第48図14)

第48図14は盤の口縁部である。口縁部を口折れさせて端部を鍔縁状に成形する。上面観は稜花もしくは輪花

状となる。両面に暗茶褐色の釉を施すが、二次的な被熱により藍色が変色したのか。素地は白色の粗粒子。下

之御庭地区出土。

壺（第48図15-20)

第48図15は壺もしくは袋物の胴部片。厚めで外面に縦位の稜線が走る。外面に濃藍色の釉、内面の一部に緑

釉を施す。素地は白色の粗粒子。用物座地区出土。同図16は壺の胴部片。外面には貼り付け文様を表し、濃藍

色と翡翠釉を、内面には緑釉を施す。素地は白色の細粒子。下之御庭地区出土。同図17も壺の胴部片、外面に

貼り付け文。外面には濃藍色・翡翠釉、内面に緑釉を施す。素地は白色の粗粒子。隈福門地区北西出土。同図

18も壺の胴部片。外面に貼り付けの蓮弁文を表す。蓮弁に淡黄白釉、他ば隈藍色、内面には緑釉を施す。素地

は白色の細粒子。木曳門地区出土。同図19も壺の胴部片で、外面に貼り付けの蓮弁文。外面蓮弁に翡翠釉、他

は濃藍色、内面は緑釉を施す。下之御庭地区出土。同図20も壺の胴部片である。外面に貼り付けによる花文。

花文部に翡翠と濃藍色を施しているのが確認でき、内面には緑釉を施す。索地は白色の粗粒子である。木曳門

地区出土。

銅緑釉

銅緑釉で確認された器種は、壺・器種不明の 2つである。壺には洒会壺とそうでないタイプの 2種類が確認
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されている。以下に、個々の特徴等について述べることとする。

壺（第49図）

第49図 1は酒会壺の蓋であるものと思われる。蓋端部は欠落しており、蓋の最大径は不明である。身受けの

突起は貼り付けられており、ほぼ垂直に成形されている。蓋甲頂部には、型押しによるものと見られる鏑文が

確認できる。蓋甲部等の外面には、胴緑釉が施されており、内面は露胎である。素地は淡橙褐色の細粒子であ

る。径は12.0cmである。木曳門地区出土。

同図 2も酒会壺の蓋であるものと思われる。図 1と同様に、蓋端部は欠落し、蓋最大径は不明である。身受

けの突起は貼り付けられ、図 lに比して器高がかなり小さくなる。蓋甲頂部には型押しによると見られる鏑文

が確認できた。蓋甲部等の外面には、銅緑釉を施している。内面は露胎である。素地は淡橙白色の細粒子であ

る。径は6.4cmである。

同図 3は壺（酒会壺）の口縁部である。断面には積み痕が確認できる。外面の口縁部下部には、銅緑釉が確

認できる。内面は内面直下まで釉が確認でき、内面の一部には釉垂れが確認できるが、口唇部と口縁内面直下

は釉を掻き取っている。素地は淡橙褐色の粗粒子である。口径は15.8cm。

同図 4は酒会壺の口縁部である。内傾する胴部を角度を変えて外側に大きく開いて成形する。断面には積み

痕が確認できる。両面ともに口縁直下まで釉を施すが、口唇部には掻き取った後が見られる。素地は淡橙褐色

の粗粒子である。口径は16.2cmである。下之御庭地区出土。

同図 5も酒会壺の口縁部である。図 3、4と同様に内傾する胴部を角度を変えて、外側に大きく開いて口縁

部を成形する。断面からは積み痕が確認できる。両面に銅緑釉を施すが、口唇部と内面口縁直下には釉薬を掻

き取った後が見られる。素地は淡橙褐色の粗粒子である。口径は17.8cmである。下之御庭地区出土。

同図 6は壺の胴部片である。外面に型押しによるものと思われる円形の菊花状の陽刻文が確認できる。外面

にのみ銅緑釉を施している。素地は淡橙褐色の粗粒子である。木曳門地区出土。

同図 7も壺の胴部片である。図 6と同様に外面に型押しによるものと思われる菊花状の陽刻文が確認できる。

外面にのみ銅緑釉を施している。素地は淡橙褐色の粗粒子である。木曳門地区出土。

同図 8は酒会壺の胴部片であると思われる資料である。外面には型押しによるものと思われる鏑文状の縦位

の線が確認できる。外面にのみ銅緑色の釉を施している。素地は淡橙褐色の粗粒子である。用物座地区出土。

同図 9は壺の底部である。外底面が上げ底状に成形され、高台断面には積み痕が確認できる。高台外面と外

底面は比較的丁寧に成形する。釉薬は確認できない。索地は淡橙褐色の粗粒子である。高台径は19.0cmである。

用物座地区出土。

同図10も壺の底部資料である。外底面は上げ底状に成形されており、高台の断面からは積み痕が確認できる。

外面および外底面は比較的丁寧に成形している。外面の一部には銅緑色の釉薬が施されているのが確認できる。

素地は淡橙褐色の粗粒子である。底径は18.8cmである。木曳門地区出土。

器種不明（第49図11-12)

器種不明の資料が確認されている。いずれも同タイプのものであると考えられる資料である。

同図11は底部資料であると考えられる。底部を平坦に成形しており、外底面には布目状の痕跡が確認できる。

底部から胴部へは若干開き気味ではあるが、ほぼ垂直に成形されている。胴部外面と内面は総釉である。外底

面は露胎である。素地は淡橙褐色の粗粒子である。木曳門地区出土。

同図12も図11と同タイプの資料であるものと考えられ、同一個体の可能性も考慮される。底部からほぼ垂直

に立ち上がり、口唇部は舌状に尖らせて成形している。上面及び下面から楕円形をなすものと考えられている。

胴部外面と内面は総釉である。外底面は露胎であるものと考えられる。素地は淡橙褐色の粗粒子である。木曳

門地区出土。
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第11節黒釉陶器

黒色の釉薬が施された陶器を黒釉陶器として取り扱った。以下、個々の特徴等について記述することとする。

黒釉天目茶碗（第50図1-16) 

第50図 lは口縁部片で、高台脇から逆「ハ」の字状に開き、角度を変え立ち上がる。茶色と黒色の釉を胴下
部まで施釉。索地は淡黒灰色の細粒子で微細な白色の鉱物を含む。口径は12.8cm。木曳門地区出土。同図 2も
口縁部片。国産の可能性も考慮される。茶色と黒色の釉を胴下部まで施釉。素地は淡橙灰色の細粒子。口径は
13.1cm。下之御庭地区出土。同図 3も口縁部片。逆「ハ」の字状に開いた胴部を角度を変え立ち上がらせ、ロ
縁部とする。両面に黒色と茶色の釉を施す。素地は淡灰白色の細粒子で微細な黒色の鉱物を含む。口径は10.2
cm。広福門地区北西出土。同図 4も口縁部片。図 2同様、国産の可能性が考慮される。角度を変えて内傾させ
た後に外反させる。両面に黒色の釉を施す。素地は淡橙色の細粒子。口径は10.2cm。下之御庭地区出土。同図
5も口縁部片。胴上部で角度を変えて立ち上がり、微弱に外反する。黒色と茶色の釉を胴下部まで施す。素地
は淡灰黒色の細粒子。口径は11.5cm。廣福門地区北西出土。同図 6も口縁部破片。両面に黒色と茶色の釉を施
す。素地は灰黒色の細粒子で微細な白色の鉱物を含む。口径は12.0cm。下之御庭地区出土。同図 7も口縁部片。
胴上部で角度を変えて立ち上がり口縁部へと移行。両面に黒色と茶色の釉を二度掛けする。素地は淡灰黒色の
細粒子で微細な黒色の鉱物を含む。口径は10.5cm。木曳門地区出土。同図 8も口縁部片。両面に黒色の釉を施
す。索地は淡灰白色の細粒子。口径は10.5cm。下之御庭地区出土。同図 9は底部片。畳付外端を斜位に削り、
高台内例りは浅い。高台脇を水平にする。内面から胴下部まで茶色と黒色の釉を二度掛けしている。素地は淡
橙褐色の粗粒子。底径は4.6cm。木曳門地区出土。同図10も底部片。畳付外端を斜位に成形し、高台内剖りは
やや深い。高台脇を水平に成形する。両面に厚く黒色の釉を施す。素地は灰白色の細粒子で微細な白色の鉱物
を含む。底径は4.8cm。木曳門地区出土。同図11も底部片。畳付外端を斜位にし、高台内剖りは浅い。高台脇
を水平に成形する。両面に暗褐色の釉と茶色の釉を二度掛けする。素地は灰黒色の細粒子で微細な白色の鉱物
を含む。底径は4.5cm。下之御庭地区出土。同図12も底部片。畳付外端を斜位にし、高台内剖りは浅い。高台
脇を水平に成形する。両面に黒色と茶色の釉を二度掛けする。素地は淡灰白色の細粒子で微細な白色の鉱物を
含む。底径は4.2cm。用物座地区出土。同図13も底部片。畳付外端を斜位にし、高台内剖りは浅い。高台脇を
水平に成形する。両面に黒色と茶色の釉を二度掛けする。素地は淡灰白色の細粒子。底径は4.7cm。漏刻門地
区埋土中。同図14はかなり薄造りである。畳付外端を斜位にし、高台内例りは浅い。内面に黒色と茶色の釉を
二度掛けする。索地は淡灰白色の微粒子。底径は5.3cm。表採。同図15は雑な成形で、高台脇を水平にするタ
イプである。内面に黒色と茶色の釉を二度掛けする。素地は淡灰白色の細粒子で微細な黒色の鉱物を含む。底
径は4.3cm。木曳門地区出土。同図16はこれまでのとはタイプが異なり、高台内例りが「ハ」の字状になる。
高台脇を水平に成形する。高台外面まで茶色の釉を施す。素地ば淡灰黒色の細粒子。微細な黒色の鉱物を含む。
底径は4.2cm。木曳門地区出土。

黒釉碗（第50図17-20)

同図17は底部をやや水平に成形し、丸みをもって立ち上がる。口縁部は微弱に外反する。胴下部まで暗茶色
の釉を施す。素地は淡灰白色の粗粒子。口径9.5cm、器高3.3cm、底径4.2cm。木曳門地区出土。同図18、19は底
部片。釉調・素地ともに図17と同様。底径は前者が3.5cm、3.7cm。下之御庭地区、漏刻門地区出土。同図20は
小杯だがここで扱った。底部は水平で、胴部は丸みを持って立ち上がり内傾する。口縁部から胴下部まで暗茶
色の釉を施す。素地は灰白色の細粒子。口径2.5cm、器高2.4cm、底径2.0cm。用物座地区出土。

第12節鉄釉染付

小杯の口縁破片が 4点出土している。完形品のみを図化した。

第50図21-24は口縁部が僅かに外反する小杯の破片資料である。推算径はそれぞれ底径4.4cm、底径4.0cm、
口径7.8cm、器高4.5cm、底径4.4cm、口径7.5cm、器高4.3cm、底径3.4cmである。外面の釉はそれぞれ暗茶褐色を呈して
いる。内面の釉色は淡青白色を呈する。素地は白色の微粒子である。口縁直下内面には 2本の圏線やくずれた青
海波文を表現する。見込みには 2本の圏線と中央に山水文を表現している。外底に 2本の圏線と銘がみられる。
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第13節鉄絵

中国産とタイ産の鉄絵が検出されている。確認された器種は壷（袋物含） ．蓋の 2つであるが、器種不明の

特徴的な資料についても図化した。以下に個々の特徴等について述べることとする。

中国産鉄絵

中国産鉄絵で確認されたのは壷（袋物含）のみである。広義の意昧で、いわゆる磁州窯に属するものと考え

られる。 第51図 lは壺の口緑部である。内傾する胴部を角度を変えて立ち上がらせ口縁部とするが、口唇部

は欠落する。比較的厚めに成形されている。内面には調整痕が観察できる。両面に白化粧を施した後、外面に

鉄釉による文様を表すが構成は判然としない。 二次的な被熱を受けている。素地は淡桃褐色の粗粒子。口径は

18.2cmである。木曳門地区出上。同図 2は肩部片である。胴部を内傾させて角度を変えて立ち上がらせ口縁部

とする。内面には調整痕が見られる。両面に白化粧を施した後に外面に鉄釉により圏線や格子を伴った文様等

を描くが判然としない。 二次的被熱を受ける。素地ば淡桃褐色の粗粒子である。木曳門地区出土。同図 3-5
は同様の資料を積極的に推定復元したものである。底部から逆「ハ」の字状に開き、肩部からきつく内傾させ

た後に角度を変えて立ち上がらせて口縁部とする。口唇部は丸みを帯びる。内面には調整痕が観察できる。両

面に白化粧を施した後に外面に鉄釉により圏線・格子を伴った花文？や胴部には雲文・龍等を描いているが文

様構成等は判然としない。二次的被熱を受けている。索地は淡桃褐色の粗粒子である。推定法量は口径が17.0
cm、器高が28.5cm、底径が12.6cmである。いずれも木曳門地区出土。同図 6は壺の肩部片である。内面には調

整痕が観察できる。両面に白化粧を施した後に外面に鉄釉により格子や花文？を描くが構成等は判然としない。

素地ば淡桃褐色の粗粒子である。木曳門地区出土。同図 7も肩部片である。内面には調整痕が観察できる。両

面に白化粧を施した後に鉄釉により龍？等を描くが文様構成は判然としない。素地は淡桃褐色の粗粒子である。

廣福門地区北西出土。同図 8は壺の胴部片であると思われる資料である。内面には調整痕が観察出来る。内面

には鉄釉を施し、外面には白化粧を施した後に鉄釉により龍？の一部や雲文等を描いている。素地は淡桃褐色

の粗粒子で微細な白色・黒色・茶紫色の鉱物を多量に含んでいる。下之御庭地区出土。同図 9も胴部片である。

内面には調整痕が観察できる。両面に白化粧を施した後に外面に鉄釉による文様を描いているが構成等は判然

としない。一部に翡翠釉の痕跡が観察できることから、外面の全体に翡翠釉を施した翡翠釉鉄絵壺が想定され

る。素地は淡橙褐色の粗粒子である。漏刻門地区出土。同図10は壺の底部片である。高台内剖りは比較的浅く、

胴部は開き気味に成形する。かなり厚めである。内面には調整痕が観察できる。両面に白化粧を施した後に鉄

釉により、高台外面には圏線を描き、胴部外面にも文様を描くが判然としない。両面とも図 9と同様に翡翠釉

の痕跡が観察できることから翡翠釉鉄絵壺になるものと考えられる。素地は淡桃褐色の粗粒子である。底径は

13.0cmである。下之御庭地区出土。同図11は薄手の袋物である。比較的T寧に成形され、内面に鉄釉、外面に

は白釉を施した後に鉄釉により文様を描くが判然としない。素地は灰色の細粒子である。廣福門地区北西出土。

同図12は胴部片であるが、いわゆる鉄絵とは異なり、外面に鉄釉を施した後に、釉を掻き取る形で線刻の文様

を表しているが判然としない。内面は露胎で調整痕が観察できる。索地は灰色の細粒子である。下之御庭地区

出上。同図13は壺の胴部片である。内面には黒釉が施され、外面には白化粧の後に黒釉により文様を描く。さ

らにその上から透明釉を施したようである。素地は灰黒色の細粒子である。首里城出土地不明。

タイ産鉄絵

第51図14は合子の蓋である。外面に白化粧を施した後に鉄釉により渦文？や格子を描いて、透明釉を施す。

内面は露胎である。素地は黄灰白色の粗粒子で微細な黒色の鉱物を含む。径は11.4cm。同図15も合子の蓋であ

る。外面に白化粧を施した後鉄釉により圏線・縦位の線・格子を描き、上から透明釉を施す。内面は露胎であ

る。素地は黄灰白色の粗粒子で微細な黒色の鉱物を含む。径は11.0cm。同図16はタイ産鉄絵の器種不明胴部片

である。両面に白化粧後、鉄釉により圏線と不明の文様を描いて透明釉を施す。素地は黄灰白色の粗粒子で微

細な黒色の鉱物を含む。廣福門地区出土。同図17、18は産地不明の資料であるがここで扱った。落とし蓋であ

ると考えられ、全体に雑な成形である。上面には茶褐色の鉄釉が施される。素地は橙褐色の粗粒子である。最

大径は図17が8.4cm、図18が8.6cmである。いずれも木曳門地区出土。
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第14節 中国産無釉陶器

第52図である。茶器を中心に生産している江蘇省宜興窯所産の無釉陶器である。急須を中心にして、 盤、水

差などが得られた。いずれも薄手で堅緻であるが、同図 4・8などはやや軟質である 。素地は精製された砂泥

質で、紫泥と朱泥があり、前者が多いように見受けられる。器面の調整は磨き調整がなされ、内面はロクロ痕

が残るものが見受けられる 。無文のものがほとんどで、 15のスタンプ状の沈文、 16・22のように盛上げを施す
ものがみられる。

同図 1-11は急須である。 全形を伺うことのできる 資料はないが、口径が 5-6 cm、底径が 4-6 cmの小型

の急須である。丸みを帯びた器形になると思われるが、 6はやや長胴形をなす。口縁部は大まかに、 1・2・ 
4のように内彎するもの、 3のように立ち上がるものがみられる 。 2はコーヒーカップ状の形状をなす。底部

は若干上げ底である。10・11は把手で、大きめの急須であると思われる。

同図12-15は蓋で、いずれも急須の蓋 と思われる。 12・13は餞頭形で、 14・15は一段を設ける。

同図16は碗もしくは鉢で、口緑はわずかに外反する。内外面に盛上げによる施文。

同図17-22は水差である。17-20は直立する器形で、 21は胴部が大きくふくらむ。22は腰部でくびれて立ち

上がる器形である。底部は、平坦なもの (17)、上げ底 (18-22)がみられる。

同図23は器種不明。内面にロクロ痕が残ることから、瓶や急須状の器種が考えられよう 。外面には盛上げに

よる施文。

第15表 中国産無釉陶器観察表

図
器種

計測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器品 地区 グリッド等 特 徴 等

I 5.2 木曳門 Ml-147 
外面は磨き、内面は粗く指痕が残る。紫泥、微細な白色鉱物がわずかに入る。

＇ 
2 5.6 下之御廂

コーヒーカップ状の器形。外而は府き、内面は指痕が残る 。朱泥。

＇ 
3 6.3 下之御庭

L lG-143・144 
口縁部が直立する。外面は磨き、内面は指痕が残る。紫泥、白色鉱物を含むc

木曳門

4 5.2 下之御庭
蓋受けをつくる。把手を貼（寸。外面は磨きで、器面は粗れている。内面はロクロ痕。朱泥。

I 

5 5.0 下之御庭
若干上げ底。外面は磨き、内面はロクロ痕。朱泥。

I 

6 急須 4.1 下之御庭
若干上げ底。外面は丁寧な磨き、内面はロクロ痕。堅緻で厚手。紫泥、微細な白色鉱物をわず
かに含む。外底面,-「四」の文字。

7 6,3 木曳門 Ml-137 
上げ底。外1面は丁寧な磨き、内面はロクロ痕、内底面も磨き？。紫泥、微細な白色鉱物をわず

I かに含む。外底面に不明の文字。

8 5.4 下之御庭
上げ底。外面は磨いているが剥落が著しい．内面はロクロ痕。把手を貼9寸。朱泥、微細なガラ
ス質鉱物を含む。

， 木曳門 M9-147 
急須の注口。外面は丁寧な磨き 。紫泥。

＇ 
10 木曳門

急須の把手。外面はT寧な磨き。紫泥、微細な白色鉱物をわずかに含む。

I 

11 下之御庭
急須の把手で中空。外面は「寧な磨きで把手の貼付痕が残る、内面はロクロ痕c 紫泥。

12 5.5 4.3 3.1 F之御庭
餞頭形の器形。撮みは孔が貫く 。外面は磨き、内面はロクロ痕。朱泥。

13 8.0 6.7 用物座
餞頭形の器形。外面は磨き、内面はロクロ痕。紫泥。

， 
蓋

14 6.0 木曳門
段を設ける。外面は丁寧な磨き、内面はロクロ痕。紫泥、微細な白色鉱物を含む。

I 

15 6.0 木曳門 LI0-131 
段を設ける。渦文状のスタンプ文。外面は磨き、内面はロクロ痕。

16 碗．鉢 下之御庭
碗もしくは鉢、口縁は若千外反。内外に盛上げ、殆ど剥落。紫泥。

17 7_0 木曳門 Ml-129 
底面は乎坦で外に突出，外面は磨き。紫泥、白色鉱物をわずかに含む。

I 

18 9.0 底面は上げ底で外に突出。外面は丁寧な磨きで、内面はナプ＇。紫 泥、薄手で堅緻。

し―

19 9.0 廣福門 北西
底面は上げ底。外l目は「寧な磨き、内面はロクロ痕。紫泥。

＇ 水差

20 8.6 下之御庭
腰部が丸みを帯び、段を設ける。外面はT布な磨き、内面はロクロ痕。紫泥。比較的薄手。

I 

21 9.7 7,6 7.7 下之御庭
胴部が膨らむ器形で段を設ける。外面は、胴部に磨き、口縁部と腰部はささくれ状にする。内

＇ 
面はロ クロ痕。外底面にス タン プ文。紫泥。

22 7.2 廣福門 北西
底部が大きく膨らみ、厚くつくる。上げ底。外面は丁寧な麻き、内面はロクロ痕。紫泥。

23 不明 用物座 L6-122 
瓶か急須のような器種？。外面は盛上げによる施文、内面はロクロ痕。紫泥、白色鉱物を含む。
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第15節褐釉磁器

第53図で、類例資料が京の内から 2片出土している。今回両者と確認したところ、口縁部資料（第71図）と
同一個体であることが分かったため、図上復元したものを掲載する。口縁が外反する鉢もしくは碗で、口径
14.6cm (再計測を行った）。釉色は褐色、索地は白色である。極めて薄手で硬質。景徳鎮窯とされる。木曳門
IA-132出土。

第53図 褐釉磁器、図版2 褐釉磁器
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第16節高麗青磁

高麗青磁で確認されている器種としては、碗・ 鉢・皿・盤・瓶の 5器種であった。以下、個々の特徴等につ

いて記す。

碗（第54図 1-2、 4)

第54図 1は碗の口縁部で、ゆるやかに外反させるタイプである。両面に圏線が数条確認できる。淡緑灰色の

釉を両面に施すが、 二次的な被熱を受けているため本来の釉調は判然としない。素地は灰白色の微粒子で、微

細な黒色の鉱物を含んでいる。口径は17.8cmである。木曳門地区出土。

同図 2も口縁部の資料である 。微弱に外反させるタイプ。外面 2本、内面 3本の圏線が確認できる 。内面の

胴部にも何らかの文様が確認できるが判然としない。緑灰色の釉を両面に施す。 素地は灰白色の微粒子である 。

木曳門地区出士。

同図 4は碗の胴部片かと思われる資料である。外面には円形の窓の内に菊花文と思われる文様が確認できる。

内面には 4本の圏線が確認できる。両面に緑灰色の釉を施している。素地は灰白色の微粒子である。廣福門地

区出土。

鉢（第54図 3)

同図 3は鉢の口縁部資料と思われる。両面の口縁部直下には 2本の圏線が確認できる 。内面直下の圏線の下

部にも文様が確認できるが判然としない。緑灰色の釉を両面に施し、細かい貫入が観察できる。素地は灰白色

の微粒子である。口径は25.0cmである 。渾刻門地区出土。

皿（第54図 5、 7-8) 

同図 5は皿の底部資料である。高台内剖りは浅く成形されており、腰部で角度を変えて立ち上がる。内面の

見込みには花文・圏線・点描文の組み合わせによる構成をする 。素地は灰白色の微粒子。 高台径は4.8cm。用

物座地区出土。

同図 7は皿の口縁部である。内臀タイプの資料である。外面には 1本の圏線と唐草文？と思われる文様が描

かれている 。内面には口縁部直下の区画内に唐草文を表し、胴部には 2本の圏線が確認できる。両面に緑灰色

の釉を施している。細かい貫入も確認できる。素地は淡灰白色の微粒子である 。口径は20.8cmである 。下之御

庭地区出土。

同図 8は皿の胴部破片資料である。外面には 2本の圏線による区画内に連続文を表す。内面は 2本の圏線に

よる 区画帯と小珠状の連続文を表 している。緑灰色の釉を両面に施している。素地は灰白色の微粒子である 。

下之御庭地区出土。

盤（第54図 6、 9)

同図 6は盤の底部である。厚く成形されている。高台内剖りは比較的深い。内面見込みに印文・圏線・連続

文等が確認できる 。両面に緑灰色の釉を施している 。素地は灰白色の微粒子である 。底径は7.7cmである。廣

福門地区出土。

同図 9は盤の胴部である 。外面には唐草文と思われる文様を胴中央に表し、下部には圏線と印文を表す。内

面には牡丹唐草文らしき文様と 圏線を表す。黄緑灰色の釉を両面に施す。細かい貫入が両面に観察できる 。灰

白色の微粒子である。廣福門地区出土。

瓶（第54図10-14)

同図10は瓶の胴部資料である。外面には芭蕉文と圏線を表している。内面には調整痕が確認できる。外面に

のみ濃緑灰色の釉を施す。素地は暗灰白色の微粒子。用物座地区出土。

同図11も胴部片である。外面に点描文かと思われる文様を表し、両面に黄緑灰色の釉を施す。素地は灰白色

の微粒子。下之御庭地区出土。

同図12は底部資料である 。外面には文様が確認できるが判然としない。外面に濃緑灰色の釉、外底面及び内

面は露胎。底径は 9cmである 。木曳門地区出土。

同図13も底部資料で、破損が激しい。底部外面に何らかの文様が確認できる。外面のみに緑灰色の釉。素地

は灰白色の微粒子。廣福門地区出土。

同図14は大型の瓶の胴部片である 。外面には点描文と圏線が確認できる。両面に淡緑灰濁色の釉を施す。 素

地は灰白色の微粒子である 。首里城試掘。
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第17節 ベトナム産磁器

ベトナム磁器の破片資料が得られて いる。 青花と色絵の 2つがあり、確認された器種としては、碗・盤・

瓶・壷 ・蓋 ．型物（水注）の 6つであ る。ま た器種不明の資料も 1点得られている。以下に個々の特徴等につ

いて記述することとする。

青花

碗（第55図 1)

第55図 lは青花磁器の碗の破片資料である。藍濁色の呉須で、外面の胴下部に渦文を 3個連結して雲文状の

模様を表す。内面の見込みには、 1本の圏線と連続文らしきものが確認できる。両面に灰白色の釉を施してい

る。素地は、灰白色の微粒子で、僅かながら微細な灰黒色の鉱物を含んでいる。漏刻門地区出土。

盤（第55図 2-4) 

同図 2は盤の胴部片と見られるものである。暗藍色の呉須により、外面には草花文を表し、内面には植物と

思われるものを表現している。淡黄灰白色の釉を両面に施している。索地は灰白色の微粒子で、微細な気泡痕

が見られる。下之御庭地区出土。同図 3は、口縁部が額縁状をなすタイプで、暗藍色の呉須により、内面口縁

部直下には蔓唐草状の文様と 2本の圏線を表し、見込みには判然としない文様を表す。外面には 2本の圏線と

判然としない文様を表している。両面に淡黄灰白色の釉を施す。素地は灰白色の微粒子で、僅かながら微細な

灰黒色の鉱物を含んでいる。用物座地区出土。同図 4は、盤の底部であると思われる資料である。内面の見込

みには、淡藍濁色の呉須により判然としない文様を表す。両面に淡灰白色の釉を施し、外底面には鉄釉が施さ

れている。素地は灰白色の微粒子である。底径は6.0cm。木曳門地区出土。

瓶（第55図5-10) 

同図 5は玉壺春瓶型の破片資料を積極的に復元したものである。同資料は、首里城跡京の内地区より出土し

た玉壺春瓶型の資料と同等のものであると思われる。口縁部を 8角形に面取して成形し、外面の胴部には、花

弁状の窓枠を貼り付けている。高台は 6面に成形されており、京の内出土の資料とは若干異なる。口縁部の内

面には、淡藍色の呉須により環培文状の連続文を、外面には芭蕉文を表している。胴部には宝相華唐草文と思

われる文様を表し、高台脇には青海波を表している。畳付外端から外底面を除いた両面には、灰白色の釉を施

している。素地は灰白色の微粒子で僅かに微細な黒色の鉱物を含んでいる。推定された口径は最大で8.0cm、

最小で7.4cm、器高は29.9cm、底径は最大で9.4cm、最小で9.0cm。木曳門地区、用物座地区出土。同図 6は、瓶

の頚部から胴部にかけての破片資料である。外面頚部には淡藍濁色の呉須により、縦位の文様を表して 2本の

圏線で区画帯の内部には雷文帯を表している。胴部には交座間帯文や雲文等が描かれている。内面には積み痕

が確認できる。外面に淡黄灰白色の釉を施す。索地は淡灰白色の微粒子である。下之御庭地区出土。同図 7は

胴部片である。外面には藍濁色の呉須により、八宝文状の文様を表している。内面には調整痕が確認できる。

両面には淡灰白色の釉を施している。素地は淡灰白色の微粒子である。木曳門地区出土。同図 8も胴部片であ

ると思われる。瓜状に型成形されており、外面には淡藍濁色の呉須でラマ式蓮弁文を表している。内面には輔

輪痕が確認できる。淡灰白色の釉を外面にのみ施している。素地は灰白色の微粒子である。木曳門地区出土。

同図 9は底部資料である。高台内割りは深く、「ハ」の字状に開く。淡藍濁色の呉須により、縦位と横位の線

を表す。畳付外端まで淡灰白色の釉を施し、外底面には鉄釉を施している。素地は淡灰白色の微粒子である。

底径は7.2cmである。用物座地区出土。同図10も底部資料である。器壁はかなり厚く、高台内例りは浅い。外

面の高台脇には渦文を 3個連結して雲文状の模様を表している。両面に白化粧を施した後に、淡灰白色の釉を

施すが二次的な被熱を受けており、本来の釉調は判然としない。素地は淡灰白色の微粒子。木曳門地区、用物

座地区出土。

壺（第56図12-13)

同図12は壺の胴部資料である。器壁は厚く、内面には調整痕が確認できる。淡藍濁色の呉須により、草花文

と圏線を表している。両面に淡灰白色の釉を施しており、貫入も確認できる。素地は淡灰白色の微粒子である。
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下之御庭地区出土。同図13は大型の壺もしくは酒会壺の胴部破片資料である。器壁はかなり厚くなっており、

内面には調整痕が確認できる。外面には藍濁色の呉須でラマ式蓮弁文が表されている。両面に淡黄灰白色の釉

を施しており、両面に細かい貫入が見られる。素地は淡灰白色の微粒子である。下之御庭地区出土。

蓋（第56図14)

同図14は蓋である。縁端部を上部に反り返した後に稜花状に仕上げている。身受けの突起を逆「ハ」の字状

に成形し、下部を平坦に仕上げている。蓋甲頂部には淡藍濁色の呉須で蓮弁文を描いている。蓋甲部の両面に

は淡灰白色の釉を施す。素地は淡灰白色の微粒子である。径は最大で10.8cm、最小で5.9cm。下之御庭地区出土。

型物（第56図15-20)

用途はいずれも水注であると思われるが、型成形の資料をまとめてみた。同図15は器形は判然としない。外

面に羽毛状の文様が確認できる。渦状の文様は鳥の尾もしくは波濤を表したのであろうか。呉須の色調は青白

色である。外面に白化粧を施した後に淡灰白色の釉を施しているものと思われる。素地は淡灰白色の微粒子で

ある。用物座地区出土。同図16は鳥形の水注になるものと思われる。外面には藍濁色の呉須で羽毛を描いてい

る。内面には雑な積み痕が確認できる。外面に白化粧を施した後に、淡灰白色の釉を施している。索地は淡灰

白色の微粒子である。用物座地区出土。同図17も鳥形の水注であろうか。羽毛状の文様を藍色の呉須により描

いている。外面に白化粧を施した後に淡灰白色の釉を施している。素地は灰白色の微粒子である。用物座地区

出土。同図18は三爪龍形の型物水注である。この資料は、首里城跡京の内地区出土資料と同等の資料であると

思われる。内面には雑な調整痕が確認できる。外面には藍色の呉須により、 三爪龍文を描いており、龍の三爪

と思われる部分が底面近くで確認できる。底面を除いた外面には淡灰白色の釉を施している。素地は淡灰白色

の微粒子である。廣福門地区北西、下之御庭地区、木曳門地区出土。同図19も三爪龍文である。内面には雑な

調整痕が確認できる。外面には藍色の呉須により、三爪龍文を描いている。外面には淡灰白色の釉を施してい

る。素地は淡灰白色の微粒子である。廣福門地区東西溝出土。同図20は鳥形の水注で図16と同一個体であるも

のと考えられる。内面及び底面は雑に調整している。外面に羽毛と脚部を描いている。外面に白化粧を施した

後に淡黄灰白色の釉を施している。外底面には黒い煤状の物が付着する。素地は淡灰白色の微粒子である。用

物座地区、下之御庭地区出土。

器種不明（第56図11)

同図11は器種不明の資料である。藍濁色の呉須により七宝繋文と菱形の連続文を描くが、全体の構成は判然

としない。淡青濁色の釉を一方に施し、一方は露胎である。素地は淡灰白色の微粒子である。下之御庭地区出

土。

色絵

碗（第56図21-23)

同図21は口縁部資料である。外反タイプで、両面に黄灰白色の釉を施している。外面には上絵により 3本の

圏線と草花文が描かれており、内面には四方欅文状の文様と草花文を描いている。素地は、灰白色の微粒子で

ある。口径は17.0cm。下之御庭地区出土。同図22は胴部片である。両面に黄灰白色の釉を施すが、変色してい

るものと思われる。また両面に貫入も見られる。両面には上絵により草花文と圏線が確認できる。素地は淡灰

白色の微粒子である。用物座地区出土。同図23は底部資料である。高台内例りはやや深めで、畳付外端まで淡

黄灰白色の釉を施す。内面の見込みには上絵が確認できる。素地は淡灰白色の微粒子である。木曳門地区出土。

追記 校正中に第55図10の瓶底部資料と同図11の器種不明の資料については、西村昌也・西野範子両氏によ

り中国南部（滋州窯）との所見を項いた。記して惑謝申し上げます。
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第18節 タイ産半練

今回の調査で確認された半練土器は、ほとんどが落とし蓋であり身は僅かであった。 蓋 ・身ともに胎土が粗

く、混入物に黒色粒・赤色粒・石英・白砂が混入され、焼成が良好で、色調は橙褐色系の器面に灰黒色の素地

がサンドウィッチ状に挟まっているのが特徴である。その中でも第57図19は胎土が細かく焼成も悪い事から陶

質土器（アカムン）の特徴に類似している。蓋は「撮み」「底面の形態」「端部の突起」の特徴から分類を行っ

た。ただし、全形が伺える資料が乏しい為、今回の分類はそれぞれの部位の相関関係が伺えるものではない。

撮みは宝珠形（第57図 1-5) と餞頭形（第57図6-8) が確認できた。宝珠形・餞頭形ともに撮みの首部分

をきつく調整するものと緩く調整するものがあ ったので詳細を第16表の観察表に記した。底面の形態は下記の

①で I-VIに分類、端部の突起は②で a-dに分類して、第16表の観察表に記した。

①蓋の形態（観察表の分類に記載）

I : 底面から穏やかに膨らみながら立ち上がり端部に至る（第57図10-20)。

II : 底面から穏やかに立ち上がり、端部付近で軽く外側に折れて端部へ至る（第57図21-26)。

m: 底面から穏やかに立ち上がり、端部が肥厚する（第57図27-31)。

N: 底面から穏やかに立ち上がり、端部付近でII類よりも内側に折れて端部に至る（第57図32-33)。

②端部の突起（観察表の特徴に記載）

a : 端部を折りたたみ、先端の突起を断面丸隅状に仕上げるもの。

b : 端部を折りたたみ、先端の突起を断面三角状に仕上げるもの。

C : 端部を折りたたみ、先端の突起を摘み上げて仕上げるもの。

d : 端部を折り曲げて内側に向かって水平にするもの。

身はたたき目が確認できる胴部（第57図34-36)が確認できた。第57図37は素地・胎土の特徴から移入土器

と考えられる資料で、今回は半練土器と同じ項目で扱った。半練の身は首里城跡京の内やヒヤジョー毛遺跡

（註：那覇市教育委員会1994) などでも報告されているが、蓋に比べて身は出土数が極端に少ない。今回出土

した資料も身は蓋に比べて少なかった。

第16表 タイ産半練・観察表
11¥f,!;.., 

lHポ’‘ 惰号 分類 郎位 if .. さ 持 徴 器 色 活ilii漬整 消人”’ Ill 土地 編 考

I 宝耽 ll1み - 3.7 首部強く讚佗 上面灰白色、下而灰用色点地黄旧色 船世で｀首削り 白砂・黒色粒・赤色粒・u英 用Ll-122 上面に煤が1寸苔
2 'j(珠/,1,:j 全形 13 2.4 沿fふ丸いごた起a 両而褐色、索地黒褐色 上面撫で、下而削り撫で 白砂•黒色粒・赤色粒•石焚 カク下 上面の中央1ご煤が付苔

3 柑み - 2.4 甘部，きつく作る 両面針出色、索地灰色 Ill撫で、首削IJ 白砂・黒色粒・赤色粒＂石英 カク廣北西

ーI 
・玉珠 揖み - 4.9 首部筏く作る 上面灰色、下面灰褐色．索地黄?U色 悌担で｀首削り 白砂•黒色粒・赤色粒石英 漏~14-126

万 狛み ー 4よ5 甘部’緩く作る 両而乳白色．索地灰色 捐’撫で、首削IJ 黒色粒・赤色粒 カク廣北西

6 屈み ← - 3.5 甘部きつく作る 両而祖色,;I¥J也灰色 tll憮で、首削り 白砂•黒色粒・赤色粒石英 表3083 上面の中央1こ煤が1寸行

す 殴却 伯み - 2.8 首部綬<f¥'る 両面貨灰色、索地灰色 Ill!!! で首：削り 白紗・黒色粒・赤色粒・石英 カク下

8 Illみ - 3.4 汀部．絞く作る 両ilii茶褐色、索地灰色 印憔で、首削I) 白砂・黒色粒・赤色粒石英 用L0-124， 不明 は購 端部．丸い．突起.. 両面赤褐色、 af:J也黄褐色 両面担で 白砂•黒色粒・赤色粒•石英 カク廣北i!!i
10 は部 12.4 沿部丸い、突起b 両面因16色、索地．灰色 上面憔で、下面削り・携で 白砂・黒色粒・赤色粒・む英 木L2-!29

惜
mゅ 112 滋部丸い、突起a 上而暗灰色、下面灰色、索地貨柑色 上面撫で．下面削り・撫で 白砂•黒色粒・赤色粒・石英 表

冶蹂 126 瑞部．丸い、突起a 両面灰色、水地黒祖色 両面撫で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 用L6-124

冗 滋剖 12.7 沿部．丸い、突起., 両面．灰褐色、索地貨灰色 上面憮で、下面削IJ•I慧で 黒色粒・赤色粒 ffiKI0-124 上面I-煤が1寸笞

" 滋部 [2_7 端部’九い、突起a 上面灰色、下面’黄褐色 上面憮で、 F面削り（慧で 白砂・黒色粒・赤色粒石炎 カク下 上面に煤が1寸苔

115 召I 沿部 12.4 沿部：）しい、突起., 両ilii灰褐色.;ti也灰色 上面1慧で．下面削り・撫で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 ltlK9-124 
第 riG 沿部 12.65 洪邸丸¥>.突起・, 両而灰貨迅色｀索地・灰色 上oo・I'!で、下面削り・世で 白砂・黒色粒・赤色粒石英 カク下 上面に煤がl.f名57 
図 ＂ 18 

溢部 12.9 学部丸い、突起・, 両面黄褐色｀索地灰色 上面’撫で、下面削り・1月で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 *L2-131.132 

沿部 l5.5 端部．丸い、突起d 両面世囚色、索地灰色 上而樵で~下面削り撫で 白砂・黒色粒・赤色粒・石英 カクF
第

19 溢部 11 洪邸舌状、突起a 両面橙褐色．索地灰色 上面憮で、下面削り・撫で 白砂•黒色粒・赤色粒・石英 カク廣北西 胎土・焼成が困質土器に近い57 

闊 20 閲加 114 端部舌状、突起 b 上面黄紺色、下面暗黄褐色、索地灰色 .I: 面撫で、下面削り・摂で 白砂•黒色粒・赤色粒•石英 木L7・131

21 は部 12 燐部．丸し，．突起a 両面黄白色索地茶褐色 上而撫で、下面削り・担で 白砂闊色粒・赤色粒石英 木LS-134

22 Iii部 12.6 端部：古状、突起a 上面./!¥褐色．下面・灰褐色、出地灰色 上面憔で、下面・削り撫で 白紗黒色粒・赤色粒 ，，ク下 J.:面L自然釉?f寸和

23 /ll/'(o 11.6 沿部’舌状、突起a 両而乳白色、案地灰色 両面1雙で 臼砂・黒色粒・赤色粒•石英 木L6-130
否D

z2~ 5 
澁部 ll.5 滋部，舌状、突起b 両面暗貨褐色．索地灰褐色 上面撫で、下面削り捜で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 カク

澁部 12 溢部舌状．突起c 両面黄褐色、索地灰色 上面憔で、下面削り・撫で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 漏~14-125 126 

26 端部 14.3 靖部＇舌状、突起懇 L 上面貨tu色．下面赤褐色、索地灰色 上面撫で、下面削 IJ• 撫で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 用K9-123

27 沿部 12.6 溢部．肥序．、突起c 両面灰出色、索地灰色 上面撫で、下面削り・憮で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 用L6-124 T面の端部に煤が付箸

128 沿部 13.1 溢部’肥厚、突起c 1:面灰出色、下面橙褐色、索地糾m色 上面担で、下面削り・撫で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 カク下 端部に褐釉？が1寸若

29 蓋U は部 11.45 湛部肥”．突起、' 両面．灰旧色．索地灰色 _t面憶で｀下面削りi島で 白砂•黒色粒・赤色粒•石英 IIIL0-124,KIO・114I 
渭,r, は“：肥.:I)む；c 潟面：11l@.;II想：最llJ色 I: 曲：門で.・ド面：削1)・11¥で 白砂 9 黒色粒・赤色粒•石英 ，，ク下

~ JI 

U .•I 

渚部 12.2 沿祁肥厚、突起a 両而暗褐色、索地黒褐色 上面：憮で、 7噌i削り撫で 白砂•黒色粒・赤色杓•石英 表 突起の内隕1』りの浅い圏線あり

32 温部 16.6 法部丸い、突起・, 両面暗茶褐色｀索地’黒褐色 ト面憮で、下而削り・撫で 白砂•黒色粒・赤色粒•石英 カク下 突起の内側に凹の桟い困祝あIJ

祁
菊IV

端部 11.i 溢部．丸い．突起a 両面悦柑色、索地灰色 ト面撫で、下面削り・担で 白砂・黒色粒・赤色粒•石英 カクr 突起の内側に凹の桟い圏線あり

34 胴部 糾部たたき目 両而．茶褐色．索地灰褐色 内面憔で・指圧痕 黒色粒 木L7-131

35 身 胴部 胴部．たたき目 外面灰色、内面乳白色 内面ー指圧痕 砂粒•黒色粒·赤色粒・君母 下L7-119 

茄 胴沸 胴部たたき日 外面灰色．内面灰褐色、素地黒色 内面ー指圧痕 黒色粒・赤色粒 カク下 外面に煤付苔

37 移入土器 口 16.6 口w_条のは稼 外面灰褐色｀内面：菟褐色 両面撫で 白色粒・黒色粒・赤色粒 カク賓北 外面1こ煤1す看

※1-・ 之御紅＝下．用物座＝用、濯刻門＝漏、廣福門＝廣．木曳l"l=木と略記．
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第19節本土産染付

本土産染付（有田・肥前・砥部・瀬戸・美濃）で確認された器種は、碗・小碗．皿・大1IIl. 鉢・瓶・猪ロ・

杯洗の 8つである。以下、産地別に個々の特徴等について述べることとする。

有田（第58図 1-22) 

第58図1は丸碗で外面に梵字文様と圏線、内面に圏線と見込みに「壽」の崩しを描く。畳付以外に淡青灰白

色釉を施す。素地は白色微粒子。口径9.6cm、器高5.2cm、底径3.8cm。下之御庭地区出土。

同図 2は小碗で両面の口縁直下に圏線と四方欅文、外面胴部に花唐草文。淡灰白色釉を両面に施す。素地は

白色微粒子。口径10.2cm。廣福門地区出土。

同図 3も小碗で外面に草花文、内面に雷文帯。淡灰白色釉を両面に施す。素地は白色微粒子。口径9.6cm。

下之御庭地区出土。

同図 4は小碗底部片で高台形は逆三角形を呈する。外面に圏線と風景を描き、外底に「宣明年製」の銘。両

面に白色釉を施す。素地は白色微粒子。底径4.6cm。木曳門地区出土。

同図 5も小碗底部片。高台形は逆三角形を呈する。外面に風景を描く。白色の釉を両面に施す。索地は白色

微粒子。底径5.0cm。木曳門地区出土。

同図 6は腰折れの小碗底部。外面に圏線と渦の連続文、雲文？等を表す。両面に白色釉を施す。素地は白色

微粒子。下之御庭地区出土。

同図 7、8は同タイプの皿。口縁内面直下に垂れ絞文。外面には草文。いずれも淡灰白色釉を両面に施し、

口唇部に口錆。素地は白色微粒子。色絵の生地の可能性。木曳門地区出土。

同図 9、10は八角大皿の口縁部片。外面は雲文と波濤文、内面は花丼文と波濤文。淡灰白色釉を両面に施す。

素地は白色微粒子。いずれも木曳門地区出土。

同図11、12はいずれも内面にヘラ削りによる菊文を表し、口唇部に口紅。見込みに文様を描くが判然としな

い。淡灰白色釉を畳付以外に施す。素地は白色微粒子。

図12の口径は16.6cm。木曳門地区出土。

同図13は1IIl口縁部片。内面に網目文。淡灰白色釉を両面に施す。素地は淡灰白色微粒子。漏刻門地区出土。

同図14は大皿底部片。見込みに松文。両面に淡灰白色釉を施す。両面に貫入。素地は淡灰白色微粒子。下之

御庭地区出土。

同図15、16は1IIl底部片。どちらも高台外面に 2本の圏線。見込みに流磯文。淡灰白色釉を畳付以外の両面に

施す。素地は灰白色細粒子。木曳門地区出土。

同図17は大皿底部片。見込みに海老を描いて、外底面には圏線と「太明」の文字。ハリ支えの痕も確認でき

る。淡灰白色釉を両面に施す。素地は白色微粒子。首里城出土地不明。

同図18は大皿の口縁部片。外面には如意頭文唐草、内面には波濤状の文様と圏線を表す。淡灰白色釉を両面

に施す。素地は白色微粒子。口径30cm。廣福門地区北西出土。

同図19も大1IIl底部片。図11、12と同タイプもしくは同一個体。内面にヘラ削りによる菊文。見込み有文。淡

灰白色釉を畳付以外両面に施す。素地は淡灰白色微粒子。底径12cm。木曳門地区出土。

同図20は鉢口縁部片。口唇部は口紅。両面とも花舟文。淡灰白色釉を両面に施す。両面に貫入。素地は白色

微粒子。口径24.6cm。木曳門地区出土。

同図21、22も同タイプもしくは同一個体の鉢口縁部片。両面の口縁直下には 2本の圏線。外面に花肝文。両

面に淡灰白色釉を施す。素地ば淡灰白色微粒子。口径はいずれも21cm。前者が木曳門地区、後者が廣福門地区

北西出土。

肥前（第59図23-52)

第59図23は碗で外面の口縁直下に 2本の圏線、胴部には構成不明な文様、高台外面と高台脇に 3本の圏線。

外底面に 1本の圏線。淡灰白色釉を畳付以外総釉。二次的被熱。素地は白色微粒子。口径11.6cm、器高6.0cm、

底径6cm。木曳門地区出土。

同図24、25は小碗口縁部片。外面には格子文。内面口縁直下に 2本の圏線。灰白色釉を両面に施す。素地は

淡灰白色微粒子。口径はいずれも11.0cm。下之御庭地区出土。
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同図26は24、25と同タイプもしくは同一個体底部片。高台外面に 2本の圏線。外面に格子文。両面に灰白色

釉を施す。素地は淡灰白色微粒子。底径3.6cm。首里城試掘。

同図27は碗。外面に網目文を描いている。淡灰白色の釉を両面に施す。素地は淡灰白色の微粒子である。ロ

径は12.0cm。木曳門地区出土。 同図28は厚手の碗。波佐見焼でくらわんか碗と称されるタイプ。外面に草花

文、見込みに 1本の圏線。灰白色釉を両面に施す。素地は灰白色細粒子。口径13.0cm。木曳門地区出土。

同図29は蓋付碗の蓋。蓋甲面には花唐草文、撮み周囲に連続文。撮み見込みには r長春冨貴」。内面には四

方欅文。 見込みには松• 竹・梅文。 淡灰白色釉を両面に施す。 素地は白色微粒子。 最大径9.8cm 、撮み径3.8cm~

表採。

同図30は蓋付碗の身。外面に花唐草文を描いている。両面に淡灰白色釉を施す。素地は白色の微粒子である。

廣福門地区北西出上。

同図31は薄手の丸碗である。外面には蛸唐草文を描いている。畳付以外は淡青白色釉を施す。素地は白色微

粒子。底径3.7cm。木曳門地区出土。 同図32は碗底部片。かなり厚く成形される。高台外面に 2本の圏線、

胴下部に 1本の圏線、胴部には網目文を描く。見込みには不明文様と圏線が描かれる。畳付以外の両面に淡灰

白色釉を施す。素地ば淡灰白色微粒子。底径は5.6cm。用物座地区出土。

同図33も碗の底部片である。外面胴下部に 1本の圏線、内面の見込みに 3本の圏線と十字文を表す。畳付以

外に淡灰白濁色の釉を施す。索地は淡灰白色微粒子である。下之御庭地区出土。

同図34も碗胴部片である。高台外面に 2本の圏線、外面胴部に雲龍、内面見込みに流磯文を描いている。両

面に淡黄灰白色の釉を施す。全体に貫入が観察できる。素地は白色微粒子である。木曳門地区出土。

同図35は小碗の口縁部片である。両面の口縁部直下に 1本と 2本の圏線。外面胴部には花丹文を描いている。

見込みには 2本の圏線。淡青灰白色の釉を両面に施す。淡灰白濁色の微粒子である。口径は10.8cm。木曳門地

区出土。

同図36も小碗の口縁部片である。外面に風漿（山？）を描いている。両面に淡灰白色釉を施す。索地は白色

微粒子である。口径は10.8cm。木曳門地区出土。

同図37も小碗の口縁部片である。外面に 2本の圏線と花舟文を描いている。淡灰白色釉を両面に施すが二次

的な被熱を受ける。内面にはその際の溶着痕が観察できる。素地は白色微粒子である。口径は10.4cm。木曳門

地区出土。同 図38は輪花皿の口縁部片である。外面に如意頭唐草文、内面に花唐草文を描いている。両面に

淡灰白色釉を施し、素地は白色微粒子である。木曳門地区出土。

同図39も輪花皿の口縁部片である。外面には如意頭唐草文、内面には蛸唐草文を描いている。両面に淡灰白

色釉を施す。素地は白色微粒子。用物座地区出土。

同図40は浅い皿の破片資料である。内面に縦位の線と圏線、見込みに不明な文様を描いている。灰白色の釉

を畳付以外に施す。素地は淡灰白色微粒子。口径14.5cm、器高3.2cm、底径6.5cm。下之御庭地区出土。

同図41はなます皿。外面に如意頭唐草文とOXの連続文、内面には花唐草と帯状の連続文、見込みに松・

竹・ 梅文。白色の釉を両面に施す。 素地は白色の細粒子。底径9.2cm。廣福門地区北西出土。

同図42も皿の底部片である。高台は低く成形され高台形は逆三角形を星す。見込みに楼閣等を表している。

畳付以外に淡青灰白色の釉を施している。両面に貫入が見られる。素地は淡灰白色微粒子である。底径は6.4
cmである。

同図43は大皿の底部である。高台外面に 2本と胴下部に 1本の圏線、内面見込みにば濃みと印文により松・

紅薬が表されている。畳付以外には白色の釉を施す。素地は淡灰白色微粒子である。底径は10.0cm。廣福門地

区出土。

同図44も大皿の底部片である。高台形は逆三角形を呈する。高台外面に 2本と胴下部に 1本の圏線を廻らせ、

内面には 2本の圏線と不明な文様を描いている。畳付以外に淡青灰白色の釉を施している。両面に細かい貫入

が観察できる。素地ば淡灰白色微粒子である。漏刻門地区出土。

同図45も大ID1の底部である。内面の見込みには氷裂文を描いている。外底面にはハリ支えが 2つ確認できる。

淡青灰白色の釉を両面に施している。素地は淡灰白色の微粒子である。廣福門地区北西出土。

同図46、47は瓶である。内面には調整痕が確認でき、外面には網目文と圏線が描かれている。図46は淡青灰

白色の釉、図47は淡灰白色の釉を外面に施す。素地はいずれも淡灰白色微粒子。前者が木曳門地区、後者下之

御庭地区出土。

同図48も瓶である。内面には調整痕が観察できる。外面には草花文が描かれる。淡灰白色の釉を外面に施す。
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素地は淡灰白色微粒子である。木曳門地区出土。

同図49は大型の徳利の胴部片である。内面には調整痕が確認できる。外面には花丼文が描かれている。外面

にのみ白濁色の釉を施している。素地は淡灰白色微粒子である。下之御庭地区出土。

同図50は瓶の底部である。高台外面に 2本の圏線と胴下部に連続文を廻らせており、その上部には 1本の圏

線を廻らせる。内面には調整痕が確認できる。淡灰白濁色の釉を外面にのみ施している。素地は淡灰白色の微

粒子である。底径は8.0cmである。漏刻門地区出土。

同図51は猪口の口縁部破片である。外面には花舟文と思われる文様を表している。内面は無文である。淡灰

白色の釉を両面に施している 。両面ともに粗い貫入が観察できる。素地は白色の細粒子である。口径は6.6cm

である。木曳門地区出土。

同図52は杯洗（さかずきあらい）である。高台内剖りは段状になる。高台外面には縦位の連続文と圏線を廻

らせている。外面胴下部の一部には文様が確認できるが、構成等は判然としない。畳付以外の両面に淡青灰白

色の釉を施している。素地は白色の細粒子である。底径は4.0cmである。木曳門地区出土。

砥部（第59図53-55)

第59図53、54は碗の口縁部片である。同タイプもしくは同一個体である。胴下部から丸みを帯びて立ち上が

り、口縁部を微弱に外反させる。外面には、宝相唐草文を描いている。胴下部には崩したラマ式蓮弁文を廻ら

せている。内面口縁直下には波清文と圏線を描いている。見込みにも 2本の圏線を廻らせている。透明の釉を

両面に施している。素地は灰白色の細粒子である。口径は図53が15.9cm、図54が15.9cmである。前者が漏刻門

地区出土、後者が廣福門地区北西出土である。

同図55は碗の底部片である。図53、54と同一個体の可能性が高い。高台形は逆三角形を呈する。外面に崩れ

たラマ式連弁文を廻らせている。胴部には宝相唐草文をえがいている。見込みには 2本の圏線と花舟文を表し

ている。また蛇の目釉剥ぎも確認できる。一部を除いて透明の釉を両面に施している。素地は灰白色細粒子で

ある。底径は7.0cmである。漏刻門地区出土。

瀬戸・美濃（第59図56-60)

第59図56は小碗の口縁部片である。外面には花舟文を描いている。両面に淡灰白色の釉を施している。素地

は白色の微粒子である。口径は8.6cmである。木曳門地区出土。

同図57も小碗の口縁部片である。外面に草花文？を表している。口唇部には錆釉による口錆が施されている。

白濁色の釉を両面に施している。素地は白色の微粒子である。口径は8.0cmである。下之御庭地区出土。

同図58も小碗の口縁部片である。胴部外面には段状の成形がなされている。口縁部は微弱に外反させる。外

面にば性格が不明な文様が描かれている。内面の口縁部直下にも同様の不明な文様が描かれている。淡青灰白

色の釉を両面に施している。素地は白色の微粒子である。口径は9.0cmである。下之御庭地区出土。

同図59は1IIlの底部である。外面の高台脇には 1本の圏線を遍らせている。内面の見込みにば性格が不明の文

様が描かれている。白濁色の釉を畳付以外に総釉している。素地は白色の微粒子である。底径は6.4cmである。

廣福門地区北西出土。

同図60も1IIlの底部片である。かなり薄造りである。若干腰折れ状に成形されている。内面の見込みには印刻

した後に呉須により、絵付けがなされているが、性格等は判然としない。白濁色の釉を両面に施している。素

地は白色の微粒子である。底径は4.8cmである。下之御庭地区出土。
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第20節本土産色絵

ここでは本土産陶磁を生地とした色絵を取り扱う。確認された器種としては、碗・小碗・皿・小杯・瓶・蓋
の6つである。以下、個々の特徴等について述べることとする。

第60図 lは小碗の口縁部破片である。口縁部は微弱に外反する。外面に上絵による圏線と花丼文？を描いて

いる。内面の口縁部直下にも上絵による圏線を廻らせている。両面に淡灰白濁色の釉を施している。素地は淡
灰白色の微粒子で磁器である。口径は8.4cm。下之御庭地区出土。

同図 2も小碗の口縁部破片である。直口に成形している。外面に上絵による圏線と花舟文を表している。内
面の口縁部直下にも 1本の圏線を廻らせている。白i蜀色の釉を両面に施している。素地は白色の微粒子の磁器
である。口径は9.2cmである。下之御庭地区出土。

同図 3も小碗の口縁部破片である。丸碗タイプである。内面に紅葉状の葉を上絵付けしている。外面は無文
である。両面に黄灰白濁色の釉を施している。素地は淡灰白色の粗粒子の陶胎である。口径は10.8cmである。

用物座地区出土。

同図 4は小碗もしくは碗の口縁部破片である。直□タイプである。両面に上絵による圏線や花升文？を表し
ている。両面に白濁色の釉を施している。素地は白色の微粒子で磁器である。下之御庭地区出土。

同図 5は碗の底部片であると思われる。高台内剖りは深く、高台は薄造りである。内面の見込みには上絵に

よる青海波状の文様が描かれている。畳付以外の両面に白濁色の釉を比較的厚く施しており、全体に細かい貫
入が観察できる。素地は淡灰白色の微粒子で陶胎磁器である。下之御庭地区出土。

同図 6は皿の口縁部片である。胴部は大きく開き、口縁部は微弱に外反する。内面に上絵による圏線と性格
が不明な文様を描いている。両面に白濁色の釉を施している。素地は淡灰白色の微粒子の磁器である。廣福門

地区北西出土。

同図 7は皿の口縁部片である。内面に青海波等をゴム判を用いて上絵により表すが、文様構成は判然としな
い。白色の釉を両面に施している。素地は白色の微粒子で磁器である。木曳門地区出土。

同図 8は皿の口縁部片であると思われる。内面に呉須による文様を描いた後に、上絵を施している。淡青白
色の釉を施している。素地は白色の微粒子で磁器である。口径は14.2cmである。下之御庭地区出土。

同図 9も皿の口縁部片である。内面に上絵による文様を描いているが構成は判然としない。白色の釉を両面

に施している。素地は白色の微粒子で磁器である。口径は13.4cmである。用物座地区出土。

同図10も皿の口縁部片である。外面には如意頭唐草文を描いて、内面の口縁部直下にも 1本の圏線を廻らせ
ている。内面の胴部には、上絵による文様が描かれているが、構成等は判然としない。淡青灰白色の釉を両面

に施している。素地は白色の微粒子で磁器である。廣福門地区出土。

同図11は皿の底部片であると思われる。内面に上絵による花舟文？を描いているが判然としない。白色の釉
を両面に施している。素地は白色の微粒子で磁器である。漏刻門地区出土。

同図12は小杯の底部片であると思われる。見込みには上絵による花肝文？を描いているが、性格等は判然と
しない。外底面には「大明永楽」の銘が確認できる。白色の釉を畳付以外に施している。素地は白色の微粒子
で磁器である。底径は3.4cmである。廣福門地区北西出土。

同図13は瓶の口縁部片である。口縁部の両面には上絵による 2本の圏線が廻らされている。両面に淡灰白濁
色の釉を施している。素地は淡灰白色の細粒子で磁器である。口径は6.2cmである。廣福門地区北西出土。

同図14は瓶の頸部である。外面に上絵による文様を描いているが判然としない。淡灰白濁色の釉を両面に施

している。素地は淡灰白色の細粒子で磁器である。下之御庭地区出土。

同図15は皿の口縁部片である。外面に呉須による窓を表し、枠内に赤絵により上絵を施す。内面には呉須

による四方禅文を雑に描いている。淡灰白色の微粒子。淡灰白濁色の釉を両面に施している。木曳門地区出土。

同図16も瓶の胴部片。外面に上絵による文様が入る。淡灰白濁色の釉。素地は白色の微粒子で磁器。淵刻門
地区出土。 同図17は蓋である。甲面に呉須により文様を描いていた後、上絵による文様を描く。素地は白色

の微粒子。最大径は8.1cm、撮み径は2.8cm。木曳門地区出土。

同図18も蓋である。段重の蓋か。甲面に呉須により文様を描いた後に上絵で装飾する。両面に白濁色の釉を
施す。索地は白色の微粒子である。最大径は11.4cmである。木曳門地区出土。
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第21節本土産印判手

いわゆる「スンカンマカイ」と称される近代の本土産染付を一括して扱う。産地は砥部、瀬戸・美濃などで

ある。器種は碗が主体で、皿、簡碗、小碗・小杯といった日用雑器がほとんどである。また、文具である水滴

が比較的多く得られた。絵付けは型紙によるものが主体で、その他に銅版転写や型紙と銅版の組み合わせ、ゴ

ム判などがみられる。文様は地に点描や微塵唐草文を密に施すものがあり、区割り文として幾何学状の文様や

鶴、花文などを施す。見込には三友文を施すのが主体である。

碗は器形によって、 I: 丸碗、 II: 直口碗とし、 Iはさらに、 i : 外反口縁、 ii: 直口口縁に分類できる。

このうち、 Iは砥部系の、 IIは瀬戸・ 美濃系の印判手に属すると思われる。また、 39・40の蓋は碗に付属する
ものである。

第17表 本土産印判手観察表

図販
器種

計測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器高 地区 グリッド等
分 類 文 様 等

I 12.8 4.8 5.0 
I l'外而は点描の地文、主文は菊花文と円＜脳らせた三角文の紐合せ、腰部に圏線と三iり文。内面は口緑に点描の地

I 文と` 半弧の丸文、見込は回線と花文。また、見込には目痕c 呉須の発色はやや弱く、淡い濃肯色。高台を斜めに削る。

2 13.2 4.6 4.5 試掘
I I。外面は阻甲状の地文、主文は円線文と鶴文の組合せと松と笹、腰部に圏線と二角文。内而は口縁に点描

＇ 
（四角）の地文と菊、見込は圏線と不明の文様c 見込に目1見呉須の発色は良く、遠肯色．高台は比較的薄手

3 廣福門 北西
I 1。外面は微塵唐草文で、主文は竹。内面は口縁に同様の地文と箇、見込に圏線。呉須の発

I 色は良く、憫青色。

4 l3.8 4.2 5.1 用物座 K 6-123 
I I。外面は花唐草文、腰部に圏線と八卦状の帯文。内面は口縁に圏線と花文、見込に圏線と
花文？呉須の発色は良く、濃青色。高台は斜め1-削る。

5 14.4 木曳門
I 1。外面は蔓唐草文。内面は口縁に環培文。呉須の発色は良く、明青色。

6 9.4 5.0 6.5 試掘
I ll。外面は点描（袋形）の地文に主文は菊花文？高台に圏線。内面は口縁に圏線と同様の地文に「壽J、

I 碗
見込みに圏線と花文（能文）？。呉須の発色は良く、明青色。高台は斜めに削り、他よりも若干高いn

7 10.8 4.1 5.7 下之御庭
I LL'外面は微塵唐草文の地文に園内に花文など、また地文上にも松築文、腰部に圏線と雷文僻、尚台に圏緑。内

＇ 
面は口縁に環路文、見込に 2条の圏線と ：：：友文。呉須の発色はやや悪く滲んでいる、暗青色。高台を斜めに削る。

8 10.6 下之御庭
I LL。外面は青海波、点描、微塵唐草に菊花文？草文、藤の組合せからなる区割り文、局台近くに連続す

I る短線、さらにそれぞれは破線で区画。内面は口縁に環硲文、下位に圏線。呉須の発色は良く、濃肯色。， 10.0 用物座
I JI。外面は竹垣に菊。内面は口縁に環培文。呉須の発色は良く、明青色。

10 11.6 3.2 4.3 下之御庭
II。外面は青海波、微塵唐草文、菊花文の連続からなる区割り文。腰部は雷文帯と 2条の圏線。
内面は口縁に環絡文と花文の組合せ。呉須の発色は良く、明青色。

11 11.2 3.4 4.6 
II, 如慈頭風k区画し、上位し青海波、点描、下位に梅花文と円内に菓文、腰部に短線を巡らせる。内面

図一—
は口縁に環路文と花文の紺合せ。呉須の発色は良く、儒青色、ただし内面は滲んでいる。高台径は小さいe

12 12.0 4.6 5.1 下之御庭
II。外而は唐花文、微塵唐草で充填。晶台に圏線。内面は口緑に圏線と環培文。呉須の発色は

版 I 良く、濃青色。高台を斜めに削る。

13 11.6 4.4 5.0 下之御庭
II。外面は人物（奴）文。尚台に圏線 2条。内面は口縁に圏線と環塔文。尚台は薄手。図版60、

61 
40の身である 。

14 l2.6 8.2 3.2 下之御庭
輪花ill1。外面は幾何学文、高台及び腰部に圏線。内面は菊花文を密に施し短線で充填、窓絵に

図 I 花文、見込に二友文。呉須の発色は良く、明者色。外底面は釉を掻き取る。

15 13.6 8.0 2.4 下之御庭
輪花Ill1。外面は花と歿唐草、腰部に 2条圏線。点描等を密にし、口縁近くに梅花文。見込みに
花文と竹文。呉須の発色は良く明脊色。見込に目痕。外底面は釉を掻き取る。

16 10.4 6.0 2.1 下之御庭
内面に点描と詩文文、菊花文の区割り。見込は者海波と菊花文？。呉須の発色は悪く 、淡青色。

17 10.0 5.6 2.0 下之御庭
内面に点描と詩文文からなる区割り。見込は短線と不明の文様。呉須の発色は悪く、淡青色。

I 皿
18 10.8 6.5 2.2 下之御庭

内面は口縁に波文を巡らせ、見込に牡丹、扇など、 「□島の大和さくら」。緑で絵付け。口唇

' 
に錆釉。

19 10.8 5.8 2.5 下之御庭
口緑に丸文、見込に「富貴長春」銘の銭。呉須の発色は良く濃青色。口唇に鮨釉。

’ 
20 11.0 6.0 2.1 下之御庭

口縁に大根、地は青く塗りつぶす。見込に「1駁制」。呉須の発色は良く、憑青色。口唇に箔釉。

I 

21 27.0 15.4 3.0 漏刻門 M2-127他
大1Il1。外面に草花文、品台近くに 3条の圏線。内面は七宝文による区画、区画内は不明の文様。
口唇に錯釉。

22 8.0 5.2 7.6 下之御庭
外面に菊花、牡丹、葉文を密に施す。高台及び腰部に圏線 3条。内面は口縁に環塔文。呉須の

I 発色は良く｀明青色。

23 7.2 
外面は窓絵,_梅木、笹、 藤、菊花文で、隙間を微腿唐単文で充填する 。腰部は雷文帯。内面は

I 口縁に環路文。呉須の発色は良く 、濃青色。

24 筒碗 7.4 用物座
外面は徴座唐草文。内面は環塔文（手書き？） 。呉須の発色は良く、暗育色。

＇ 
25 7.0 下之御庭

外面は一面に青海波文。腰部に圏線。内面は不明の文様と太い圏線。呉須の発色は良く、濃青

I 色。

26 3.8 下之御庭 LS-118 
腰部に稜を持つ。銅版転写と型紙摺りの組み合わせ。花樹文、褐色は銅版で絵付け。背（明肖
色）は型紙で行う c 腰部及び高台に圏線，高台内に「屋満登製 I.
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第18表本土産印判手観察表

図版
器種

ut測値 (cm) 出土地区

番号 口径底径器高 地区 グリッド等
分 類 文 様 等

27 8.0 3.9 4.5 下之御庭
外面に蔓唐草、花文。口縁し環路文。高台に 2条の圏線。婦台内に「東洋軒製」。具須の発色

I 
は弱く、淡青色。口唇に錆。

28 7.4 3.7 5.2 用物座 Ll0-125 
腰部から直に立ち上がる。外面に山水図。呉須の発色は弱く淡暗青色c

L— 小碗

29 7.8 3.8 4.3 下之御庭
腰部に稜を持ち開くように立ち上がる。外面には庭園図。高台に圏線。緑と褐色で絵付け、発

I 
色は良い。

30 7.4 用物座
口縁1-環路文、下位に唐子と蝶（童子虫遊び文？）、晶台近くに 2条の圏線。

31 7.0 3.3 4.4 
丸みを持った器形。絵付けは緑で、松樹唐子文と童子虫遊び文、発色は良いと

I 

32 小杯 7.0 2.5 2.7 下之御庭
開く器形。内面に山水閻。発色は勅く、淡肯色。

33 8.0 用物座 L 9-126・127 
口縁が内彎。外面に唐草。呉須の発色は良く、肯色。口唇に錆釉。

34 漏刻門 !114-124 
急須の注口。口の部分に丸文を施す。呉須の発色は弱く、淡青色。

急須

35 用物座 K 10-124 
小型の急須の注口。不明の文様、呉須の発色は弱く淡青色。

36 10.3 7.1 8.1 下之御庭
碁笥底。幾何学文を密に施し区画内し花唐草文、腰部に雷文伯。緑は銅版転写で絵付け、青は

I 蓋物
型紙摺りで行う。腰部及び口縁内面は釉を掻き取る。

37 漏刻門 北西
外面は口緑に雷文帯、下位に不明の文様。呉須の発色は弱く滲んでいる、淡青色。内面は無釉。

38 段重 10.2 8.8 2.0 下之御庭
外面,_不明の文様。型紙梱りと銅版転与の組合せ。

39 10.2 4.1 2.8 下之御庭
碗の釜。外面に菊花唐早文、摘みは櫛歯状文、内面は環路文。呉須の発色は良く、明青色。

， 

40 8.8 4.3 2.4 
碗の蓋。外面に人物（奴）文、摘みは 2条の圏線、内面は環培文。呉須の発色は良く、濃青色。

I 
13の蓋である。

H 10.8 8.8 木曳門 M2-128・129 
盃物の盃。口縁部近くに四角で区画された菊花文を連続的に施す。上位は草花文。呉須の発色

＇ 蓋
は良く、濃青色c

42 試掘
蓋物の盆。外面は草花文。呉須の発色は良く、明青色。

I 

43 10.8 10.0 1.8 下之御庭 U-119 
蓋物の盗。牡丹と蝶、緑は銅版転写で絵付け、青は型紙摺りで行うが滲んでいる。

＇ 
44 10.8 9.2 1.7 廣福門 北西

蓋物の蓋。花唐草と蝶、呉須の発色は煽＜滲んでいる、淡青色。

45 8.5 6.8 2.8 下之御庭
牡丹を陽刻。周辺を呉須で塗りつぶす。釉を比較的厚く施す。

水滴

46 6.5 3.5 2.0 下之御庭
文箱を模す。草花文を施す、呉須の発色は良く、濃青色。

47 9.6 漏刻門 M2-122 
口縁部は平坦。外面は肯海波の地文に白抜きの箇文。波線の区画内は不明（太極？）。内面は

I 
口縁部以下は無釉。若十退色しており呉須は不明瞭、淡青色。

48 香炉 8.0 試掘
口縁部が膨らむ。外面は四角で区両された菊花文を連続的に描く。内面は口緑部以下は無釉。

『
呉須の発色は弱く、淡青色。

49 廣福門 北西
口縁は花文を巡らせ、下位に不明の文様。内面は口縁を施釉するが、下位は無釉。

第22節本土産陶器

第61図である。産地でみると薩摩、肥前などがあり、その他に南九州系、関西系がみられる。産地ごとに述

べる。

蔭摩及び南九州系

1-8である。 1-4は黒薩摩で、壺、甕がみられる。 1はやや長頸で、口縁は大きく屈曲。口径20.2cm。

木曳門Ml-143出土。 2は無頸壺で、口径20.8cm、口唇部を厚くつくる。用物座K9-125出土。 3は口径19.0cm、

口唇は三角形。下之御庭出上。 4は大型甕で、口径44cm、口唇端部と上面を縄目状文に形成。釉は剥落。下之

御庭。 5は南九州系の壺で、黒色釉を原く施す。口縁は大きく外反、口径16.0cm。木曳門。 6-8は龍門寺系

で、急須、香炉があり、鮫肌を特徴的とする。 6は筒形の香炉で、口径10.6cm、口唇部が内面に張り出す。淡

黄褐色の釉。下之御庭。 7は香炉の底部で突起状の脚を貼付。淡黄褐色の釉を施す。木曳門M9-148。 8は急

須で口径5.8cmのやや平低な器形。赤みを帯びた釉。下之御庭。また、図は省略したが、白薩摩も得られてい

る。

肥前系

9-11で、内野山、唐津、武雄がみられる。 9は内野山の碗、底径は4.5cm、青緑の釉を施すが剥落。漏刻門

M2-128埋土。 10は錆絵で内底面に山水を描いた碗、淡い黄褐色を呈する。底径は4.9cm。下之御庭。 11は平低
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な器形の碗で、くすんだ青色の釉を施す。底径は5.0cm。木曳門M2-137出土。

備前

12-16である。 12・13は揺鉢である。12は口径36.0cm、底部近くまで残る。立ち上がりがきつく、口縁部の
つくりは薄く鍔状に形成。木曳門。 13は口径28.0cm、口緑部は厚く方形をなす。表採。 14は甕で無頸。内面は
ロクロ痕が明瞭。下之御庭。15は口縁部を逆L字に形成し、かなりの厚手であることから大型の壺と思われる。
白色鉱物を多く含む。下之御庭。16は壺もしくは甕の底部で、底径24.8cm。内外に輪積み痕が残る。地区不明。
京・信楽及び関西系

17-26は京・信楽、 27-34は関西系である。

17・18は碗である 。17は丸碗で、口径12.2cm、底径3.8cm、器高は4.6cm。内底面に笹文。18世紀後半の所産。
木曳門15-134。18は底径4.3cm、内底面に草文。17世紀末-18世紀前半。木曳門M9-148。19-23は皿である。
19は内底面に鉄絵、底径は3.9cm。廣福門北西。20は底径4.1cm、内底面に不明の文様。用物座。21は底径4.2cm、
内底面に不明の文様、顔料は剥落。地区不明。22は内底面に松樹文。底径は7.7cmで、つくりは薄手。18世紀
後半-19世紀。下之御庭。23は輪花皿、底径は7.2cm、内底面に不明の文様。 17世紀末-18世紀前半。下之御
庭。 24は袋物で、胴の最大径は10.6cm。外面全体に草花文を描くが、顔料は剥落。用物座Kl0-124。25は急須
もしくは上瓶、外面全体に草花文を描くが顔料は剥落。26は蓋で、底径13.6cm。木曳門16-133-135。
27・28は碗である。27は、口径14.6cm、底径6.2cm、器高6.7cm。口縁部は外反。内外に白土で圏線及び渦文。

19世紀。地区不明。28は丸碗で、底径3.6cm。内面に緻密に草花文を描くが顔料は剥落、一部に赤い顔料が残
る。 18世紀後半-19世紀前半。瑞泉門。 29は皿で、中皿程度の大きさ。底径は10.6cm。くすんだ青色の釉。木
曳門Ml-141。30・31は蓋である。30は底径12.8cm、口径14.7とやや大きな器形。 19世紀。漏刻門M2-123。31は
底径11.5cm。外面は褐色の釉、絵付けは顔料が剥落。木曳門16-130。32は袋物で、腰部が折れる 。胴の最大径
は11.2cm。18世紀後半-19世紀前半。表採。 33・34は行平鍋で、いずれも淡黄褐色の釉を施す。33は蓋。下之
御庭L3-119。34は身で、片口の部分。蓋受けの部分は無釉。試掘。

瀬戸・ 美濃

天目を中心に得られた。天目は35-39で、 35は口縁が直線的なもの（口径12cm、廣福門北西）、 36は屈曲す
るもの（口径11.8cm、廣福門北西）である。底部は37の碁笥底をなすもの（底径3.8cm、下之御庭）と、 38・39
の高台をつくる二者に分かれ、 38は高台内を削り出すもの（底径4.0cm、木曳門L&-132・133)、39は削り出さな
いもの（底径4.7cm、用物座Ll-123) に分けられる。 40は大皿で、淡青色の釉を施す。 17世紀、御深井（おふけ）
系。漏刻門M3-124。41は杯で、胴部が若干くびれる。外面に圏線 3条。18世紀後半-19世紀初。下之御庭L8-
120。
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第23節沖縄産施釉陶器

器の表面に釉薬を施す一群で、「上焼（ジョウヤチ）」とも呼ばれる。施釉される釉薬には灰釉・鉄釉• 黒
釉・白釉（白化粧＋透明釉）などがあり、その上から緑釉を流し掛ける例もある。器種は碗・小碗・小杯・

皿・大皿・小鉢・大鉢・鍋．壺・急須・蓋・酒器・ 小壺・ 瓶・火炉・火取・灯明具などが確認されている。以

下に各器種の分類概念を記し、個々の詳細は観察表に譲る。（第19表）

1. 碗（第62図）： I類一灰釉単掛けの直口碗でフィガキー。外面や内底に鉄絵や白土で文様を施す (1、2)。
II類ー外反口縁でフィガキー (II-a) と内底蛇の目釉剥ぎ (II-b、C)がある。 aは黒釉単掛けで内面及

び内底に鉄釉で文様を施す (3~ 5)。bは黒釉と白釉を掛け分ける (6)。 cは白釉単掛けで外底に墨書を施

すもの (7)、飴釉や呉須で文様を施すもの (8~10)、赤絵や緑釉を施すもの (11~15) がある。 III類ー外面

に六角形の面取りが巡るもので、白釉単掛けで無文 (16)。W類一筒碗と呼ばれる円筒形の碗で、内底蛇の目
釉剥ぎを施す。腰部が丸みを持つもの (N-a) と腰部に稜を持つもの (N-b) がある。 aは灰釉または白

釉の単掛けで、白土象嵌を施すもの (17)や呉須で文様を施すもの (18) がある。 bは白釉単掛けで呉須や飴
釉で文様を施す (19)。

2. 小碗（第63図20~43) : I類ー内湾口縁で灰釉単掛け (I-a)、鉄釉単掛け (I-b)、白釉単掛け

(I-c) に分類される。 aはフィガキーあるいは底部露胎で、無文のもの (20、21、23)、白土で「西」の銘

を施すもの (22)、外面に線彫りと鉄釉で文様を施すもの (24)、白土象嵌を施すもの (26、27) がある。 bは
底部露胎のもので、外底に鉄釉で文様を施す (25)。 cは畳付露胎、内底蛇の目釉剥ぎのもので、外面に呉須

で文様を施すもの (29)、赤絵と緑釉で文様を施すもの (30) がある。 II類一器形が筒形のもの。白釉単掛け

で総釉後口唇部、外面腰部、畳付を露胎にする。外面に呉須と飴釉で文様を施す (28)。III類ー外面に六角形
の面取りを巡らせるもので、灰釉または鉄釉の単掛けで畳付露胎 (31、32)。31は外面に呉須で「院」の銘を

施す。 W類ー外反口縁。灰釉単掛けで高台露胎、内底蛇の目釉剥ぎを施すもの (N-a)、白釉単掛けで骨付
露胎、内底蛇の目釉剥ぎを施すもの (N-b)、灰釉と白釉の掛け分けで畳付露胎のもの (N-C) がある。

aは外面に鉄釉で文様を施す (33)。 bは外面または内面に呉須で文様を施すもの (34~38、40、41) や、内

底に呉須で「沖縄神社」の銘を施すもの (42) がある。 cは外面に呉須で「共進會（？）」の銘を施す (39)。
v類一胴上部をすぼませる外反口縁のもの。灰釉単掛けで無文 (43)。

3. 小杯（第63図44~47) : ロ縁部が外反するもので、灰釉単掛けで無文のもの (44、45)、透明釉単掛けで
外面に呉須で文様を施すもの (46)、呉須と飴釉で文様を施すもの (47) がある。

4. 皿（第64図） ： I類ー内湾口緑で口唇部を稜花状に成形するもので、白釉単掛けで内底蛇の目釉剥ぎを施
すもの (I-a)、鉄釉と白釉 (52) あるいは緑釉と白釉 (53) を掛け分け内底蛇の目釉剥ぎを施すもの
(I -b)、透明釉単掛けで底部露胎のもの (I-c) に分類される。 aは無文のもの (51)、内底に圏線を巡

らすもの (48、49)、外面及び内底に文様を施すもの (50) がある。 cは両面に線彫りと呉須の文様を施すも

の (54、56) と、内底に赤絵を施すもの (55) がある。II類一口縁部が逆「ハ」の字状に立ち上がる器高の低
い皿で、灰釉単掛けでフィガキー (57、58)。III類ーロ縁部が外反するもので、白釉単掛けで畳付露胎、内底
蛇の目釉剥ぎを施す。内面に呉須で文様を施すもの (59~63)、内面に呉須と飴釉で文様を施すもの (64)、内
底に緑釉で文様を施すもの (65) がある。W類ー全形は不明だが底部は平底を呈する。白釉単掛けで無文。袋
物の可能性もある (66)。

5. 大皿（第65図67) : 内湾口縁。鉄釉と白釉の掛け分けで畳付露胎、内底蛇の目釉剥ぎ。無文。

6. 小鉢（第65図68、69) : 内湾口縁。 68は灰釉単掛けで外面に白土象嵌を施す。 69は緑釉単掛けで無文。
7. 大鉢（第65図70~91) : I類ー内湾口縁で高台を持つもの (I-a) と平底のもの (I-b)がある。 a

は鉄釉と灰釉 (70)、または鉄釉と白釉の掛け分け (71) で内底蛇の目釉剥ぎ。 bは飴釉と灰釉の掛け分けで
畳付露胎である (72)。II類一口縁端部を肥原させるもの (II―a) と口折のもの (II-b) がある。 aは灰
釉単掛けのフィガキーで無文 (73) と両面に鉄絵を施すもの (74) がある。 bは鉄釉単掛けのフィガキーで内
底に鉄釉で文様を施すもの (75~78、90)、鉄釉と灰釉の掛け分けで内底蛇の目釉剥ぎ (88)、鉄釉と白釉の掛

け分けで内底蛇の目釉剥ぎ (79~82) がある。 91は鉄釉と白釉の掛け分けで総釉。内底に目跡が残る。 III類一
外反するもので平口縁 (III-a) と波状口縁 (III-b) がある。 aは鉄釉と灰釉の掛け分け (83) と鉄釉と白
釉の掛け分け (84) がある。 87は大形のもので口縁内面に蓋受部を設ける。 bは白化粧の上に黒釉を施釉する
もの (85) と緑釉と灰釉の掛け分け (86) がある。
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8. 鍋（第66図92-105) : I類ーロ縁部が「く」の字に屈曲し胴部が球形のもの。鉄釉単掛け (92、94、95)

と灰釉と白釉の掛け分け (93) がある。 II類ーロ縁内面に蓋受部を設け腰部が張るもので、小形 (100、101)

と大形 (98、99)がある。鉄釉単掛け、または鉄釉と白釉の掛け分けで外底と口縁内面を露胎とする。 102-

105は小形の鍋の蓋で、鉄釉単掛けのものと鉄釉と灰釉を掛け分けるものがある。 102は外面に丸彫りの文様を

施す。 1II類一楕円形の胴部に注口と把手を持つもので、いわゆる行平鍋。 96は飴釉単掛け、 97は鉄釉と灰釉の

掛け分けである。

9. 壺（第66図106-112) : I類ー「アンダガーミ」と呼ばれる小形の四耳壺。黒釉あるいは鉄釉単掛けで無

文 (106-110)。II類ーロ縁が朝顔状に開く大形の壺。黒釉単掛けで無文 (111、112)。

10. 急須（第67図113-125) : I類一胴部が球形で腰部が張るもの。白釉単掛け (113、114)、黒釉単掛け

(115、116、119、120)、灰釉単掛け (117)、白化粧の上に瑠璃釉を施釉するもの (118) がある。 113は外面に

呉須で「院」の銘を施すもので、小碗31とセット関係にあると思われる。 114は外面に呉須と飴釉で文様を施

す。 II類一高台と陶製の把手を持つ大形の急須で、アンビンと呼ばれるもの。 121は白釉単掛けで外面に呉須

と飴釉で文様を施す。 122-125は黒釉単掛けで無文。

11. 蓋（第67図126-136) : I類一急須の蓋で、撮を持ち庇上面が平坦なもの (I-a)、庇上面が緩やかに

傾斜するもの (I-b)、滑り止めを持たないもの (I-c) とに分かれる。 aは鉄釉単掛けで外面に白上で

文様を施すもの (126)、灰釉単掛けで白土象嵌を施すもの (130)、白釉単掛けで呉須や飴釉で文様を施すもの

(127-129) がある。 bは灰釉単掛けで無文 (134)。 cは鉄釉で文様を施す (133)。II類ー小碗の蓋で、撮の

中央がくぼみ庇上面が膨らむもの (II―a) と庇上面が段をなし端部を内側に折り曲げるもの (II-b) があ

る。 aは白釉単掛けで外面に呉須と飴釉で文様を施す (131、132)。bは黒釉単掛けで無文 (135)。1II類一庇

が「ハJの字状に開くもので、滑り止めを持たない。灰釉単掛けで無文 (136)。

12. 洒器（第67図137-142) : I類一胴部に稜を持ち口縁部を階段状に成形する。外面に呉須や飴釉で文様を

施す (137、138、140)。II類一胴部が球形のもの。白釉単掛けで外面に呉須や飴釉で文様を施すもの (139)

と、褐釉単掛けで丸彫りの文様を施すもの (141) がある。 1II類ー上面観が五角形を星するもの。飴釉単掛け

で無文 (142)。

13. 小壺（第68図143-149) : I類ー無頸壺で口の小さいもの (I-a) と広口のもの (I-b)に分かれる。

aは水滴と呼ばれるもので、 143は黒釉単掛けで無文、 144は灰釉単掛けで線彫りの文様を施す。 bは鉄釉単掛

けで口唇部露胎 (145)。II類ーロ縁が朝顔状に開くもので、いわゆる油壺。黒釉または飴釉単掛けで胴部に稜

を持つもの (146、147) と、黒釉と灰釉の掛け分けで胴部が球形のもの (148、149) がある。

14. 瓶（第68図150-153) : I類ー玉縁口縁を呈する瓢箪形の長頸形で、嘉瓶と呼ばれるもの。黒釉単掛けで

無文 (150)。II類ー中形の長頸瓶。白釉と鉄釉を掛け分け外面に丸彫りの文様を施す (151)。1II類ーいわゆる

抱瓶。灰釉単掛けで外面に線彫り文様を施す (152)。W類一筒形の花生。白釉単掛けで外面に呉須と飴釉で文

様を施す (153)。

15. 火炉（第68図154-163) : I類一円筒形の火炉で口縁部に火窓を持つ。 154は鉄釉単掛けで外面に丸彫り

文様を施す。 155は脚を貼付するもので、灰釉単掛けで無文。 156と157は褐釉単掛けで高台を有する。 157は外

面に丸彫り文様を施す。 II類一胴部中位をすぼませ腰部が張るもので、肩部に獣面の外耳を貼付する。灰釉単

掛けで内面露胎 (158)。III類一胴部が球形を呈するもので、底部に高台を持つもの (159-162) と脚を貼付す

るもの (163) がある。 159と160は黒釉単掛けで160は外底に墨書を施す。 161と162は鉄釉単掛けの大形の火炉

である。 163は灰釉単掛けで内底に釘穴（？）を穿つ。

16. 火取（第69図164-178) : I類一円筒形を呈するもの。 164は黒釉単掛けで無文。 165-167は鉄釉単掛け

で、 166は外面に丸彫り文様を施す。 168は褐釉単掛けで外面に丸彫り文様を施す。白釉単掛けのもの (169-

172) は無文 (171)、口縁部に緑釉を流し掛けるもの (169、170)、外面に呉須で文様を施すもの (172) があ

る。 173は外面に白釉と灰釉を掛け分けるもので、内面は露胎。 174と175は灰釉単掛けで外面に白土象嵌を施

す。 176は鉄釉の上に緑釉を流し掛け、外面に白土象嵌を施す。 II類一胴部が丸みを帯び口縁部が内湾するも

ので、胴部が球形に近いもの (177) と胴部中位をすぼませるもの (178) がある。外面に鉄釉と灰釉を掛け分

け、口縁部に飛鉤で文様を施す。

17. 灯明具（第69図179) : 内底に灯心受を持つ脚付の小杯。黒釉単掛けで底部露胎。無文。
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第19表 a 沖縄産施釉陶器観察一覧

図番号器種部位 口径 器高底径

l 胴～底― - 7.0 

2 底―- 6.4 

3 口～底 13.0 6.1 6.6 

4 胴～底，一

5 

6 

特 徴

I : 外面に鉄絵で圏線 2条、外底に鉄絵で丸文、内面に鉄絵で圏線 2状。

I : 内底に鉄絵と白土で丸十字文（？）。内底に砂粒溶着。

II― a : 内底に鉄釉で圏線、丸文。内底にアルミナ溶着。畳付に白土塗布。

出土地点

表採

木L8-140 

廣北西撹乱

胴～底，一

[I― a : 内底に鉄釉で圏線、丸文。外底に墨四で丸文（巴文？）。畳付に白土塗布。 1下撹乱

II-a : 内底に鉄釉で圏線、丸文c 外底に「寄」の墨苔。内底にアルミナ溶着。畳付に白土塗布。 試掘

口～底 I13.2 11-b: 内面気泡状に釉が剥離c 畳付に白土塗布。

碗

十一
9

[10
-
11
-
12-13
-
14

第

62
図
（
図
版
63)

~ 

6,2 

6.2 

6.0 5.7 

5.9 6.5 

6.1 5.2 

5.9 6.2 

II-C : 外底に「南京口口」の島書。内底にアルミナ溶着。畳付に白土塗布。

II― C : 外面に飴釉で格子文。内底にアルミナ溶着。

II-C : 外面に呉須で巴文。内底にアルミナ溶狩。

呈／巨I:戸I'戸）I言言I昔三痣匡柔豆且弓告こ弓号ご巨主合；争圭戸;f主戸；ナ容着

漏1¥12-124埋土中

下撹乱

木L10-131 

下撹乱

木Ml-133

下撹乱

下撹乱

木L10-146 

下表採

! '.!'.: 内：三浴着

戸

―
27-28

下撹乱

木L9-137

下撹乱

下撹乱

下撹舌L

木Ml-143十下撹乱

下撹乱

痰東西溝

> • :::::•J: 部アレ伍着

下撹乱

29
[
30 

三
碗ヽ

~
 

ー

-̀36 

第

63
図
（
図
版
64)

口～底 Is.2 I -C : 外面に赤絵で「二」の銘。内底に緑釉で巴文。内底にアルミナ浴着

III: 面取りは胴部と腰部の 2段c 外面に呉須で「院」の銘。昼付に白土塗布。

III: 面取りは胴部と腰部の 2段。借付に白土塗布

IV-a : 外面に鉄釉で丸文（？）。外面の灰釉の発色は不良．

用Ll-125

木Ll0-166

用撹乱

木Ll0-130

下撹乱

木M0-140

下撹乱

下撹乱

木

下撹乱

[V~b : 外面に呉須で山水文。 木

I 

37 

[V- b : 内底に呉須で草花文（京焼の模倣か？）。昼付に白土塗布．

IV-b : 外面に呉須て菊花文。内面に呉須て唐箪文。畳付に白土塗布．

下撹乱

下撹乱

IV-b : 外面に呉須で菊花文、外底に「院」の銘。内面に呉須で唐草文、内底に二里圏線、花文 I不明

38

口
性
」
42

喜 J¥1-b: 外面に呉須で銀文。位Mに白土塗布。内底にアルミナ溶着

N-C: 外面に呉須で「共進含(?)Jの銘。畳9寸に白土塗布。

N-b: 内底に呉須で花文。外底に鉄釉塗布c

底 I -I -I 3.7 I N~b : 外面に呉須て印花文（？）。内底にアルミナ溶着。外底に石灰質付着。

胴～底 I-I -I 4.0 I lV ~b : 内底に呉須で「沖縄神社」の銘。

旦
- V: 口緑形態はべっ甲口。内面鞘槌跡明瞭。

~:~ I~::;::~ 色は不良。外底中央に灰釉塗布。

2.0 I外面に呉須で豹皮文。

2.4 I外面に呉須と飴釉で横線文を施す。外面腰部は削り成形跡明瞭。

木 L10-142 

廣北西撹乱

木L7-134 

用M2-128埋土

漏M3-126

下撹乱

木MB-147

廣北西撹乱

下撹乱

下撹乱

130 ! _ ! ~I :-: 璽II塁尋〗［〗戸二三二／三:: ll冒已
5.0 j - C : ロ唇部露胎。外面に圏線 4条、内底に赤絵で丸文（家紋？）

、1.2 1-C : ロ唇部に鉄釉塗布。外面に唐草文、内底に巴文E

10.6 !I : 昼付と外底に砂粒溶着

6.7 n : 鍋等の蓋の可能性あり

6.7 Ill : 内面に呉須で鋸歯状文、蘇鉄文（？）。内底露胎部にアルミナ溶着．

5.6 IJJ : 内面に呉須で縦位の区画文・梅花文。内底露胎部にアルミナ溶貯．

不明

下撹乱

木Ml-141

下撹乱

下撹乱

下撹乱
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第20表 b 沖縄産施釉陶器観察一覧
図番号 器種 部位 口径 器高 底径 特 徴 出土地点、

61 口～底 14.2 3.7 6.8 [I]: 内面に呉須で「三」字形文を 5個施す。内底露胎部にアルミナ溶着。 下撹乱

6第4一6―2― 口～胴 14.0 m: 内面に呉須で斜格子文（四方紺文を意識か？）． 下撹乱

図 63 底 8.3 m: 外底中央を円形に削る。内底に二重圏線 ・呉須で丸文（家紋？） ， 下撹乱

＾ 版図一64 
IDI 

口～底 m: 内面と内底に呉須と飴釉て染花文。内底露胎部にアルミナ溶着。13.4 3.8 5.8 下撹乱

芭』 底 6.8 [I]: 外底中央を円形に削る。内底に緑釉で巴文。内底露胎部にアルミナ溶着。 下撹乱

66 底 4.1 N: 外底露胎部に砂目、黒色粒溶若。 漏M2-127

67 大皿 □-底 22.0 6.2 10.6 内底露胎部は 2mm幅、 4mm幅、 6mm幅の同心円形。 6mm幅にアルミナ溶着。 下撹乱

68 ロ 14.4 灰釉の発色は不良。外面に白土象嵌の菓文、圏線。 用L6-123
小鉢

緑釉の発色は口縁部のみ良好で、他は不良。 下撹乱69 ロ 15.0 

70 口～胴 22.8 I-a . 灰釉の発色は不良。内而に鈍黄色の石灰質が付着。 木L9-148

71 口～底 24.2 10.8 12.4 I-a : 口唇部に一部溶着痕あり。内底露胎部にアルミナ溶着。 下撹乱

72 口～底 20.2 8.7 9.8 l-b: 両面に飴釉の釉垂れあり。 下撹乱

73 口 26.0 a-a : 両面に帷槌跡明瞭。 用L7-124 
I 

74 口～胴 26.0 1]―a : 両面に鉄絵で草花文、横線文。口縁部に鉄錆が付着。 廣M0-121

75 口 27.6 Il-b: 鍔上面は部分的に露胎。 木M0-143
I 

76 口 28.0 □-b : 鍔の外側と内側で釉の発色が異なる。内而帷梃跡明瞭。 下撹乱
第 I 

65 77 胴～底 9.2 Il-b: 内底に鉄釉で圏線と丸文（蛇の目か？）。外底に「全」の墨書。 木M0-144
図 ＇ 78 底 7.6 U-b: 内底に鉄釉で丸文。内底露胎部に目跡（？）が溶着c 木~10-132鳳.-. I 

79 口～底 27.0 11.4 11.9 □-b : 内底露胎部に素地土溶着。位Mに白土途布。 下撹乱

@ 80 大鉢 口 D -b : 焼成不良で一部釉が剥落。 下撹乱

81 胴～底 11.0 II-b: 内底に白土で施文。露胎部に砂粒、アルミナ（？）が溶着。 漏M3-127

82 底 11.6 Il-b: 外底に鉄釉で花文（？）。内底露H台部にアルミナ溶着。 木M0-143

83 口～胴 26.0 皿ー a: 灰釉の発色は不良。内面に圏線（？） こ 用撹乱

84 ロ 24.0 [I―a : 口緑部に約1.5cm幅の注口を持つン 木M2-136

85 ロ・底 27.5 (13.8) 9.8 川一 b: 黒釉の下に白化粧を施す。内面と内底に緑釉流し掛け。 廣Ml-121・Ll0-124
I 

86 口～胴 111-b: 内面輛櫨跡明瞭。口縁部に約1.5cm幅の注口を持つ。 木L3-134

87 口～胴 :n.9 Ill-a : 蓋受部の幅は約1.5cm。両面に淡黄色の石灰質付着。 木L10-144 

88 底 10.2 11-b : 内底に鉄釉で丸文。鐙（寸に白土を塗布。 下撹乱

89 底 10.0 [I: 内底に白土と鉄釉で印花文（？）。内底に墨書（判読不可） ． 用撹乱

90 底 10.2 U-b : 内底に鉄釉で丸文。外底に「近」の墨書。 下撹乱

91 底 10.6 Il-b: 内底に頂ね焼きの目跡 2個残存、わずかにアルミナ溶着。 下撹乱

92 ロ 18.4 I : 外面口繰部に紐状の横耳を貼付。内面胴部に鉄釉を薄く塗布。 用K3-128

93 ロ 15.4 I : 外面口緑部に白釉塗布。 試掘
I 

94 口～胴 15.2 I : 蓋受部は釉を掻き取り、砂粒が付珀。 下撹乱
I 

95 ロ 19.0 I : 蓋受部に黒色粒が付着。内面饒帖跡明瞭。 下撹乱

96 鍋 胴 m: 外面に明赤灰色の石灰質が付着。内面僻儘跡明瞭。 木Ml-141
I 

97 把手 Ill. 先端が算玉形に膨らむ器形。内面悦饉跡明瞭。 下撹乱
第 98 ロ 18.2 II: 両面饒饂跡明瞭。蒸受部に砂粒（？）が付着。 下撹乱

醤99 口～底 22.8 12.0 9.8 Il: 外而に釉垂れ、外底面に糸切り跡明瞭。蓋受部は露胎でアルミナ溶着。内底に白土溶着。 下L7-118 

凰.-. 100 口～底 13.6 7.3 7.3 II: 外面に飛鉤。蓋受部と内底は釉を掻き取り、蓋受部に白土塗布。 下撹乱

101 鍋 口～底 13.7 8.9 6.4 II: 蓋受部と内底は釉を掻き取る（内底は蛇の目）。蓋受部に白土塗布。 下撹乱
包 102 撮 4.1 外面に花文(?) C 内面饒雑跡明瞭。 木Ml-134

103 撮 4.8 撮頂部に白土塗布。内面に目跡（？）溶若。 用LD-124 
蓋

104 撮～庇 4.3 3.6 12.2 庇端部と撮頂部に白土塗布。内面に施釉工具跡明瞭。 下撹乱
I 

105 撮～庇 4.8 4.0 11.6 外面に紫黒色の窯墜溶着。庇端部に白土塗布。内面に施釉工具跡明瞭。 下撹乱

106 口 12.2 I : ロ唇部は施釉跡釉を掻き取る。内面に釉垂れあり。 試掘
I 

107 口 15.0 I : 口縁部断面に積み上げ跡が確認できる。 試掘

108 口 10.0 I : 頸部断面に積み上げ跡確認。素地は沖縄産無釉陶器に類似。 下撹乱

109 壺 胴 I : 外面の鉄釉の発色は不良。内面帷輯跡明瞭。 廣L10-125 

110 胴～底 10.4 I : 外底の施釉は雑。内面帷櫨跡明瞭で、内底にアルミナ溶着． 下撹乱

111 口 16.4 j[: 内面口緑部の施釉は雑で気泡あり。 (112と同一固体か？） 漏M4-126埋土中

112 底 20.6 a : 饉付に白土裕布し、その上にアルミナ浴着。 (111と同一固体か？） 漏l¥14-126埋土中

113 口～胴 6.3 I : 外面に呉須で「院」の銘。内面の灰釉の発色は不良で、翰饂跡明瞭， 下撹乱
I 

114 胴～底 4.4 I : 外面に呉須と飴釉で雲能文。内面に一部アルミナ（？）と鉄錆が付着◇ 下撹乱

第
115 口～胴 6.6 I . 内面輛盤跡明瞭で、注口裏に 7mm程度の孔を縦に 2個穿つ。 木L5-134

67 116 口～胴 7.8 I : 口唇部は釉を掻き取る。両面醗粧跡明瞭． 下撹乱
図

117 注口 I : 内面饒櫨跡明瞭で、注口裏に約 7mmの孔を三角状に 3個穿つ。外面に白土象嵌で線条文。 木~11-147
、屡一．

118 
急須

注口 I : 外面は白化粧の上に瑠璃釉を施釉。内面の灰釉の発色は不良で、輔翰跡明瞭。 木l¥11-139

堕 119 底 6.1 I : 内而読轄跡明瞭。 木Ml-141
I 

120 底 2.7 I : 外底中央を円形に削る。内面に浅黄橙色の石灰質付着。 木L10-143 

121 口～胴 8.6 ロ：口唇部に白土塗布。外面に黒釉と呉須と飴釉で圏線、 花弁文（？）。把手及び注口基部に 下撹乱
緑釉流し掛け。内面注口裏に約 6mmの子Lを三角状に 3個穿つ。
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第21表 c 沖縄産施釉陶器観察一覧
図番号 器種 部位 口径 窃PO古I叫 底径 特 徴 出土地点

122 把手 u . 内面の施釉は雑で、紫黒色の窯整（？）溶行。 廣北西撹乱

123 口 11.0 II: 外面に灰赤色の窯壁溶蒼。内面輛轄跡明瞭て、浅黄橙色の石灰質付着。 木M0-144
急須

124 胴 II: 両而に灰白色の石灰質付培。内面輔櫨跡明瞭。 漏M2-127

125 胴～底 10.6 II: 内面輛槌跡明瞭で、黒釉が一部溶着。 木M0-146十用撹乱

126 庇～底 6.0 3.9 I -a : 外面に白土で豹皮文。素地は沖縄産無釉陶器に類似。 炭M0.122

127 庇～底 9.0 6.6 I-a : 外面に呉須で巴文。内面に白土塗布。 下表採

128 庇～底 7.0 4.4 I-a : 外面に呉須と飴釉で花弁文、圏線c 下表採

129 庇～底 6.8 5.0 I -a : 外面に呉須で「院」の銘。内面中央のみ施釉。 下撹乱
I 

130 庇
I 

7.6 I -a : 外面に白土象嵌で斜格子文、花弁文(?). 下撹乱

第 131 蓋 撮～底 8.0 3.1 6.8 II-a : 外面に呉須と飴釉で牡丹文。 下撹乱
67 I 132 撮～底 10.2 3.4 9.0 II-a : 外面に呉須と飴釉で圏線、丸文、薬文、斜格子文、花文。外面に H跡 4ヶ所あり。 下撹乱図—-

．版図` ー1 3 3 
庇 7.2 I -C : 外面に鉄釉で花弁文（？）を施す。 木M3-138

134 庇～底 8.6 I-b: 鉄釉を薄く施釉した上に灰釉を施釉。 木Ll0-141

6ヽ8 135 撮～底 5.2 2.6 13.2 11-b: 庇内面端部の釉を掻き取る，両面に気泡あり。 漏

136 庇 16.6 m: 庇端部の釉を掻き取り、白土塗布。内面に釉垂れあり。 下撹乱

137 口～底 4.6 10.9 7.4 I : 外面に呉須と飴釉で花弁文、斜格子文。注口基部に緑釉流し掛け 下撹乱

138 胴～底 7.1 I : 外底面蛇の目釉剥ぎで露胎部にアルミナ浴箱。内面饒帷跡明瞭で鉄釉を雑に施釉。外面 下撹乱

に呉須と飴釉で圏線、花弁文、斜格子文。注口基部に緑釉流し掛け。

139 胴～底 6.8 II: 外底面蛇の目釉剥ぎで露胎部にアルミナ溶着。内面饒櫨跡明瞭で鉄釉を雑に施釉。内底 下撹乱
酒器

に器物片が溶着c 外面に呉須と飴釉で花弁文、圏線。
I 

140 胴 I : 外面に呉須で柳文（？）。内面帷輯跡明瞭， 木M8-149
I 

141 胴～底 7.2 II: 外面に竹槃文。外面腰部に器物片浴着。内面帷翰跡明瞭 不明
＇ 
142 胴～底 10.4 Ill: 外底中央を円形に削る（碁笥底か？） ． 漏M5-124埋土中

143 口 7.6 I -a : 外面気泡あり。内面帷乾跡明瞭。 下撹乱

144 口～胴 3.4 I -a : 外面に花弁文、斜格子文。内面に砂粒が溶着 下撹乱

145 口 6.0 I -b : ロ唇部は施釉後釉を掻き取る。内面饒粧跡明瞭＿ 木Ll0-132

146 小壺 口 4.7 II: 外面から内面頸部まで黒釉を施釉。内面帳但跡明瞭． 木

147 胴 II: 外面から内面頸部まで飴釉を施釉。内面椅帖跡明瞭． 下撹乱

148 口～胴 2.5 II: 外面から内面頸部は黒釉、内而頸部以下は灰釉施釉。内面輛梃跡明瞭。 下撹乱

149 底 3.4 II: 外面は黒釉、内面は灰釉を施釉。内面輛桃跡明瞭。 下撹乱

第 150 ロ ・胴 6.0 I : 内面饒輯跡明瞭。口緑直下の施釉は雑。黒釉の下に鉄釉を薄く施釉。 木＋下撹乱
68 I 

図 151 胴 [[: 内面帷櫨跡明瞭。外面鉄釉部分に線条文． 木
I 瓶

’ 闊152 胴～底 23.4 m: 外面に松竹梅樹文。 漏M2-127十廣M1-125 

153 胴～底 11.4 lV : 内面帷槌跡明瞭。外面に呉須で竹文、呉須と飴釉で横線文。 木M3-137

堕 154 口～胴 13.5 I : 内面口縁に逆「L」字形の器物受を貼付。外面に圏線、斜線文。 下撹乱

155 底 10.5 I: 外底而閲整（ナデ）跡、内面椀盤跡明瞭， 木

156 口～底 16.1 12.4 11.0 I : 内面続輯跡明瞭。外面に蘇鉄菓文 C 内底に砂粒がわずかに溶着 木M0-145
I 

157 口～胴 I : 内面粒槌跡明瞭。外面に固線 2条 廣北西撹乱
I 

158 胴～底 11.0 n : 外面に獣面（獅子）の外耳を 1対貼付。外面に鈍橙色の石灰質付着． 木1¥110-143
火炉

159 口～底 14.2 14.0 10.7 m: 高台に半円形の扶りを 3ヶ所入れる。内底に目跡？溶着． 下撹乱
I 

160 胴～底 10.9 m: 外底に「御座敷所」の墨店。外底に器物片溶芍っ 下撹乱
I 

161 ロ・底 28.0 (23.7) J6.4 m: 外面に灰白色の石灰質が付着。内面内面帷帖跡明瞭。素地は沖縄産無釉陶器に類似。 木MS-149

162 底 19.0 皿：両面に浅黄橙色の石灰質が付着。内底に器物片溶着． 下撹乱

163 底 10.6 m: 内底（脚）に釘穴 (7) を穿つ。内底に釉が一部付着 用撹乱

164 口～底 11.1 9.1 7.7 I : 外面に圏線 2条。内底に煤跡（？）が付着 下撹乱

165 口～底 10.6 8.0 7.3 1 : 外面全体に丸彫りの横線を施し、杉状の器形を呈する 下撹乱

166 ロー胴 9.9 J : 内面帷饂跡明瞭。外面に圏線、線条文。内底に淡黄色の石灰質が付着． 下撹乱
＇ 167 底 7.5 ］：外底は碁笥底状を呈する。内底は中央を除き灰釉を施釉。 木M0-140
I 

第
168 胴～底 10.6 I : 外面に竹葉文（？）、圏線。昼付に白土を塗布。内面饒輯跡明瞭。 用Kl0-125

I 

69 169 口～底 10.8 8.2 7.2 I : 白釉の上から口縁部に緑釉を施釉。畳付に白土を塗布． 木M9-149
図 I 

170 胴～底 (10 6) 7.9 7.1 I : 白釉施釉後腰部を掻き取り、口緑部に緑釉を施釉。畳付に白土を塗布> 下表土

凰
I 火取

木171 ロー胴 10.8 I : 外面に圏線。内面に煤跡が（寸着

70 172 口 I : 器形は直口口縁で面取り。外面に呉須で印花文(?). 下撹乱
一

173 胴～底 4.0 I: 外面腰部まで白釉、腰部から底部まで灰釉を施釉。畳付に白土を塗布。 下撹乱

174 口 8.8 .I : 外面に白土象嵌で園線、菓文(?)' 康北西撹乱

175 胴～底 7.0 l : 外面に白土象嵌で圏線、花文， 木Ml-143

176 口 l : 器形は直口口縁で面取り。外面に白土象嵌で斜格子文を施した後、緑釉を施釉。 下撹乱

177 口～胴 10.8 n : 外面に鉄釉と灰釉を掛け分け、露胎部に飛鉤。 廣北西撹乱
I 

178 口～胴 10.0 II: 外面に鉄釉と灰釉を掛け分け、露胎部に飛鉤。 下撹乱

179 u明具 口～底 5.4 4.8 4.1 外底面は糸切り跡明瞭コ中央に釘穴を穿つ． 下撹乱

※口径・器高・底径の単位はcmで、 （）内は推定値。下之御庭＝下、用物座＝用、漏刻門＝漏、廣福門＝廣、木曳門＝木と略記。接合は＋と表記。
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第24節沖縄産無釉陶器

「荒焼（アラヤチ）」とも称される高火度焼成された焼き締め陶器である。基本的には無釉だが、マンガン

釉や泥釉などの自然釉が施釉される例もある。器種は碗・小杯 ・皿・急須・火取・ 火炉・燭台・鉢．揺鉢．

壺• 徳利・盤・水滴・瓶・蔵骨器・甕などが確認されている。以下に各器種の概要を記し、詳細は観察表に譲

る。（第22表～第23表）

1 . 碗（第70図 1-10) : I類一高台剖りの浅い直口碗 (1、2)。II類一直口口縁で腰部が張るもの。高台

剖りは 1類に比して丁寧。無文のもの (5、6、8、9) と外底に判を記すもの (3、4) がある。 3と5は

黒色の釉を施釉する。 m類ーロ縁端部を外側に折り曲げる筒形の碗で、両面胴上部に黒褐色の釉を施釉する

(7)。W類一皿形を呈する器高の低い碗で、内底に判を記す (10)。

2. 小杯（第70図11、12) : 腰部が張り口縁部が外反するもので、 薄手で高台の成形も丁寧。無釉のもの (11)

と外面に黒褐色の釉を施釉するもの (12)がある。いずれも無文。

3.illl(第70図13-18) : I類一口縁部が逆「ハ」の字状に開く小皿で、外面の一部に黒色の釉を施釉する。

鍋等の蓋の可能性もある (13)。Il類ー大形の皿で口縁部の形態は不明だが、 I類と同様の器形を呈すると思

われる (18)。m類一高台を持たない平底の小皿で、腰部に稜を持つもの (14)。内湾気味に立ち上がるもの

(15-17)がある。後者ば灯明皿として使用されるため、口唇部に煤跡が付着するもの (16) もある。

4. 急須（第70図19-23) : I類一球形の胴部を持つもの。口縁内面に蓋受部を設け、外面胴部に淡黄色の釉

を流し掛けるもの (19)や、無文のもの (20、21)、有文のもの (22) がある。 Il類一筒形で内面口縁部に蓋

受部を設けるもので、内面上部に灰色の釉を施釉する (23)。

5. 火取（第70図24) : 腰部に稜を持つ筒形のもの。底部は平底で口縁部は方形を呈する。

6. 火炉（第70図25-28) : I類ー肩部で内側に屈曲し方形の把手を 1対貼付するもの。25は把手直上に圏線
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を巡らす。 28は円盤状の脚を貼り付け、外底面に線彫りで文様（判か？）を施す。Il類一筒形を星するもので、

半円形の火窓を設け外面に文様を施すもの (26) と、口縁端部が外側に張り出し内面に L字状の器物受を貼付

するもの (27)がある。 27は両面に褐灰色の釉を施釉する。

7. 燭台（第70図29) : 底部に逆台形の脚を貼付するもので、上半部は欠落しているが灯心受の存在が予想さ

れる。

8. 器種不明（第70図30) : 高台脇に削りを人れる薄手の底部片で、高台例りは施されず平底を呈する。

9. 鉢（第71図） ： I類一平底の底部からほぼ直口する桶形のもの。口縁部の断面形態がT字状のもの (31)

と方形のもの (32-34)があり、外底に判を記すもの (35) もある。また、口縁部が逆「ハ」の字状に開く大

形の浅鉢 (36) もある。Il類ー「ミジクプサー」と呼ばれる内湾口縁の平底鉢で、頸部がすぼまるもの (37)、

口縁部が晰面三角形状に肥厚するもの (38、39)、舌状のもの (40、41) とに分かれる。外面に櫛描きで文様

を施すもの (38-41)が多いが、無文のもの (37) もある。 39は両面に褐灰色の釉を施釉する。 m類一口縁部

を外側に折り曲げ鍔縁状を呈するもので、鍔や胴部に線彫りで文様を施すもの (42、43、47)や無文のもの

(45、46、48、49) がある。また、口縁部の張り出しが弱いもの (44) もある。 42は両面に褐灰色の釉を施釉

する。

10. 揺鉢（第72図） ： I類一口縁部が逆「ハ」の字状に開く器形で、口縁部直下に扶りを入れ稜を形成する。

内面全体に揺目を施し、口縁部のみ揺目をナデ消す (50-57)。底部は平底が主だが、高台を持つもの (58、

59) もある。 50と56は外面の一部に黒褐色の釉を流し掛ける。 II類ーロ縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を呈する

もの。内面全体に揺目を密に施し、口縁部のみ揺目をナデ消す。底部は平底で高台を持たない (60-66)。

11. 壺（第73図67-72) : 67と69は肩部に紐状の横耳を貼付する玉縁口縁の壺で、外面に灰褐色の釉を施釉す

る。 68は肩部に文様を施すもので、外面に黒褐色の釉を施釉する。 70は肩部に紐状の縦耳を貼付する大形の無

頸壺で、外面にタタキ調整の跡が残る。 71は口縁端部を外側に折り曲げるもので、口縁部に黒褐色の釉を流し

掛ける。 72は丸みを帯びる中形壺の胴部で、内面に暗青灰色の釉を施釉する。

12. 徳利（第73図73、74) : I類一胴部が砲弾形を呈するもので、「ターワカサー」あるいは「鬼の手（ウニ

ヌティー）」と称されるもの (73)。Il類一胴部が楕円形を呈する大形の徳利で、内面に暗灰色の釉を施釉する

(74)。

13. 蓋（第73図75-77) : I類一庇上面を膨らませ端部が外側に張り出すもので、庇頂部には宝珠状の撮を貼

付する。急須あるいは壺に対応するものと思われる (75)。Il類一壺に対応するもので、撮を持たず庇上面を

平坦に雑に成形する (76)。m類ー「ハ」の字状に庇が傾斜するもの。滑り止めを持たず撮の有無も不明であ

る (77)。

14. 水滴（第73図78、79) : I類一胴部に突帯を巡らすもので、外面に黄緑黒色の釉を施釉する (78)。Il
類一胴部が横長の楕円形を呈するもので、外面に淡黄色の釉を施す。肩部に「申」の銘を 1対施す (79)。

15. 瓶（第73図80) : 口縁が内湾する長頸の瓶で、外面に明赤灰色の石灰質が付着する。胴部以下の器形は不

明。

16. 蔵骨器（第73図81-83) : I類ー有頸の甕形蔵骨器で、口縁内面に「光緒十九年癸・・・」の銘書を施す (81)。

JI類一肩部に瓦屋根を模した庇を持つ甕形のもので、外面に線彫りと貼り付けで文様を施す (82、83)。蔵骨

器はいずれも外面にマンガン釉を施釉する。

17. 甕（第73図84-88) : I類ー肩部に最大径を持ち、口縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を呈するもの。 84は外

面に線彫りと貼り付けで文様を施し、淡黄色の釉を施釉する。 85は口径が 1mを超える大形の甕で、両面に線

彫りと貼り付けで文様を施す。 86は甕の底部で、外面腰部及び内底に灰白色の石灰質が付着する。 87は鉢JI類

に似るもので、外面に線彫りと貼り付けで文様を施す。Il類一口縁部をわずかに開きながら直線的に立ち上が

るもので、口縁部は晰面半円形を呈する。 (88)。
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第22表 沖縄産無釉陶器観察一覧

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 特 徴 出土地点

l 碗 底 5.0 I : 素地は淡橙色粒子で微砂粒混入。内面帷槌痕。高台剖りは円錐状で浅い 木 L5-133
2 碗 口～底 14.0 5.8 5.6 I : 素地は灰赤色粒子で堅緻。両面輛蘊痕と回転擦痕。高台剖りは浅い。 下撹乱

3 碗 口～底 14.8 6,0 6.6 II: 素地は黒褐色粒子で砂粒混入。外而回転擦痕。外底に「二 (?)」の判を記し黒色釉を施釉。 木

4 碗 口～底 12.1 5.6 5.6 [I: 索地は灰色粒子で器色は灰赤色。外面回転擦痕、内面帷餞痕。外底に「一」の判c 木 L7-131 
5 碗 口～胴 lO.O II: 索地は鈍赤褐色粒子。内面翰粒痕。両面に黒色釉を施釉。 下撹乱
{j 碗 口～底 13.6 6.3 5.2 II: 素地は鈍赤橙色粒子で砂粒混入。外面回転擦痕。内而輔報痕。外面石灰質付着。 木

7 碗 口～底 14.3 8.4 5.5 m・ 素地は暗赤褐色粒子。 内面輸乾痕。外底に「一？」の判か。両面胴上部に燻褐色釉を施釉。 木

8 碗 胴～底 5.7 [1・素地は灰赤色粒子で堅緻。外面回転擦痕、内面樅櫨痕。 木， 碗 胴～底 6.0 ll: 索地は灰色粒子で砂粒混入。外面回転擦痕、内面鞘盤痕。外底に「＊？」の判。 木

10 碗 底 5.1 w・ 素地は鈍橙色粒子で微砂粒混入。内而輔盤痕。内）氏に「五」の判。蓋の可能性あり 。 下撹乱

11 小杯 口～底 5.6 2.8 2.3 素地は褐灰色粒子で堅緻。器色は灰褐色。外面回転擦痕 C 木 L7-131 
12 小杯 口～底 5.2 3.3 2.4 索地は灰褐色粒子で堅緻。外面回転擦痕。両面に黒褐色釉を施利I, 下撹乱

13 1lil 口～底 12.9 2.7 5.8 I : 索地はII音赤褐色粒子で徴砂粒混入。外面に黒色釉を施釉。蓋の可能性あり 。 木

第 14 Ill! ロー底 10,2 1.6 8.2 Ill. 素地はII音灰黄色粒子。両面皿転擦痕とナデ。 全形は不明。 木 L3-13l
7図0 15 IIlI ロー底 9.2 1.9 4.5 m: 素地は褐灰色粒子。外面回転擦痕。外底に「二？」の判か。全（本的に薄手。 木

.版図-. 1 6 皿 口～底 11.4 2.4 4.8 
OJ : 素地は明赤褐色粒子で黒色粒混入。外面鞘槌痕と回転擦痕。外底の成形は雑。口唇部に

煤跡付普。
川撹乱

ひ 17 Jlll ロー底 10.7 2.8 4.5 [I]: 素地は赤灰色粒子で器色は灰赤色。外面帷槌痕と回転擦痕。外I氏の成形は雑。 炭北

18 JIil 底 13.9 I]. 素地は灰赤色粒子で器色は鈍赤褐色。両面回転椋痕。蓋の可能件あり c 下撹乱

19 急須 ロ 6.0 1 : 素地は灰色粒子で微砂粒混入。内而回転擦痕とナデ。外面に黄釉流し掛け， 席南北滴

20 急須 口～胴 10.4 I : 素地は黒褐色粒子で器色は灰赤色。外面回転擦痕とナデ、内而回転擦痕。 木

21 急須 胴 ［：素地は鈍赤褐色粒子で微砂粒滉人。外面回転擦痕とナデ、内而賄轄痕。 ~'11-143 
22 急須 口～胴 9.6 I・．索地は灰赤色粒1-で堅綴内面粒徳痕。外面に樹線、点亥lj文、斜格子文。現代逍物の可能性高い ド撹乱

23 急須 口 22.0 11: 索地は灰色粒fて器色は鈍赤褐色。外面に条線？内面口縁部に灰色釉を施釉。 下撹乱

24 火取 口～底 11.4 6.3 6.0 素地は灰赤色粒子で竪緻。外面皿転擦痕とナテ、内而回転擦痕と椀輯痕。 木 L10-136-M0-130 
25 火炉 ロー胴 12.0 I . 素地は鈍赤褐色粒子。内面回転掠痕とナデ。外面に圏線。把手の孔は直径約 Icm。 下撹乱

26 火炉 ロ 17.0 
I : 素地は橙色粒子で器色は褐灰色。外面に菊花文。内而に器物受あり。両而にマンガン釉

不明
を施釉。

27 火炉 口 13,6 [I. 素地は鈍赤褐色粒子。両面回転擦痕とナデ。口縁部は断而三角形状。 下撹舌L

28 火炉 底 14.2 
[I・素地は灰赤色粒子で堅緻。外面回転椋痕とナデ、内而輛梃根。外底に「一 ？」の文様

木 LB-134
（判か？） 。

29 不明 胴～底 10.0 3.3 8.2 素地は鈍橙色粒子。両面回転擦痕とナデ。全形は不明。 木 L5-132 
30 不明 底 8.8 索地は鈍桁色粒子c 外面回転擦痕、内而輛槌痕。外底糸切り痕明瞭。全形は不明。 漏 M3-127

31 鉢 ロー底 21.6 7.7 16.2 
I . 索地は橙色粒子。外而同転擦痕とナデ、内面轍撻痕。口緑部は1析面T字形で肥原帯下部

木 M0-142
に扶りを入れる。

32 外 口～底 23.0 10.1 16.7 
I . 索地は鈍赤褐色粒子て堅緻。器色は灰赤色。外面回転擦痕、内面轍帖痕。口緑部は断面

方形で内側端部が張り出す。外底の成形は雑。
木 LlG-144

33 鉢 口～底 21.7 10.6 11.0 
I : 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。器色は灰赤色。外而回転擦痕、内而輛盤痕。口縁部は浙面

方形て内側端部が張（）出す。
廣北西撹乱

34 鉢 口～底 17,8 5.9 13.1 I : 索地は橙色粒子c 外面回転擦痕、内面帷祗痕。底部1協の成形は雑。 木 M2-147

35 鉢 胴一底 10,8 
I : 索地は鈍赤褐色粒子で堅緻。外而回転椋痕とナデ、内面回転掠痕。外面に圏線。外底に

木
「キ？」の文様（判か？）。

36 鉢 口～底 48.8 5.9 37.8 I : 索地は灰赤色粒子で石灰粒混人。外面回転擦痕とケズリ、内面回転擦痕。 木

37 鉾 口～胴 13.8 [[. 素地は暗赤褐色粒子て堅緻。両面回転擦痕。内面に黒褐色の釉を施釉。 木第
71 

鉢
a: 素地は鈍赤褐色粒子で器色は灰褐色。両面回転掠痕。口縁部は断面二角形で肥原帯下部

用 L1-124 図 38 口 21.0 
に扶りを入れる。外面に 6木櫛の波状文。

凰39 鉢 口～胴 15.8 
II: 素地は灰赤色粒子。両面回転擦痕。口縁部は断面三角形で肥犀帯下部に袂りを入れる 。

廣北西撹乱

72 `  
外面に 5本櫛の波状文。両面にマンガン釉を施釉。

40 鉢 口 21.4 IT: 素地は灰赤色粒子。両而回転擦痕。外面に圏線、 5木櫛の波状文c 下撹乱

41 鉢 口～胴 21.4 IT: 索地は鈍橙色粒子。両面回転擦痕。外面に朋線、 6本櫛の波状文＿ 下撹乱

42 針~ 口～胴 33.2 
Ill: 索地は赤褐色粒子で堅緻。器色は暗赤褐色。内面回転擦痕。鍔端部に縄目文。外面に唐

木
車文？両面にマガジン釉を施釉。

43 鉢 口 Ill: 素地は鈍赤褐色粒子。外而回転擦痕。内面帷鑢痕。鍔上面に圏線 2条、端部に縄目文。 F撹乱

44 鉢 口～胴 17.7 [[I. 素地は鈍赤褐色粒子で器色は灰褐色。両面饒鑢痕と回転擦痕。鍔端部に圏線。 木 L0-137 
45 鉢 ロー胴 37.6 Ill: 素地は橙色粒子c 両面轍輯痕と回転擦痕c 下撹乱

46 鉢 口 37.4 m: 素地は鈍赤褐色粒子で器色は褐灰色。両面回転擦痕。外面に圏線、 木 M1-145 
47 鉢 口～胴 44.0 [IT : 索地は橙色粒子。外面回転擦痕、内面輛櫨痕。鍔上面に圏線、外面に圏線と波状文： 下撹乱

48 鉢 底 22.8 
[I]: 素地は鈍赤祀色粒子で器色は赤褐色。外面回転掠痕とナデ、内而轍帖痕。外面に突帯？

下撹乱
底部中央にtLを 1個穿つし底部成形は雑。

49 鉢 胴～底 20.8 Ill: 索地は橙色粒子。両而翰槌痕と回転擦痕。底部成形はT寧． 下 L7-118 
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第23表 沖縄産無釉陶器観察一覧

図番号 器種 部位 口径 i',ロ~ロ．古四 底径 特 徴 出土地点

50 揺鉢 口～底 28.4 12.8 10.4 
I : 索地は鈍赤褐色て微砂粒混人。両面輸梃痕と回転擦痕。内面に16本櫛の揺目を右匝転て

下撹舌L
施し、口緑部はナデ消す。外面一部に黒褐色釉を施釉。

51 協鉢 口 31.4 
I . 索地は鈍赤褐色粒子て器色は灰赤色。両而回転擦痕。内而に 6本櫛の拙目を施し、口縁

下撹乱
部はナデ消すc

52 揺鉢 口 26.8 
I : 素地は灰色粒子て微砂粒況人。器色は黒褐色。内向に16本櫛の揺Hを右回転て施し、ロ

川撹乱
縁部はナデ消すっ

53 揺鉢 口
I : 素地は鈍赤褐色粒子て器色は鈍褐色。外而回転擦痕。内而に13本櫛の揺目を右回転て施

木 ~10-142
し、口縁部はナデ消す。

54 拙鉢 口 I : 素地は橙色粒子。両面饒陰痕, I付面に10本櫛？の拙目を施し、口縁部はナデ消すc 下撹乱

55 揺鉢 口 I : 索地は鈍赤褐色粒［。両面回転掠痕C内面に15本櫛の櫛目を施し、口緑部はナデ消す。 廣北西撹乱
第
72 56 揺鉢 口 I . 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。両而回転控痕。内面に播日を施す 3 外佃に開褐色釉を施釉。 木

図 57 揺鉢 口 22.2 I : 素地は鈍赤褐色料子。内而に揺目を施し、口縁部はナテ消す。 木 L9-140

祠版 5 8 揺鉢 底 l4.8 I : 素地は橙色料子。両面回転控痕。昏付に刻日、外底に櫛t:L胴部との接合面に櫛目を施す。 廣 Ll0-125

73 59 揺鉢 底 17.0 I . 素地は鈍赤褐色粒子。両血阿転擦痕。外面に圏線。内底に揺日を施す。 下撹乱
＿ヽー

TI : 素地は鈍赤褐色て堅緻。両面阿転擦痕。 1J,J面に15本櫛の揺日を右回転て施す。鍔上面に
60 揺鉢 口～胴 23.0 下撹乱

圏線。

61 揺鉢 口 25.8 
TI : 索地は赤閲色粒子こ両面回転掠痕ご内面に拙目を密に施し、口緑部はナテ消す 3 鍔上曲

下撹乱
に圏線。

62 拙絆 ロ 29.2 
II. 索地は赤柑色粒—了 e 両面回転擦痕。内而に揺目を密に施し、口緑部はナデ消すc 鍔上面

木M0-144
に1巻I線。

63 拙鉢 11 
II: 素地は赤褐色粕子c 外而回転椋痕。内面に揺目を密に施し、口縁部はナテ消す。鍔上面

下撹乱
に圏線。

64 揺鉢 口 32.4 n . 素地は赤杞色粒子＾内而に揺Hを密に施し、口縁部はナデ消す。鍔_l面に1巻I線。 木L9-143

65 拙鉢 胴～底 11.2 
IT: 素地は明赤褐色粋子。外iifi回転擦痕とナテ。内面に揺 ~I を密に施す。外面一部に限？が

ド撹乱
付将（文様か？）。

66 拙鉢 胴～底 7.5 ll: 素地は橙色粒子。外11n阿転擦痕とナデワ内面に揺日を密に施す。焼成不良。 下撹乱

67 壺 口～胴 12.0 肩部に紐状の横耳を貼付。外面に灰褐色釉を施釉。 木

68 壷 /11叶 素地は赤褐色粒子。両而回転擦痕。外血に花文を押印。両面に黒褐色釉を施釉。 木

69 壺 胴～底 12.7 素地は赤褐色粒子。両面箭植痕と回転椋痕。外面に灰褐色釉を施釉 下撹乱

70 壺 胴 素地は灰赤色粒子c 外面匝l収擦痕とタタキ痕。肩部に紐状の縦耳を 3個貼付。 木 L3、L4-153

71 壺 口 10.0 索地は賠赤1火色粒f。口縁部外面に黒褐色釉、内面一部に黄釉流し掛け。 木

72 壺 胴～底 8.0 糸地は橙色粒了て悩色は灰赤色。両面回転擦痕と靴轄痕。内面にマンガン釉を施釉。 下撹乱

73 徳利 胴～底 6.6 I : 索地は鈍赤褐色粒子。外而回転擦痕。外面に圏線。内面にマンガン釉？を施釉。 下撹乱

74 徳利 口～底 7.5 35.0 12.6 
II: 素地は鈍赤褐色粒子。外血同転椋痕とナデ、内面轍他狼。外面に閉線。内面にマンガン

釉を施釉c

下撹乱

75 恭 撮～底 12.0 3.7 10.0 I . 素地はII廿赤褐色粒子て堅紗九両血に浅黄棺色の石灰質が付着。急須か壺に対応c 廣北西撹乱

76 蓋 庇～底 14.0 5.5 8.2 II: 索地は橙色粒子CI叫面回転擦痕とナテ。壺に対応。 イ＜明

77 蓋 庇 25.0 
lli: 索地は鈍赤褐色粒—f・。外面回転擦痕とナテ、内面回転擦痕。外而に褐灰色釉を施釉。対

廣北西撹乱
応する器種は不明。

78 水滴 口～底 1.8 4.6 4.6 I : 素地は鈍赤褐色粒子。内而指頭痕。外面に縄H文と突帯。両面にマンガン釉を加釉。 漏~12-118撹乱
第

II. 素地は鈍赤褐色粒子 3 内面棘弛痕、外面に「中」の字を 1対施す。外血上半部に黄釉、73 79 水滴 胴 下撹乱
図 下半部に赤灰色釉を施釉ヘ

.閏-80 耽 口 8.0 素地は褐灰色粒子。外面同転擦痕、内面帷帖痕と回転擦痕→ 木

I : 素地は橙色粒子。内面帷他痕と回転探痕。外面に圏線、蓮花文、内面に「光緒十九年癸
7ヽ4 81 依骨器 口 33.0 廣北西撹乱

・・・」の困書。外而にマンガン釉を施釉5

82 威氏J".H而"" 胴
IT: 素地は鈍赤褐色粒子。庇上面を軒瓦状に、庇端部を縄目状に成｝核両面にマンガン釉を

木Ml-129
施釉c

83 蕨骨器 胴
II: 素地は鈍赤褐色粒子。内面院軽痕。外而に辿花文、縄目文、丸文、兼文。外面にマンガ

試掘
ン釉を施釉c

84 甕 u 63.8 
I : 素地は赤褐色粒子で石灰粒を多景に混入。内面回転擦痕。外面に圏線、丸文。外面に黄

木Ll0-144
釉を施釉。

85 甕 口～胴 102.2 
T : 素地は赤橙色粒子。外面回転擦痕、内面翰幅痕。鋳上面に圏線、外面に圏線、突帯、内

卜撹乱
面に圏線。

86 甕 胴～底 37.0 
I : 素地は鈍赤褐色て石灰粒混入。器面はアバタ状。外面回転擦痕、内面輔輯痕と回転擦痕。

下撹乱
内底に石脅付着，

87 甕 口 66.8 
I : 索地は鈍赤褐色粒子で器色は灰赤色。両面回転擦痕とナデ3 鍔端部に縄目状、外面に唐

下 L3-119・撹乱
草文（牡丹か?) C 

88 甕 口～胴 76.0 
II. 素地は鈍橙色粒子て器色は明赤褐色。外面回転擦痕、内血帷轄痕。外面に圏線、丸文

下撹乱
（丸文は圏線の上に貼付）じ

※口径・器高・底径の単位はcm。下之御庭＝下、用物座＝用、漏刻門＝漏、廣福門＝廣、木曳門＝木と略記。
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第25節土器

1 . 沖縄貝塚時代前期の土器

沖縄貝塚時代前期に相当すると考えられる土器片が出土している。第74図 1・3は奄美系土器である面縄東

洞式の系統と考えられる資料であるが、 3は仲泊式の可能性もある。同図 2も同じく奄美系の嘉徳II式の系統

と考えられる。これらの資料の出土は首里城跡に先史時代からの遺跡が存在した可能性を示すものであるが、

戦後の開発によって撹乱された層から出土している為、詳細は不明である。

2. 沖縄貝塚時代後期の土器

沖縄貝塚時代後期に相当すると考えられる土器の口縁部と底部が出土している。第74図 4の壺のD縁部は焼

成が良く硬質である為、時代が更に新しくなる可能性もある。貝塚時代後期と考えられる資料は旦的にも少な

く細片である為、詳細は不明である。

3. グスク土器

一般的にグスク土器と呼称されている土器が出土している。第74図6は口縁部が「く」の字に外反するもの

で、口径が大きいことから鍋もしくは鉢と考えられる資料である。同図 7は胴部が膨らみ口縁部は直口する壺

で、同図 8は胴部が膨らみ口縁部は緩やかに外反する壺である。同図 9は器種不明の底部片である。同図10は
口縁部が外傾する皿である。同図11・12・13は口縁部が外反する鉢と考えられる資料である。同図14の小型の

土器は胎土や素地などの特徴からグスク土器の範疇に含まれるものとして本項で扱った。

4. 宮古式土器

第74図15は宮古式土器の壺で、混入物に多鼠の砂が含まれているのが特徴である。

5. 硬質土器（抱烙）

ここで扱う硬質土器とは、胎土は精選され、砂粒・黒色粒・赤色粒・雲母を混入し、輸轄引きや指撫によっ

て成形され、焼成は悪く触れると粉末が指に付着するもので、器体表面は乳白色を基本とし、灰色の素地をサ

ンドウィッチ状に挟み込むようになっている。今回の調森では浅鉢（第74図16-18)の破片とそれに付属する

と考えられる把手が確認できたが、そのほとんどは小破片であったので詳細は不明である。壺屋古窯跡I(註

1)で報告されている「フライパン状製品」や鹿児島県の浜町遺跡（註 2)で報告されている抱烙（ほうろく）

と呼ばれているものに器形は類似している。『抱烙とは索焼き土鍋の一種で物を抱るのに用いる庖尉具である。

また河内国埴田・筑前国柳河よりでるものは埴田抱烙といわれ茶器として賞用される。茶の湯では炭手前に必

要な道具で土鍋ともいい、炭手前は風炉の灰を入れ、灰杓手の付属品を添えて持ち出すようである（註 3)j。

平成13年2月10・11日に開催された九州近世陶磁学会にて今回出土した硬質土器の所見を求めたところ、学会

に集まった各都道府県の埋蔵文化財関係者から抱烙であるという意見を頂いた。以上の事から出土した硬質土

器は抱烙とし、本来は土器の範疇から外れるものであるが、今回は本項で扱った。

註 1: 島 弘『壷屋古窯群 I』 那覇市教育委員会 1992年

註 2: 『浜町遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター 2000年

註 3: 加藤唐九郎 編『原色陶器大辞典』株式会社淡交社 1993年

6. 蓋状製品

本製品は撮みを付けない被せ蓋と考えられる資料で、焼成は悪いため、触れると粉末が指に付着するのが特

徴である。首里城跡京の内の出上例では、蓋の平面観が円形となるものと方形となるものが確認されている。

今回の調査で出土した資料は平面観が円形のもの（第74図21) のみが確認できた。本資料も本来は土器の範疇

から外れるものであるが、今回は本項で扱った。
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第24表土器観察表 単位： cm 
図

番号 分類 器種 部位 口径 底径 特 徴 焼成図版 器 色 器面閲整 混入物 胎土 出土地 低 名

口唇．丸、口縁やや外反 外面’暗茶柑色
良好 両而樵で

砂粒・貝穀片
I ロ

文様’押引き文
粗 ,l:L9-165 而純東洞系

内面茶褐色 石英
I 

2 前期 口 文様綾杉文 両面’灰褐色 艮好 両而撫で
砂粒•貝殻片

伍英
粗 ＊ 嘉徳 I1系

I 

鉢
口唇平、口縁’やや外反 外面黄褐色 砂粒・貝殻片 面縄東洞系？

3 口 良好 両面撫で 粗 木
文様：剌突文 内而赤褐色 七英 仲泊系？

壺
口吾肥厚、口緑外反 砂粒・貝殻片・雲母 時代が新しくなる

4 口 20.l 
器面‘条痕（外面）

両面・黄褐色 硬頂 両而磨き 籍l 木L6-131
赤色粒•黒色粒 可能性あり

I 後期

5 不明 底 底部．稜が明瞭 両面．暗黄褐色 悪い 両而憔で
砂粒・ 9投/:Jc

雑l 下不明
赤色粒・黒色粒

鍋？
口吾舌状、口殺’外反 両面祖色 良好

外而指圧・憮で 砂粒・雲母
内jljj煤が1寸召6 [1 21.1 柑 F 

鉢？ 内而指圧・憮で 赤色粒•黒色粒
＇ 

帝
口唇．舌状、口枯直口 外面暗褐色

良好
外面指斤・撫で 砂粒・貝殻1キ・霊舟

木L7-158 外面．楳が付著7 [J 13.5 
成形．翰校、器而．あばた 内面．暗黄褐色 内而刷毛目

Ill 
赤色粒•黒色粒

＇ 
壺

|」唇丸．口縁やや外反
両面黄褐色 硬瓜

外面憔で・削り 砂粒・雲母
8 ロ 12.1 

成形輪粕
細 用

内而挽で・削IJ 赤色粒•黒色粒
I 

第 底部稜が不明瞭 両面黄祖色 硬質
外而磨き 砂粒（多）・雲母

柑， 不明 底 ll.2 燦北
74 内而｀指憮・指圧 赤色粒・黒色粒
図

外rlri'赤柑色 外而憮で 其UJ

第
10 グスク 皿 口 l2.4 口唇・丸、口椋．外反

,,、)面・黄褐色
良好 柑 ;l,:L6-157 

内而削り 赤色粒•黒色粒
75 外面：赤褐色 両面担で 砂 粒 哭liJ

鳳 II 口 口昏・舌1k.LI殺怖く外反
内面：9仮褐色

良好 柑 下
赤色粒・黒色粒

口唇平、 1:1縁外反 良好
両面，撫で 砂粒・裳HJ

外面煤が付笞12 口 両iJii褐色 祖 木Ml-134

I 不明
赤色粒•黒色粒

口唇．丸、口縁外反 良好
外面．憮で 貝殻片

m 木L7-158 外面，楳が付若13 口 両面・t-0色
内而磨き 黒色粒

I 

成形．給積
外而．暗赤褐色

良好
両而．担で 貝殻片•砂粒

14 胴 粗 ;t:L9-139 
内面．暗灰色 赤色粒・果色粒

宮古式 壼
口唇` 舌状、 U粒外反

映狂 両面磨き
砂粒（多l・ 貝殻片

祖 木 ~10-131 宮古式l5 口 20.G 両面附褐色
成形．帖禎 赤色粒・焦色粒

口~~・丸 両面乳白色
悪＼ヽ

赤色粒•黒色粒
粗 ;,f.:L2・L3-136 16 口 23.1 

I 
成形．懐帷 紫地灰色

17 
口緑．丸 両 l~I 乳白色

悪い
赤色粒・黒色粒

粗 下口 22.2 

I 
成形梢輪 索地灰色

硬質 焙烙 11/~ 
口緑．丸 両面乳白色

悪い
赤色粒・黒色粒

粗 下18 17.8 
成形帷轄 索）應灰色

19 杷手 把手．方形状
両而乳白色

索地灰色
悪い

赤色粒・黒色粒
粗 下

20 把手 28.6 把手，丸 両面褐色 悪い
赤色粒•黒色粒

細 下 陶質土器に近い

蓋状
蓋？ 両面憮で

白色粒・赤色粒
21 

糾品
器（本円盤状の盃？ 両面‘黄褐色 悪い 細 首小明 煤が付杵

黒色粒

※下之御庭＝下、用物座＝用、廣福門＝痰、木曳門＝木、首里城＝首と略記。
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第26節陶質土器

陶質土器とは「アカモノ」と呼ばれるもので、胎土は精選され、混人物に白色粒・赤色粒・黒色粒・ 雲母粒

を含み、輸轄引きによって成形され、焼成が悪く触れると粉末が付着する事が特徴である。器色は褐色を主体

に橙褐色や黄褐色になるが、火炉・鍋・急須・皿（灯明）等の火を受ける器種にば煤が付着している。今回の

調査は火炉・鍋・急須・ 蓋 （鍋・急須） ．鉢・ 1lilなどが確認できた。詳細は下記の通りである。

火炉 口縁の内側には器物を乗せる突起を貼付し、胴部には有孔の把手を貼付するもので、形態から下記の 5

種類に分類を行った。

I : 胴部は球状に膨らみ、口縁部が内傾する器形である。器体の外面に白化粧土で圏線を描くもの、出

土数は僅かだが墨書で文字が書かれたものも今回の調査では確認できた（第75図 1-7)。

I[ : 底部から胴部までは膨らみをもって至り、胴部から口縁へは直線的に至るもの（同図 8)。

m: 胴部は球状に膨らみ、口縁部はほぼ直口するもの（同図 9)。

N: 底部から胴部へ外傾して至り、口縁部は内側に「く」の字に折れるもの（同図10・11)。

v: 底部から口縁部へ逆「ハ」の字に外傾するもの（同図12・13)。

VI : 底部から口縁部へほぼ直線的に至るもの（同図14・15)。

手焙り 第75図16・17は手焙りの落し蓋である。焼成は良好で底面は穴を七つほど設けると考えられる。胎土

などの特徴から陶質土器の範疇から外れるものであり、本来ならば別項で扱う 資料であるが、今回は

陶質上器の項で一括して扱った。

鍋 蓋 ：1lilに似るが内面よりも外面を丁寧に仕上げ、高台状の撮みは外傾して摘み易く作り、端部はズレ防止

の為に僅かに折ったり肥厚させたりしている事などが特徴である（第76図18・22)。

身：鍋はその形態から下記の 2種類に分類できた。

I・ロ縁部は外反して蓋の受け皿を作り、胴部は球状に膨らみ、紐状の杷手を貼付するもの。

※ I類は口縁部の折れ具合から下記の 3種類に細分して第25表の観察表に記号で表記した。

A 口縁部が外反して受け皿をつくる（同図19・20)。

B 口縁部が台形状に折れて受け皿をつくる（同図21)。

C 口縁部を明確に折って受け皿をつくる（同図23・24)。

I[ . 胴部に膨らみを持たず、羽釜状の鍔を巡らせるもの（同図25)。

急須 蓋：急須の蓋はその形態から下記の 3種類に分類を行った。

I・頂部に餞頭状の撮みを付け、底面に高台を作るもの（第76図26)。

I[ . 撮みを付けず、底面に高台をつくるもの（同図27)。

ill・ 端部は水平に折れ、高台をつくらないもの（同図28)。

身：身はその形態から下記の3種類に分類を行った。

I・ロ縁部はほぼ直口して長い頸部をつくり、胴部は「く」の字に折れるもの（同図29・30)。

Il・ロ縁部は微弱に立ち上げる事で短い頸部をつくり、胴部は球状に膨らみを持つもの（同図33)。

m・ロ縁部が外反する事で蓋の受け皿をつくるもの（同図34)。

また、同図31の外耳（紐が残存している資料も確認）や同図32の注ぎ口も出土している。

鉢 鉢はその形態から下記の 3種類に分類を行った。

I : ロ縁部が内傾する器形で、丸彫りの圏線と櫛描の波状文を描く （第77図41・42)。

I[ : 底部から口縁部に向かって直線的に至り、口縁部を水平に外反させるもの（同図43)。

m: 底部から口縁部へやや外傾しながら直線的に立ち上がるもの（同図44・45)。

皿 口縁部付近に煤が付着 している事から灯明皿として使われていたと考えられるものである。陶質士器の範

疇に含まれる資料は第77図47のみで、確認した資料のほとんどが陶質土器の特徴と異なるものである。本

来ならば別項で扱うべきだが、陶質により近いという事から今回は陶質土器の項で一括して扱った。これ

らの資料は火災などによ って2次的に火を受けた可能性も考えられる。器形は底部から口縁部に向かって

「逆ハ」の字になるもので、胴部が僅かに膨らむものを I類（同図46-54)、僅かに外側に開くものを Il

類（同図55)、器形が不明の底部資料（同図56-59) として分類を行った。

不明 第76図35-40は器種不明の底部である。同図35は火炉・鍋、同図36は杯、同図37・38は碗、同図39は花

鉢、同図40は角鉢の様であるが、全形が伺える資料を今回の調脊では確認できなかった。
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第25表陶質土器観察一覧表 単位 ：cm 

tV団肝番サ 器種 部位 口径 咲径 高さ 特 徴 硲 色 混人物 出 I.地

I 11 154 ー ロ行丸い3胴部白色/ti/I:Lの問線あり悶むりあり 両1&iP沿り色 白色粒、赤色粒、黒色粒．実l;J I、カクI 
2 II 20 ー ロ昏丸い 2 胴部．白色化相土の匝1稼あり 圃面暗出色 白色粒、、屯色粒雲母 附l~JOlli

＇ 
3 』lol - m01部 白 1化粧土の1をl線（直線+i皮状）あり， 外而．暗褐色、l'・J面灰紺色 白色粒、赤色粒．黒色粒、雲母 木Ml-136I 
4 火炉 I 底 14.9 ー 胴部白土化柑土の1を1線あり底部高台を作る 外面I,暗褐色．内面．黄褐色 白色粒，赤色粒，巣色料雲母 不明

' 

第 ＂ ロ 14.2 ー ロ営：）いヽ胴部’白土化柑 I.の同緑あり 両iliiIii/褐色 白色粒、赤色粒、黒色和、索母 下カク

G 胚 8 用部．火窓を設ける．白土化料 [·OJ[;[線あり底部裔合を I,~ 両而齢褐色、素／應灰褐色 白色粕、赤色粒、．弔色粒、雰屈 下カク75 
7 胴 一 胴部白土化粧土の圏線あり 2把手穴を上血から穿つ 両血＇賠褐色，索地＇灰褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、実母 ト・ カク

図
8 火炉 U 底 8.7 一 胴部,Eel±化削土の回線あり、底~ji, 高台を（「る： 曲'"111', 褐色、索J也灰色 白色粒、赤色粒．渠色粒．衷1サ I、カク， 火炉w 刷 一 脹1部.1;i」cft机土の圏線あり 外血ll;'i褐色、内1-&1・I火柑色 白色粋、赤色粒、黒色粒は国 Fカク

第
10 11 14.6 II怪：舌，1)く 外r(n黄褐色、jijj桁｝火褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、塞母 木L10-14~ 

76 火炉w
11 底 11.6 底部 l{:S: 面,[1央が（釘かに浮しヽ て＼ヽ る： 両而.1'1褐色 臼色粒、赤色粒．黒色粒、雲母 ;f.: L 10-143 

凶 12 口 21.3 口営：平らこ~ 口楼 .1庫 IがII訊原する 両而阻出色、索）也．焚褐色 白色粒、，A泡粒、焦色粒、宰CJ 木 ~l-139
版

I 火炉V
13 口 20,6 口唇：平ら口様＇内側が肥厚する 両而黄褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、生母 木 ~10-145

14 「l l3.9 
火炉＼＇l

口昏．平ら口t哀内側が肥Iりする二等辺二附＇．の文様あ I)両ffri'橙褐色 白色粒、赤色和，黒色粒、安/:} ドカク

15 11 24.6 日!'I'ほぼ半ら口殺＇内外が肥 11する刷沿t,I色ltfil±([J屈楳あ1両廂'II廿褐色 白色粒、赤色粒、患色粒、．去：／サ ドカク

16 盃 13 8 
J・ 焙り

3.6 端部水平にj/jるa 上面.I天色． ―ドffii'¼:褐色 白色粒、赤色粒、巣色粒、実母 カク

17 l "" 10 9.4 19 端部 破捐しており不11/j_穴 l::つ程つくる ,,,i, 侃黄褐色 1'1色粒、赤色粒、黒色粒、-;>ti,} カク

18 嵌 ／最／端 5.51採if! 18.11沿i各14.9 船み'(位かに外1項するぶ紺部 1,・,かに外側に折れる: 両rn1rll色 白色粒、赤色粒、紺，色粒、実母 Fカク

l9 口 17 受けno,111杓丸い目邸．膨らみが必Jt,tuifよりも周11が小さt,両jfii,.11褐色 1"1色粒、赤色粒．黒色粒、訳屈 FカクI 
20 身 I ロ 22 受けJUI'A.II唇・;t;・jJ;ij日部彬らむ（口Ifよりも肘Ifが1公＼ヽ 1, りfyj,灰褐色 白色粒｀赤色粒、黒色粒、雲母 下カクI 
21 口 17.8 受け1111B 11料乎ら ．胴沿牲らむ（ロitよりも胴itが大き＼ ）両而茶褐色 白色粒、赤色粒，黒色1丸雲川 下カク

＇ 鍋
22 盃 撮／端 41!f.iil 10.3凜if) 2.4 屈み I~ かに外簡する対沿 Ifかに外 ~Iiこ折れる上而 1こ；，加がrm 両而紺色 白色粒、赤色粒.!I¥色粒、・エ屈 下カク

＇ 
23 n 12.5 受け皿.c□行丸い !!1郎：勅らも,11lifよりも関ifがKきし 涵,ro・褐色 白色粒、赤色粒、.'!;¥色粒虞/:J Iヽ・カク

＇ 身 l
24 口 12.5 受1rn:cエ］梧丸t,¥,I部膨らも、(II径よりも困itが大きし I両而Iii;褐色 白色粒、赤色杓、．屯色料、実Ii} トカク

＇ 
25 坊IT 胴 刷部＇羽条， jl;(!J鍔を貼1」外而0)用I和：朱力喰られている 内 rt,i• 橙褐色 白色粒、赤色杓，黒色粒、:,'!/:} l、1.8-120

第 26 益I 船／端 1.9(拍m 8.5(洪11, 3.3 船み (t'l碩形。 上血黄褐色、 1通1怜紺色 白色r:ヽ'・赤色粒．規色粒．寓は ;,f;m-141 

76 27 ;i~n 端 片し灌w81埒往） 1.9 屈み';他し， 1,1雌ti:佑褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、雲討 ドカク

図 28 蓋Ill 埴,,,u, 7.11消i全1 撤みc 竹無不明 1.rir1n. 怜褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、実l<J 廣北jl~カクI 
29 身I 口 6,7 n皆：丸し ¥0 頚部長舟[. 外而，焚褐色、内r/11・灰褐色 白色粒、赤色粒．黒色粒、雲母 木 ~ 1 9-147I 

第 30 怠須 身 j II月 開部’ 「く」の字に{Irれる c 外面．貨祖色、11iilii.灰褐色 黒色粒、・'tf:t 下カクI 

ii 31 外耳 把手 ,fjj を通す為に上 Jiから穴を穿つ '~でて11,1寸： 外而黒褐色、内而悦褐色 臼色粒．赤色粒、煤色粒 ドカクI 

図
32 江口 注口，撫でてII占付。 1、面に煤が(、1-'i:L 両而貨褐色 白色粒、赤色粒、!M色粒、丈母 本 ~10-132

' 

版
33 身ll ロ 7.7 口界．半ら c 頚部短預c 両而橙褐色 白色粒、赤色粒、．屯色粒、宝母 木ol1-147 

34 身m II 12 口fl:丸い 11殺 外反して沿受けを作る 両而・黄氾色 白色粒、赤色和、'H色粒、'_!,:l:t カク

35 底 6.5 内1fliをl・宗に11上げる 外血黒焚褐色、内l紺黄褐色 白色粋、赤色粒、，L，虹色粒，＇誤犀 木L7-118 

36 底 3,5 内外而ともに丁寧にti:~-げる 両面灰褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、裳母 Ill L9-124 I 
37 底 4.9 底部に高台を作る＿ 両而橙柑色 口色粒、赤色粒．巣色和、雲目 木 ~I0143I 不明
38 底 G.4 底部に涵台を作る c 外而・1天褐色．内而苫褐色 白色粒、赤色粒、患色粒、古屑 木f.1().148I 
39 底 7,3 底而1こ穴を設けな内外面に朱を祖装: 両1l1i'赤紺色 臼色粒、赤色粒、黒色粒、実Ji) *1¥ll・134I 
40 ~j; l・,,u・観が方形になる 両面＇袂褐色 白色粒、赤色粒.. 咀色粒、‘玄母 燦北西カク

41 II 24.4 •一 Cl!'i外IWご肥屈［文n:ニ知）丸彫り固杓の間に刷磁l':文 両,m:黄褐色、索地.u,褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、実/:J J'・カク
絆 J

42 11 20.8 口r,丸tヽ，文様＇一条の丸彫り圏線の下に梱描液， I'次 両而恰褐色、索J也灰褐色 白色粒、赤色粒、.'!',色粒、安/:} Ill L 7-124 

43 鉢 U 11 l7.5 JI投：水甲に外反する c 両面．橙rn色、素）也灰氾色 臼色粒、赤色粒，黒色粒、雲母 北西カク

44 口 23.2 
鉢 11J

胴部．滞（本の内側に恰枯みれが明取に残る- 両面・m褐色、索J也灰褐色 白色粒、赤色粒．黒色粒雲母 吸北カク

45 1 1/1~ 24.1 18 11 胴部：硲体の内側に飴wみ痕が11)]瞭に残る 而面，阻褐色 白色粒、赤色粒糾色粒、雲母 木 ~11-126

46 口 ll 口唇丸い外面にアルミナが付普 両面．黒褐色、ぶ地．黄褐色 白色粒、黒色粒 木I 

第
47 口 15.4 口届；尖るこ内外面に奴が付着: 両而黄祀色、索地乳白色 白色粒、黒色粒，雲母 木I 
48 口 ~o 口舒丸い 両而乳白色 白色粒、赤色和、患色粒 木77 I 

凶
49 口 18A II唇’尖る：外面に煤が付着 両面乳白色 白色杓、赤色粒、黒色粒 木

50 ロ／底 14 2 10 3.3 11昏；丸し,, 内外而に楳がf,j礼 直而．黄褐色 白色粕、黒色粒，雲月 木

51 口 15.2 LI昏：丸（ヽ。口唇に煤が付沿C 外而橙褐色、内面．賠褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒、雲母 木L6-129
第

52 口 20.8 n唇 ＇）こる： 両面・JL白色 白色粒、赤色粒、黒色f(, ォ、
78 Jlll 

53 口 15.6 口唇：丸tヽ ご口殺＇胴部よりも 1伍かに細t、 外而’黒褐色．内而褐色 白色粒、灰色粒、用色粒 木
図

54 ロ／底 t:l.2 8 1.8 11唇’尖る 両面’思褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒 木
版 ＇ 

55 口 l8.1 12.4 2.4 IJ唇：尖る 両面’茶褐色 白色粒、黒色粒 木I 
56 底 11.4 庇部．稜が;i;明諒； 両而乳白色 白色粒、赤色粒、．屯色粒 木I 
57 底 10,8 妹部 稜が明瞭、内外而に煤が1寸苦 外面茶褐色、内面乳白色 白色粒、赤色粒、黒色粒 木Ll0-143

58 底 8.6 ,i;. 部 稜が明確、底而に糸切り痕 外而黒相色．内血黄褐色 白色粒、赤色粒、黒色粒 木

59 底 8.2 &'i', 祁移が不明瞭と 外面：黄褐色、内血：姑褐色 白色粒、灰色粒．黒色粒 木

※ F之御庭＝下、用持座＝用、廣福門＝巌、木曳門＝木、カク＝撹乱と略記
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第27節瓦質土器

今回の調査では浅鉢・植木鉢．揺鉢・内湾鉢・角鉢・奈良火鉢（風炉・火鉢） ・馬蹄形火炉などが確認でき

た。詳細は下記の通りである。

浅 鉢 ベタ底の底部が外傾しながら口縁部へ至る器形（第78図 1)で、形態的特長から今回は浅鉢とし

ているが用途は不明である。

植木鉢底部から胴部へ膨らみをもって至り、口縁部は外傾する器形（第78図 2-13)で、口緑部には一～

二条の波状凸帯を貼付し、その下に草花浮文、牡丹唐草文、菊花文などが印刻されている。同図 7の

ように底面の中央に水抜きの穴を設けている事から用途は植木鈴と考えられる。

播り鉢 底部から口縁部へ直線的に外傾して至る器形で、その形態から揺り鉢の口縁部と考えられる資料で

あるが、第79図14・16の資料からは揺り目は確認できず、揺り目が確認できた口縁部は同図15のみで

あった。同図17・18は底面に揺り目を明確に残す底部である。

内湾鉢底部から胴部へ膨らみをもって至り、口縁部は内傾する器形（第79図19)で、今回の調査では同じ

器形で小型の資料（同図20・21) も確認できた。形態的特徴から今回は内湾鉢として扱ったが用途は

不明である。

角 鉢 底部から口縁部へ直線的に移行し、上面からの平面観が方形に近い形となる。同図22は外面に文様

を施した高台をつくり、同図23は底部中央が僅かに上げ底になる資料である。

奈良火鉢 第79図24-29は中世後期に大利国内において生産された奈良火鉢と呼称されるものに類似する資料

である。奈良火鉢は陸奥国から薩摩国まで全国を範囲に流通し、それを各地で模倣した在地産の［模

倣奈良火鉢」が生産されて在地の圏内で流通していたようである。今回の資料が奈良火鉢なのか模倣

品なのか判別が難しいが、今回は奈良火鉢の範疇に属するものとして扱った。同図24・25は奈良火鉢

の中でも「風炉」と呼称されるもので湯沸かしとして用いられたものである。同図 4はその口縁部で、

同図25は胴部になると考えられるが、全形が伺える資料に乏しく詳細は不明である。参考に概説「中

世の土器・陶磁器（註 1)」の中から風炉の全形図を引用して第79図に参考図として転載した。同図

26・27は胴部が球状に膨らみ口縁は内側に折れて水平になる器形で、口縁に二条の圏線で巡らし、そ

の間に菊花文の印刻を巡らす。同図28は平面観が楕円に近くなる資料で、口縁部には同図26・27と同

じように二条の圏線で巡らし、その間に菊花文の印刻を巡らす。同図29は底面に多量の砂が付着して

いる底部片で奈良火鉢の範疇に収まるかは不明だが、今回は器形や胎土等の特徴から県外からの移人

品として捉え、本項で一括して扱った。

馬蹄形火炉 喜友名貝塚・喜友名グスク（註 2) では陶質土器の火炉で報告されているものの中から、馬蹄形

火炉の全形図を引用して第80図に参考図として転載した。前例を踏まえれば陶質土器の項で扱われる

べき資料であるが、本資料が陶質の範疇か瓦質なのか判浙が難しい為、今回は本稿項で扱った。器体

は上面観が円形になる本体部分（第80図33) と本体部分より突出した上面観が方形となる部分（同図

34)の 2つの部分で成り立つもので、同図30は本体部から突出部へ階段状に下がる口縁部で、同図32
は籾殻を含んだ本体部分の口縁部である。

用途不明 第80図35・36・37は何らかの器の底部で、同図36は底面に刻み目を有する。同図38・39・40は瓦の

一部のような板状の製品で、同図38・39は梅花が印刻され、同図40は牡丹が印刻されている。同図41
は胎土などの特徴が瓦質土器の範疇に近いものである。同図42は播り目のような刻みを焼成後に刻ん

でいる製品である。上記のいずれも製品も用途が判然とせず、今回は用途不明として一括し扱った。

註 1: 1998年真陽社

註 2: 1990年（平成11年）沖縄県教育委員会
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第26表瓦質土器 観察一覧表 単位： cm 

図
届号器 種 部位 口径 底径 命UC『尚 特 徴 器 色 調整・成形 混人物 出土地図版

I 浅鉢 口／底 32 26.2 84 
口唇．平ら、わずか1-1勺圃(_/把序。

両面灰褐色
成形．饒盤痕 白色粒、黒色杓

廣
底部．稜が明瞭。 内面：指圧痕 Z母

2 ロ 36 
口晋．平ら、内側に肥厚c

両面：暗黄褐色
成形：怜輯痕 I~ 色'!也 JH包飩

木M0145
I 文様：波加＇＼帯文、牡丹店草文 。 内面：指圧痕、櫛目痕 赤色1'.i/.、咀：母

3 口 37.4 
口斡：平ら、内側に肥厚。

両面灰褐色
成形：棘餞痕 白色粒、黒色粒

下カク

＇ 
文様：浪状凸術文、草化浮文e 内面：指圧痕 赤色粒

・I 口 37.6 
口唇平ら、内側に111'.'.I厚。 両面：黄褐色 成形：輸輯痕 白色粒、黒色粒

席北西カク

＇ 
文様液状凸帯文、草化浮文。 索地：灰褐色 内面：指圧痕 赤色粒、雲犀

5 口 34.8 
口唇・平ら、内側に肥厚。

両面灰色
成形：輛槌寂 白色柁」品1色m粋 廣北西カク

第 文棒被状,ri湘文パ菊化文 m 内面 ；炉IJ_ヽ．痕 ぷ色柁.'.ぶ
78 

6 胴
両面：黒褐色 成形 ：輯憾船 白色粒、黒色粒

図 文様牡丹唐草文。 用1<5-122
索地：灰色 内而 ：指圧根 赤乙粒

第 7 植木鉢 底 17.6 
底部：稜が明瞭c 両而：患褐色 成形：饒帷痕 白色粒、黒色粒

IIJK9-123 
79 I 底面：穴を穿つら 111り1aj:I火色 内面：指斤痕 ぷ巳粒

鳳 8 底 20.8 
屁部：稜が11/j瞭。 外而：茶褐色 成）fク：饒餞痕 白色粒、黒色粒

ートLS-117
文様：波~)迅僻必 内面：灰褐色 内血：指圧痕（多い） 赤色粒， LI 56.8 
n朽•平ら、内 1!!111-11巴 I見

両面侠褐色
成形翰餞痕 白色粒、黒色粒

不明
l 文様方加）,,", 伯文っ 内面：指圧痕 赤色粒、雲母

10 胴 文様：波状凸帯文、牡月唐草文c
1,lij向./火褐色 成形：轍帷痕 (1色粒.!11色粒

秘•カク

＇ 
ぶ地；黒褐色． 凶面：脂圧痕、櫛日痕 赤色Ii!.、淋1吐

11 口
口唇•平ら、内側に肥)!,£ 1,1a面：茶褐色

成 1杉俯帷痕
自色拉．！、［＼色粒

下LS-120
I 文様波状,"滞文c 索地：I火褐色 ぷ：色r:1こぶ「i

12 底 5.3 
底部ペタ底て稜か明II紅 両面：I火褐色

成形．輔鞘痕
白色粒、限色粒

隈カク

＇ 
外面に漆喰？がH-i'f. ぷ地1且褐色 赤色粒、塞母

13 底 40.3 底部：ベタ底で稜が1リ）II東c
両面灰褐色 成形：頼槌痕 白色粒、黒色粒

吹北カク
索地，杞褐色 外面櫛目痕 赤色粒、雲母

14 口 31.4 口唇：舌.1); 外面：依;I:)色
成形饒盤船

白色粒、黒色粒
ロウ小学階段

内面：11丘褐色 赤色拉皇に母

15 「l 口唇．舌状。
両面：焦褐色 成形：轍館痕 い色粒、!I¥色粒

「I」K9-125
I 索地：）火色 外血：撫で 赤色粒

16 揺外 口 41.4 し、 口唇．平ら。 外面：）火黄褐色
成形統櫨船

I'I色粒、：Al色I'((
イ,rサI

’ 
口柑：ほぼ巫直に立ち上がるe 内面：黒褐色 赤色柁

17 瓜
底部：稜が明II虹

1 1 1伽j:/lt~色 成形：帷戟狼
白色粒、黒色粒

/{,', 北西カク

＇ 
拙り1=1:七一八条 赤色粒

18 底 16.4 
底部：稜が明瞭 両而．灰色

成形：憮で
白色料、黒色粒

木Ll0-134、
拙IJ日：四条。 索地：黒褐色 赤色ぷ＇！

19 鉢 口 17 11 LI唇 'I'—らぐ
両而．灰黄紺色 成形：罹 Ii! 白色粒、黒色粒

木L9-134
索地：灰乙 1村血：削 り ふ色ぷ:,、匹母

第 20 底 底部：核が11/j瞭 c 両而．灰色
外 1i1i;i蕪で 臼色粒、！、し！色札

不明

79 4ヽ針i
内面：櫛日痕 赤色粒

図 21 底 7.4 瓜部核が明隙、核の一部に削り C

li•i 面： I火褐色 外i/rj:削り、撫で l勺色粒、黒色粒
用

出地：J~ 色 凶面：）りljlぅ 赤色粒

第 22 底 8.6 底部．装飾の足をつくる。
両面：黒褐色

1,lj面：削り、撫で
白色粒、黒色粒

下廣北西カク
80 I 角鉢

索地：灰褐色 赤色粒

鳳 23 口／底 21.5 14 恥部中心が上げ底になる。
両面：•共褐色 外面’梱目 白色粒、黒色粒

1、カク
索地：灰褐巳 内面ほで 赤色．粒、ま母

24 口 30.4 16.3 
LI唇：平ら。 両面：患褐色

成形：韓輯痕
白色粒、焦色粒

A<Ll0-133 
~ 風炉

文様：I¥状の凸術を帯び状1-ITTI紐 r 索地：貨褐色 雲母

25 I I 25.2 
火窓を設ける。

両面：灰色
成）1多：頼輯痕 白色粒、開色粒

廣北西カク
文様 I¥状の凸沿を'ii}び状に囲緯 内曲 ：L無で

26 1---1 38 
文様＿条の園線。

両面’灰色 成形饒帳似 白砂 小学陪段下3屈
I 菊化文を目］亥1l。

27 「l 28,6 
文様：一条の圏線。 両而：灰氾色 成形：憫饉痕

白砂 木L7-131

＇ 火鉢
菊化文を印亥1]0 索地：黒褐色 内面：撫て

28 口
文様＿条の凸常。

両面黄褐色 内Tlii'粗しヽ 削り
白色粒、黒色粒

木L5-132

＇ 
菊化文をle限 I)。 赤色粒

29 底
底部：凸帯を貼付。 両面．黄褐色

内面粗しヽ削り
白色粒、黒色粒

木
底面に砂か多星に付着 p 索地：灰褐色 赤色粒、衷母

30 口
籾殻が混入っ 両面：怜褐色

仙Jim:撫て
白色粒、黒色粒

;{(Ml-137 

＇ 
突起上面に煤J,J追。 索地灰褐色 赤色‘村（ら去：母

31 ロ 籾殻が混人。 両而：焚褐色
両面．憮で

白色粒、黒色粒
席：北西カク

I 馬蹄形
口唇1一煤9、J着。 索地：灰褐色 赤色粒、雲母

32 口 籾殻が混人ヮ
両而：橙褐色 成JI多．慨韓痕 白色粒、黒色粒

木

＇ 火炉
索地：灰褐色 内 i~i: 愧；て 赤色粕．式：母

33 底 胴部l付面に輪積みの痕が明確c
両rfii:橙褐色 成形：輪積み痕 白色粒、黒色粒

木Ml-147
I 素地：9火褐色 外面：櫛目痕 赤色粒、雲母

第 34 口／底 口縁：水平に外反する。
向面：棺褐色 外向．箆削り ... , 色粒．忍1色粒

木LS-133
80 素J也灰褐色 内血．撫で 赤色1,•.、曇必 ／吐

図 35 底 底部：底に糸切りのような痕を残す
外血黒褐色 外面 ：磨き 白色粒、、黒色粒

木Ml-143
］ 

内血：｝火色 内面：撫で 赤色粒、実母
第

36 底
よ而に朱を塗袂。

両面：茶氾色 外而ばき 白色粒、黒色粒 試81 底面刻み目を作るこ

旦
＇ 
37 底 底部1f.J面に糸切り痕。 両而装褐色 外面：麻き

白色粒、黒色粒
下カク

I 赤色粒、実母

38 ィ＜明 文様花文をFLL亥ljする。
両面：黒褐色

両面・磨き、憮で
白色粒、黒色粒

木
. 不明

索地：仄褐色 赤色粒

39 不明 文様：花文を印刻する c
両面：黒褐色

両面：磨き、撫て
臼色粋、黒色粒

ロウi¥13-126
I 素地：灰褐色 赤色粒

40 不明 文様：花文を印刻する。
両而.,灰褐色

両面：店き、撫で‘
白色粒、黒色杓

廣北西
索地：黒褐色 赤色粒雲付

~ 

41 不明 文絲：胴部一条の圏線。
両面：灰色

成形’饒餞痕
白色粒、用色粒

/IJL3-126 
I 素地：黒褐色 赤色粒、雲母

42 不明 焼成後に刻みHのIj也す。
圃而：灰褐色

両面憮で
m色粒、黒色杓

下
素地；披褐色 赤色粒、実母

※ I -=計測不能を表すこ

※ 2 ド之御庭＝ド、用物座＝用、峨幅門＝席、木曳門＝木、漏刻門＝ロウ、試堀＝試と略記2
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第28節硯・石製品

硯は第82図 1-8、石製品は同図 9-19及び第96図46である。

硯はすべて石硯で、破片を含めて112点出土、下之御庭跡が74点と最も多い。石質は赤色頁岩が72点と最も

多い。形態は長方硯で縦横の比により、 3: 1になるもの (1・2)、 2:1 (3-5) になるもの、 1 : 1 

に近いもの (6. 7) にわけられる。墨池や硯唇といった薄い部分の破損が目立つ。 3は覆手（硯背の窪み）

を形成し、 8は硯背全体を窪ませる。 6は墨堂が若干摩滅する。 5は表裏面に名前を記したもので、同様な例

は他にもみられる。

9・10は砥石である。 9は磨刀石と称される類のもので、上端をソケット状に形成する。 10は薄手の砥石で

ある。

13-15及び第96図46は石製容器である。 13-15は台湾産の翡翠の容器で、ボウル状の丸みを帯びた器形をな

す。第96図46は皿状の容器で、底面に小さな脚状突起がある。

12・16は有孔石製品で、 12の器種は不明であるが、砥石と石質が似ていることから砥石の破片とも考えられ

る。 16は乖飾品であろうか。 11は不明のスレート状製品で西表島の慶来慶田城遺跡などに類例がみられる。 17

-19は曲玉である。 17・18は玉製、 19はガラス製で沈線による文様を有する。

第27表硯・石製品観察表

図／閻版
種類

出土地区
番号 地区 グリッ ド

1 廣福門
I 

2 下之御庭

3 漏刻門 1¥13-126 

4 下之御庭

5 硯
下之御庭

6 不明

第 7 下之御庭
82 
国 8 下之御庭， 

砥石
用物座 K6-123 

第 I 

82 
10 ト・之御庭

図 11 
不明

下之御庭 K&-121 

版 12 下之御庭
13 木曳門 L2-132 

14 容器 表採
15 用物座 K 10-124 

16 有孔 下之御庭 L9-120 

17 木曳門

18 曲玉 表採
I 

19 用物座 K6-125 

硯池• 海・ 墨池

硯唇．硯縁

硯側・硯傍

第81図硯の各部名称

特 徴

長軸8.8cm、短軸3.6cm、原さ1.1cm。輝緑凝灰岩。
長軸15.0cm、短軸6.2cm、原さ2.0cm。硯唇、硯縁は破損。
短軸6.3cm、原さ2.1cm。覆手を形成。器池が破損。
長軸16.7cm、短軸8.0cm、厚さ2.7cm。硯唇、硯縁の部分破損。粘板岩。
短軸5.4cm、厚さ1.9cm。黒池、硯縁が破損。硯背全1本を浅く窪ませる。表裏に釘書き多（［大正五年ーJ=l」.
「菊水喜場田」など）。輝緑凝灰岩。
長軸12.5cm、短軸7.7cm、厘さ2.3cm。墨堂が若干摩滅。凝灰岩。
長軸9.3cm、短軸6.2cm、厚さ1.5cm。硯唇は破損。粘板岩。
短軸6.0cm、厚さ2.3cm。墨池の一部が残る。硯唇側も窪む。輝緑凝灰岩。
長軸5.7cm、短軸1.5cm、1厚さ0.8cm、重さ2.5g。上位はソケット状で、孔と扶り。
短軸4.2cm、原さ0.8cm、菫さ43.lg。薄手の砥石の破損品。
厚さ0.4cm、菫さ9.6g。スレート状の製品。千枚岩。
甫さ17.3g。有孔製品。破損した砥石？
小型のボウル状容器。口径は10.0cm。台湾産の翡翠。
小型のボウル状容器3 口径は9.0cm。台湾産の翡翠。
小型のボウル状容器。腰部に縦と横の浅い溝。台湾産の翡翠c

重さ1.3g。半円形になると思われる。孔が 1つと浅い溝。化石を利用。
重さ4.2g。完形資料。上端に一孔。玉製。
重さ6.4g。下端部の資料。玉製。
重さ8.2g。下端部の資料。ガラス製。

硯背
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第29節円盤状製品

円盤状製品とは、日常生活において身のまわりにあるものを円形に打割調整した二次製品である。

製品はほぼ全域から総数にして318点出土した。下之御庭と廣福門からはまとまって製品が得られた。しか

し、そのほとんどは撹乱層からであり、層位的なことは不明である。

素材は褐釉陶器、沖縄産無釉陶器など比較的大きな器種になるものが多い。しかし、 6cmを越すような大型

の製品は少なく、中型 (2-4 cm) の製品の割合が多い傾向がある（表28)。特に下之御庭、用物座、廣福門

では、褐釉陶器を利用した製品が多く、それらは遺跡の特色となる。（同表）

ここでは、特徴的なものを図示した。

表28完形品299点の各大きさの個体数

大きさ I1 cm台 I2 cm台 I3 cm台 I4 cm台 I5 cm台 I6 cm台 I7 cm台 I8 cm台 I9 cm台

個体数 I 6 I 69 I 121 I 53 I 34 I 10 I 5 I o I 1 

〇冒ー。
1 

O>-0
2 

織 い〉

〇-~-0

0-1-0 5 

7 已一仄ー。
8 

。EfKイ

6

， 

10 11 

第83図 円盤状製品 ゜
10cm ． 
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第30節 士甘渦

今回の調査では用物座 3点、木曳門18点、出土している 。紙面の都合上全体復元が可能な資料 2点、そして

特徴的な資料 7点を図示する。

第 1図は口径5.8cm、底径1.4cm、高 さ6.0cm、重 さ23g、器厚0.5cm、木曳門地区出土。器形は口縁部が直口す

る。黄灰白色で色の変化は無し。

第 2図は口径4.9cm、木曳門地区出土。器形は口縁部がすぼまる。外面は薄い灰色、内面は茶褐色。

第 3図は底径1.2cm、木曳門地区出土。口縁部が破損していて底部のみ。内面に横位の成形痕が明瞭に残る。

色調は内面が薄い灰色、外面が黄灰白色を呈する 。

第 4図は底径1.4cm、木曳門地区出土。 口縁部が破損していて底部のみ。底部から胴部へは急な立ち上がり

をみせる。内外面ともに青銅粒が多く溶着しており、内面はアバタ状となる。内面は赤褐色、灰白色に外面は

赤褐色、灰白色、黄白色に変色している。

第 5図は底径3.2cm、用物座地区出土。胴下部と底部の一部のみ。胴下部まで釉薬がかかる。底面には糸切

痕が確認される。釉薬はやや暗い灰白色で露胎部は灰白色。

第 6図は底径1.4cm、木曳門地区出土。口縁部が破損していて底部のみ。内外面ともに青銅粒が多く溶着し

ている 。内面は全体的に、外面は部分的に赤褐色、灰白色に変色している 。

第 7図は木曳門地区出土。口縁部が破損していて底部のみ。底部は成形が不十分で歪な形状を呈する。色調

は内面が黄灰白色、外面は黄白色に変色している。

第 8図は口径6.1cm、木曳門地区出土。器形は口縁部がすぼまる。底部が破損していて口縁部のみ。胴部に

回転箆成形痕が見られる。黄灰白色で色の変化は見られない。

第 9図は口径6.2cm、・木曳門地区出土。底部は破損しており口縁部並びに胴部のみ。器形は口縁部が若干す

ぼまり、口唇部は舌状となる。内外面の口縁部から胴上部にかけて自然釉がかかる 。

全体の様相として、器面が変色しているものや、 青銅粒が溶着している物が見られる。これは溶解炉として

実際に使用されていた痕跡だと考えられる。一方で、全くそれらの痕跡を残さないものも見られた。形態的に

はt廿渦の範疇に収まるものの、これらの資料が実際、何に使用されていたのかは今後の資料増加を待たなけれ

ばならない。
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第31節武具

資料数、種類共に多く出土している。紙面に都合上、完形品並びに特徴的な資料のみを図示する。尚、頁末
には各地区より出土した武具の集計表を掲載する。

／」＼札

小札は総数57点が得られた。鉄製で多くは錆化が進行し破損した状態である。完形は 4点を図示した。小札
が3点連続した状態のもの 1点。小札を分類すると、

I類 札頭が 2つの半円からなるもの。

II類 札頭が斜め状になるもの。 II類はさらに紐孔 2列と 3列のものに細分できる。
第87図16、本小札。完形。札頭は斜め状となる。錆化が進行し紐孔は 2列。法量14g。廣福門地区出土。
同図19は札頭が 2つの半円からなる、いわゆる 2山碁石頭伊予札。完全な状態。褐色に変色。紐孔 2列14孔。
法量 8g。用物座地区出土。

同図15、本小札、札頭は斜め状。錆化、上部が欠損。紐孔 3列。法量15g。下之御庭地区出土。
同図17、本小札、紐孔 2列。錆に覆われ孔は塞がっている。下部が欠損。法置10g。用物座地区出土。
同図18は小札が重なっているもの。札頭の形式は確認できず。紐孔は 2列で、 3つの小札が接着した状態。
小札は半分ずつ重ねられている。下部欠損。用物座地区出土。

八双金物

銅製の八双金物は総数37点が出土した。状態良好のもの 6点を図示する。形状が片側のみ魚尾状になったも
の3点、両端が魚尾状になったもの 2点、不明が 1点。
第86図 l、八双金物。鍍金がよく残る。鋲 2個付属、鎧の端部分への付属品。太い線刻で牡丹と魚々子が彫

刻されている。法量 4g下之御庭地区出土。

同図 3、八双金物。若干曲がった状態で鍍金されている。青錆化、鋲が付属する孔の周辺は盛り上がり。菊
花をかたどる。端付属品。法量 6g。木曳門地区出土。

同図 4、八双金物。完形。唐草と魚々子が彫刻されている。太い線刻、鍍金がよく残っている。端付屎、孔
は2孔見られる。法量 6g。木曳門地区出土。

同図 6、八双金物。端部が湾曲する。鍍金が残るが、孔付近にわずかに青錆が付着する。線刻で唐草と思わ
れる文様が彫刻され、魚々子が打たれる。中央に付属するものである。孔は 2孔見られる。法量 7g。木曳門
地区出土。

同図 7、八双金物。青錆に覆われ、銅鉄分と石灰分が付着している。わずかに端部が欠損する。中央に付属。
法量 7g。廣福門地区出土。

同図10、八双金物と思われる。両端部分が欠損し、青錆上に石灰分が付着している。三巴文が刻まれている。
付属個所は不明。

兜

兜は前立 3点、鍬形］点を図示する。

第86図12、鍬形の一部、先端部部分。鍍金が所々に残り、先端部の片側が湾曲する。全体的に青錯が付着し
ているが、鍍金が剥がれた各所に銅が露出する。用物座地区出土。

同図13、兜前立の台座。鍍金は表部分のみ、青錆が全体的に付着する。中央に大振りの花紋が線刻されてい
る。孔は 1孔、端部はハート形の孔が見られ、魚尾状をなしている。もう 一方の端部は欠損している。台座の
左側部分と思われる。廣福門地区出土。

同図 9、前立台座の一部。わずかに鍍金の痕跡が見られる。形態は屈曲しており、孔が 2孔、端部はハート
形の孔に魚尾状を呈する。所々に錆、そして石灰分が付着する。端部は湾曲する。文様は太い線刻で菊花紋、
蔓草が彫られ、魚々子が打たれる。台座の右側部分と思われる。廣福門地区出土。

同図11、兜の前立台座と思われる。金具の両端は魚尾状となり、孔は 2孔。また中央部分に取り付けようと
思われる左右対称の小孔が見られる。細い線刻で蓮と思われる花紋と、魚々子が打たれるが、明瞭ではない。
本品は他の金具と比較して小振りでくの字状に折れ、中央部分は隆起している。左上部は欠損。法鼠15g。用
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物座地区出土。

その他の武具

その他の武具については環座、切子頭、笠峠、菱形笠鋲、責峠、環状の銅製品、銅弾、切羽などが得られた。

第86図 2 菱形笠鋲。鍍金されており、両端は潰されて曲がった状態。鐙の鋲であろうか。裏側には中央か

らやや端部よりに鋲が付く。法鼠 2g。木曳門地区出土。

同図 8 笠峠。わずかに鍍金が残る。状態は良好である。法鼠13g。木曳門地区出土。

同図 5 責峠。銅製品、完形。形状はハの字状で全体的に錆と石灰分が付着。法量 2g。用物座地区出土。

同図14 木瓜形の切羽。銅製品、完形。全体的に錆が付着。法量は14g。木曳門地区出上。

第87図20 環座。大小 2つの菊花を重ね切子頭が通る。環が付属する。大菊花の周辺部には鍍金が残る。裏

面は全体的に青錆に覆われる。類似資料として浦添ようどれ出土の環座がある。法量14g。下之御庭地区出土。

同図21 切子頭。全体的に青錆に覆われ、石灰分が所々に付酋。突起部は破損する。法星 2g。木曳門地区

出上。

同図24 覆輪の一部か。断面形態はくの字状となる。所々に青錆と石灰分が見える。半分途中で曲がってお

り端部の金具は蹄鉄状に湾曲している。法量 6g。麿福門地区出土。

同図22 環状の青銅製品、真円形。片側の一部に青錆。比較的、状態は良好。松・竹・梅が陽刻で表裏面に

彫られている。一条の接合線と思われる切れ目が見られる。法量 6g。廣福門地区出土。

同図23 銅弾。法鼠11gの銅製弾である。表面の状態は比較的良好。長円形。用物座地区出土。

第29表武具

廣福門 木曳門 用物座 下之庭 漏刻門 表採 計

"'豆巧--' 2 1 I 4 

切羽 2 1 3 

銅弾 ， 7 2 18 

小札 6 24 11 12 4 57 

鎖 1 1 2 

兜即立 2 1 2 5 

鍬形 1 1 2 

八双金物 5 23 5 1 3 37 

笠峠 5 I 3 ， 
責峠 1 2 I 1 5 

覆輪 3 20 7 ， 2 41 

環座 I I 2 

切子頭 I 1 2 

架英金具 2 3 5 

鋲 1 10 4 6 21 

座金 1 5 2 8 

計 21 106 41 43 1 ， 221 

第32節石球

石球は総数17点が得られた。石球は大別して大型の石球と小型の石球に分類できる。ここでは大型の石球 3

点と小型の石球 5点を図示する。

第88図 l、大型の石球。砂岩で約 3分の 1が欠落する。全体的に明瞭な叩き痕を確認することができる。一

部に煤が付着。法量2.3kg。下之御庭地区出土。

同図 2、中型の石球。砂岩で完形品。面を有する個所が 2面ある。よって叩き石の可能性も挙げられる。表

面全体に叩き痕が見られる。法量0.85kg。廣福門地区出土。

同図 3、大型の石球。砂岩である。球体の一部分は欠落、全体に細かい叩き痕が施され、きれいに整形され

ている。法量2.05kg。廣福門地区出土。

同図 4、小型石球。法量23g。珊瑚石灰岩である。全体に叩き痕がみられ、球形に成形されている。木曳門
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地区出土。

同図 5、小型石球。不定形で研かれている。4カ所にくぼみがあり、そのうち l力所は穴になっている。法

量4g。廣福門地区出土。

同図 6、小型石球。表面はなめらかで研かれている。ほぽ球形。表面の半分は黒く変色しており、もう 半分

は白色である。材質は不明。法量 5g。廣福門地区出土。

同図 7、小型石球。石灰岩であり、やや不定形。明確な整形の跡は見られない。法量 7g。用物座地区出土。

同図 8、小型石球。石灰岩で形はいびつである。整形の跡は見られない。法量22.5g。用物座地区出土。
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第33節 釘．釘状製品

鉄製品961本、青銅製品24本出土している。出土資料は長さ・形態により下記の通りに分類を行ったが、鉄

製品は欠損・錆・腐食が著しく、出土数の約 7割である626本が分類不可能であ った。また、錆・ 腐食のため

これら以外に分類• 本数共に不明な釘状の製品が大量に出土している。出土数の多い調査区は鉄製品で木曳門

376点、下之御庭201点、用物座116点、廣福門115点であり、形態 1aが97点でうち C-1aが41点、形態 3が

99点でうち L-3が30点と多い。形態 lは廣福円・下之御庭でそれぞれ27点・ 24点出土し、形態 3は木曳門で

66点が出土しうち26点がL-3である。青銅製品は木曳門 6点、下之御庭・用物座・漏刻門が各 4点出土して

いる。分類別では形態 lが9点で瑞泉門で 3点、漏刻門で 2点、木曳門・廣福門・下之御庭で各 l点、形態 2
が6点で木曳門・用物座で各 3点ずつ出土している。形態 3も同じく 6点で下之御庭で 2点で木曳門・ 用物

座・漏刻門で各 1点出土してしヽる。

長さ （寸を韮準に前後0.75cmを分類基準とした。）

A 7寸 (20.25-21.75cm) F 4寸半 (12.75-14.25cm)

B 6寸半 (18.75-20.25cm) G 4寸 (11.25-12.75cm) 

C 6寸 (17.25-18.75cm) H 3寸半 (9.75-ll.25cm)

D 5寸半 (15.75-17.25cm) I 3寸 (8.25-9.75cm) 

E 5寸 (14.25-15.75cm) J 2寸半 (6.75-8.25cm) 

k

L

M

N

o

 

2寸 (5.25-6.75cm) 

1寸半 (3.75-5.25cm) 

1寸 (2.25-3.75cm) 

分類不可能出土品

破損品（数量不明）

形態（鉄製品）

1 a 頭部が短くほぼ直角に屈曲。胴部は方形。

1 b laに類似。頭部根本が胴部より細い。

2 頭部は短くほぼ直角に屈曲。胴部は方形。

3 頭部は先細り巻き込むように屈曲。胴部は方形。

4 頭・胴部は区別なく柱状。胴部は長方形。

5 頭部は楔状で屈曲する。胴部は方形。

6 登項部が台形様に広がる。胴部は長方形。

7 頭部は長くほぼ直角に屈曲。胴部は方形。

8 頭部はほぼ直角に折れ先端が外反。胴部は方形。

3
 

形態（青銅製品）

1 頭部は笠状。胴部は多角錐。

2 頭部は先細り巻き込むように屈曲。胴部は長方形。

釘製品の形態 3に類似。

頭部が台形に広がる。胴部は方形。

0

1

 

1

1

 

，
 
12 

13 

14 

登頂部は半円形。胴部は方形。

頭部は銀杏形で楔状。胴部は方形。

頭部上面形は長方形で胴部より広い。胴部は方

形。

頭部は楔状で屈曲。胴は方形。

頭部の上面形は 5角形。胴部は方形。

頭部は笠形。胴部は円形で、表面を異なる金属

で覆っていると考えられる。先端部は四角錐形

で2つの対角の稜にかえしを刻んである。

5

6

 

頭部の上面形は方形で胴部より広い。胴部は方

形だが、先端部は頭部の長軸に対して逆の楔形。

頭部欠損。杜状。 登項部に円形の凸部がある 。

頭・胴部の区別無く柱状。胴部にねじれを持つ。
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第30表 釘・釘状製品観察表

図
分類 材質 残存長 頭音； 頭部

幅 犀ざ 残存
番号 a軸 b軸 屯展 価 考 出土地点

l c~1 a 鉄 17.6 6 1.29 1.01 0.92 0.93 83.2 
頭部・胴部は幅・屏さともに別著な差はない。胴先端部ぱ四角錐

形 C

廠1¥10-126

2 C-1 b 鉄 0.74 1.03 l7.5 4 0.97 0.94 80.4 
照部根木の幅が胴部より細くなる 。同じ部分の厚 さには類著な差

はない。
首撹乱

3 A-2 鉄 20.1 D 1.06 1.89 1.59 0.55 89 9 
頭部にす］痕と考えられる湾曲が見られる ，胴の1祈面は長方形で先

端部は楔形。
用L2-123

4 F-3 鉄 13.14 1.06 1.50 0.97 0.98 40.5 
頭部は屈曲方向の面を援うようにほぼ直角に折れる。先端は四角

w形 c
木Ll-129

5 H ~ 4 鉄 10.84 0.86 0.65 0.80 0.61 21.6 
頭部は打限と恩われる凹凸が見られる 。胴先端部は四角錐形。

木L?-132

6 H-5 鉄 11.04 0.93 3.13 0.96 0.87 62.4 
頭部先端は楔形。頭一胴罰曲部は細くなる C Ill叶先端部は四角錐形

首撹乱

7 J ~ G 鉄 7.97 1.20 0.58 0.89 0.42 10.3 
頭部は打痕と思われる凹凸が見られる。胴は長方形だが先端部で

は方形に近くなる。
首撹乱

8 G-7 似 12.63 0.68 1.18 0.56 0.53 30.4 
頒部はほぼ直角に屈曲する c 頭部・胴部はともに輻・ 原さに鉗咄

な差はない，胴先端部は楔形。
木K9-129

， H ~ 8 鉄 9.68 0.81 2.06 0.77 0.71 25.6 
折釘形で頭部先端は外反する"Jll"Iは方形だが、先端部は楔形c

廣Ml-119

10 J-9 鉄 8.46 0.85 1.18 0 78 0 65 15.9 
助部は半円状、 1腐食が他：ししヽ がII屑lは方形と考えられる 2 先端部は

欠損c
廣表土挽乱

11 I-10 鉄 8.26 0.33 0.65 0.46 0.50 7.1 
碩部は楔状であり 、根木はくびれII月より細くなる ,lllnlは方形で、

先端は細く鉗状c
木LS-146

12 .J -11 鉄 8.05 1.00 0.80 0.58 0.61 10.1 
頭部船が胴部よりも広く扁平へ開は方形で先端部は四角錐形，

ド

13 l¥1-12 鉄 3.23 0,37 0.90 0.36 0.41 1.6 
頭部は扁平で長い C Jllilの断面形は菱形だが変形の可能件有り c 先

端部は四角錐c
木L6-131

14 L~13 鉄 4.24 0.49 0.58 0.44 0.39 2.4 
頓部＿卜而形は六角形て、先端部がすぼまる。 111;;Jは方形で、先端部

は扁'I'・に変形c
木

15 J -14 鉄 7.17 1.71 1.75 0.96 l.02 32.7 
卿 ¥IIは笠状。Jllttfは鋳造II寺の稜が残る c 表而は杜状で哭なる金屈て骰

われふ先端は四角錐で対角の 2稜にかえしが 2つずつ施されるc

木⑬132 

16 L~l 音銅 3.89 1.61 l.53 0.71 0.70 11.3 
頭部は笠状で世1凸が者しい。胴部は錐形て頭部との核続部は中央

よりずれる 。
木19-134

頓部は胴部より広く、屈曲方向の面を筏うように正面に折れる c17 L-2 肯銅 4.21 0.62 0.47 0.35 0.38 2.6 
胴は方）l多。先端部は潰れており不明。

木L6-131

18 ](~ 2 青銅 5.50 0.78 0.45 0.49 0.38 5.6 
頭部が胴部より細く屈曲方向の面を覆うように折れる 。Ill前は頭部付近で

扁平、中央付近て方形・先端部で頭部付近とは反対の前iが扁平となる。
I'" 

19 K-3 肖銅 5.84 0.71 0.71 0.45 0.48 8.3 
頼部は台形状に広がる。JI[,[は方形で先端側は細くなる 。先端部は

四角錐形。
下

20 lvl-4 音銅 2.72 0.94 0.80 0.55 0.54 6.6 
全休に屈曲するで珀部上而形は方形に近く胴より！ムいッ先端部は

側而より閉じる楔形c
下L8-121

21 J-5 青銅 7.49 0.73 0.70 17.1 
頭部は欠落していると考えられ、接続柑の凸がある。胴は方形の核を

而取りした八角形だが、送中より方形となる＾先端部は四角錐形。
ffJLS-122 

22 L-6 者銅 5.14 0.34 0.38 0.32 0.30 3.1 
頭頂より約 7mm下方より左方向へのねじりが1/4回転施される c

胴部は方形で先端部は錐状c
f 

注l 残存長 ・頭部 a軸. b軸・輻.J厚さの単位はcm、残存重扱の単位は g0 

注 2 頭部について、屈曲している場合 は屈曲方向を 、屈曲のない場合は長輔を頭部 a軸、対角を頭部 b'I哺とし 、胴部につ いては、頭部 a柚に
対応する面を輻、 その側面を1厚さとする 。

※ 下之御庭＝下、用物座＝用、 席福門＝席、木曳門＝木、 首里城＝首と略，，已。
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第34節銭貨

銭貨は付着銭・ 小破片等の不明資料672点を含む、 1163点が出土している 。木曳門地区で585点、下之御庭地

区265点、用物座地区105点、廣福門地区92点、漏刻門地区29点、瑞泉門地区 7点、ほか撹乱・表採等で80点出

土しており、その約 5割が木曳門地区より出土する。検出された銭貨のうち分類 のできた中国銭は29種で、北

宋銭が19種と最も多い。第31表への記載以外に北宋銭の宋通元費・天雁喜通賓 ・嘉祐通賓・刑宋元賓・大観通賓 、

南宋銭の淳祐元賓が検出されている 。琉球銭は尚秦久代の大世通賓 が木曳門地区と下之御庭地区より 6点 、 尚

徳代の世高通賓が下之御庭地区より 1点出土している。日本銭は江戸の寛永通賓 I期.Il期 ・ill期の各期が確

認されている 。他に無文銭・輪銭（鳩目銭）、雁首銭、明治以降の日本銭、米国貨が出土 している。銭種別数

では明の永梨通賓が95点と最も出土数が多く、次いで洪武通賢50点、開元通賓・ 皇 宋通賓．熙寧元 賓 ・元賓通

賓・元祐通賓 ・政和通賓 ・寛永通賓m期が10点前後出土しており、木曳門地区よりそれぞれ約 5割出土 し、他

の銭種もその約 9割は木曳門地区に集中する 。

第31表銭貨観 察表
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第35節薔

菩は25点出土した。民俗例では大きく男性用の本菩（髪差） ・副籍（押差）、女性用の本菩（ジーファー）．

副舒（側差）と分類されるが、これらには更に年齢や身分による材質・意匠の違いが見られる。各資料の特徴

を元に民俗例との比較を行い下記の 5類に分類した。残存状態の良好で特徴的な資料を第92図に示し、第32表

にその計測表を記す。

I類…花部（頭部の花型の飾り） ・首・ムディ・竿（囮角柱）の四部からなる。ムディは首より細く螺施模

様（ねじり）が施され、竿の先端は四角錐となる。髪差に類する形態。

II類…カブ（耳掻き状） ・首・ムディ・竿の四部からなる。首・ 竿は六角柱で竿の先端は六角錐となる。ム

ディは首・竿の稜が山形に交差する部位である。押差に類する形態。

m類…カブ（匙状） ・首・ムディ・竿の四部からなる。カブ以外の部位はII類に準ずるが、竿はII類とは異

なり徐々に太くなり先端で六角錐となる。ジーファーに類する形態。

w類…形態は II類に準ずるが、小型でカブが小さく匙状を里する。

V類…不明。竿部のみ残存し、分類が行えない資料。 II類或いはW類の可能性を持つ。

第92図 1: I類。ムディ部より屈曲するが欠損部はない。花部の花弁は六枚。中央に 7つの円を組み合わせ

花心を表す装飾がなされている。首は六角柱形。ムディにはやや不明瞭だがねじりが認められる。竿は四角柱

形で先端部は四角錐をなす。 2: I類。各所に錆による凸部が見られる。花部は接合部がはずれ、首との接続

部が確認できる。花弁は六枚。資料 1と同様に中央に 7つの円を組み合わせ花心を表す装飾がなされているが、

各円の径は資料 2の方が大きく花心全体に広がる。首は六角柱形でムディにはねじりが認められる。竿四角柱

形で先端部は四角錐をなす。 3: II類。器面各所に灰白色の付着物が見られる。カブ外面に首へと繋がる稜が

認められる。ムディは不明瞭。竿はやや扁平で先端部が六角柱状をなす。 4: II類。全体に肉厚で、各所に暗

黄褐色の地金が露呈する。首の稜は不明瞭で円柱状であり、竿はやや扁平で先端部が六角柱状をなす。 5: II 

類。他の II類資料と比べ全長が 2倍弱ある。首に稜は認められず、首の径はカブから徐々に細くなり、ムディ

から竿にかけて太くなる。竿先端部は球状をなすが摩滅によるものかは不明。 6: II類。首部が全長の約半分

を占める。ムディは不明瞭で竿先端は針状に細く尖る。 7: ill類。各部とも明瞭。カブ外面には首へと繋がる

稜が一本認められる。竿は徐々に太くなり先端部は六角錐をなす。民俗事例において男女兼用の未成年用（女

物本料の同型小型）がある。 8:N類。カブは耳掻き状をなす。ムディが最も太く、竿は先端にいくに従い細

くなる。竿は六角錐。 9:N類。竿先端部が欠損するが、その形状から針状をなしたと推測する。首は円柱形。

ムディは段状で、竿側の径が太くなる。 10:N類。カブは丸い耳掻き状をなす。首は球を六個数珠状に繋げた

形状で、ムディにいくに従い扁平になる。竿は六角錐状で、先端部の径が最も細い。

第32表藷観察一覧

花 カプ 首 ムディ 竿

図／ 残存長 残像重量
. -縦--袖-. - --長--軸---- -最--大--幅輻-- -. -輻--.. --最--大-.輻.. 

出土地点
逍物

図版
番号 分類 器種 完・破

(cm) (g) 横軸 知軸 隈小 長さ 最小輻
番号

厚さ 深さ 長さ (cm) 長さ
(cm) (cm) (cm) (cm) 

2.41 

／ 
0.33 0.Zi 0.41 

I I 髪差 完 10.85 8.90 1.50 0.28 
-------1.38 

0.31 木 ： N 1-150 5 
0.51 l.70 7.26 
2.50 

／／  
0,34 U.27 0.41 ' 

2 I 髪井 完 10.70 10.55 1.56 0.29 一1.32 0.29 下 I＇ I 不明 I 
0.58 1.51 7.29 

／ ／  
1.16 0.36 0.30 0.32 

3 II 押差類 完 11.67 5.40 0.57 0.26 ~ 0.19 0.21 *: L6-159 8 
2,76 7,69 

／／  
1.15 0.36 0.31 0.32 西側表土

第 4 II 押差類 完 10.30 6.45 0.52 0.28 
------0.26 

。.28 用 ： 4 
92 2.23 6.70 撹乱

図
／／  

1.99 0.40 0.33 0.34 
下 ，， 5 II 押差類 完 18.96 4.50 0.53 0.24 

--------0.13 
0.24 不明 2 

第 4.66 1.21 ， 

91 ／ 
1.31 0.34 0.29 0.32 

図
6 

＂ 
押恙類 完 12.49 4,30 0.58 0.22 

--------0.08 
0.09 ＊ ； 不明 ， 

版
6.12 5.19 

V 
1.00 0.3D (/.33 0.49 

＇ 7 m ジーファー類 完 7.98 5.30 0.93 0.21 ________. 0.42 0.23 m: 1¥12-127 6 
0.28 屈 5.25 

I/ 0.91 0.35 0.38 ’ 
8 IV 不明 元ヽ・ ½ 8.62 3.70 0.48 0.23 

---------0.28 
0.13 木 ； 不明 10 

1.37 6.38 

／／  
0.65 0.23 0.26 0.27 ， N 不明 破 6.20 1.50 0.39 0.13 

------0.14 
0.15 木 ； L 1-129 7 

1.85 3.74 ’ 
／ ／ 

0.37 0.31 0.32 0.35 
＇ 10 N 不明 完 6.18 2.50 0.50 0.16 

-----0.08 
0_06 用 ： L 1-122 3 

0.05 1.76 4.02 
， 

※下之御庭＝下、用物座＝用、木曳門＝木と略記。
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第36節煙管

煙管は一体型が 2点で他は各部位ごとに出土している 。出土資料は完形品及び破損品の合計が72点であり、

その内訳は一体型 2点、雁首は44点、羅宇 l点、吸い口25点となる。 出土資料は材質 ・形態より分類を行っ

た。材質は石製・金属製・陶製で、金属製煙管は真鈴製と不明金属製に、陶製煙管は瓦質土器・無釉陶器・施

釉陶器に分類される。施されている釉は灰釉・透明釉・緑釉．瑠璃釉と、青銀色または緑銀色の光沢を持つ釉

の 5類となる。形態は雁首から羅宇への接続部がL字状になるパイプ型と火皿に直接羅宇を差し込む柱状型及

び雁首一羅宇一吸い口の一体型の 3類を設定した。特徴的な出土資料を選出して第93図に示し、観察状況を第

33表に表す。

出土傾向として陶製煙管の出土が多く中でも緑釉の施された製品が多い。石製・瓦質土器製煙管は柱状型の

雁首のみ各 1点の出土である。無釉の陶製煙管は雁首のみ 11点、褐釉陶製煙管も雁首のみ6点と偏りがみ ら

れる。雁首と吸い口の出土数の割合は石製と無釉・褐釉の陶製煙管を除き、各分類ごとにほぼ同率であった。

注：図版番号 1 (遺物番号 6)の計測値はその形状より、 c=羅宇接続孔面幅、 cl=羅宇接続孔面に対し右側

面幅、e=全高とする。

第33表煙管観察一覧

各団サ氾酢が号1 お／伯型式 器i杉材質
u さ./I>~、え部,tf[l/lVlU • •I, 皿 ・1/Lit

n a b b' C C d C f (' I( 

I 6不nJ1111閲,,雁首

＂ 
22.3 0 8.56 - 32,9 7 10.8 7 32.89 

2 11 I岐 ハイブ阻Ifri首 ,1, せ檜 19,7 I 13.5 0 15,4 0 2.50 14.1 8 6.48 13.3 9 -

,. 3 破 ハイプ型 雁酋 無釉 19 24 l4.00 17.86 2,00 14.05 6.15 13.0 6 38.74 

j 1 破 ヽヽイ7型 雁'' 無釉 L917 12_91 15.47 3.00 13.74 7.82 14.77 44.55 

5 17 破 ハイプ型 雁首 無釉 17.27 1073 13.47 2.00 15,68 8.05 L4.74 35.18 

6 10 完 ハイフ刑 雁j;',透明釉 IM2 11.10 17.28 4.32 12.45 8.05 12.92 

ヽ 15 完 ハイプ刑 吸II透ll)j柚 16.20 9.78 7,21 

8 13 破 ハイフ'l',雁首 禄植 14.83 12.28 13.36 13.15 8.03 13.67 30,3J 

， 16 3''-' パイプ削 廂首 緑釉 12,71 10.32 lS.50 3.50 12.07 7.49 12.61 22.38 

10 2 応 ,, イプ型 1及口 採釉 15,31 9.64 6.36 

II 4 完 ,, イプ型 9及「I 禄釉 14,90 9.23 8.7i 

12 14 完 がイフ型 ll)HJ 希植 一 一 14.S!i 8.25 510 

l3 8 破 Iiイフ別 雁首 Ifill月fill14.83 12.28 13.30 13.15 8_03 13.67 30.34 

14 5 r~ パイプ刑 ,~ 首 瑠璃袖 13 02 6.75 l2.73 

15 9 完 ハイプJ_{'I雁首 瑠）月袖 13.57 10.78 13.67 4.50 12.41 7.76 12.35 33.99 

16 12 完 ハイフ判 IJ;[I 瑠11-'J釉 12.7] 8.08 7.23 

17 7 ,-,,. フ 、iイブ型 吸口 瑞屈積 16.95 9.99 5.93 

18 C: 瑯 完 がイプ型 雁,.., 真祐札 7.04 5 49 10.28 4.30 7.88 6.07 8 17 30.70 

19 0264 完 ハイフ型 雁;;; 真li:快 9.48 7,73 10.42 3.11 lO.Q? 6.94 10.07 39、39

20 826, 完 ’` イプ型 雁首 臭注製 9,56 7.62 12.29 5.36 10.58 8.27 9.98 48,96 

21 F272 完 ハイプ型 吸口 真梵¼/ L3.18 9.18 5.97 

22 c2;3 究 ハイブ型 1及口 真姶製 4.88 

23 l278 完 -f本型 完形 真兌製 9.00 6.96 11.42 5.68 8.17 7,57 59.30 8.55 5.40 SAS 

24 K272 完 -(本型 完形 真佑製 11.35 9.32 13.70 5.41 10.62 880 33.90 8,29 5,62 5.45 

25 27;; 完 パイフ型 吸口 真鉛ii 9,90 7.57 7.08 

第34表 キセル計測項目

量
b I火llJJ(商緑ー胴部底部）

這）卜面） 三簸大径
注1 図版 lの計測値 cは罹字接続面の幅、 dはc計測面の側面幅、 eは高さの値とする。

注2 遺物番号L278 (第93図23) の羅字径は最大 1直6.95、最小値~34、長さ 2.70 となる c

※ 下之御庭＝下、隈拙門＝廣、木曳門＝木、漏刻門=i届、と略記。
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屯さ
出土地 伽11・ h (g) 考

- 34.4 0 40.50 木 Hl5
沿1l1jO)破捐が多く、 3而或Iヽは 1而の而Jjが）と考

えられる 穿孔部は1り鉗形をなす

- 10.40 1ヽ 撹乱
8 iiriに(l11取りされる 、/(□iiから羅字接拷部にかけ

浅条かの条限が認められる

11.10 木 不明
8而に面取りされる 岱面全体に，消整痕が残る

肉部がくびれる

10,20 ,i,; L7-134 
8血に血収りされる 沿面の約平分に阻色の日クg
fillがかかる

. 9.80 和1 不明
II面に而取りされる 閤而全体に9佑が灰出色の自

然!diがかかる

3,70 下撹乱
迷形はやや歪で．莉字l&i森f;pを餘き岱i面全1本に）＆
•nfihがかかる -

4.22 27.52 3.70 下撹乱
進'7接粒部のn柑品に国糾召貝の圧Iiiが残る

全体に袖が胎される

4.90 ド撹乱
勘UI全1,1.にi対袖が施されるが、胴祁から咋＇字 I&紐
部1ーかけてi全々に薄くなる

2.80 ド撹乱
袖はほぽ料 l伍全 I~に施されるが、紺字核積部及び

•/(11111'!,i年は施されていない

3.10 27.89 3.20 木 M0-138
器形は1的部から吸Iヽロ部にかけ他名に細く なる IIR柑
色,J釉がIJlltられるが．吸い口部には旭されていな1、

5.13 25.86 3.10 木不明
柚1よほぼ忍1;合するが、数 ,,errにi炎lヽ柑柚が認めら

れる 器Jfjは盃で，吸しヽ11がやや外反する

2.18 21.94 3.00 下撹乱
罪’ギi祖が非を除き笛il11仝1本に柚が施される 器形

は涌1型

3.70 1(1/. 撹北西
•l(IIJI内部及び器而i令 1本に :r,百色の釉が施される

円新は丸く彬らみ.・1,1111は低い

3.60 木 LS-132
・l<llll内部及び沿jr,j全It!ご淡百色の仙が施される

趾キj~紐部1寸近にアルミナ様0)紗がN討する．

4,10 下 l役/;L
今体に白色の胎 leが沼出する力八数ヵ所に深;;・<;,

の袖が残る 溢而全'*'-"''絡れが残る

M2 37.37 3,80 下 撹乱
吸いU[l;Jj.'/を含め!'{,,,祈 1 こ i災百色0) 袖がり~TTする

DJlいLI郎はメガホンが：「外反する

2.70 29.99 4.20 机l イ；明
岱面令1本にまばらに淡存色の釉が残I*する 吸い

II部は柵く先消で外反する

3,90 下 小明
町黄褐色を早すが数ヵ所に青(7色の始が生じ、 一

部：砂が付社 ・A種泣としの拉Hoolぷ領枠ではない

7,20 下 表採
•/([布沼としの敲打面iぱ別—f 器形は歪て祠部に段

がある 暗緑色を出すが全11-r-Jii.J色の緒が生じる

9.70 ト Ml-129
令1本に俎））キが残るが数ヵ 所に肖白色の鉛が生じる

羽部には長枯方向の条とミンサ 様の彫刻が屈される

3.50 43.H 10.00 木 ~16-136 
暗黄褐色を里するが数ヵ所に淡緑白色の沿が生じ

る 吸いn部はやや外反する

3.20 40.70 .J.40 府＇ 表採
扁1'1:沼れる．接絵部から尚状に成形したことを廂品

沿字楼拉部に長船一冶る条と、朋た必る条が亥ljまれる

2.96 47.96 13.30 木 rn-133 
祖み立て式 各部位とも臭鉛秘で羅字は中央より

2つに分かれる．火任治としの沿打面はb内各．

3.72 14.50 22.20 木 m-139 
ri堕で、同1f.に成形される 1,i;, 窃をしの昂Jr由が認

められる 陪茶柊色を9するが、肯白色の泊が牛じる

2.27 96.43 16.80 湘 M3-126 
数ヵ所に困メ'キがmt.s回全休に萩i点白色の店が

上じる 窪字検討内部に竹と思われる漏字が残存する

:-I: □ 亨五
h j吸い口 長釉値

長~mm単位

手~g 単位
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第37節歯ブラシ様製品

歯ブラシ様製品が71点得られている。骨製とプラスチック製に大別でき、骨製は第94図 1-14、プラスチッ

ク製は同図15-18に示した。いずれも欠損品であるが、 1、2は柄部先端を欠くが完形に近い資料である。

1はブラシ部が隅丸方形の扁平状をなし、上面に三列になった植毛孔が見られる 。頸部で一旦くびれた後、

頸部から柄にかけてやや開き柄部は緩やかな直線状を示す。柄尻は舌状を星すると思われるが破損の為詳細は

不明。柄部上面は中央でやや膨らみを持たせ、裏面は平坦に仕上げる。断面形はカマボコ状をなす。

2はブラシ部の先端が楕円形をなし断面は偏平状を示す。ブラシ部上面に植毛孔が三列見られる。頸部は一

旦僅かにくびれ、柄に向かい開く 。柄部は緩やかな直線状を示し、上面中央で膨らみを持たせ、裏面は平坦に

仕上げる。断面形はカマボコ状をなす。

3、4はブラシ部のみ残す欠損品で、 3は1とほぼ同様な形状を示すが、 4は小形のブラシで、植毛孔を上面

から裏面まで穿ち、上面の長軸に平行に 3列の溝がみられるなど、他のブラシと様相をやや異にする。

5-14はブラシの柄部のみの破損品である。 6-8、10は1とほぼ同様な形状を示し、柄尻形は6、7、10が舌状、

8は隅丸方形を呈する。 5は頸部が緩やかにくびれ徐々に開きながら柄尻に至る 。先端は舌状をなす。斯面形

はカマボコ状、柄尻の中央に直径 2mmの小孔が穿たれている。11は頸部から肩が張るように柄部に至る。柄部

は平行な直線状を示めし、柄尻先端で三角に尖る 。柄部中央上面で膨らみを持たせ、 裏面は乎坦に仕上げる。

断面形は楕円形状をなす。柄尻のほぼ中央に直径 4mmの小孔が穿たれている。12は頸部から柄にかけてやや開

き柄部は緩やかな直線状を示す。柄尻先端を小刀状に表裏面から削り出し尖らせている 。これは本来の形状と

は考えにくく、破損後ヘラとして二次使用した可能性がある。断面形は楕円形状をなす。13は柄尻のみ残すも

ので、柄尻先端が尖り、断面形は方形をなす。柄尻先端に 2mmの孔を穿ち、プラスチックの鋲状のものが通され

ている。上面に「COLYTIO」の商標とおもわれる文字が見られる。 9は柄部が先端に向かい徐々に広がる。先

端の両側に刻みを施している 。断面形は方形、ヘラの柄部かとも思われる。14は2枚一組を張り合わせて作るブ

ラシの柄部と考えられるが判然としない。柄尻に 2mm弱の孔を穿ち、柄部中央に半月状の挟れが認められる 。

15、16はブラシ部のみの破損品である。15が楕円形状16は先端が細くなる隅丸方形を呈する。いずれも断面形

は偏平な方形を示す。17は柄部の先端に向かい徐々に幅を増し、断面形は楕円形状をなす。柄尻先端は二角に尖

り柄尻の中央に直径 2mmの小孔が穿たれている。柄部上面に「BRIS-HOLD」の商標と思われる文字が見ら

れる。18は頸部から直線状に開きながら柄尻に至る 。柄尻先端は三角状に尖り、柄尻の中央に直径 2mmの小孔

が穿たれている。柄部上面に「隼人歯刷子」の商標と社名と思われる「丙外互商株式会社」の文字が認められる 。

表35 歯ブラシ様製品法量一覧 単位： cm、 g

図
プラシ部 柄 部

図版
番号 素材

植毛孔
断面

柄尻形状
断面 長さ 輻 重さ 出土地

形状 頸部／柄尻

1 骨 3列 不明 楕円／四角 13.8 1 8 下之御庭 撹表上

2 骨 3列 不明 扁平／楕円 12.4 1.3 9.6 下之御庭 撹乱

3 骨 4列 不明 扁平／四角 6 1.1 2.4 木曳門 M9-148 

4 骨 3列 不明 扁平／四角 3.4 0.85 1 下之御庭 撹表土

5 骨 不明 楕円／有孔 楕円 11.9 1.3 7.9 不明

第 6 厄円 不明 楕円 楕円 8.9 1.2 10.1 下之御庭 表土撹乱

94 7 尽円 3列 不明 楕円 扁平／楕円 10.7 1 7.4 下之御庭 表土撹乱
図

8 尽目 4列 不明 隅丸方形 扁平／楕円 10.3 1.1 8.7 下之御庭 表土撹乱

第 ， 骨 不明 楕円 楕円 4.6 1.3 3.5 下之御庭 撹乱
93 

10 骨 不明 楕円／有孔 3.9 1 I 下之御庭 表土撹乱図
版 11 骨 不明 不明 扁平ー四角 8.4 1.15 5.5 廣福門 北西表上撹

12 忠円 不明 扁平一楕円 8.5 1 5.2 下之御庭 表土撹乱

13 骨 不明 剣先 四角 6.1 1.2 6.3 下之御庭 表上撹乱

14 骨 不明 楕円／有孔 楕円／四角 4.1 0.8 2.1 下之御庭 撹乱

15 プラスチック 4列 楕円 不明 扁平／四角 5.4 1.2 2.6 下之御庭 撹乱

16 プラスチック 3列 楕円 不明 扁平／四角 5.8 1.15 2.6 不明

17 プラスチック 不明 楕円／有孔 扁平／楕円 7.5 1 2.5 試掘

18 プラスチック 不明 剣先／有孔 四角 9.3 1.2 5.4 下之御庭 表土撹乱
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第38節石碑

第95図 1は1801年に立てられた『琉球国新建国学碑』の一部で「…門之北龍渾…／…績之飾而輪徒…」の部

分である。本来は国学（現在の県立芸大）にあったと考えられるが、国学移転の際に移されたのでは、とのこ

とであった。木曳門出土。

同図 2は「…唐（？）口…」及び判読不明の文字。どの石碑に当たるか確認できなかった。川物座L5-124出土。

同図 3-bは高欄羽目板で仮名を主体に記されている。 3は羽目板の上部で、「いちゃち…／此御三し…／
やカ

御いち口…／おかて…／か口…」の文字が記されている。木曳門出土。 4は羽目板左下の部分でわずかである

が「上」もしくは「王」の労を持つ文字が記されていると思われる。木曳門L4-133出土。 5は羽 H板下部で
ち力 lヴ力

「…こゑ大きミ／…あそひ／…口御ちゃう／…口おしろひろ／…ロロロヘちしらん」の文字。用物座L3-124出

土。 6 も羽目板下部で、「•••ロロひ／…からめ□ちゃれは／…□あひたハ日々に／…しよおへか」の文字。瑞

泉門出土。

3-5は同一個体もしくは一連の羽目板と思われる。うち 3・5・6は書体が類似しており古手の書体に属

するとのことであった。ただ、今回出土した内容の金石文は現時点では確認に至っておらず、城内のどの施設

に属したものか不明である。未報告分に正殿の龍柱片があることから、造成のため本来所在した場所から動い

たと考えられよう。また、北殿跡の調査で出土した羽目板は城外に所在する龍淵橋のもので、戦前、北殿にあ

った沖縄郷土博物館の収蔵品とされている。今回の羽H板片も同様なものであろうか。

第39節 骨製品・貝製品・土製品

骨製品は鏃・棒状製品・札状製品・筒状製品・ボタン状製品の 5種16点が得られた。ボタン状製品の一点を

除き総て破損品であった。

鏃は20-25に示すものを含む 6点が得られ、総て平形、有茎の鏃である。平面形はいずれも身部が菱形で韮

部に向かい一旦搾まった後、更に広がり埜部端縁で水平になる。鏑は鏃の中心線を境に両側に付くもの20・

21・23・24と、身部中央に平坦な面を持つもの22がある。茎部を円推状に尖らせるもの24・25、と甚部側は四

角柱状を呈し、先端は尖るものの 2タイプがある。 26は破損のため詳細は不明であるが、粗加工を施したのみ

の未製品と考えられる。表面にススが付着している。素材はジュゴンの可能性が高い。

27-29に示すものは札状の製品である。 27は浙面形がかまぼこ状をなす長方形の製品で、端部に径1.5mmの

小孔を穿っている。片方の端部は破損しており全形を窺うことができない。詳細は不明である。 28は扁平な長

方形をなし、中央に鋲のような金具が見られる。 29は残る 2辺が平行しない扁平なものであるが、破損が著し

い為詳細は不明。 30はハブラシの柄部分が二つに分かれたものと思われる。

19は四角柱の棒状を呈するものである。かなり丁寧に研磨された製品であるが両端が破損していることから

詳細は不明である。 31も19と同様な製品と考えられる。

33は断面形が環状をなす、先細りの筒状のものと思われる。筒の緑部が有段になり、中央から先端に向かい

二条の凹帯を廻らしている。先端は丸みを持つ。 32は断面形が三角に近い楕円形を示す筒状製品と思われる。

縁部は有段になっている。

45はボタン状の製品である。円形の偏平状をなし、中央部とその周辺に計 5個の 1-1.6mmの粗孔を穿って

しヽる。

土製品は34-39に示す6点を含む20点が得られた。いずれも中心部がやや膨らむ円柱状の製品で手練りによ

り作られている。用途などまだまだ不明な点の多いものである。

貝製品は40-43・44を含む 5点得られた。 40-43に示したものは小形のタカラガイ科の貝殻の背面を打ち欠

き、粗孔を穿ったもので、従来、民族事例などから錘と考えられているものである。 4点得られた。

44は偏平な円形のボタン状製品である。一面に丸い凹面が見られる。

参考文献

安里嗣淳他 「勝連城跡一南貝塚および二の丸北地点の発掘調査ー」沖縄県勝連町教育委員会1984
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第36表骨製品（鏃）法量一覧 （単位： cm・g) 

図 ・図版 身 部 茎 部 全体の器種 完／破 くびれ 重さ 出土地番号
長さ 厚さ 幅 幅 厚さ 長さ 幅 厚 さ

長さ

20 鏃 破 4.37 0.59 1.2 0.76 0.64 0.34 0.55 0.53 2.6 4.7 漏刻門

21 鏃 破 4.1 0.56 1.2 0.76 0.63 0.28 0.48 0.9 2.3 4.41 漏刻門

22 鎌 破 2.6 0.5 0.99 0.69 0.61 2 0.5→ 0.3 0.87 2.2 4.7 漏刻門

第96図

図版94
23 鏃 破 4.2 裏損 1.2 ?0.8 0.6 2.4 4.2 用物座

24 鏃 破 3.7 0.6 1.2 0.8 0.7 3 0.5→ 0.2 0.9 3.9 6.7 漏刻門

25 鏃 破 2.8 0.6 0.7 0.6 2.2 0.5→ 0.3 0.8 2.1 5 用物座

26 
鏃

破 3.4 0.77 1.2 2.5 3.4 木曳門
未製品

第37表骨製品法量一覧 （単位： cm・g) 

図・図版
器種 完／破 長 さ 幅 厚 重さ 出土地番号

27 
札状

破 10.77 1.47 0.6 11.8 木曳門
製品

285 
札状

破 4.94 1.42 0.21 2.1 木曳門
製品

29 
札状

破 3.4 1.1 0.2 下之御庭
製品

30 
札状

破 4.97 0.85 0.31 1.7 下之御庭
第96図 製品

図版94
31 

棒状
破 4.27 0.58 1.2 陵福門

製品

19 
棒状

破 4.33 0.47 0.48 1.7 下之御庭製品

32 
筒状

破 8.03 1.44 0.29 6.5 漏刻門
製品

33 
筒状

破 8.23 2.24 1.03 10.7 下之御庭
製品

45 
ボタン状

完 1.39 1.37 0.21 0.5 木曳門
製品

第38表土製品法量一覧 （単粒： mm・g) 第39表 貝製品法嚢一覧 （単位： cm・g) 

図 ・図版
完／破

外径 厚さ
重 さ 出土地番号 縦 (a):横 (b)最大(c):最小(d)

ヽ

34 完 3.9 : 1.8 1.5 ; 1.4 10 木曳門

， 
'35 完 4.2 : 2.0 1.7 ; 1.5 15 木曳門

ヽ

， 

第96図 36 3/4 4.0 : 1.7 1.3 : ｀ 1.2 10 木曳門
， ， 

図版94 ‘ 37 完 3.6 ! 1.6 1.3 : 1.2 10 木曳門
’ ， 
＇ 

38 完 3.8 : 1.7 1.5 : 1.4 10 木曳門
’ 

＇ ' 39 1/2 3.3 ， : 1.9 1.5 : - 10 木曳門

凡例： 外径 縦 (a)=長さ

横 (b) =真ん中の膨らみの幅

原さ 最大 (C)=真ん中の膨らみの両側の最大
最小 (d) =真ん中の膨らみの両側の最小

図・ 図版

番号

40 

41 

第96図

図版94
42 

43 

44 
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貝種 器種 縦長 横長 厚さ 重さ
孔径

出土地
紺 横

タカ ラ

ガイ科
貝錘 3.3 2.5 1.0 7.3 2.1 1.6 用物座

タカラ

ガイ科
貝錘 3.2 2.4 0.9 7.2 1.9 1.7 試掘

タカラ

ガイ科
貝錘 2.9 2.2 0.9 4.8 2.2 1.7 木曳門

タカ ラ

ガイ 科
貝錘 2.3 1.8 0.2 2.8 1.6 1.4 木曳門

不明
ボタ

1.7 1.7 0.3 1.5 木曳門
ン状



第40節貝類

本遺跡の貝類は巻貝26科73種、二枚貝15科36種の計41科109種が検出され、個体数としては巻貝3243個、ニ

枚貝1288個、が得られている。

固体数の算出方法は巻貝・一枚貝は完形、殻頂（殻頂を残すもの）、破片（殻頂を残していない破片）に分

け隼計し、（完形＋殻長）を最小個体数とした。二枚貝は左右の殻に分け集計し、左右の内、（完形＋殻頂）の

値の多い方を最小個体数とした。

貝類生息地

I : 外洋・サンゴ礁城

〇：潮上帯

a : 岩盤

C : 岩礫底• 砂底・砂泥底

1 : 潮間帯中・下部

a : 岩盤

b : 転石

C : 岩礫底• 砂底• 砂泥底

2 : 亜潮間上縁部

a : 岩盤

b : 転石

C : 岩礫底・ 砂底• 砂泥底

3 : 干瀬

a : 岩盤

4 : 礁斜面及び下部

a : 岩盤

C : 岩礫底• 砂底• 砂泥底

参考文献

]] : 内湾・転石地域

1 : 潮間帯中・下部

a : 岩盤

b : 転石

C : 岩礫底• 砂底・ 砂泥底

m: 河口干潟・マングローブ域

〇：潮上帯

C : 岩礫底•砂底•砂泥底

d : マングローブ植物上

1 : 潮間帯中・下部

C : 岩礫底•砂底•砂泥底

e : 淡水に流人する礫底

N: 淡水域

v: 陸域

久保弘文・黒住耐二 「生態／検索図鑑沖縄の海の貝・腔の貝」 1995年 沖縄出版

島袋洋•他 ［平敷屋トウバル遺跡 ホワイトビーチ地区内倉庫建設工事に伴う緊急発掘調査

報告」 1996年沖縄県教育委員会

ヤコウガイ

ヤコウガイは殻 (474個）と蓋 (412個）がある。地区別には木曳門が他の地区に比べて多く、下之御庭は蓋

が多く、用物座は殻．蓋とも前二者に次いで出土量が多い。各地区の機能を示唆する資料と思われる。殻は

412個出土したが、完形はほとんどなく、細片が多く、殻頂と殻口がおおい。 IIb (殻項～次体層）の中には

2 cm前後の穿孔があり、採肉方法を想定できる資料である。また、 Ia (殻頂から殻口までのもの）は図版95

に示すように、御細工所跡・湧田古窯跡で同様な割れ方が共通していることから、食用よりは殻自体を使用す

るものであろうと考える。第42表に蓋の残り方を分け集計した。これによると残率は25.3%であるが、特に多

い割れ方は細片(162個）を除くと 2分の 1 (A・D)で厚い部分の残りである。

第41節脊椎動物遺体

本地区で出土した動物遺存体は、脊椎動物門.I軟骨魚綱 2目1科、 11軟骨魚綱 4§10科 9種、 m爬虫綱 l

科、 N鳥類綱 1目l科 l種、 V哺乳綱、 6§8科 8種が検出されている。以下に各々の遺存体の種名リストを

示しその概嬰を簡述する。
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第40表貝類出土状況（巻貝）
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第42表ヤコウガイ蓋

＼ 眉
1/2 1/3 1/4 1/8 

A A・D B・C C・D A・B A・D C C・D D A A・B A・D B B・C C D A A・D B B・C C D 

下之御庭 40 ， 2 3 1 I 1 1 2 1 1 1 1 1 

用物座 22 1 1 1 1 1 1 1 1 2 

瑞泉門

漏 刻 門 1 

9廣幅門 6 1 1 l 

木曳門 41 1 ， 3 2 1 1 2 2 3 2 1 1 3 2 3 4 1 1 1 

試 掘 4 3 

不 明 7 2 1 1 1 1 1 2 1 1 

合 計 120 4 2 23 7 7 2 2 3 4 5 2 2 2 7 4 4 6 1 3 2 1 2 1 

＼＼  
2/3 3/4 3/8 4/5 

9/10 破片 合計
A・D C C・D D A・D A・D B・C D A・D 

下之御庭 3 1 5 6 1 2 1 7 60 1 152 

用物座 1 1 1 1 1 33 4 74 

瑞泉門 1 1 

漏刻門 1 1 

廣福門 1 2 6 2 20 

木曳門 1 6 1 1 ， 3 10 49 12 176 

試 掘 2 ， 
不 明 1 5 1 1 2 10 2 40 

合 計 5 7 1 6 1 22 5 4 1 1 21 1 162 21 474 

第43表ヤコウガイ

＼ 
I II ill N V VI ¥/II 合計

a b a b C a b C a b a b 

下之御庭 1 2 1 6 1 11 

用物座 10 2 3 2 1 1 3 39 61 
殻lfl

瑞泉門 1 6 7 

漏刻門 3 2 2 5 12 

痰福門 2 1 1 5 ， 
木曳門 5 42 6 8 21 2 1 3 21 2 4 85 1 201 

試 掘 1 13 3 2 23 42 

不 明 1 16 1 6 ， 1 1 2 7 23 2 69 

ム仁 計 7 1 88 ， 14 36 8 3 6 37 2 4 187 10 412 

第44表ヤコウガイ 残留部位

I-a  殻項

I-b 殻項～体層、開残

II―a 殻頂～次体層

[I―b 殻頂～次休階、体層残

II - C 殻頂～次体層、 開残

N 次体階

V-a  結節

V- b 結節～休層

Vil 細片・殻口片 第97図 ヤコウガイの各部名称
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第46表 ウマ出土表

； 也下之御庭 用物座 廣福門 木曳門 表採 合計

左不明 右左 右 左 不明 右 左 不明 左 不明 右 左 不明
同甲骨 骨体 1 

゜
1 

゜撓骨
近位端 I 1 

゜゚遠位部 1 

゜
1 

゜中手骨 破片 1 

゜゚
1 

寛骨 臼部 1 

゜
l 

゜膝蓋骨 破片 1 

゜゚
1 

腟骨 遠位端（破片） 1 

゜
I 

゜指骨
基節骨 I 2 1 1 I 2 4 

゜中節骨 1 

゜
1 

゜合 計 1 1 2 2 I 3 1 

゜
2 

゜
I 

゜
3 ， 2 

第47表ヤギ出土表

: 也下之御庭 用物座 漏刻門 膀福門 木曳門 不明 合計

左 不明 左不明 右不明 右左 不明 右左 右 右左不明

上腕骨
述位端 1 l 1 I 

゜破片 1 1 

゜゚撓骨 近位端～骨（本 2 I 1 I 3 

゜中手骨 I 3 2 I 

゜゚
7 

大腿骨
近位端～骨体 1 I 

゜゚源位端 1 

゜
1 

゜中足骨 2 

゜
2 

゜ムロ 計 2 1 2 3 

゜
2 1 I 1 2 2 I 4 7 7 

第48表 ウシorウマ出土表

音~四ピ 下之御庭 用物座 漏刻門 痰福門 木曳門 試掘 表採 撹乱 不明 合計
左 不明 右不明 右不明 右左不明 右左不明 右不明 左不明 右 不明 右左不明

椎体 破片 3 3 

゜゚
6 

肋骨
近位部 5 3 1 4 4 4 2 12 11 

゜破片 60 33 15 56 137 I 5 1 2 1 0 309 
合 計 5 60 3 33 I 15 4 4 59 4 2 140 

゜
I 

゜
5 1 2 13 11 315 

第49表 イノシシorブタ出土表

部~戸、逆竺 下之御庭 川物座 漏刻門 廣福門 木曳門 試掘 表採 合計
右 左 不明 右 左 不明 右 不明 右 左 不明 右 左 不明 右 左 左 不明 右 左 不明

肋骨
近位部 2 1 3 I 1 1 1 3 2 4 1 I ， ， 3 
破片 33 42 7 26 I 123 4 4 1 4 235 

撓骨 遠位部 1 1 

゜゚胚骨 遠位部 1 

゜゚
I 

ムに 計 2 1 33 4 1 42 I 8 I 1 29 3 4 123 

゜
5 1 4 11 13 239 

第50表カメ出土表

； 也下之御庭 用物座 漏刻門 廣福門 木曳門 試掘 表採 合 計

左不明 右不明 右不明 不明 左 不明 不明 不明 右左不明
上腕骨 1 1 

゜゚尺骨 1 1 1 

゜
2 1 

指骨 1 4 1 1 

゜゚
7 

腹甲板 1 1 1 4 l 

゜゚
8 

腹甲板突起 I 1 

゜゚
2 

緑甲板 10 I 2 I 

゜゚
14 

背甲板 2 6 13 14 5 

゜゚
40 

剣状突起 1 1 

゜゚合 計 I 4 1 11 1 12 16 1 21 1 7 2 2 72 
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第51表ネコ出士表

部;-;---ミロ ：

下之御庭 廣福門 木曳門 試掘 合計

左 左 右 左 右 右 左

上腕骨
骨体～遠位部 2 I 

゜
3 

骨体～遠位端 1 

゜
1 

遠位端 1 I 

゜胚骨 近位端～骨体 I 

゜
1 

近位部～遠位部 1 1 

゜合 計 1 2 1 2 1 2 5 

第52表ネズミ出 士 表

下顎骨

大腿骨 可上叫 9

逃 M湘而

右
一右 量

第53表イヌ出土表

部~ロ：也
廣福門 木曳門 不明 合計

不明 左 不明 不明 左 不明

尺骨 近位端 1 

゜
I 

中手骨
近位端 川 3 3 

゜完存 IV 1 I 

゜中手・中足骨 遠位端 1 

゜
1 

基節骨 完存 I 

゜
1 

A ロ 計 I 4 1 I 4 3 

第54表 ジュゴン出士表

部~戸---匹こ：下之御庭 用物座 木曳門 不明 合計

不明 不明 右 不明 不明 右 不咀

胸椎 I 

゜
1 

椎体 腰椎 1 

゜
1 

棘突起 1 4 

゜
5 

肋骨 破片 I 2 3 1 

゜
7 

大腿骨 遠位部 1 I 

゜破片 2 1 1 

゜
4 

合 計 3 4 1 10 1 I 18 

第55表 イルカ・クジラ出土表

I椎体 I左右不明 I i I用物座

-170-



第56表 ウシ出土表

i:ロ J也
ト之御庭 川物1坐 i.li核IJl"J 廣福1'1 木曳P'J 試拙 表採 不明 合 Ill'

ti 左 ,{,lljf右 Ir. 不川 右 le不明 右左不II/)布 左イ澗l右 左 左ぷ,,l右左不明 (::i 左邪『I
頭盆骨 Ifり 1 4 

゜
0 5 

fi,fl'i'i' I 

゜
1 0 

軸椎 1 

゜
0 1 

頻惟 l 2 2 

゜
0 5 

関1ft. I 2 

゜
0 3 

Ulft竹
腰惟 I 2 I 2 1 

゜
0 7 

f1l1Ilt. I 

゜
0 l 

Ii$椎 2 

゜゚
2 

突起破片 l 

゜゚
1 

破）ヤ 3 

゜゚
3 

,,rrp-n 
・1'1・（木 1 2 1 I 3 2 

゜遠位姓： 1 2 3 l 3 4 

゜完形 1 I 

゜゚近fir.もll 1 

゜
1 

゜・l:l'f,t.. I l 

゜
2 

゜!・. 腕「1・ 述位名n l l .I 1 

゜述位部 (@t)・「） 1 

゜
1 

゜遥f!l.端 3 4 1 1 3 5 l 
破片 2 1 

゜
l 2 

近fir.t.i I 2 J J l 2 2 3 6 L 
秘 -n ・l'tl-1- I 

゜゚
l 

述!,'I)贔 2 2 

゜゚,',;{/: 1 

゜
j 

゜尺 ，l'l・ 近位部 I 1 l 2 1 

゜骨（木 1 1 I 3 

゜゚NJHI・ l;r,2 +:i r-、l!Ht I 

゜
1 （） 

近h'l端ー'l'tf,l:. I 1 

゜゚近h%端一遠位部 l 

゜
1 

゜"'手fl' 近位溢ー'i'l' f~- 1 

゜
1 

゜・l'tf本 l 

゜゚
I 

述1ゆ沿 1 

゜゚
1 

r..1部 1 L I I I 2 2 J 
究骨• IIり・l'I・ l l 

゜゚破）｝＇ l 1 

゜
I I 

近位部 l I 

゜゚近位瑞 l 

゜゚
I 

人・腿1↑
'l't(木 2 I 

゜
2 I 

述位部 1 1 I I 

゜述h'!紺 I I 1 2 I I 4 1 
破片 l 

゜゚
I 

膝岱~t 戟/¥・ I I I l 1 l 
近位部 1 1 1 1 

゜近位沿l L 

゜゚
1 

1'tf,t;~辿他端 l I 1 2 l 

゜胚 ・n
1'tf本 I 1 1 2 L 1 2 3 2 
遠位瑞 J 1 l 1 

゜述位端（股I「) I 1 

゜
1 J 

遠位部 l I 

゜゚敗J-', I 

゜゚
l 

距 、i't 完(p I l I I 

゜蹄 ・l't
完a 2 1 I 2 3 3 

゜近1,・,部-1'/'f本 1 1 

゜゚近位溢 1 I 1 1 2 2 

゜近(If.部 l 

゜
1 

゜•I• 足1'i・
1'1'(,f( I 2 

゜゚
3 

近位llll-'l'l'l:t- I J 

゜゚、i'tf水～述I立部 I 

゜
I 

゜遠位端（破片） 1 I 

゜゚
2 

足根骨 第 ·I'I •心足根骨 1 

゜
l 

゜巾手 ・中足骨（破片） I 2 

゜゚
3 

!JI~'t't l 

゜
1 

゜J, 釉節・i't(グも存） 3 4 4 4 8 4 l I 13 16 

゜括節l't(近位端） I I 

゜゚指骨 碁節竹＇ （骨r1,-遠位部） 1 1 

゜゚中節l'l' 1 2 1 4 5 3 7 ， 
゜未節rt l 1 2 2 3 2 5 6 

゜;(ロ,.. 計 3 ， 7 5 7 8 16 14 8 5 19 lO 40 33 20 l 1 3 1 l 2 l 71 88 55 
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第57表サカナ出土表

部~ り土地 下之御庭 用物座 F端泉1 漏刻門 廣福門 木曳門 試掘 表採 撹乱 不明 合計

サメ目 科不明 サメ 脊椎 3 I 8 4 16 
エイ目 トピエイn 種不明 的板 I l I 

ダツ 顎骨
R L 

゜゚ダツ且 ダツ科 I 1 

゜種不明 薗骨 RL不明 7 7 
フ R L 1 I 

゜工 A 顎骨
2 3 2 

ダ
3 

イ
B 顎骨

R L 

゜゚科 I 1 

゜顎骨
R L 1 I 1 1 3 I l 2 7 

夕 クロダイ
2 1 5 

イ
I 1 l 3 4 

科 ヘダイ 顎骨
R L I I 1 1 

1 1 2 

゜顎骨
R L 2 2 2 I 2 2 3 12 12 I 18 21 

フ
9ヽ マフエフキ l 4 1 2 2 3 8 8 1 12 18 

工

フ 破片 RL不明 3 1 4 
キ R L 

゜゚ダ 顎骨
I イ 日コシマクロダイ ゜゚科

酎ll111
R L 1 

゜
1 

゜顎骨
R L 1 1 I I 1 I 3 I 5 5 

1 I 1 2 4 1 I 7 4 

コブダイ
動頭骨

R L 1 1 

゜2 2 I 3 8 

破片 R L.f~ 月 3 3 

タキベラ 削頭骨
R L 

゜゚ベ I 2 3 

ラ
顎骨

R L I l 

゜
l 

科 3 2 3 2 
A 

R L 
馳頭骨 ゜゚l 3 4 

顎骨
R L 1 l 

゜ス

゜゚ズ B 
キ 罰吼竹

R L l 1 

゜目

゜不 明 顎骨
R L I 1 l 1 

゜゚顎骨
R L I 2 I 3 4 3 

イロブダイ
5 I I 7 

゜剛頭竹
R L 1 1 

゜゚
顎骨 R L 

゜゚ナンヨウブダイ
2 4 2 4 

牝耐1
R L 3 I 2 1 3 1 3 8 

7' 1 2 
ダ

咄~lff
R L I 3 I 1 4 

イ ナガブダイ
2 

科
I j 

A 顎骨
R L l 1 2 1 10 I 5 l2 

I 3 2 1 I 3 4 

開骨
R L 2 2 3 2 ， 17 1 l 2 15 24 

B 
I 2 1 2 1 4 ， ， 2 4 14 21 

咄頭骨
R L I 

゜
1 

゜R L I 6 12 6 13 

不 明 顎骨 3 I I 4 I 

RL不明 2 2 4 

R L 2 I 4 6 5 8 

A 顎骨 1 I I I 1 I 1 8 13 2 13 17 
1ヽ RL不明 1 1 
夕

科 R L I 2 I 2 2 

B 顎骨 l 1 

゜RL不明 l I 

ニザダイ科
ニザダイ 尾部棘 2 1 I 3 

不 明 破片 2 2 

日R L 1 

゜
I 

フ カワハ
モンガラカワハギ I I 1 1 2 

グ ギ科
目 背蒻棘 I 1 

"')セ）点ン11 Jヽリセンボン 破 片 1 1 

カサゴ目 コチ科 コ チ 顎骨fR 
L 

゜゚l 1 

゜゚脊椎 91 72 22 37 291 2 515 

尾椎 2 2 I 3 1 27 36 

種不明 棘 61 10 I 25 304 l 2 404 

血管間棘 2 1 3 

鋤骨 I 1 

凡例 上顎骨 R前上額骨:L前上顎骨 R上咽頭骨； L上咽頭骨
• ------------- -----------・ ... ..................... 園骨 ーR歯骨 ：L歯骨 下咽頭骨
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第58表 ウシ歯牙出土表

ご
右 左

凰
破 ムロ

I 1 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 I l I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 

1 2 3 c in2 m3 m4 l 2 3 c m2 m3 m4 
片 計

下之御庭
l I 1 l 1 4 ， 

1 l 

用物座
2 l l 1 1 2 8 

゜漏刻門
1 i 

゜翡竹 康福門
1 l 2 

゜木曳門
2 l 2 I 2 I 2 1 12 

゜試掘
I 1 

゜表採
1 I 

゜下之御庭
I 1 1 2 5 

゜用物座
2 I 1 1 3 4 12 

゜漏刻門
1 1 2 

゜骨~ 廣福門
1 1 l 1 4 8 

゜木曳門
l I I 3 

゜表採
I 1 2 

゜不明
3 3 

゜゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
3 7 6 3 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜
3 2 3 8 8 2 24 69 

A ロ JI・ 

゜゚゜゚゜゚ ゜゚゜ ゜゚ ゜゚゜゚゜゚゜゚゜
I 1 

゜゚゜ ゜゚゜゚゜゚第59表 ウマ歯牙出土表

ご
右 左

閾骨
破 ムロ

l l I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 I 1 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 
片

1 2 3 c m2 m3 m4 l 2 3 c m2 m3 m4 
計

下之御庭
4 4 

゜用物座
7 7 

゜廣福門・
1 I 

上

゜閤
木曳門

I 1 4 6 

゜試掘
I 1 2 

゜不明
1 I 

゜下之御庭
1 1 I 2 5 

゜用物座
1 1 4 6 

゜占骨 廣福門
4 4 

゜漏刻門
I 1 2 

゜木曳門
I 1 2 4 

゜合 計
2 

゜
1 

゜゚゜゚゜゚゜゚
1 

゜
1 2 

゜
1 

゜゚゜゚゜゚゜
2 2 2 2 0 26 42 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
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第60表 イノシシ歯牙出土表

二
右 左

骨儡
破 ＾ <', 

l 1 l 2 l 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 I 1 J 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 

i 1 i 2 1 3 c m2 m3 m4 1 1 1 2 i 3 c m2 rn3 m4 
片 計

I 1 1 3 
上 木曳門

゜胃 1 I 
不明

゜下之御庭
d'1 I 1 1 4 

゜l 1 
用物座

゜l 早1 2 2 2 (1) ， 
骨盃

漏刻門

゜廣福門
1 1 

゜木曳門
2 2 早1 I 1 2 I l I 2 2 (1) 19 

゜表採
2 2 4 

゜不明
1 I 

゜3 7 

゜
3 

゜゚゜゚゜
I I 

゜
2 2 

゜
3 

゜
1 

゜゚゜
1 l 

゜
3 5 4 (2) 2 0 39 

A ロ 肩,.

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜゚゜凡例：〈）未萌出 9雌、？雄

第61表 ヤギ歯牙出土表

~ 出土地

右 左

骨腐
破 ム口

I 1 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 11 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 

ili2i3 c m2m3m4 l 1 i 2 l 3 C m2 m3 m4 
片 計

,:; " 贔付

I 1 

用物座 ゜1 I 

］ I l 3 

ムロ 計 ゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
1 

゜
1 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜゚
2 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
I 1 1 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜゚
3 

第62表 イヌ歯牙出土表

二
右 左

嵐
破 合

11 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 I 1 I 2 I 3 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3 

i 1 i 2 1 3 c m2 m3 m4 I 1 i 2 i 3 c m2 m3 m4 
片 計

2 I I 1 1 1 1 8 

~ 竹

木曳門
I 1 I I 1 l 1 1 8 

1 l 2 
不明

3 I 1 1 

A ロ ~i• ゜゚゜
3 

゜゚゜゚
1 1 1 1 I 

゜゚゜゚゜゚゜゚
2 

゜゚゜゚
0 0 

゜
0 10 

゜゚
1 l 1 I I 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
2 2 2 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜
0 11 
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第42節人骨

漏刻門M4-124埋土中より出土した人骨は、高さ約8cmの緑色をした蓋付きのガラス瓶に納められていた。破

損部位が多く 、また焼かれていて若干の収縮や変形が見られた。確認された部位は頭蓋骨片、左上腕骨片、左

右大腿骨片、左右腔骨片等で、おそらく 1個体分が葬ら れていたと思われる 。

残存する四肢骨を計測したところ、右大腿骨上端幅が16mm、大腿骨下端幅が右で16mm、左で15mm、右腟骨

最大長が57mm、胚骨上端幅は右で13mm、左で12mmと推定された。破損や変形の影響を考慮した上で、

AKIYOSHI (1976)の胎児骨を用いた研究を参照すると、奸娠 9ヶ月 から10ヶ月程度の胎児の大きさに近い結

果となった。 このことから、この個体は少なくとも死産か、出産後あ まり時間をおかずに死亡したと推定され

る。

引用文献

AKIYOSHI T 1976: Studies on fetal bone extremities and the derivation of an equation for estimating fetal body 

length. Acta med. Nagasaki. 20 pp15-18 

＂ 

I'= 
図版 4 人骨
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第v章結 五
口

1

ゴロ

以上、平成元年～平成 2年度にかけて実施した首里城跡下之御庭跡・ほかの調査を報告した。報告の概要を

記す。

遺構は、第ill章でも述べたように戦前および戦後の造成のため一帯は大きく撹乱を受けており、門跡、建物

跡を確認することは難しかった。廣福門跡、用物座跡では礎石や建物に伴う石積みをわずかに確認することが

できた。また、遺物の項でも述べるが、隣接する京の内跡出土の遺物（平成10年度報告分）と接合可能な遺物

がみられ、造成のためかなりの土量が動いたことが考えられる。

今回報告した出土遺物は遺物収納コンテナで約1,600箱以上にも及ぶ膨大なもので、瓦 ・1i専が約600箱余を占

めていた。次いで、褐釉陶器や青磁が多く出土した。また、木曳門跡と下之御庭跡からの出土が比較的多くみ

られた。遺物の概要は次のとおりである。

青磁は碗・ 1IIlが多く得られ、その他の器種も豊富であった。特筆すべきものとしては、内面に貼り付け文を

施した鉢で、蓮池を表したものとのことである。白磁は碗が主体で、定窯のものと思われる資料がある。京の

内跡出土の資料と比較した結果、同一個体もしくは近似する資料と考えられた。

褐釉陶器は中国産とタイ産のものがみられ、多くはこれまでに報告されている例と大過がないものであった

が、わずかにミャンマー産と思われる褐釉白帯陶器が得られた。県下では初の確認例であり特箪すべき遺物で

ある。今回、褐釉陶器に分類した中には本土産、もしくは産地不明と考えられる資料があり、これらについて

は再検討したい。

その他の陶磁器では、ベトナム産磁器の中には良品もみられ、高麗青磁は比較的時期の確定ができるようで

ある。また、瑠璃釉には梅瓶、酒海壺といった確認例の少ない器種がみられ、銅緑釉の中には産地を確定しが

たい資料もみられるとのことであった。本土産の陶磁器も多様であり、これまで多く報告されていた肥前系の

ほかに、関西系、瀬戸・美濃系など西日本の陶磁器がみられるといえる。

土器は、沖縄前期の土器が面縄東洞式、嘉徳II式および仲泊式と思われる資料が得られ、後期土器も若干得

られている。首里城跡からはこれまでの調査においても先史土器が出土しており、先史遺跡が存在したことを

示唆するものと考えられる。また、報告はできなかったが磨製石斧も数点得られている。

自然遺物は概略のみを示したが、ヤコウガイの出土量は目を見張るものがあった。首里城跡北西の現城西小

学校地内には「王府御用の総合製作所」とされる御細工所跡りがあり、発掘調査では多置のヤコウガイが得ら

れ、螺細の材料に使用したものとされ、今回は特に殻の部分が多く出土した。このような、近世におけるヤコ

ウガイの多量出土の傾向は王府関連の遺跡に多く 21、食料残滓としてよりも加工品や交易品としての位置づけ

が必要とされる叫

石碑等は『新建国学碑』のほかに不明の高欄羽目板がある。この資料はこれまでの金石文調査等で確認され

ていないものである。今後の確認を要する資料である。また、記銘資料としては、中国産褐釉陶器に「□高麗」、

沖縄産陶器の外底面に「寄」、「南京口口」などの黒書を施す事例がみられる。特に沖縄産陶器に多くみられる

ようで、墨書を施す例はこれまでにも首里城跡をはじめとして、湧田古窯跡等で確認されている。このような

記銘にどのような意味があったのか考えたい。

上述した京の内跡出土遺物との接合状況は、青花と褐釉磁器の間で確認できた。青花は高足杯が木曳門

Kl0-133、L3-134、L7-131グリッド、褐釉磁器は木曳門IA-132出土のものが接合可能であった。その他にも、青

花大合子（下之御庭・木曳門出土）が同一個体と思われる。その他に、京の内跡出土資料と同様に被熱痕がみ

られる資料があり、これらは京の内跡に由来するものと考えられよう。その他にも接合可能資料はあると考え

られるが、今回の接合作業は一部に止まったため充分ではなかった。

今回は、亀井明徳先生をはじめとした諸先生方より貴重なご指導とご教示を頂き、報告をまとめることがで

きました。末尾となりますが、心より感謝申し上げます。

引用文献

1)那覇市教委 『御細工所跡J 1991年 2)沖縄県教委 『湧田古窯跡』 II 1995年

3)沖縄県教委 『湧田古窯跡』 N 1999年

追記：脱稿後、第24図1、第25図1はベトナム産白磁と確認。また、『湧田古窯跡』 I所収第36図1も同。
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ダイ科 イロプダイ 右上咽頭骨 28, プダイ科 (A)右前上顎骨 29, ブダイ科 (A)右歯骨 30, プダイ科ナンヨウプダイ 左上咽頭
骨 31, プダイ科ナンヨウプダイ下咽頭骨 32, プダイ科 (B) 左前上顎骨 33, プダイ科 (B)左歯骨 34, プダイ禾斗ナガブダイ 左上咽
頭骨 35,プダイ科ナガプダイ 下咽頭骨 36, スズキ科 ハタ類 (A)左前上顎骨 37, スズキ科ハタ類 (A) 左歯骨 38, スズキ科ハタ
類 (B)右前上顎骨 39, スズキ科ハタ類 (B)右歯骨 40, モンガラカワハギ科左前上顎骨 41, モンガラカワハギ科左韻骨 42, モンガ
ラカワハギ科背鰭棘 43,二ザダイ類尾部鱗 44,コチ 左歯骨 45,ハリセンボン科上．下不明歯骨 46,種不明 鋤骨 47,尾椎
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茎
冨

第98図 明式瓦軒丸・平模式図各名称

第99図 文様の変遷（上軒平・下軒丸）

註： 1 コンテナは大は1.5倍、小は0.5倍として中サイズに換箆して尊出した。
I,: I 上原分類の大和系瓦も含む

眈： l 上原1994は牡丹・蓮華・ 菊を想定。（「首里城跡西のアザナ地区出土の明朝系瓦とその推移」 「南島考古」 no.14沖縄考古学会 1994.11) 
註： 2 上に同じ

註 ：3 上原1994の第 I文様と第軋文様にあたる。詳細は観察表に記述。
註 ：4 上原1994の第m文様系にあたる。
註 ：5 1に同じ
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第63表軒平観察一覧 単位： Clll、「-J:不明orHtillll不可、（）：推定

図番 大分 ii 花 弁 花芯 顎 第 茎 色 法 忌 類 例号 類

6枚、立体的。 股頭型I 「V」 祝雄左右各 l枚 一本＋小妓 褐色、杖旧 弦幅； l'l0,8J, r; 深： (2), 西ア（第11図川DI)、湧[(第98図21).

I ① Ii.右各 II父， 垂長： 02.15), Ii船： 1.10 天東（第93図8)

I 右1111_

5枚、面的、上は横線、 ド 他頭型 「V」 左右各 1枚： 左曲 褐色、専，＼質 弦転 (20.2)、谷深 '(2.i). 西ア（第11図11102)、北殿（第63図3)

2 ② は菱形に成りつつある.l. 垂長 (10.3)、椋幅一 御細（第51図64)、天束（第93閃7)

I 
部丸昧、 卜部逆＝角：

5枚、面的、上は内に弧状 • 投頭邸少し大 「V」 ん右各 1枚、薬脈明瞭。 一本（不明 灰色、硬質 う玄幅 (22.4)、谷深： (1.4)、 西ア（第II図ill04)、i勇］（第98図22!

3 ③ 下は大きくなり~ 丸味、 きくなる 陳1如111. 垂長 (11.5)、緑幅 '1.7 那天（第H図B5)、首管し第75図5)

I 
51女、上は 「V」に変化 逆侶頭型 「,.J 左右各 ZI~. 葉豚明瞭、 n」字が： 灰色．閉霞 ',}. 船 23 9、谷深.3.2、巫 西ア（第11MID05J 首管（第75図13)

~ i 下は1と弁大 C 格_f文 はみ出す 3 長 (14.5). I~ 糾： 1.6 

花すH 枚は同大、上は弧状｀ 隅丸方形格 r,」 片右各 2枚、屎脈明瞭、 無 ;k色｀硬質 弦輻 (20.8). 谷深 '2.9、 洒ア（第11図B皿01)、泊 l(第981可I)

下は干状で花、いより若干小： 子文 はみ出す＿ 垂長 (11) 、柑~\l. 1.0 南殷（第21図1)那天（第521刃C6),

5 
I 縦線こ 北殿（第98図8)歓久（第52図1)

大川1962(別表2-1,2) 首管（第75図

8・9・11)、天束（第93図91

花弁は H父で卜位は 1・・位よ 円形，格子文。 rv」 左右 2枚、無脈明瞭、 無 赤色、硬直 位枷 ．凶 ''ti況： 2,5. 屯 西ア（第11図ill03)

G 
⑥ り1£:n・が小さしヽ、上は退化~ はみ出すこ JJ : II.I, I対船： 1.6 酋笠（第75図14)

下は化芯と同形・大、縦線

花弁 4枚か、上は横線、下 方形｀格子文 不明 井b.2枚、策脈明瞭： 無 灰色、 liJi質 サ船：四.4).行深： (2.S). 北殿（第63図9)

？ の は丸形で下にしぽむ＼ 花芯 咽J:c:¥9,7). I対似：一 首管（第75図10,12)

I 
と同大一

花弁 4枚．二n月線状、下 円Jf灸 格（ 文 無 左右 2枚．坑脈明瞭． .~ 赤色、硬甘 枚幅 (22)、谷深 (2.,)、 西ア（第11図02-2)湧 I (第98同5)

8 
、／8 は玉ねき塑で1似ぷより大， 左6に［）」 はみ/I',ない 亜長.(10.4)、衿輻：一 北閉（第63図13.14)

がつく く

2 1~. 紺,li!iれ．立f,i'的 円形 磨耗 小雄と免、井右各］枚、 ー木直緑と 灰色、硬竹 弦柘： (22.4)、谷深 (2 65). 西ア（第11閃HO!)， CL IS! しベ・ I,!- 娯旅ありこ 小簗し 垂長： (13 .05) 、,~.は一

I 且
2枚、銀舎偲1)ぶ弁は 31欠 長怜円、箔椋 阪捐 小虻と錐、左右各 11欠 破損不明 赤色、歓＇負 収帳：四）．谷料 ：(2.:1,. 

10 ② の線がし雄しべ 3叉か花 状c て韮は 3叉: 屯I!: (12.iJ. ,~ 糾： 1.00 
弁．

2枚、 3叉状つよい外反， 円形．斜め格 破揖 小狙と銀（複）左右各 破掛 内色、硬閃 弦幅 (21.8). 谷深 4.3、

11 I● 子文 1枚、葉脈明瞭c 垂li (12,6)、1及幅： 1,8 

＇ IU 
3叉状、外反はft,い 破柑 破揖 恨碩、立r本的こ小虻は 破Illイ1月 灰色、硬質 弦船 (23.4). 谷深.(1.9). 天東（第93図12)

12 ,2、 破1月不明 2 亜長 (12,3),殺輻一

トに同じだが、而的． 止円lfi、格子 三叉 面的,Jヽ虻 2Ill、桟槃 2 2本、左に 褐色、軟質 梵低： (21.1)、谷深 (3.1). 

l4 （(, 文： 枚は菓隊有り s i弯,111 亜長： (13)、搾紐 2.2 

1・ 
上左右各 1枚は 3叉、上向 殺f'I形、格子 左右各 複槃．左右各］枚、小 2本、左／こ 褐色．研質 弦柚： t23.3J • r; fl : t2.85l. 西ア（第11図AO!TI AOl・l・Il AO! 

13 ② き， 1枚斜 虻、井右各 2枚、立体 浴曲 承長.(lZ,I!). 1¥¥111: 2. 〇 -2)湧 T (第98図 12 • 25) 首管（第75

le: li'i, 図1)

3叉j)し上左右各 l枚、下 逆般拍型．格 無 小娯ーニ叉で下向き、 2本．僅か 褐色、硬甘 弦幅： (21.4)、谷深 (2.5). 西ア（第11図UCOll 御細（第51図

15 11 n弁横向き 子文c 複菓、ん右各 1枚で面 に石1こ湾1N1 垂長： (11.8)、柑幅・- 2)湧 I (第98図28)、天東（第93図

的 21 

2枚、 2叉、 立1本的p 憤楕円．格子 無 小虻、複槃左右各 l枚． 破Ill.不明 褐色、硬慎 弦幅 (22)、谷深.(2.2)、 西ア（第11図DOI)、首管（第75図21

16 II ② 文。 症脈は上向き「く」に 非長 (12,1), 楼幅 1.0 天束（第93図3)

1111がる。

3叉状、面的、左右各 11父 防捐不明 無 小採 3叉状、複策で分 破損不明 赤色、欣間 弦輻 (26 55). 谷深 '(19)、

l7 llil U, 茄、ん右各 2枚か、而 垂長 (13.2). 1~• 品．＿

的

t向き斜め、 3叉状、立f本 ~, 肴円、 ート方 無 小虻 3叉状、下斜めf/,J 2本、左曲。 褐色. ·~ 買 弦~: (212)、谷深.(2.5)、 西ア（第II図EDI)湧 I (第98図8)

的-左右各 21丸 形 き、複虻左右各 II~ 、 Ii! 垂長・ (12.8).縁船： 1.86 

18 I' り浅いこ荏 左右に各

IX 
1本、内呑き、小珠近

I 
くに左右各 1本内をき

破損不明 破捐不明 破損不 I~ 莱．面的、扶り酌ヽ 破損不明 赤色．軟筏 弦栢 (24.3)、谷深.(2.8). 

19 ② 明 中は灰色 垂長 (12.5)、緑I,';'-

左右各 2枚、而的、複弗 山型 研損イ； 複設、上向く、小薬有e 破損不明 サンド，軟買 仕.≪.::(ね).谷i:r.:tJ, 切，

20 ① 
推しべ 2本、上に外巻き ： 明 中は灰色 lj,JJ: (13.5). ,~ 岱：一

左右に各 1本、内巻き、小

X 坑近<1-左右各 1本内巻き 0

破損不明 阪掛イヽ 明 納1月不 複韮t.に向く、 iたり深 破損不明 褐色、飲質粉 弦輻 (23)、谷深 (2.2). 

21 ② 明 いこ立体的築脱有り ＜ 垂長 (13.7). I~ 幅一

左右 21文、立1本的、上向マ 横惰H 左右各 楼虻、方右各 2枚.I夫 直紛、 2本 褐色、代'l'l 弦t.'i¥ (22.5)、谷深 (2.9). 西ア（第11日 101).天束（第93図6)

22 XI ウン日九 1枚 り浅，、 小佼は、芍状 線、外巻き 。 垂長 02.75)、；引紀 1.96 

外巻きん・右各 II匁

多弁で面的，ttrtかC 惰円 既1月不 複痣、左右各 1枚，扶 破掛ー無 赤色、硬質 弦船 (21)、谷深 (3)、

23 明 り深い J 面的- j{<Jf (11.3)、令桑幅 0.9 

I 入;rr
小振り c 多弁ー 9!丸弁は 冷円 撫 t財艇、扶り深＼ヽ 無 赤色、硬質 弦輻 (21)、谷深 (3.1)、

24 棒状， 母長 (10.8)、橡幅． 一

無．小I辰りで文様は具象化。 簡略化された 無 単葉、左右に各一枚、 破損不明 灰色、軟質 位糾： (16,8). 谷深： (1.-1). 

26 ① 化芯 哀ん中に葉脈 1本走る ： 坦U:(t;,I).lil饂： 1.35 

I Xlll 
無，小振り、やや抽象化 干．卑l 無 単拍、先端丸味2 中央 無 褐色、 9芍質 匹： (16.8). ti深： (I.I). 

25 ② 無。小根り、やや抽象化 に掠3 器而崩；、各 望*.(6.7), I叫： 1.78 

無 C 小振り、やや抽象化
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第64表軒丸観察一覧 (1) 単位： cm、「一」：不明or計測不可

図番 大分

瓜 花弁・推しへ 花芯 顎 葉・夢 茎 色 法 塁 類 例
号 類

凸弁、約広、破損一枚数不 破捐不明 逆伯頭 槃：棲栗左右各 1枚 1木、 i全中 灰色、代質 外径 15.9、投栢 1、珠文 酋ア（第10図川02)、天東（第92図9)

44 ① 明c 型 怜：無 で「く」に 径 0.25、珠文間隔 1.3、

＇ 
雄しべ 破損不明 曲がる 琺文故 (22) 

② 凸雉弁し幅べIL：く破。損不明
破損不明 破掛;,; 栞複茄左右各 l枚． 股損ー有 褐芭、 ,1:質 外径 14 7、投輻 1、珠文

45 明 斜めに出るヘ 径 0.2、珠文問陥 1.6、珠

妓 無 文且 (18) 

③ ,推"舟しべ片1'i： h 6 1~ llJ型 有、山 葉 ：複拮左右各 2枚c 灰色、軟'J!( 外祥― 14.6、茂幅 l、.6'*、メ珠 大両川ア （第JU図而01)、湧 1,第96図6)、

46 ;',}'無 径 0.2、珠文問隔 l 1962 (別表3-6)、天東（第92図8)

文孜 (l:l)

④ 凸雄弁しべ 有
山型46より大 fl 築破捐不明、褻：隅 破損不1q1 赤～灰、サンドイ 外径 10.9、柑幅ー，珠文

47 yチ状、軟問 径ー、珠文間隔ー、珠文

数一

⑤ (雄LLIJしr-べ 2本
格 f又 f¥J 克 ：3割れ 2枚 9く」 仄ーIll色、サント 外ff存: 15 8文、殺間船隔 1.5. 珠文 このタイプはl~I を見な 1 ヽ、他の分類

48 経 ；無 イ Jチ状、軟質 0.2、珠 29-38、の可能性もある

珠文数 (10) 
凸弁 (Tf形 行 栗窃・ 1左阻右 2枚、 桟築c i小弯d韮ll. 下に 灰～y褐チ状色、、 サンド 外仔径：O 15.6、穀文船間隔： 1, )朱文 曲ア（第10図川03)

49 ⑥ 枇しべ r1zm不叫 ィ 粒質 25、珠 2.1~
2.2、珠文数 (16) 

凹弁：左右各 H父 1頂旧l廿 f¥j 葉 ：無3 I又 崩れ 昭茶色、硬質 文外任怪 14.7, 峠船 '0.9、m 南殿（第20図21 曲ア（第10「X刊104)

50 ⑦ 雄しべ 1本、上下とも 2 ii; ー、珠文間隔一、
叉1-なる 以文故 ：一

左占各 31父、凹凸弁の組み クマネギ1~1こ f ¥ I 侶： Jct, に 2 1•~ 、 jl(lfj Iく］ドIv 花色、りl;l!l' 外行 14.5、投帖 1,2、珠 天東（第92団10)

51 ⑧ 合わせ、稼的 3割れ 裕：艮 に横線 文ii' 0.5、珠文間隔 2.3、

I 雄しべ 琺―::cu:04) 
左布に1川凸刊の紐み合わせ クマネギ 3割 ・xJ 莱 左 右 に 2Iダ、くずれ rぐJ糾と 花色、 + m 外径 15 4、f汝輻 12、珠

52 ⑨ 柑しべ上は 2叉、下に 3 れ卜ほどはっ 籾枯め；無はっきりしない 緒になる 文径 04、珠文問隔 2.4、
叉 状 とりしない 珠文盈 (15) 
左右に凹凸の弁の瑣み合わ 111刃" 有 兜 ：井 5打i枚 ）本上下と 褐色、象）：四 外径 13,9、椋柚 14、取 餅 I (第96図9)西ア（第10図071

53 ⑩ せ細身^ 焚 ：無 も2本ご 文fl' 0.2、珠文間隔 2.2-

I 
雄しべ 1本こ上下とも2本 2.4, 珠必位 (13} 

せ左細7,身に阻K」/J)介の：組1本み合わ タマネギ1.1,3 I XJ 屎 ：3枚 問"f 4、～荼褐色、 9灼l 外径 14、投輻 12、既文 湧 I (第96f,ls10J り1:天（第io似156) 

54 几 雄しべ 上叉 に割れる 枝 ；無 径 0.2、珠文間悩 23- 叫ア（第10凶al071

状、下は＝角形 2.5. 珠文数 （認l

⑫ ／推叩し1•べ左杖； g1本fl(卜珠文と合体
格(文ややJS 横 1本 栴 かなり省略化、左右 略化 灰～昭翌上祐色、 外荏 14 9、殺船 II、珠 那天（第40回89)、北閉｛雰621吝16)、

55 形、左右ぱ（） に2枚こ 卓I;阻 文径 0.2、珠文間隔 2.1、 大川1962(別表3-8)、西ア（第JO図

＇ 
二』財）：、下は—角形 が： 硲無 珠文数 04) mos I、天東（第92図12)

⑬ ＇雄＂げしFR.べ右：I1OI本~、 卜叉状に外
格—f 、左右 0 横 1本 染：略か？枚 略化、点 赤色、社筏 外径 14 3、f辞柚 1,1、珠 北殿（第62図41、首奉（第52図II、

56 状． 栓：無 文ff 0.2、耽文間隔 23~ 大1111962(別表3-9)、内ア（第JO図
反、 I、3本 2.7. 珠文数 (12) 川09)、天束 （第92図11)

⑭ 凹椎弁し左べ石`：!O1本f又て、店l叉部状は尖に外る
111-fX:. 横 1本 梵：無 略ft、ti 赤色、硬買 外往任： n,7、f哀拙 l、珠文

57 より、 棧無 0.2、珠文問陥 2.0-
反、下＝角状？ 殺的 2,6. 珠文数 (12) 

67 ⑬ 推多井しべ、凹井有か 破祖イ;i町 而捐イ 韮吸狽、怪イヽ"Jl 阪 f貝 灰～ソ祀チ状色鳳． サンド 外文脊：無： 22.3、t和揺 l.S、珠
明 イ 杖竹

バラ釈、立f~ _c-,11,,fl! 殿Ill小 築；阪柑不明 阪摂不唄 ,;,,・.~茶出色.tm  外怪 IS 8、拷幅 1、只文

58 ① 推しべ蔽捐不明 明 岱 ： if 0,55, 珠文問隔 28~ 
3.5. 珠文故； (IZ) 

バフv:、而的 歓捐不明 敗り！ぷ 槌：破捐才 破閉不前］ 赤色、択可 外径 16.5、縁輻 j、珠文

59 ② 雄しべ破損不明 明 ']: 径 0-1、珠文間隔 30~ 
J.,. 珠よ孜： (10) 

パラ状、左右ヌ、称、頂ね、 狛長の方形、 無 朗 ：無 無 赤色、やや硬質 クト径 ：16-2、投幅 I.I、珠

GO u ③ 弁を線で表現、 線て表現 硲：無 文径 ：06、珠文問悩 3 5, 

雄しべ 中央に血でよ狐 t:l;:i:V!: (JOl 
パラ状、椋が明瞭、ん卜の ガ形、腺が明 無 粘：無 無 赤色～暗茶色、硬 外径 14-8、株拙 1、J朱文 北切（第62図(0lll、I訳 喝,ormou1.・行今

61 ④ 弁が強洞される 瞭 秘 ：無 n 径 0珠.4文、故珠文間隔 36~ l第52図4) 歓久（第s1i,i,11li穀（第201~7I 酋や

， 雄しべ無 4 I. 9 1迅丑図Bl大川1962/月l)l,:l-18).天凍（第92園13)

⑤ 瑣}.:..しべヽ9ぅ：見t/,_ 1W(~ ・ 縦長の方形 破損不 栞 ；阪損ー無 破捐ー無 介．‘～茶褐色、映箕 外径 15.2、粒幅 ：ー、珠

62 明 妙 ：殷捐ー無 珠文文径数：0： .7.1、珠文問隔： ー．
UOl 

小推、しべ"ラ：釈無
山型 無．． 栞 ；無 無.• 赤一茶祀色、硬n外径 15.8、¥"le輻 09、珠 南四（第20図8) 人1111962(別表3-151

63 ① 疫 ：無 文径 0.3, 珠文問隔 4.1、 西ア（第10図 AOI • A02l 

III 
珠文数 (10) 

,Jヽ 、バラ釈、線的表現が付i 方彬.IH叫こ 有 慈；無 無 赤一茶氾色、やや 外径.15.8、椋輻 l、7珠、文珠 首管（第74図9) 人川19621別表3-17)

64 ② い 近い 荏無 硬貸 径 0,8、珠文間隔 3 
雄しべ無 文数 (lOl 

雄;wし:べ無
円形か "屈" 苑：餌 径が花の lヽ 1反一茶褐色．サン 外径 15 5、珠浅文幅間 1.4、珠 大曲11ア11962 (別表3-5)i勇I I第96校161

66 V 砂： ,j~(i本 に複数 ドイ）チ状、杖窟 文径 0.5、 隔 1,9、 （第10図01)

珠人数 UO) 

，rm、うしK ぺ： r..i に1!l: い ニつ茫状、線思 禁怪：真無竺的 無 灰褐色、歓買 外文径 12.2、ポ輻 ー、只

65 懇 で囲む 径 0.4、珠文問隔 1.2. 

＇ ,~ 珠文敷 (22) 
2 I父．左Ii2段快りが,;;;,, ＼＇ ' 黒 虻 ：左右各斜2枚に先向端3交 2本、左に 暗灰褐色、·~買 外仔 15.8、fl¥輻 1.4、只 首奉（第52図6) 、西ア（第10回I

27 ① 立1本的 状。横と下 < 湾雌 文径 0.6、1朱文間隔 1.3、 A06-l) 、入東（第92図5)

雄しべ無 姓．んぷ外巻き 珠文粒 (34) 

2 f~ 、左石と l ll!l!IH'l:111 rrJ 細 娯 ：左右に各 l枚 3叉粍 2本、右に 叩灰色、硬T 外径 13,8、柑幅 12、珠 西ア (;;llO図 1B01)、大川1962i5J1J 

28 ,~ ① り 径 ：井右クト巻き 湾曲- 文径 0.6. 珠文問隔 1.09、 表3-11) 、天東（第92図6)

雄 し べ 無 昧文泣.(22) 
？収、煕ら(,•, 内間に{、:H ＂，1月．々や,ii 無 免；枠11/3枚っ 2本か右に 以色、軟店、 /fll[ 外任 14.3、投幅 1,1、珠 歓久（第51同10)西ア（第10図 IB 

29 ① 浅 tヽ扶り。 的こ三本ロ 桜 左右に小さく外巻き 沼曲こ 文径 0,7. 珠文間隔 137、 02-1) 0笞（第741各17)

雄しべ Jみ文政： (20) 
2枚、線v:やや而的 破損不明 無 亜無 破捐不明 茶褐色、代四、 I@ 外径 (14-8)、緑粕 l.17、

30 ② 雄しべ破損ー無 伎破捐不明 耗 珠文径 0ふ珠文問隔 '0.81.

珊
琺必牧 (24) 

2枚、線1丸 飯'rn不1開 無 俵：紙破m損イ；tりI 破頂小明 茶褐色、較百 外径 (15.S)、縁輻 11、 天東（第92図l)

32 ③ 雄しべ破損ー無 柱 1ヽ明 珠珠又文径致 I. £281 珠文問隔 1.7. 

雄2枚しべ、線状無 くずれる， 枠状 3本 ‘紐’’£‘ 弟 ：破損不明 破損不明 褐色、軟質、磨托 外径 (14.9)、殺輻 1.2、 西ア（第10図 lB03) 、天東＼第92

31 ④ 埜 ：破損ー無 珠文径 0 95、珠文間隔 図2)

0.93. 珠文数 (24) 

弁細っ面身的2枚3 111!1.'Jl-i天l浪 円形格子文 熊 梃：左右各？枚、 山埜こ ？木、 ')ヽは 荼褐色、歎＇貨、丁 外径 14.5、椋幅 1.2. 珠 那第（第10410図A3O1首奉（第52加）西

33 ① り 栓 上策から出る，左右 外巻き。 寧 文径 05、珠文問隔 12、 ア (4)

雄 し べ 無 外券主 乳文数 (34) 
IX 

弁び細れ身面2 ! 丸外側に浅いく 格子文崩れ 無 筵左右各 1枚3 2本、小韮 暗灰色、軟質 外径 (15.0)、珠投文輻間： 1.3、

34 ② 的2 焚外第から出る，はっ ははっきり 珠文径 08、 隔
雉 し べ 無 きりしない＾ しまい 0.6~Lふ珠文数 (:l:l)

弁くび1ま丸れ味c 2枚＿先端に浅い 横栢円こ格子無 葉：左右各 2枚 3叉荘。 2本、小葉 灰色.n買 外怪.(14.7)、f封輻 1.2. 味 曲ア（第10閃 IAO!I 、天東（第92

35 X 文、小さくな 稔：上莱から出る ．外巻 出る外巻 文径 0.3、珠文間隔 12、 図3)

雄 し べ 無 る a! 珠文教 (29) 

Z牧、弁は外内くびれるこ 憫子丸文方一形、 格 悪 槃細葉：井へ右 3枚、 放射江c 破損 釈色、軟霞 外任 (15.9)、浪綿一、冗 西ア（第10図 IA07l 

36 XI ① 推しべ無 文径 0ふ珠文問除 1.3、

堕 上薬から II\ る~ 外巻 珠文数 (25) 
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第65表軒丸観察一覧 (2) 単位： cm、「一」：不明or計測不可

図番 大分 i /£ 弁‘・雄しべ 花芯 顎 策蔓 茅 色 法 景 類 例-'0-，， 類

2枚、弁は細身、 1使かにく I'! 形、岱f文 無 梨左右6枚 2本左i巧曲 灰色．車，¥'I'! タHf (JG 5). 1~$j\ I 3, 蔚al<(第52図13)
37 XI 、？ びれるc 荏上茉から /1',る内巻 珠文1至 OS. 珠文問隊： 西ア（第10図 IAOB) 

琲しぺ無 1.2. 心数 (31)
段2枚を作、弁ってばふぐらん珠で先文平と 隅丸Jj形Jc格 無 娯：足形珠文と合体。 1i1J棋不明 9火 ・茶田色. IX買 外径 (12.0)、粒船 ''"ア（百10図01)

38 xn しぼむ、 了•文。 u: はっきりしなし‘ 珠文径 '06、珠文間協
合体。雄しべ無 四 4,0. 珠文政 (12) 
立r本的、 絞z捐f又不．尤明リ釦i!,1.'. 既捐不明 無 菜棧 ． ．．叉、 左右各 2f丸 阪mイヽ団I 赤9灰チ状色、、 サンドイ 珠外文往1王：(12.5). 珠,ゑ文船1/1 、

39 XIII 雌しペ 副捷に変化が 軟質 ー、 lfi芍 ー．

珠文数一
r,,:rnイ'1'1 ,,, 形、 格 I・文 無 梨il：枠状に：｛枚割以れ上て 戟m 灰色.m; ク珠H文ft 登:( 1 6 . 8) 、珠f~文fff,fl ・ 1 3 , 

40 XI¥. 雄しぺ不明 : 2叉 、外巻き , 0.6. ii隔
12. 珠文数 (33) 

阪mイヽ'"' 而Ill不叫 見
社染・ uu2,叉』9、に割山，1れ凡， クト巻き

阪ftl 灰色、軟f 外lf.(15,UJ. ! 点船 13、
41 X¥" 雉しべ 破拍不明 珠文1釜.0.5、珠文問隔

O.S~L.2. 珠文数 (28) 

m”ヲしFべ "血" 
I'! 弁＿卜-に尖IJ.-"- I集： ？？枚、謀力 f¥11屈． -"' 亦ぷ因こ、欧牧 珠外 t文~ : 無(10.5)、 1ゞ船 ： 1.2. ",1 ("174図4)

42 組に枠l!,<全 在無

I X¥1 
（本nムがる ＾

雄i;i~しrぺO：U無枚） ． 秤状 fTflfク．甜二条 無 i薬： 1E と合,~か 悪 赤'11ーVI:r.lll色．軟 珠外文径 無(9 7) 、 l~船― 11.
43 棒線， 伐・ 懇

I雄';滅し小べ"~一屯41、父以上か 破捐不明 破jfl 'l11 1ji虻かc 防tn"'l1/l 田色． 内在11.5.珠文は•?.故して 図ポなし 四ア l第10図 1'011
68 XIり 2 2叉に外巻 位・ 破拍不明 不 明っ

、人—
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こl
 ! 

I紅 116_1 2 _6 I I U_ 8 141 8 I I 6 

軒平・丸瓦観察表「類例」の項ー凡｛利

西ア：上原紆「首里城西のアザナ地

区出土の明朝系瓦とその推移」『南島

考古』N0.14、沖滉考古学会1994 南

殿：上原群「首里城跡南殿・北殿の

遺溝閥査報告」 『沖縄県文化財閥査

報告吝』第120集 1995.3

北殿：上に同じ

湧 I:大城慧•島袋洋・金城亀信
r湧田古窯跡(I)一県庁舎行政棟建設

に係る発掘問査ー」『沖縄県文化財翡

査報告吝』第111集1993.3

那天：島弘他「天界寺」『那覇市文

化財調査報告書』第42集(1999.3)・第

43集(2000.3)

天東：島袋洋・掌銘清乃•島袋春芙

他「天界寺跡(I)」『沖縄県立埋蔵文化

財センター詞査報告書』第2集 2001.3
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『首里城跡一下之御庭跡ほかー』正誤表

頁数 行数 誤 正 備考

例言 37 譜久嶺忠彦第W章第41節 譜久嶺忠彦第IV章第42節

l28 5 5 6 

134 番号184 8.4 表中 ．

番号16vヽ （トル） 表中

＇番号 ）7 16.4 表中

番号1816.4 11 表中

番号19II 表中

番号20 7.4 表中

番号217.4 8.6 表中

番号228.6 表中

番号23 16.3 表中

番号2416.3 表中

LSI 5尚秦久代 尚泰久代

番号20五 □五 表中

!58 30 隼人歯刷毛 軍人歯刷毛

160 6同図3~b 同図3~6

!60 40 民族事例 民俗事例

175 11 AKIYOSHIT AKIYOSHJ.T 

266 図右上 （番号なし） 10 9右隣

276 右下 首里城西のアザ● 首里城西のアザナ 第67表右

その推移」『● その推移」『南

学会19● 学会1994

金城● 金城亀
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